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1

は　じ　め　に

1．資 料

　この調査の資料である用例カードの種類・内容・テキストなどは以下のとおりであ

る。

1．王学作事

　明治・大正・昭和にわたる52の文学作品から採集した資料である。その作品と，用い

たテキストは次の表のとおりである。用例の出典のあとにつけた数字は，そのテキスト

におけるページを示している。

　なお，原作は歴史的かなつかいで書かれていて，使用したテキストでは現代表記に改

められているもの，あるいははじめから現代かなつかいで書かれているものには＊印を

つけた。

年ぺ作　家　名
　　1

作 品 名 出興　鋏

歩
花
郎
夫
村
袋
迷
節
外
郎
吉
石
声
介
三
夫
郎
寛
篤
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M
蹴
塚
鴎
静
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徳
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長
森
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鈴
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芥
倉
佐
久
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8
0
1
6
6
7
7
0
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1
1
1
1
1
1
ー
エ
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1
1
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8
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
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1
　
1
　
1
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ユ
　
嘘
⊥
　
1
　

1
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1
　
1
　
1
　
1
　
1
　1
　
1
　
1

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　1
　
1
↓
　
1
　1
　
1
　1
　
蓬
⊥
　
一
　
エ

武蔵野
高　野聖
思出の記（上）

野菊の墓
門　　　戒

蒲　　　団

平　　　凡

土（上）

阿部一族
或　る　女（前）

桑　の　実

こ　S　ろ

あらくれ
＊羅　生　門

＊出家とその弟子

闘園の憂繕

言　　　桔

恩讐の彼方に

友　　　情

岩波文庫

　／1

　1！

　11

　1／

　1／

　／！

　！t
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　11

　11

　11
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　1f
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2
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i　20

21

22

23

24

25巨926

11藤
　　i193028
2gi1930

30　11930
　　ミ3111931
32i1933
33i1934
34i1936
35i1936
36i1937
371・938

38i1938
391　lg39
4・1・939

4111943

42巨947
43i1948
44i1949

45｝1949
4611950

1921
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1923
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郎
鳥
弾
治
子
三
二
子
一
子
風
郎
星
子
二
成
秀
雄
子
治
敦
雄
郎
等
雲
鶴

難
見
響
轟
轟
麗
麗
辰
輌
　
羅
∴

志
長
正
里
窟
窟
山
小
林
横
野
永
谷
室
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麗
川
中
堀
岡
太
中
中
大
国
井
獅
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1 8
◎
σ
（
U
1
2

4
4
だ
D
だ
0
に
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1952

1954
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平
出
夫
治
三

昇
紀
重
達

岡
聞
融
野
川

大
野
三
申
石

＊暗夜行路（前）

青銅の基督

生まざりしならば

多情仏心（前）

銀河鉄道の夜

伸　　　子（上）

波

蟹　工　船

＊放浪　記

機　　械
真知子（前）
つゆのあとさき

春日抄
あにいもうと

＊くれない

冬　の宿
雪　　　国

厚物朕
風立ちぬ
河　明　り

富岳否景
李　　　陵

＊厭がらせの年齢

帰　　　郷

＊落　　　城

闘　　　砂

壌由学校
本日休診
野　　　火

＊真空地帯（上）

潮　　　騒

＊むらぎも

＊人聞の壁（上）

E
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　　11
　新潮文庫

　岩波文庫

　　11
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9
9
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3
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7
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4
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2
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4
4
8
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1
3
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2
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1
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（合討　8047ページ）

これらの作品は，1作家1作品の方針で，次のような順に選択した。

（1）岩波文鷹「百冊の本」におきめられている作品。

（2）岩波・新潮・角川の3文庫に共通しておさめられている作贔。

（3）衰波・新潮・角川のうちの2文庫に共通しておさめられており，かつ吉隈精一篇
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『日本文学鑑賞辞典（近代編）』に項欝として取りあげられている作品の1部。

　なお，この資料の作成・整理には横山正枝・豊泉美奈子ほか数名のアルバ4ターの助

力をも得た。

2．　科学説明文・論説文など

　文学作品とは性質のちがった資料として，あとから補充的に追加したものであるが，

下記の資料からとった，約6万枚の用例カードがある。作品名につけた＊は文学のばあ

いと岡様である。

作品年代 執　筆　戯 作 贔 名 謁 ペー
ジ数

　　　・9・6i河上肇

　　　エ92gi患　　　隆
1920～1941｝三木　　清

1934～1951i小林秀雄

1919～1922i阿部次郎

　　　器曙原僑太慧

　　　・946｝武谷三男

　　　’948　1湯騰樹

　　　1947i耀一

　　　欝欝太慧

　　　・96・陣忠夫

1965

　　　器i鷺羅讐

　　　・96s　1柴谷副

　駕：：響割

　　　欝鶴森っ鴛

＊貧乏物語

＊哲学以前

入生論ノート

＊私の人生観

入歯主義

＊ものの見方について

＊社会葛情と科学的精神

＊革命期における思惟の基
準

＊物質世界の客観｛生につい

て

＊原：子物理学の発展とその

方法

＊総長就業と廃業

＊原子党宣雷

塙崎山

＊宇宙の謎はどこまで解け
たか

寒物質の根源と宇宙を結ぶ

＊生命の暗号を解く

寧生命の謎はどこまで解け

たか

＊学問の動き

寧抵抗の科学

＊［fi石器の狩人

＊未知の星を求めて

岩波文蛤

薪潮文庫

　tx
角川文塵

　11
　1／
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1966

1966

1966

渥美　和彦

桜田　一郎

坂井　利之

＊／醍工’〔〉臓を体内｝こ

＊新しい繊維

＊文字を読む機械

㊧養
線
教
前
　
　
〃

の
の
代
問
現
学

〃

2
9
G
ゾ

ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（合計　1409ページ）

　以上，「文学作品」　「科学説明文・論説文など」の期例カードの具体的な作成方法・

経過などについては，国立國語研究所年報16～18および20を参照。

3．　「現代雑誌九十種」の用例

　先年，書きことば研究室が行なった「現代雑誌九十種の用語用字」の調査のために作

られたカ・一一ドが，そのまま用例カードとして利用でき，これも資料の一環をなしてい

る。この調査のサンプル内における，自立語全体の延べ語数は約44万であるが，そのう

ち形容詞（形容動詞は含まない）は1万余りと推定される。

　この雑誌資料はすべて，昭和31（1956）年の1月号から12月号までのものである。90

種の雑誌の名まえは，国立国語研究所報告21『現代雑誌九十種の用語用字』第一分冊の

2ページにゆずることにする。ここには雑誌の類別と各類の例だけをあげよう。

評論・芸文（12誌）

鷹民（14誌）

実用●通俗科学　（15誌）

生活・婦人（14誌）

娯楽・趣味（35誌）

群像・世界…………

家の光・週刊朝B…………

エコノミスト・固唾…………

暮しの手薄・婦人公論…………

アサヒカメラ・小説の泉…………

引用した例については，出典として雑誌名・発行庫月・ページが示してある。文章の題

名・筆者名はほとんど示さなかったが，何らかの参考になりそうなもので示したばあい

もわずかにある。

4．　「総合雑誌」の用例

　「現代雑誌九一卜種」の前に，書きことば研究室が行なった「総合雑誌の用語」の調査

のために作られたカードも，同じく資料の一部分をなしている。この調査のサンプル内

における，自立譲全体の延べ語数約23万のうち，形容詞は5千余りと推定される。

　この雑誌資料は昭和28（1953）年7月号から昭潤29（1954）年16月号までのものであ

る。雑誌は次の13種である。

　　改造　解放　学園評論　国民　心　人生手帖　世界　世潮　中央公論　EI本篇日本

　　人　ニューエイジ　文芸春秋　平和

以上の資料のうちで，3，4の雑誌の用例は統計のために採集されたものなので，イ



1．資 料　5

型の形容詞の数は，全標本の3分の1あるいは2分の1についてくわしく数えられてい

る。2種の調査を合わせると，イ型の形容詞の延べ語数は1万5千をすこし越える程度

と推定される。　（ナ型の形容詞の数は名詞の申に丸まれているのでわからない。）　ま

た，文学・論説文などの資料は，数は多くのばあい問題にしない，この意味記述のため

に作ったもので，くわしく数える労力はかけていない。したがって，動詞・形容詞合わ

せて約40万（文学が約33万，論説文が約6万）であるが，動詞と形容詞の内訳のくわ

しいことはわからず，形容詞（イ型・ナ型を合せて）が5～10万の間であることまでし

か言えない。なお，文学の資料については，不完全なものであるが動詞・形容詞のカー

ドと劉に，次のようなカードも副次的に作った。情態副詞は全作品から，その飽の野里

や名詞などについては約半数の作田から採集したものである。この副次的なカードも，

わずかながら利用したばあいがある。

　以上のように，現代語における形容詞の用例の収集としては，今までのところでは大

きいものであろうが，見たい語の用例が皆無であったり，わずかな枚数しかなくて，不

足を感じるばあいも非常に多い。　（そのことは「分析例」の中などでもあちこちで個々

の事例に関して言わざるを得なかった。）

　図題にしている語の例をたまたま儲かで読み，あるいは耳で聞いたばあいに，資料外

の例として引用したばあいがわずかにある。現代語の資料としては，資料内の例と比べ

て，価髄において格鋼の遜色はないと思われるので，わずかでも資料の不足を補おうと

して使ったわけである。そのばあい，書きことばについては患所をなるべく明示するよ

うにした。耳で聞いた例は，聞いた直後に書きとめたものが多いが，日常の会話などの

肉所を～々記すことはしなかった。

5。　意識調査

　以上のような，書語作編のなかの実際の用例とは，いちじるしく性質の違う資料とし

て，わずかながら意識調査を行なった結果を補助的に利用したばあいがある。形容詞の

用例は，上記のように，動詞と同じ範闇から採帯したにもかかわらず，得られる数は動

詞よりずっと少なくなるので，1つには用例の絶対量の不足を補う意昧で，補助的な調

査を試みたわけである。もう1つの理由は，用例にもとつくやりかたでは，用例が無限

に近いほど，膨大に存在しないかぎりは，ある言いかたなどがrない」「ないだろう」

ということは言えない。そういう情報については，対象が母国語であるばあい，内省に

たよるのが手っとりばやく，ここでもその方法をとったばあいが多い。しかし，もちろ

ん内雀による仮設が多くの人に支持されるものであるかどうかをたしかめることが望ま

しい。そういう意図から，わずかではあるが調査を試みた項目もある。

　上のような羅的から，猟ドに記すような2種類の小調査を行なった。精に小調査1の（2）
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のほうは偶然の機会を利用して試み的に行なったので，調査1の被験者が女子だけにな

り，紬押上もかたよったものになったが，参考的な資料として利用することにした。（1）

（3）（4）の被験者の出身地は，いずれも東京は半数以下で，あとは東北から九州まで全国に

わたっているが，東日本のほうが多い傾向がある。

小調査　1

　（1）お茶の水女子大学国文科学生　　23人（1969庫1三月）

　（2）茨城県立大宮高等学校2年G組（女子）　　51人（1970if　2月）

　　　　　個々の結果を記したところでは，（1）を「女子大生」，（2）を「女子高校生」と

　　　　　呼んだばあいが多い。

小調査　2
　（3）お茶の水女子大学国文科学生　　21人（1970無6月）

　（の　武蔵大学学生（日文科・経済経営科）　　女子31人，男子56人（1970黛9月）

　　　　　芳野的であるが，（3）と，（4）の女子を合わせて52人を（女）とし，（4）の男子

　　　　　56入を（男）として集計した。

　調査のインストラクションは次のとおりである。

次のいろいろな文や単語の連続の中で，

　日本語として普通だと感じるものに　○

　やや普通でないと感じるものに　　　△

　あきらかにおかしいと感じるものに　×

をつけてください。

　比喩的な表現，皮肉な言い方などは除いて，ごく当り前な言い方のばあいとしてみ

てください。

　一一つ一・一一一つの憶い方を，他とは比べないで，それぞれ独立に判定してください。

　以上の教示のあとにみじかい例文を並べた用紙をくばって調査を実施した。例文の並

べかたは，同類のものは近くに並ばないで散らばるようにしたばあいが多い。例文と，

それに対する反応の結果は，それぞれ関係の箇所に引用する形で示した。

2．　目的・方法と経過・反省

　この研究の目的は「現代語の動詞・形容詞の意味・用法を，言語作品のなかで実際に

つかわれた用例によって記述すること」であり，その形容詞の部分をうけもつものであ

った。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2，　霞白勺・方法と経過・反：賓　　ク

　かなり大量の用例を資料として集め，それにもとづいて意味の記述を行なおうとした

狙いは，次のようなところにあった。これまで，現代語の意味・用法の記述（たとえば

辞書における）は，主として主観的に，思いつくものを記述するという態度でされてい

る。このため，重要な用法でぬけているもの，あやまって一面的に規定されたものなど

が少なくない。これをさけるために，大蟹の用例によって，客観的な事実にもとついた

寵述とその方法を作ることに資したいという目的で禺発した。

　「現代語」の範囲については，ここでは鴛文一致以後の常語作品のことば，というか

なり広い考えかたによっている。（あきらかな方書・瞥導車などは除く。）「資料」にあ

げたリストでわかるように約70年にわたっている。その間にもこまかい変遷はあったに

梱違ないが，基本的な周法では大きく動いてはいないし，明治期の作贔が今日も新しい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く注〉
作品と岡じようにさかんに読まれているという轟実をも璽早した。

　〈注〉　以上については，『国立国語研究所年報16』の9ページを参照。

　用例カードの作成の作業に続いて，前半の聴期には，掴々の語についての意味・用法

の記述を行なった。（第2部　個罰的記述）採集された罵例数の櫓当に多い語で，意味

・用法がゆたかに発展・分岐したような語を選んで取り上げた。形容詞のばあい，そう

いう語は基本的な意味においてはものの性質を衰わし，派生的な意味においては人の性

質や，その他のより拙象的な属性を表わすものが多いようである。

　多義的な語は，もっとも基本的な意味から他のいろいろな意味が派生し，それらが種
　　　　　　　　　　　　　　　　　く洗1＞
々の関係でつながり含って，「内的な体系」をなしていると考えられる。それを記述す

るには，まず恥じ意味か異なる意味かを見芳けるという難題が先行するわけであるが，
　　　　　　　　　　＜注2＞
この問題の研究はまだ未開拓であったために，用例に直面しながら試行的に多義語の意

味の下妓区分を行なうほかはなかった。意味そのものの編述としては必要以上のスペー

スをとっているばあいも多いが，用例を渚用して，できるだけ語のこまかい用法まで記

述しようとしたわけである。諸意味間の関係についてもできるだけ考えようとした。形

容詞のばあい，たとえば「あまい砂糖一あまい匂い」　「きいろい花一きいろい声」のよ
　　　　　　　　　　　　　く注3＞
うな一種の感覚的・印象的な類似にもとつく，意味の派生蘭係が多いようである。たと

えばFうで」から派生して薪電柱のうで」「うでがにぶる」というときの「うで」の意

味は，腕の形・機能との類似から生じ，その類似において基本的意味と結びついている

ことは，具体的に説明しやすい。しかし，上の「あまい」rきいろい」の派生義は，感

じが似ているという以上に異体的な説明は，　（対象についての深い耳翼がないと，ある

いはあっても）なかなかむずかしい。このような事情もあって，多義間のつながりにつ

いて，あまり触れられなかったばあいもある。しかし，多義語におけるいろいろの意味

を統一し，凝集させているもの，ばらばらの岡音別語に空中分解させないでいるもの

を，より異体的に明らかにすることは大切な課題であろう。（意味の下位区分の示しか

たは，基本的な意味と考えられるものを〔0｝とし，以下〔1〕〔2〕……と番号をつけ
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た。2けた目以下でも，上にある程度準じて〔20〕〔21｝……のようにしたばあいと，

〔21）〔22〕のように単に並列したばあいとがあるが，それほどはっきりした区別があると

はかぎらない。）

　＜漣1＞　窟島達夫「意味の体系性」（『教育国語』No。4，1966－3）による。以下で

　　問題にしょうとしているような，単語がほかの単語と関係してつくっている体系性

　　は，同論文では「外的な体系」と呼ばれている。

　〈注2＞　湯ノ【【恭敏『言語学の基本問題』（大修館，1971－2）がのちに刊行された。

　　その第2部第8章「野営山方言の若干の形容詞の同一性」はこの問題に関係してい

　　るが，時間的麟約から活用することができなかった。

　＜注5＞　G．Stern：Meaning　and　Change　of　Meaning（Bloomington，　Indiana

　　University　Press，1931）には，　synaesthesia（共感覚）はadjectivesには特に

　　一般的だと述べられている。（11．613．323ページ）それは，ここで参考になりうる

　　指摘である。

　後半の時期には，丸々の形容詞を単独に取り上げるのではなくて，形容詞全体の意味

・用法にわたる体系的な記述を理想羅標とする仕事にかかった。その具体的方法とし

て，動詞のほうに同じく，形容詞の意味を区別する特徴にどのようなものがあるかをさ

がしてぬきだし，これを用例によってたしかめようとする仕事にとりかかった。

　これは，音韻論における弁別的特徴に掘妾するようなものをみつけだすことが，単語

の意味を体系的に記述するための有力な方法であることがだんだん認識され，実行にも

移されはじめているという，近来の動洵にもとつくものであったともいえよう。

　いま動詞を例にしてみよう。「落ちる」は広く一般の物体について言うのに対して，

「ふる」は薦・霧・あられなどにしか基本的には使えないという，霊体の爾での特微が

ある。「ちぢめる」の対象になりうるものは広いのに対して，「すくめる」の対象は自

分のからだの全体や，首・肩などの部分に限られる。

　「おちる」と「ふる」，「ちぢめる」と「すくめる」は上の意味において上位語と下位

語の関係にあるとみられ，それは次のように不等号によって表示できる。

　　（主体）　ふるくおちる

　　（対象）　すくめるくちぢめる

また，rはいる」は広汎なものが霊体になるが，「つきささる」は矢・魚の脅など先の

とがった圃体に，「しみこむ」はインク・汗などの液体に使われる点で対立している側

面がある。このばあい，「はいる」が上位語，「つきささる」「しみこむ」が下位語に

なるが，「つきささる」と「しみこむ」とは同位における対立である。このような購位

における対立を／で蓑わすと，次のようになる。

　　（主体）　つきささる／しみこむくはいる

次に，「はいる」と「でる」とは同位における対立であるが，「内へ」と「外へ」とい
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う正反対の方向への移動を表わす関係にあり，いわゆる反対語をなしている。こういう
　　　　　　　　　　く注1＞
関係は一によって表示する。

　　（方向）　はいる一でる

このような方法によって，種々の観点から動詞の意味を栢互に§§係づけ，体系の中に位

置づけていく研究は実り多きものであろうと期待される。このような方法を，形容詞の
　　　　　　　　　　　　　〈注2＞
意味詑述にも適用しようと考えた。

　〈注1〉　〈／一による意味関係の表ホについて，『國立国語研究所隼報19』

　　の15～16Ae　一一ジを参照。

　＜注2＞　ここでは当然，偲別的な記述のばあいのように，ある語の意味の金体を取

　　り上げるわけではなくなる。多義語の中のある1つの意味，語の意味のある黄濁だ

　　けが取り上げられるわけである。

　ただし，この方法は動講のばあいにそうであるのと澗様に，どんな形容詞にもかんた

んに適用できるというわけにはいかないだろうことは，はじめから当然予想された。し

たがって，何とか手をつけられそうな例をさがして，そういう所からだんだんやってみ

よう，という行きかたにならざるを得なかった。系統的にある順序を追って進めていく

という方法はとりにくかった。　　マ

　まず，基本的な形容詞どうしの闘で，意味を区別する特徴として目につきやすく，数

多くとりだしやすいものは，た：とえば，

　　ながい一みじかい　　ひろい一せまい

　　おもい一かるい　　　あかるい一くらい

のような，いわゆる反対語の関係にあるものの間にみられるものであった。これらは，

1次元の量，2次元の量，目方，光線に関係のある4対の形容詞である。そして，各対

の2語は，それぞれの量・程度が大きいか小さいかという合爵によって対立している。

こういう事実は，形容詞のかなり広い磁心にわたってみられる体系性として重要であ

る。しかし，掴鋼的に1つ1つとりあげて記述することは，あまり興味のないことと考

えられる（第1部の3．2．1「程度の大小」参照）ので，「分析例」ではいくつかを例と

してとりあげたにすぎない。しかし，上述のような対立を中心として，「程度」という

ことは形容詞の意味のエ側面として重要なので，第1部の3薩度」において一般的に

考察した。

　上のような反対語の類に次いで，わりあいに精徴がとりだしやすく思われたのは，

　　こだかいくたかい　　　　まっかなくあかい

　　ながたらしいくながい　　あまったるいくあまい

のような2語の闇におけるものであった。すなわち，広い適用範圏をもつ基本的な形容

詞と，それに接辞的な要素が加わることによって，程度・評価などに関して限定の加わ

った派生形容詞との対立である。（「分析例」の中にこういう類のものがわりあい多くな
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っている。）もっとも，たとえば

　　おびただしいくおおい　　とぼしいくすくない

のような，語構成的に関係のない語どうしの間にも，程度・評価などに害する特徴の見

出されたものもある。しかし，1次的な語と，同根の派生的な語の間に見幽すことのほ

うが数多く，容易であった。ところで，上のような，同根の語の問に見出される特徴

は，接辞的な要素の意味に帰藩させられる可能姓が考えられる。とすれば，たとえ比較

的特徴をとりだしやすいとしても，網羅的に一つ一つを記述することの価値は疑問に感

じられた。そして，主としては，第1部の3．「程度」，4．「形容講の意味における主観

的な側面」の申で，ある程度パターン的に扱う形になった。

　以上のような2類を除くと，形容詞の意味を区溺する特徴をとりだすことがうまく進

まず，「分析例」を数多く積み上げる結果が得られなかった。ある特徴を予想して，用

例に当たってみても，はっきりした結果をつかむことができずに途中で放棄せざるを得

なくなったケースも多かった。（罵例の数が不十分なために判断しにくいばあいもあっ

た。）次第に，この方法は形容詞のばあい，必ずしも得策な方法ではなかったかもしれ

ないと感じられてきて，焦燥した。残された期間も少なくなってきた段階で，とうとう

ある程度の方向転換を考えなければならなくなつだ。語と語を区別する特徴を明らかに

する作業は，語の意味に具体的に接近するための有力な途であろう。しかし，それがは

かばかしく進まないので，意味上の大きいグループを，講文的な性質などを乎がかりに

して見つけようとすることも行なった。このような方法は，成果が得られたばあいに

は，語の意味の記述にもやや遠くから一般的な形で寄与しうるであろう。第1部の1．

「感情形容詞と属牲形容言趨は，暦本語の形容詞において特徴的なグループである「感

情形容調」の性質とその下佼区分などについて，「属性形容詞」と対比しながら，構文

的性質などを手がかりにして考察を試みたものである。また，第1部の2．「属性の主体

と内容」では，形容講の意味分析にとって兜要なものと考えられる「主体」の観点か

ら，もの・人・ことなどのグループを考え，それを手がかりにして属性の内容そのもの

に接近しようとした。しかし，残された期間が少なくなっていたためもあって，形容詞

の意味的なグループのいくつかを取り上げて，グループ内での意味の系列をさぐった

り，語の用法的な精性をしらべたりする程度の結果に止まってしまった。（2．2。1「空間

的な量」については先行の研究にもとづいて意味特徴を記した。）

　以上のように2，3の方法が混在して，全体が1つの方法でつらぬかれているとはい

えない結果になった。最初のおもな狙いであった「分析例」は百にみたず，散発的なも

ので，それを分類・体系化しても脚絆が薄いと考えられた。したがって，第1部「形容

詞の意味の諸働面」の中の関係するところに散在的に位置づけ，そこから参照する形を

とることにした。

　どうしてこのように特徴をぬきだす作業はうまくいかなかったのだろうか。筆者の非
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力による駈も大きかったであろう。また形容詞は，動詞と同じようにして特徴をとりだ
　　　　　　　　　　　　　　く注〉
すのがむずかしいという指摘もある。ここでは対象である形容詞と，適用しようとした

方法との関係において，気付かれた諸点のうちのいくつかを以下にあげて，筆者なりの

「形容詞の意味論述における問題点」として，今後への参考にしたいと思う。

　〈注〉　宮島達夫9“単語指導ノート』　（麦書房，1968）237ぺ・・一ジ

　以下の諸項目は，おもに動詞のばあいと比較・対照してみることをとおして述べ進め

たい。それは，形容詞がものごとの属性（広義の）を表ねすという点では基本的な意味

の性格が動詞と共通した面があるので，比べることに必然性があり，違う面を浮きぼり

にするのにも好都合だろうと考えられるからである。特に，日本護の形容詞は，単独で

述語になることができ，厳述の力をそなえている点で文法的性格が動詞に近く，動詞と

～猛して用雷と呼ばれているぐらいだからである。

1．　まず，形容調の攣的な側面からの原因と考えられるものがある。形容詞の異なり語

の数は動詞のそれに比べてずっと少ない。語と語をつき合わせて，雨晴の意味を区別す

る特徴をとりだすことができ，かつそのことの有効姓が大きいものは，動詞どうし，形

容詞どうしのあらゆる身舎せからみれば，ごく一部分にすぎないだろう。したがって，

形容詞どうしのあらゆる組合せの中で，こういう方法を有効に歯周できる組合せの絶対

数は動詞のばあいよりもはるかに少ないと考えられる。また，この方法の適用が原理的

に：不可能ではないとしても，実際上困難の大きいもの，もっと認述の進んだ段階ではじ

めて取り上げられると予想されるもの，そのほうが無理がないと思われるもの，などの

部分も大きいと思われる。もちろん動詞のばあいでも，そういう部公が大きいであろう

が，形容詞よりは絶対数がずっと多いために，富み合せの理論的な数もはるかに多く，

その中には今の段階でもさほどの無理なしに弁別的特徴をとりだせる組み合せの数も，

形容詞のばあいよりはかなり多いということはいえるのではないかと愚われる。したが

って，動詞においてこの方法が相当な成果を収めうるとしても，ただちに形容詞のばあ

いにも岡じ程度までやれるだろう，と類推的に考えるわけには，墾的な側薗からみて

も，いかないのではないか，とあとから考えるようになった。

　ここで，動詞と形容詞について数量的に一瞥しておきたい。形容詞についてだけ，2

種の国語辞典の見出し語における数をざっと数えてみた。例解国語辞典（4万余語を収

録）では約600語，湯壷国語辞典（5万7千余語）では700語弱であった。　（動詞につ

いては数えてないが，見出し護数5，6万程度の国語辞典で，複舎サ変勤詞を除いて

4，5千語を下ることはないと思われる。）

　われわれの資料の一部分として活柔した「現代雑誌九十種」調査については，品詞別
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く注〉
の異なり語数が算出されているので，直接関係のある数字だけを抜き串してみよう。
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　く注〉　　『現代雑誌九十種の用語用字』　第3分冊・分析（国立国語研究所報告25，

　　1964）63ページの表2．9による。なお，同書62ページに述べられているように，調

　　査単位の切りかたからくる制約があるので，およその傾向をみる程度の数字として

　　あげた。

　　動　詞　　　　　　3460

　　形容詞　　　　　　　409

形容詞は動詞の語数の8分の譜にも及んでいない。なお，関係のふかい数字として，

　　複：合サ変を作る語　　3546

　　形容動詞　　　　　　1163

がある。この2つは，複合サ変・形容動詞としての用法が標本にあったというわけでは

必ずしもなくて，現代語でそのような用法も可能であると判定した語の数が算歯された

ものである。したがって，複合サ変を加えた動詞の数，形容動詞を形容詞に合わせた語

数は，上の2種類の数字を単に加えても出てはこないわけである。繭者は346e～6906

の間，後者は409～1572の闘であるということまでしか，わからないわけである。

　やはりわれわれの資料の一部分になっているr総合雑誌」調査の，標本全体の2分

の1（延べ11万6千余語，異なり1万6千語）について調査された結果も見よう。形容
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く注〉
動詞についてはわからないので，やはり狭義の形容詞だけの数字である。

　〈注〉　『総合雑誌の用護』後篇（国立国語研究所報告13，1958）81ページの表に，

　　80ページの注にある表を加えた。

　　動　詞　　　　　　　1932

　　形容詞　　　　　　　232

やはり形容詞は動詞の8分の1弱である。

　ついでに，上の2つの調査における延べ語数についても見ておこう。「現代雑誌九十
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈1主〉
種」のほうは金標本の3分の1についての調査である。

　〈注〉　上記の旧地報告25の67ページの蓑2．14による◎

　　動　　蓑覇　　　　　　　　　　　30701

　　形容詞　　　　　　3635

したがって標本全体では，動詞の延べ語数が9万余り，形容詞のそれが1万強であろう

と推測され，延べ語数でも大きい開きのあることがわかる。総合雑誌の調査は，上に異

なり語数について引用したと岡じく，全標本の2分の1について調べたものであるが，

　　動　詞　　　　　　27143

　　形容詞　　　　　　2750
〈注〉

である。したがって標本全体での延べ語数は，動詞が5万余り，形容詞が5千余りと推

測される。

　〈注〉　上記の国研報告13の，異なり語数を承したのと同じ表による。
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2．動詞は動作そのものを構成する特徴のほかに，その動作がかかわるもの，その動作

が成り立つために必要なものなど，意味分析の手段としても有効に生かし得る項目が，

いろいろそなわっている。動作の主体のほかに，働きかけを受ける対象や，関係する糊

手や，動作の手段などが必要なことが多い。また，動詞の表わす過程は時悶の上に展開

されるものであるから，動詞が過程のどの部分・段階を表わすか，またその過程の行な

われたあと，どういう結果が生じるか，という観点もあろう。有意的な動作であれば，

その動作の意図・目的も問題になりうるであろう。以上のような項目・観点から，その

意味が区別される動詞がかなり存在しているだろう。

　形容詞においては，動詞について上に例示したような諸項臼としては，その表わす性

質・状態の主体だけが，はっきりした主要なものとしてあるにすぎない。性質や状態は

独立してあり得るものではなく，なにものかの属性として存在するのだから，形容詞に

おいても当然，主体はつねに存在するはずである。しかし，動詞についてあげたような

他の二項閉は，形容詞の性質上あり得ないものが多い。また，存在はしても，間接的

な，微弱なものであるために，とりだしにくいばあいもある。

3．上に例示したような各種の意味成分の中には，三目に多くみられる格支配の現象

とも深くかかわり合っているものがある。たとえば，「はこぶ」　「みとめる」には，「誰

か，何ヲ，どこカラ，どこへ，はこぶ」r誰か，誰（簡）ヲ，何卜，みとめる」のよう

な諸項目があるはずで，それに｛半って種々の絡助詞を檸つた要素をとることができる。

そして，それが意味公析のための手がかりともなり得るであろう。一般に動詞において

は格支配の現象が非常にゆたかで，それ全体の整理は大変な仕事になるだろう。類義的

な動詞の意味の区別が，絡支配上の区別と対応づけられるばあいもあるだろう。

　形容詞においても格支配の現象はみられるが，動詞におけるよりもはるかに少ない。

したがって，網羅的にあげつくすことは動詞よりはずっと容易であろう。ここでは，そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く油〉
れには温点いが，形容詞における格支配の例を分類して次にあげてみよう。

　〈注〉　鈴木重幸「N本語文法・形態論1」（『教育国語12』No．12，1968－3）が主と

　　して動詞の格支配について分類したものを参考にして，分類をしてみた。形容詞は

　　ほとんどすべての語が「～が」の形を，多くの語が「～より」の形をとりうるが，

　　それらはここには承さなかった。

格支配の例

く糊互的な属性の一方の項〉

　（と）むつまじい，親密な，仲よしな，したしい，ちかしい，ねんぞうな，懇意な，

　　　　心安い，疎遠な，うとうとしい，気まつい，対等な，互角な

　（と，に）無関係な，無縁な

く位置・方向醐係の一方の項〉
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　　（と，に）平行な，垂直な

　　（と，に，から）とおい，ちかい

く比較の基準〉

　　（と，に）同じ，ひとしい，そっくりな，まぎらわしい

　　（と）同～な，岡類な，べつな，異質な，あべこべな，逆な，うらはらな，反対な，

　　　　正反対な

く適・不適のよりどころ〉

　　（に）ふさわしい，適当な，適切な，似合わしい，似つかわしい，ぴったりな，かっ

　　　　こうな，不向きな，不似合いな，不適当な

く対人的な態度〉

　（に）やさしい，親切な，あまい，ていねいな，孝行な，忠義な，失礼な，きびし

　　　　い，いじわるな，つめたい，冷酷な，苛酷な，残酸な

くものごとに対する態度〉

　（に）いっしょうけんめいな，ねっしんな，忠実な，夢中な，積極的な，消極的な，不

　　　　熱心な，冷淡な，不満な，反対な，批判的な，やかましい，口やかましい，うるさ

　　　　い，むずかしい，神経質な，へいきな，無蘭心な，無神経な，むとんじゃくな

く対入的な四二〉

　（に）はずかしい，やましい，すまない，もうしわけない，わるい

く能力の発揮きれる対象〉

　（に）つよい，よわい，するどい，にぶい，あかるい，くらい，くわしい，うとい

く材料〉

　（で）いっぱいな

く心がむかっていく対象〉

　（が，を）ほしい，好きな，大好きな，きらいな，大きらいな，いやな

くその他〉

　（に，が）乏しい，篤い

　これらのような格支配は，形容詞の意味的なグループをみつける厨じるしとして役立

ちうるものである。

4．形容詞どうしの間で，上位語・下位語の蘭係にあることがはっきりしたものは，比

較的見串しにくいように思われる。さきにもふれたように，

　　ばかたかいくたかい　　あまったるいくあまい

のように派生関係にある同根の語の間では別であるが，異根の語どうしの間に上位・下

位の関係を無理なしにつけられるものが乏しいように思われる。

　単語どうしが意味に関して上位・下位の関係にあることがはっきりすれば，単語の意
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味を相互的に規定する有力な道が鯛かれる。ものや人を表わす興体名詞については，数

層にわたるピラミッド的な階層関係を考え得ることが多い。そして類概念と種差の関係

によって各語を体系的に値置づけることができる。多くの具体名詞の表わすものは，対

象的にとらえやすい，外界の客観的な存在であるから，このような関係づけが比較的や

りやすいのであろう。

　動詞については，そのような多麟的な階層関係は，具体名詞のように考えやすくない

だろうと思われる。しかし，

な・ wうご・｛ll㌔

のような上位・下位の蘭係は，かなりはっきりしたものとして縮嫡でき，このような類

は挙隅数に上るであろう。また，和語動調と漢譲動詞とが，次の例のような上位・下位

の関係にあることも非常に多い。

etc．

一蟷：｛1羅

　　　　手始する　　etc

やすむ

etc．

欠席する

欠勤する

欠場する

休息する

休憩する etc

　形容詞についてはこのような上位・下位の麗係に立つことを明確にしゃすいものが少

なく，しいて関係づけようとするとこじつけ的になってしまうばあいもある。その原因

としては次のようなことが考えられる。第1に，異なり語の数が名詞に比べればもちろ

ん，1にみたように動詞よりもはるかに少ない。そしてその表現すべき，薯物の性質・

状態の領域はまことに広汎多岐にわたる。したがって量的な面からも，形容謂において

は上位・下位の関係にある語が名詞や動詞のばあいよりも乏しい可能性が考えられる。

第2に，次の5に述べるところと関係が深いが，形容詞は特に客観的・主観的の両面を

そなえた等等だと考えられる。外界の事物の客観的な属性にかかわる点で動詞と共通的

である。と同時に形容詞は主観を暗してとらえられる属性という性格が著しい。したが

って，外界の陸物との対応づけが一義的につけにくく，外延的な範囲を明確にしにくい

ので，上位・下位の麗酢づけもむずかしくなる点があるのではなかろうか。

5．第1部門4「形容詞の意味における主観的な側面」において，わずかにその一端
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にふれようとしたのであるが，形容詞には意味の旧格において主観的な側爾がつよい傾

向があるようだ。
　　　　〈注〉
　森田良行は「形容詞と動詞の相違点」にふれて，r形容詞は，対象に対する話し手の

主観的な認知・判断による言表である」のに対して，「動詞に表わされた動きは，対象

自体の中における変化・作用ゆえ，これは話し手の外側のことであり，客観的はあくし

かできない」という意味で，比喩的に「動詞に表わされた意味は計器類ではかることが

できるが，形容詞のばあいは計器でははかれない。これは個人の主観であり，相対的で

あって絶対的ではない。」と述べている。

　〈注〉　　「動作・状態を表わすいい方」（『講座E本四教育』第4分冊，単稲田大学語

　　学教育研究所，1968）

　たとえば，ある品物が「たかい」か「やすい」か，ある料理が「うまい」か「まずい」

か，ということは人々の間で意見が一致するばあいも多いが，意見が分れるばあいも少

なくはない。「うる」「かう」，「たべる」「のむ」のような動詞で表わされる事象よ

りも不一致が起こりやすいであろう。「やすい」「うまい」などの形容詞の語義が，人

によって違っているわけではない。しかし，だからといって，上のような不一致性は言

語の観点からはどうでもよい無関係なことだとは考えられない。同一の料理をある人は

「うまい」と雷い，他の人は「まずい」と感じることは珍しくないが，料理の客観的な

性質だけが「うまい」　「まずい」の使用条件を規制するのではなく，個入的な味覚上の

好悪，その時のその人の生理・心理的状態などが重要な条件になっているためであろ

う。「うまい」rまずい」は料理の特質を表わすとともに，言う人の三人・主観をも物

語る語だといえようか。

　形容詞には，ある基準にてらしての相対的な判断・評価を表わすという性格がつよい

語が多い。その基準に，社会的・客観的な性格のものがあると岡時に，個人的・主観的

なもののあることが，上のような不一致姓の三田であるばあいもある。たとえば，ある

品物がFたかい」か「やすい」かの判断の基準になるものは，岡じ種類の品物の一般の

ねだんというような客観的なものもある。しかし，回る立場と買う立場，その人の擬常

的な，またその時の経済的条件，など不一致を引き起す原因になりやすい条件も多い。

　動詞にも中心的な意味に評価的な要素がかぶさっている語もあろう。形容詞において

は中心的な意味そのものが霊観的・感情的な要素を抜きにして考えられないものが多

い。その薗を閑却して，客観的・公共的なことがらの面に意味特徴をさがそうとしてい

た傾向があって，そこからも困難が生じていたかもしれない。

6．形容詞の意味は具体名詞や動詞の意味よりも抽象的である傾向があって，そのため

に特徴を具体的にとりだすことがむずかしい点があるのではないか。具体名調の表わす

ものは，多面的な特徴を豊富にそなえていることはいうまでもない。動詞の表わす動作
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にも，かなり具体性のゆたかなものも多いようである。形容詞も，動詞述語文と同じよ

うに形容詞述語文を作りうる点では，動詞と同じような具体性のレベルにあるといえよ

う。しかし，形容詞は述語としてよりも名詞や動調に対する修飾語としてよく使われ，

そこにいちばん特徴的な領域があるようだ。非常に簡略化した図式にしてしまえば，文

の根幹は名詞と動詞であり，枝葉的なものの申の一一類として形容詞がある。形容詞をよ

りくわしく限定しうる語としては程度副詞ぐらいしかないことは，形容詞の表わす内容

が多面的な興取所には欠けているからであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈注＞
　Nidaは機能による誘の分類として，次の4つの主要なクラスがあるとしている。

　　object　words

　　event　words

　　abstracts

　　relationals

あげている語例からみると，objectsはconcrete　nounsで，　eventsはverbsで，

abstracts　of　objectsはadjectivesで，　abstracts　of　eventsはadjectivesやadverbs

で表わされるのが原劉だとみていることがわかる。adjectivesはabstractsの字義ど

おり，nounsやverbsの～颪を紬蝕した性質のものという考えであろう。

　＜注＞　Eugene　A．　N三da；Toward　a　Sc三ence　of　Translatjng（Leiden，　E．　J．

　　Brill，1964）62～63ページ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜注＞
　Nidaは岡じ所で，これと似た分類としてSapirをあげている。

　　existents　（house）
　　occurents　（run）
　　qualities　of　existents　（red）

　　qualities　of　occurents　（gracefully）

　Sapirのあげている，カッコの中の語例からみてもNidaの分類と似ていることがわ

かる。adjectivesと日本語の形容詞とを同一視するわけにはいかないが，　Sapirはこれ

を諸言語にわたる普遍的な性質とみているようである。

　＜注＞　Edward　Sapir：Grading，　a　study三n　semantics“Selected　Writings　of

　　Edward　Sapir　in　Languages，　Culture　and　Persenality”（Berkeley　and　Los－An－

　　geles，　1951）

　以上，誘の意味を区携する特徴をぬきだす作業を，形容詞に試みて感じられた困難の

原因と考えられるもののいくつかを列挙してきた。それらの申に多少なり，形容詞の意

味その他に関する性質・傾向を物語るものも含まれているのではないかと思う。以上の

つたない経過と反省の記録が，今後の形容詞の意瞭研究にいくらかでも参考になれば幸

である。
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　おわりに，本書で「形容調」およびその周辺にあるものとして級つた藷の範囲に関し

て，一言したい。E本語の形容詞は歴史的に途中で発達がとまってしまった観があり，

これをカヴァーするものとしていわゆる形容動詞が発達してきている。狭義の形容詞と

いわゆる形容動詞とは，その表わす意味の性格や文法的なはたらきがほとんど同じであ

るから，以下では講者を合わせて形容詞と呼び，特に区別したいときはイ型の形容詞，

ナ型の形容詞とした。

　ナ型の形容詞は典型的な語については問題はないが，周辺的な語になると名詞との境

界がはっきりしなくなる。連体形として「～な」の形があると思われるものは一応ナ型

の形容詞である可能性のあるものみる，という比較的ゆるい基準によった。

　形容詞の表わすのと同じような性質や状態を表わす語は，かなり広く他の品詞にもわ

たっている。たとえば「わかい」　「まっすぐな」　「ただしい」に対する反対的な表現は

「としとった」「まがっている」「まちがった」のような，動詞の「～た」「～ている」

の形がうけもっている。「ぬれた（しめった，かわいた）きれ」　「とがった鉛筆」　「ま

がった心」などのように，控質や状態の表現にもさかんに活動する動詞は相当に多いよ

うである。「しゃれた（アクセサリー）」　「くすんだ（色）」　「ひねた（子ども）」「まが

りくねった（道）」「思い切った（政策）」などのように（おもに）「～た」「～ている」

の形でしか使われず，静的な属性を表わす動詞もある。また，情態副詞のあるものは，

形容謁の言霊修飾語と，惹味の上でも似たはたらきをする。情態副詞として使われるこ

との多い擬態語・擬声語が日本語には非常に多いといわれる。こういうグループは日本

語における惰態表現の語として大きい役割をになっており，意味の上で形容詞と交渉が
　　　　く漣〉
深いといえよう。日本語で形容詞があまり発達しないことと，擬態語などのような描写

鮒な語が非常に豊かであることとは，なにがしかの関係があるだろうか。また，名詞の

中にもたとえば，「なまの」　「みどりの」　rはだかの」　「ななめの」のように実体では

なく情態を表わす語がある。

　〈注〉　たとえば，緊張するという意味で，「かたくなる」と「こちこちになる」と

　　はかなり似ており，無関係ではあり得ない。

　上に一山したように，性質・状態を表わす語はいろいろな品詞にまたがっており，形

容詞はその（中核的な）一部分を占めているにすぎない。したがって，対象を形容詞だ

けに限定して意味の捧系を考えようとすることにはかなり無理が伴うと考えられる。日

本語における性質・状態を表わす語の金詰をおさえるためには，どうしても形容詞以外

の種々の品詞にわたらなければならない。ここでは語と語をつき合わせて，意味を区別

する特徴をさがすという細かい作業がおもな課題であったが，やはり形容詞の範囲から

はみ出して，動詞・副詞・擬態語などを敢う上げたことが聞々あって「分析例」におい

てその類が比較的多くなっている。それは，やれる所からやってみるという方針ではじ
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めたところ，本来の形容詞の領域で，上に述べたように作業が難航し，周辺的な他の品

詞を試みる，という傾向が生じた結果でもあった。はじめから，形容詞という範囲にと

らわれず，「性質・状態表現の語」という観点で作業をすれば，もっと多数の「分析例」

を作ることはできただろう。しかし一方，形容詞という語類には意味に関しても独自の

蓋本的な性絡があって，他の語類とつき合わせて特徴をぬきだそうとすることには問題

がある，とする立場もあり得るだろう。そういう立場に立てば，困難ではあっても純粋

に形容詞の中で特徴をぬきだす方向に努力すべきだということになるだろう。

3．　凡 例

1．語形の示しかた

　「偏析例」その他において，形容詞（など）を晃出しとして示すばあいなどには，次

のようなやりかたをした。形容詞は語幹を代表の形とし，「ながい」　「しずかな」のよ

うに連体形語電を小文字で添えた。イ型とナ型の活用をあわせもつものについては「お

かしい・な」のように両方を示したばあいもある。形容詞の連用修飾語としての面を取

り上げたばあいは「すばやく」のように示した。形容詞以外（にも関係する語）につい

ては，「かくしゃくたる・と」　「いうじうな・の」「みどりの」　「としとった」「さっさ

と」「いっさんに」「くるくる」というような示しかたをした。（たとえば「くるくる」

には獄るくると」の形もあるのにそれはボしてないというように，煩をさけて，きわ

めて便宜的にした点がある。）

　普遜の文中では，上のように語尾を小文字にすることはせず，「ながい」「しずかな」

「みどりの」のようになるべく連体形（に相当する形）で示した。それは他の活用形を

も含めて代強しているばあいが多い。また，冤串しでは「いうじうな・の」と示したも

のでも，文中では「いうじうな」で代表させたようなばあいが多い。

2．記号的なもの

＊　温品にはあり得ないとか，ありにくいと考えられる文例などにつけて，普逓の文

　例との区別が一一でわかりやすいようにした。

◎○　いくつかの表の申で使った。◎は資料内に実例があったことを承す。○は資料

　内には実例がなかったけれども，筆者の内省によればあり得ると判定されることを

　示す。◎および（または）○のついていない空欄の意味するところは表によってち

　がっているQ

《　》　たとえば

　　《人》のきらいな《対象》
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　は，「わたしのきらいな食べ物」「山田君のきらいな学課」のような語句を代表す

　る。

（　）　たとえ｝ま

　　（形容詞）＋赤ちゃん

　　（主譲）は（対象語）が　～い（だ）。

　のように，品詞や文の成分を表わす。

3．　引用交献

　引用した著書・論文については，発行所・雑誌名や刊行年・号数などを開記するよう

に努めた。ただし，何度も引用したもので，巻末の参考文献にあるものは簡略化して示

したばあいもある。



第1部　形容詞の意昧の諸側面

1．感情形容詞と属性形容詞

1．0　はじめに

　形容調には，客観的な性質・状態の表現をなすもの（以下属性形容詞と呼ぶ）と，主

観的な感覚・感矯の表現をなすもの（以下，感情形容詞と呼ぶ）との区別があること
　　　　　　　く瀧〉
が，認められている。

　〈注〉　たとえば『國語学辞典』の「形容詞」の項を参照。

　この区別は，単語の意味による形容詞の分類の一一種である。

　　おおきい，しろい，かたい，はやい，わかい，しんせつな，………

などは，ものや人の性質や状態，動きのようすなどを表わし，客観的な性質・状態の表

現をなすものに属する。

　　まぶしい，いたい，うれしい，なつかしい，いやな，………

などは，人聞の主観的な感覚・感情を表わすものである。（属性形容詞と感情形容詞と

の，幽間的な位置をしめるものもある。それについては1．2．3を参照。）

　この属性と感惰による区別は，臼本語の形容詞においてきわめて基本的な分類基準で
く注〉

ある。この1では感情形容詞を，属性形容詞との対比において調べようとしている。

　〈注〉　国語史上でも，形容調のこの2分法は重要な意味をもっている。古代語で

　　は，ク活周の形容詞はたいてい状態的な属性概念を表わし，シク活用の形容詞は，

　　心的な，情意的な意味を表わしていたことが明らかにされた。この区分は単安文学

　　の用語ではすでにかなり崩れたようである。　（山本俊英「形容詞ク活用・シク活用

　　の意味上の相違について」〈『国語学』No．23，1955－12＞）

　上の区分は単に意味上のものであるに止まらず，語としてのふるまいの上にもいろい

ろな特徴のちがいとして表われている。それらを明らかにすることによって，意味に関

してもよりくわしい情報が得られよう。以下，儲項目かに分けて，しらべてみよう。

　なお，この章で回り上げた種々の環境において，形容詞が生起しうるかどうかをしら

べてみた表を次にかかげた。○をつけたものは筆…欝欄人の内省においては生起しうると

感じられるものであり，空欄のものは生起しえない（のではないか）と感じられるもので

ある。いろいろ問題の点もあると思われるが，この章で述べようとしていることのあら

ましを簡便に視覚的に示したいと思ってかかげることにした。形容詞の（1）～（18）が感

情形容詞で，（19）（20）だけが属姓形容詞と考えたものの例である。感情形容謁のうち，
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（11）と（12）の間あたりを境として，上が感情を表わすもの，下が感覚を表わすものの例

としてある。環境1～双は，この1で使用し，環境Xは4．4．2．2で利用している。
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1．1　感情形容詞の諸特徴

1．1．1　接尾語「～がる」

　まず，形容詞から動詞をつくる接尾語「～がる」がっくかっかないかというメルクマ
　　　　　　　　　〈液〉
一ルをとりあげてみよう。（環境1）1．eに感情形容詞の例としてとりあげた語は，

　　まぶしがる，いたがる，うれしがる，なつかしがる，いやがる

と，みな「～がる」がっく。属性形容詞の例としてあげたほうは，

　　串おおきがる，＊しろがる，＊かたがる，＊はやがる，＊わかがる，＊しんせつがる

と，「～がる」がっかないか，またはつきにくい。（特殊な条件下でないとっかない。）

　〈注〉　次の論文の中では「～がる」がっくかっかないかが，感情形容詞と属性形容

　　詞を区分する主要な手がかりとして扱われている。

　　1．小山敦子簿の」『が』『は』の使いわけについて一展成文法論の醸本語へ

　　　の適用一」　（『国語学』No．66，1966－9）

　　2．森岡健二「曝本文盟休系論（11）」　（『文法』1－13，1969－10）

接尾語「～がる」は，人聞が，形容詞の表わしている内的な気持や状態にあることを
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外的な態度・言動などに示すことを意味するものといえよう。したがって，「～がる」

は，人間の内的な気持や状態を表わす形容詞にはつき，そうでない形容詞にはつかない

（つきにくい）のであろう。

　意味上の区別と，「～がる」がっくかっかないかという区溺とは，かなりよく対応し

ているようであるが，問題なく対癒しているとはいえない部分もある。それを，いくつ

かの項目にあげてみよう。

　（1）「つよがる」　「あたらしがる」　「いきがる」など

　「つよい」「あたらしい」は感情を表わす語ではないのに「～がる」がっく。

　○「外国を歩いてみる閥によく考へたことだった。日本の女ぐらゐ不幸に対して強い

　　女はない。弱いやうでみて強いのだ。日本の男が強がってみて実は一様に意気地な

　　かったのとは逆なのだね。」　（帰郷280）

　○霜たちの方こそ古いんだ。古いよ，じっさい。……でもネ，霜たちの方で新しがっ

　　ていたいんなら，勝手に新しがってれやいいサ。（むらぎも237）

　資料内に用例はないが，「えらい」も同様に「えらがる」を派生させている。

　ナ型の形容詞にも，感情を表わさない語で「～がる」のついた例がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いぎ
　○どんなに寒くても下着は一枚ぶるぶるふるえながら粋がった人達がいたものです

　　が，　（母人生活1956蕉2月469）

　○クラフトエービングやフオレールの著書中に散晃するやうな色情狂に想籔で成済ま
　　　　　さう
　　して，而して独り寓尚がってみた。　（平凡96）

　○感謝の誠意などは二の次として，

　　（やつ，いやに初心がつて見せやアがるな）

　　と云ふやうな邪推で，心が臓されずにすんだのを，ひたすら自分薄身のために喜ん

　　だ。　〈多情仏心・蘭272）

　これらの「～がる」は形容調が表わしているようすを自分が所有しているふりをする，

そのことを誇示する，のような意味であって，「うれしがる」「痛がる」などの「～が

る」とは区別して考えうるものである。　（「～ぶる」にやや意味が近い。）

　（2）　「きたない」　「重宝な」　「おめでたい」　「厄介な」など

　これらの形容詞にも「～がる」がっく。資料内に次のような例がある。

　○てめえの子供を腹の中に持って帰ったときは，おれはもんをいぢめ，もんに悪態の

　　あるだけを尽し，しまひに犬畜生のやうに汚ながってやったものだ。（あにいもう

　　と146）
　　おも
　○重に気のはらない，急ぎの仕事にお島は重蜜がられた。（あらくれ140）

　○客は息子の凱旋を二重にお昌出度がつて皐速奥の宴席へ息子を招じこもうとしたが

　　息子は囲炉鼻端に腰をおろしたなり頑固に動かうとしなかった。（厚物咲30～31）

　○片野は妻の病気を冠介がつて瀬谷の家を訪れる度に愚痴をこぼして行ったが，病気
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　　そのものは璽病であるにも拘らず，それほど心にかけてみない風だった。　（厚物咲

　　24）

　これらの語は，人間の感情ではなく，対象の属性を袈わす形容謁だと考えられる。

　　わたしはきたない（璽宝だ，おめでたい，厄介だ）。

という文は，

　　わたしはうれしい。

という文のように，「わたし」の感情を表現する文としては成り立たない。しかし，こ

れらの形容詞は「大きい」　「臼い」　「遠い」のような語にくらべると主観的な色あいの

つよい意味をもっているとはいえるであろう。そして，「～がる」がっくことを基準と

して重視するならば，感情形容詞的な側面をもっているともいえるであろう。

　（3）「すきな」　「きらいな」

　この2語は感情を表わすものと思われるけれども，「～がる」はっかない。その理由

を臆測すると，一つは語構成上，これらは「すく」　「きらう」という動詞の連用形に由

来するものであり，これらの動詞も現に使われているために，「～がる」をつけて動詞

化する必要があまりないのではないか，ということである。

　もう一つ，rすきな」　「きらいな」などは奴悪の感情を表わすものであるが，ふつう

持続的な感情である点で，他の多くの感情形容詞と違う特色がある。（これに対応す

る，その隣，その場での好悪の感情を表わす語は「いい」「いやな」である。）「がる」

がっかないのは，あるいはこのことと関係があるのであろうか。　（分析例1）

　以上の3回転のうち，（1）は「～がる」が多義的であると考えることによって説明が

つけられる。（3）はごく少数の語に関する例外的な現象である。そして，（2）にあげた

ような類がいちばん問題であろう。もし，「～がる」がっくことを理笛に，これら「き

たない」「璽窒な」などの類も感情形容詞だとしてしまうと，感情形容詞の範囲が広く

なりすぎるのではないか。それらは，たかだか，属性形容詞ではあるが，やや感情形容

詞的にも用いられることのあるもの，と考えておきたい。

　以上のような問題点はあるけれども，接尾語「～がる」がっくか否かということは，

霊観的な感情・感覚を蓑わす形容詞であるかどうかを外的な手がかりによって見分ける

のに，簡便で，ある程度有効な方法であるとはいえよう。

　1．1．2　童語の潮限

　感情や感覚を蓑わす形容詞が述語になる場合，その感情・感覚の主体を衰わす主語に

なるのは，感情や感覚をもちうる有情のもの，空として人であることはいうまでもない。

　したがって，感情形容詞としての，第1の必要条件は，それが感情の車体としての，

人を主語にとりうるか否かという点である。

　○私は自分の心に予期した感動が起らないのが悲しかった。　（野火62）
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　○てる女が佐助自身の口から聞いた話に春琴の方は大分気が折れて来たのであったが

　　佐助はさう云ふ春琴を見るのが悲しかった。（春野抄205＞

において，「私」「佐助」はギ悲しい」という感惰の主体を表わしている。

　○よそへ行って外のカフェーでも探してみようかと思うNもある。まるでアヘンでも

　　吸っているように，ずるずるとこの仕事に溺れて行く事が悲しい。倣濃記86＞

　○いっか私は眠ってみた。長い苦しい眠であった。眼をさますと，海に向いた窓があ

　　かあかと夕日に照らされてみた。その衰へた赤が悲しかった。（野火83）

のように，感情の主体がその文の中には表わされていないばあいも多いが，感購をもよ

おす主体としての人が：文脈や場面から想定される。

　しかし，日本語の「かなしい」「うれしい」「ほしい」「いだい」などの感情形容講

においては，主語に立ちうるものが，有情の入間に限られるだけでなく，もっと狭く制

限される傾向がみられる。それは，たとえば，

　　＊あなたは　かなしい。　　　　　＊あの人は　うれしい。

のような文は威り立たないという点である。すなわち，これらの形容詞が，そのままの

形で平叙文の言い切りの述語になるばあいには，ふつうは，話し乎自身の感情・感覚し
　　　　　　　　　　　　　く注〉
か表わさない，という制約である。（環境L思）

　〈洗〉　この事実は，23Ae　一一ジのく注〉の小山氏の論文のほかに，次にあげる近年の

　　論文の申にすでに言及されている。

　　南不二男「：文の意味について二三のおぼえがき」　（『目語研究』No．24，1967－12）

　　国広哲弥『構造的意味論』　（ELEC物語叢書，1967）20～21ページ

　　なお，この原野こあてはまらない，例外的なばあいも若干あるだろう。その1類と

　　して，書き手（話し手）が第三者の気持にはいり込んで，自分のことのように蓑現

　　するばあいが考えられる。

　　○管物は常に苛々して居た。書かなければならぬ原稿が幾種もある。書騨からも催

　　　促される。金も欲しい。けれども侮うしても筆を執って文を綴るやうな沈着いた

　　　心の状態にはなれなかった。　（蒲団54）

　　このようなばあい，どこまでが作中人物を第三者としてえがく立場で，どこからが

　　作中人物自身の立場に立った叙述であるか，一線をひきにくい。

　したがって，上のような環境における感情形容詞は，主語が表現されていないばあい，

想定される主語は第一人称の人である。

　○あたしは毎朝，お客さんの書き散らした原稿用紙，番号順にそろへるのが，とって

　　も，たのしい。たくさんお書きになって居れば，うれしい。　（聖岳落累68）

　○友人等は盛に「遊」ぶ，乱暴に無分別に「遡ぶ。其を観てみると，羨ましい。

　　（平凡94）
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　○離れていると，余計なことばかり想像して華いの。　（くれない125）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ばちた　こ
　○島村は伸びをしたついでに，女の膝の上の手をつかんで小さい指の擾餅豚を弄びな

　　がら，

　　「眠いよ。夜があけたばかりぢやないか」　〈雲国108～109）

　上の例のように，話し手は感情の主体として欝い表わされないことが多いけれども，

次のように主語として明記されることもあるのはいうまでもない。

　○私はうれしゅうございます。一生に一度はお属にかかりたいと祈っていました。

　　（田家とその弟子79＞

　○ですから，あんな時にはA一の従妹が私いつでも羨やましくなるの。〈真知子・前

　　17）

　○でも，娘は素直に鮨を手に受取ると，～口端を噸んだが，またしばらく手震に涙の

　　雫を垂し，深い慧を吐いたのち，

　　「あたくし，辛い！」と云った。（河明り273）

　○「さあさ，暗く，寝んね寝んね。おばあちゃんも醒いよ」

　　如儲にも顔をしかめて，苛ら立っているらしい声であった。（くれない21）

　おわりの「くれない」の例の，　「おばあちゃん」というのは話し手が自分をそう呼ん

だものである。

　これらの形容詞は，基本的には，話し手裳身の主観的な感情・感覚を薩鍍的に表わす

という性格が濃く，「第一人称的形容詞」とでも呼ぶほうが性格がはっきりするかもし
　く注〉
れない。しかし，ここでは慣用に従って「感情形容詞」と呼ぶことにした。（「いた

い」「まぶしい」のように感覚を表わすものを含んでいるわけであるが，感情を表わす

ものの方が数がずっと多いので，感清のほうに代表させた呼びかたは便宜上許されるで

あろう。）

　〈注〉　圏広哲弥『構造的意味論』では，このような形容詞に共通の意義特徴として

　　「第一人称者の状態」が仮定されている。　（20～21Ae　一ジ）

　　　同じ論文によると，このような形容詞（「歩きたい」　「食べたい」など「（動詞連

　　周形）＋たい」の形も含めて）に対応する英語の形式にはこのような意義特徴が

　　なく，次の例のように三人称の主語も付き得るという。

　　　ワタシワ　アルキタイ　　　　　　　1want　to　walk．

　　　＊カレワ　アルキタイ　　　　　　　He　wants　to　walk．

　　　ワタシワ　ウレシイ　　　　　　　Iam　happy．

　　　＊カレワ　ウレシイ　　　　　　　He　is　happy．

　日本語を習い始めた英語国民に「あの人はかなしいです。」「あなたは行きたいです。」

のような誤りが多いのは，2言語間のこの楢違点にも起因するのだろう。
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　入間が直接に経験できるのは，自分自身の喜怒哀楽や眠さ・痛さ・かゆみ等だけであ

る。自分以外の入の気持や感覚は，その人の報知によって知ったり，外的な褒われを通

して丁丁することができるにすぎない。B本語の感情形容詞が，その瞬間における感情

・感覚に関しては話し手自身についてしか断定的に用いることができないのは，この基

本的な事実と相応じているように思われる。

　このような形容調の表わす内容は，入間の主観的な直接経験であるから，その真偽が

人と人の間で言い争われるような性質をもっていない。たとえば「しあわせな」「悲観

的な」「内気な」などは客観的な性質であるから，ある人がその性質をもっているかど

うかが論争の種になり得る。しかし，「うれしい」「かなしい」「はずかしい」などの

主観的な感情は，そういうことが普通には存在しないと思われる。

　話し手以外の人がある感情・感覚をもよおしていることが，外的な観察できる行動や

微候に表われていることに関する表現の形としては，1．1．1でしらべた「～がる」とい

う動詞形があった。そのほかに，「～そうな（だ，に）」というナ型の形容詞に相当す

る形がある。

　○相変らず，快活で，ひとりで楽しさうであった。（帰郷236）

　○雄告は，うれしさうな笑顔を見せた。　（帰郷206＞

　○「傭て気楽な書生さんでせう。男はいSね。」
　　　　　うらや　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かみさん

　　お島は可羨しさうにその後姿を見送りながら，主嬬に欝つた。　（あらくれ125）

　○こめかみを爾の手でおさへて，二三婦の滝さんに支へられ，歩くのがつらさうに見

　　えた。（本臼休診簸2～113）

　○「何をするの，まつ子ちゃん」と小母さんが叱ったが，少女は固い声でなおも漫画

　　をよみ，すこし知能の低い二三生の弟は，ねむそうに食卓に伏さっているのだっ

　　た。　（人閥の壁・上36）

　上のような例を一般化して，

　　あなた（あの人）は　く語幹〉そうだ。

の形の文が成り立つことも，感情形容詞の1つの条件としてもよいだろう。（環境獅

（ただし「〈譲幹〉そうだ」の形は感情形容講以外にも「しあわせそうだ」「かしこそ

うだ」など，広く成り立つから，他と区別するための積極的な条件にはなりえない。）

「うれしい」に対するfよろこぶ」，「かなしい」に対する「かなしむ」など，形容講

と対応する三二のほうには，上に述べたような人称的な制限はない。第一人称には「う

れしい」が使われることが多いが，「よろこぶ」も使われる。

　○今日は非常に良い協議会ができたことを，心から奮んでおります・　（人間の蟹・ま：

　　180＞

主体になりうるものについての，上のような制限は，「うれしい」「かなしい」などの

形容詞のグループにおける著しい特徴である。
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　感気形容詞は，上にみたように，もっとも基本的とみられる環境においては，その主

語になりうるものが釧限されている。しかし，その他の環境においては，この制限から
　　　　　　　　　　　　く注〉
解放されているばあいが多い。

　〈注〉　この現象は，26A“　一ジのく注〉の二心の論文において，構文論上の問題とし

　　て取り上げられている。

　まず，断定の過芸の形は，小説の地の文章では，作中人物についてよく使われてい

る。少し例をあげてみよう。

　○トランプは二時間程つS’いた。野島は時間もその他のことも忘れて幸福になってゐ

　　た。そして杉子のよろこぶ時は心からうれしかった。　（友祷67）

　○彼女は心から，助けがほしかった。彼女のために弁明してくれる第三者がほしかっ

　　た◎　（入山の壁・上139＞

　○行介はすぐには返事が出来なかったほど痛かった。　（波277）

　感情形容詞は主観的な感情などを塵接的に表わす性質が濃いけれども，その過去形は

現在形よりも，やや客観的なできごととして表わす性質が多くなるのであろうか。特に

小説では，作者が作中人物の心にはいり込んで，その人になったような書きかたがなさ

れることが多いということも，やはりここで考慮に入れる必要がありそうだ。日常の会

話などでは，

　　　＊きみは　うれしかったね。　　　　　＊あの人は　くるしかった。

のような文は，栢当に不kk然であろう。断定の過宏の形については，誕しことばと書き

ことば，：文章の種類などによって，主語の制約されかたに相違があるのではないか。

　しかし，次にあげるような各種のタイプの文になると，問題なしに自然な文である。

　○「これがいたいか」二季はその手をとびかかるようにしてつかんで前へ引いた。

　　（真空地帯・上116）

　○「大窟さんがいらっしてはあなたお淋しいでせう」　（友情88）

　○そうして一日に一度は，必ずこの子のからだic手をふれてやることにしていた。浅

　　井はそれがうれしいのだ。〈人間の壁・上203～204）

　○うちの親爺は，貴郎の親爺が余程蟻いんだわ。（宝石1956妬10月l14）

などのように，述語が質闘・推量・解説などの形をとっている時には，一人称以外の人

を感情の主体とする文が，まったくノーマルなものとして成り立つ。形容詞が質問文の

述語であるときは，その感情の主体は聞き手である第二旧称の人に限定される。これも

一種の制約だといえよう。また，

　　あの人はうれしいのに，つまらなそうにしている。

　　まだ苦しければ，医者にいらっしゃい。

　　ほしい人には，あげますよ。
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　　犬のこわい子も多い。

のように，「～のに」「～ば」などの条件句の申や，連体修飾語においても，入称的な

制限がない。

　この項で調べた，主語の制限を伴う形容詞の範囲は，意味上からみた感情・感覚を直

接に衰わす形容詞の範囲とかなり一致するとみてよさそうである。形の上の手がかりか

ら，感情形容詞であるかどうかを認定する方法をもし1つだけ選ぶとすれば，この基準

がいちばん適切なものであろう。この基準によれば「しあわせな」「いそがしい」など

は話し手以外の人についても「齎はしあわせだね」「あの入はいつもいそがしい」など

と零えるので感情形容詞から除かれることになり，それは妥当な線であると思われる。

　しかし，例外的とみられる票例もないわけではない。「すきな」「きらいな」は感情

のうちの基本的な2類である姫悪を表わすものであるが，

　○一たい安吉は，女のからだの線に好き不婬きがあった。彼は高い胸が婦きだ。講い

　　腰が嬉きだ。高い尻が好きだ。（むらぎも37）

　○彼れ自身も，明るく豪奮な庭の方が旧きである。　嘱郷249）

　○砂原宗四郎はモノにこだわるのがきらいだ。群団公論玉953隼9月234）

のように，上にみてきた主語の制限を受けていないようである。これは小説の文章など

だけではない。

　　かれはかの女がすきだ。

　　あの人はだばこがきらいです。

などとあたりまえに欝える。この問題については，分析例1の中で考えてみたが，一雷

でいえば，「すきな」「きらいな」は感情形容詞の性格をもってはいるが，一般の感情形

容詞とは違う独將の性質をもっているために，例外的な事例をなしているのであろう。

1．1．3　対象語

　感情や感覚には，対象の存在するのが原則である。感覚の対象は現前する外的な刺激

であるのが普通であろう。しかし，感情は現朗する対象だけでなく，遠い所のできごと

の想像や，過宏のことの四二や，未来の予想など，その対象になるものは広汎である。

　感糖形容詞を述語とする文の中に，それら有形・無形の対象が必要に応じて言い表わ

される。そういうばあい，それらは条件句やガ格の対象語の形をとることが多い。たと

えば「うれしい」を例にすると，

　○「僕，大磯で，オバサマにお蟹にかかれて，ほんとに，うれしかった……」　嶋由

　　学校62＞

　○が，市九郎は自分の堀り穿つた穴を晃ると涙の出るほど嬉しかった。（懸讐の彼方

　　に76）

　○太湖船の東洋的なオーケストラも雨の降る日だったので嬉しかった。　倣濃記63）
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　0それで鏡さんがりんだうを好きになってくれれば猶嬉しい。　（野菊の墓30）

は条件句のばあいであるが，次の例は対象語のばあいである。

　○駒子は，そういう叔父の態度が，うれしかった。　嶋虚学校4G）

　○私は彼等に兜られてるるのがうれしかった。　（野火136＞

　上の例のように，感矯形容詞が感情の野薄を難語としてとりうるほかに，感情の対象

を表わす語をとりうることは，感情形容詞の基本的な特徴の～つであるといえよう。そ

して，感情の主体を表わす主語は「～は」の形で，感情の対象を表わす対象語は「～
　　　　　　　　　　　　　　　〈注〉
が」の形で示されるのが基本的である。上に引いた対象語の2例は，そのように「～は

～が」の形をとっていた。ただし，「～は」も「～が」も主体や対象の取り上げ方によ

って「～が」や「～は」や「～も」などになることがある。

　○朝の十一時頃で，購は可なり強く照りつけ，あたりは七光を反射したが，彼は久し

　　ぶりに東京の土をふむのは嬉しかった。（友情95）

　○彼も，金麩欲しいのである。繍同学狡196＞

　○久しぶりに禽家の入に逢ふのも上家に帰るのも嬉しかった。（友砦95）

　〈注〉　感情形容調を述語とする「～ハ～ガ」構文は，いわゆる「総主」をもつ「～

　　ハ～ガ」構文とは性質がちがっている。たとえば「ぼくはかねがほしい」では，「

　　ぼく…ほしい」が主述関係を構成している。しかし，「象は弊が長い」では「象…

　　長い」は直擾の関係をもっていない。

　感驚・感覚を表わす形容詞が，その意味が成り立つために対象を必要とする度含は語

によってさまざまである。「すきな」「きらいな」「ほしい」「うらやましい」「にくい」「な

つかしい」などは対象なしには成立しない。　（それらが対象語として表現されるとは限

らないが。）他方，　「たのしい」「さびしい」「ゆううつな」「たいくつな」などは対象を

伴うこともあるが，明確な対象のない，漠然たる細分などとして成り立つこともある。

以下に問題点の（1）としてあげる「ねむい」「だるい」「ひもじい」などは，対象を必要

とする溢質，対象藷をとる性質がもっとも低い，ゼロに近いものといえよう。

　以上にみたように，感情・感覚を表わす形容詞が，ガ格の対象語をとりうる牲質は，

基本的なものではあるが，感情形容詞の必須の条件ではないし，侮にも問題になる点が

ある。それを次にしらべてみよう。

　（1）「ねむい」「ねむたい」「だるいj「ひもじい」「ひだるい」

　これらの形容詞が表わす眠気・無力感・空腹感などは，体の中からの原因によって成

り立つのであり，外からの刺戟などを対象としないものである。従って外界の薯物が対

象になることはなく，そういう財物を表わす対象語をとることもないと考えられる。

　上のように考えようとするのに対して，例外的に弄える，ごく少数の用例を検討して

みよう。
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　「ねむい」　「ねむたい」が対象語をとった例はないが，次の例がある。

　○私には，あまりに翼実に乗出し過ぎた物のすべてが，却って感覚の度に引つか～ら

　　ないやうに，これ等の風物が何となく単調に感じられて眠気を誘はれた。

　　「半音の入ってみない艶然といふものは，眠いものね」　（河明り293～294）

　○夕暮，合い羅がその上をこめると，沼地で，シュワア，シュワア，シュワア，馬の

　　毛で胡弓をこするやうな，小動物の合奏が起つた。（伸子・上126）
　ふなべりゑ　　　　　つぶや　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こらら

　○舷に触れて曝くやうに動揺する波の音，是方で思ったやうに聞える眠たい櫓のひゴ

　　き一あS静かな水の上だ。（破戒171｝

　これらの「ねむい」「ねむたい」は「もの」「もや」「櫓のひびき」の連体修飾語とし

て，眠気をさそうような，それらの属性を表わすものになっている。「あの先生の講義

はねむい」というばあいも同様で，つまらなく退屈で眠気をさそわれる，講義の姓質を

表わすものになっている。

　「だるい」も対象語をとった例はないが，次の例は外界の対象と結びつけて使われて

いる。

　○秋雨のやうな雨がまだじとじと降ってみた。水分の多い奇い風が，遠く山国に来て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だる　　みることを思はせた。ごとんごとんと云ふ窺い水車の音が，どこからか，物悲しげ

　　に聞えてみた◎　（あらくれ107＞

繰り返される単調な水車の音を聞いているとだるくなってくるような感じを表現したも

のであろうか。珍しい例である。こういうばあいは，次のような「ものうい」にかなり

近い意味で「だるい」が使われているのではなかろうか。

　○北の窓の方を見ても，南の窓の方を見ても，その物憂いリズムの無限の度数を繰り

　　返し，繰り返して降る……。佃國の憂雛62）

　（2）「ほこらしい」

　「ほこらしい」に次の例がある。

　○琢治の母親は自陣の乳房がまだ瑞々しいのが誇らしかった。〈潮騒124）

　「ほこらしい」は母親の感情であり，「自分の乳房がまだ瑞々しいの」はその感情の

対象を表わす対象語であろう。

　しかし，　「ほこらしい」は，

　　寧わたしは　ほこらしい。

という文は成り立たせないとみられる。

　　　わたしは　ほこらしい気持だ。

は成り立つけれども。したがって，いままで考えてきたような，第一歎称的な形容詞と

は言えまい。典型的な感情形容詞が，直接的に話し手の感情を表わすのと違って，気持

の内容をやや客観的に描き当す性質があるのではないか。

　このような性格の形容詞はほかにもあると思われる。「ほこらしい」のばあいは，感
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情の霊体と対象をはっきり雷い表わしている文例がたまたまあった。この類の形容詞は

第一次的な，もっとも基本的な語ではなく，派生的な，使用度もあまり高くない語に限

られるようである。そして資料内の用例数もみな少ないので，霊語と対象語をあわせ縛

っている稠例は「ほこらしい」のほかに見つけることができなかった。しかし，

　　いらだたしい，はらだたしい，よろこばしい，にがにがしい

などは「ほこらしい」と同じ類ではないかと思われる。これらの形容詞は，「環境ll」

と呼んだ，

　　わたしは　～い（だ）。

には現われず（現われにくく），

　　わたしは　～い（な）気持だ。

の形は可能である。また「〈認幹〉そうに」　（これと意味のよく似た「〈語幹〉げに」

を禽めて）の形が，話し手以外の入の感情が外に表われたようすを述べた例がある。

　○みんなは声高に笑ひながら，胸を張って誇らしげに自分の乳房を晃せあってみた。

　　（潮騒王22）

　○彼：女は既に，舌で云へば厭な昧のやうに簡かそぐはないものを佃から感じたのでは

　　あるまいか。一さもなければ，なぜああ丁々綺麗な臼足袋の爪先を，焦立たしさ

　　うに動かす必要があらう。（伸子・上164）

　○お島は乱れた髪を掻きあげながら，腹立しさうに書つた。（あらくれ61）

　○この村に帰抄してみた女学生，それはY市の師範学校の生徒で，この村で喉一の女

　　学塗は，夏の終りに，彼の妻と友達になったが，閲もなく嘗ぱしさうにその学校の

　　ある都会へ彼の妻をとり残して帰って行った。（田園の憂縷35）

　○門札はこの二入の乗客を苦々しげに見やりながら，左手を延して待ってるた。　（或

　　る女・飼5）

　第一一人称的な感鵯形容詞は一般に，話し手以外の人について「〈語幹〉そうに（な，

だ）」の形がよく使われることを，1．1．2「主語の制限」に述べた。

　このような語を，やや客観的な性質をおびた感情形容詞のグループとして考えること

ができるかもしれない。

1．2感情形容詞と属性形容詞の交渉

肇．2．1　属牲形容詞の感情形容詞的用法

　上に感情形容詞の諸条件をいくつか考えてみたが，典型的なばあいを主にして考えて

きたのであって，実情はもっと入り組んでいる。感情形容講と属性形容詞とは，いろい

ろな面で密接に関係しあっている。

　感情彩容詞は，感情・感覚の蛇体（基本的には第一人称の人）を主語にとりうること

を基本的な条件としてあげた。ところで，たとえば色というものは人間の懇覚的経験で
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あって，外界に存在するのは色々な波長の光線にすぎないという。しかし，ことばの世

界では「あかい」「あおい」などはもちろん外界の物に属する性質であって，それらは

属性形容詞に属している。ではあるが，たとえばあるじゅうたんの色が何色であるかを

論じあっているようなときに，「ぼくはあかい」などという文がとびだす可能性が絶対

にないとはいえまい。しかし，そういうばあい，一般には「ぼくはあかいと感じる」な

どと表現するのが普通だという事実にもとついて考えてきたわけである。

1．2．2　感情形容詞の属性的用法

　上にあげたのは，かなり極端なばあいまで考えると生じてくる問題であるが，ごく普

通のばあいでも聞題とすべき点がある。

　属姓形容詞でも感情形容詞的に使われる可能性がないとはいえないのより以上に，感

情形容詞が属性表現的に使われることは多くみられる現象である。

　　肉親との　別離は　かなしい。

　　インフルエンザの　予防注射は　いたい。

のような文が，「かなしい」「いたい」が特定の感情・感覚の主体と関係なしに，むし

ろ「別離」「予防注射」というものの一般的な性質を表現した文のように凋いられるこ

とはそう珍しいことではあるまい。次にあげるような「たのしい」も感鋳の霊体が特定

の個人ではなくなっていると同時に，本来感情の対象であるはずのものの属性を表わす

方向にかたむいているのではなかろうか。

　○隣るいプリント雌のクッションを作って組合せれば，室内も楽しくなりましょう。

　　〈巨人娯楽部1956駕6月465）

　○姉妹お揃いで｛乍りたい水色ドットの楽しいホームドレス。〈平凡1956年9月84）

　○楽しい音楽でも何回も聴いているうちにあきてくるものもありますし，　（音楽の友

　　玉956奪2月　56）

　上にみたように，感欝形容詞が述語になっているばあいでも，属性表内的に用いられ

ることはある。しかし，述語と名詞の位置が入れかわって，感情形容詞が連体修飾語の

位鷹を占めるばあいは，もっと属性表現的になりやすいようである。たとえば「いやな」

は述語的な群群にあるときは，特定の偲人の感情の表現であることが多い。

　Orこれは霜が飲むんだよ」こう言って緒方がまたそれを置きかえようとすると，

　　女は，

　　　　　　きつ
　　「こんな強いのいやよ」とその手をおさえた。（削減行路’離86＞

　○「あのような人はいやです」と欝うと，「あなたは好きです」ということを，ひそ

　　かに，けれどいっそうつよく下野することになるのでな。（出家とその弟子188）

　○教室を荒されるのはどの先例もおいやだろうから，音楽教室に電灯をひいてもらっ

　　て，あそこでやってみたらいいじゃないですか。（入間の壁・上286）
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「いやな」が連体修飾語として，本来感情の対象であるはずの事物を表わす名詞にかか

っているばあい，感情の主体がぼやけて，「いやな」が名調のあらわす事物の属性表現

のようになっているのではないかとみられる例がしばしばみられる。

　○野菜の陳が漫み込み，肉特有のいやな匂いもぬける。（逓刊東京1956年9月22日61）

　○耳をかたむける者はいやしないが，儲しろ，イやなやつであることも事実ですよ。

　　家庭の方だって，工十年も離婚もしないで別居しているんですからね。　（文芸1956

　　年10月168）

　もっとも，すべての感欝形容詞が属性表現の性質を帯びることがあるともいえない。

たとえば「すきな」「きらいな」「ほしい」などは，いつでも感情の主体になる特定の人

が存在していることが必要であろう。それが表現されていなくても，背後に存在する感

情の主体がはっきり想定されうる。

　○さう云う裏も表も承知のうへで，儒之はこの青奪を愛してみた。殊にいま図の前に

　　好きな女とつれだって，埃風のなかでキリキリ舞をしてみるのを，自動車の窓から

　　ちらと兜ては，微笑しずにはみられなかった。（多欝仏心・煎348＞

　○学術の粋をあつめて飛躍すべき時代は来れり，一日も躇躇すべきにあらず，嫌いな

　　学問にも，深く利益が埋蔵してあるぞ。（総長就業と麗業351）
　　　　　ゆ　　　　　　　　　あし

　○おくみは自発のお銭で坊ちゃんに欲しいものを買って上げた。〈桑の実50）

これらの感情形容講は，属性表現化することの超こりにくいものであろう。

1．2．5　感情と属盤の両面をもつ語

　さらに，ある一つの形容詞がごく普通な用法の範翻内でも属性と感情の覇面をあわせ

もっていて，両グループの中閥に三三づけるのが妥当だと思われるようなものもある。

さきに，1．0で日本語の形容詞が属姓形容詞と感情形容認こ2分されることを述べたと

き，三方の性質をあわせもった，中間的な語もあることを問題点として残したが，それ

をここで取り上げてみよう。

　この問題は蒋枝誠記によって撫摘され，論じられている。実際の語例としては，次の
　　　　　　　　　　く濾〉
ようなものが示されている。

　〈注〉　『古典解釈のための日本文法』　（至文堂，工950）53Ae　一ジ

　　（／）主観的衰現の語一ほしい，のぞましい，恋しい，はずかしい，うらめしい，

　　　　なつかしい

　　㈲　主観客観の総含量表現の語一こわい，にくらしい，さびしい，暑い，すd“

　　　　い，i頭窟い

　㊨　客観的表現の三一高い，赤い，はげしい，早い，堅い，細い

（d）のF主観的表現の語」がここでいう感情形容詞に根当し，のの「客観的表現の語」
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が属性形容詞にあたる。（n）の「主観客観の総合的表現の語」がここで問題としている，

爾方の性格をあわせもった，中間的なものの例である。1．1にあげた諸基準からみる

と，㈲の譲のうちで「のぞましい」は感情の主体をなす人が主譲になることはなさそう

なこと，　「～がる」の形がないこと，によって感情形容詞に属さないことになる。ま

た，（ロ）の語のうちで，「すごい」は同様の理由によって感惰形容詞の爾を認める必要が

なく，を9に入れてよい語のように思われる。その他の語については筆者の立場もこの3

分類に一致する。

　上の語例にははいっていないが，別の論文では「おかしい」も，（m）｛・eあたるグループ
　　　　　　　　　　〈注〉
の例としてあげられている。1．1の諸基準からみても，「おかしい」は感購形容詞の瀬

をもっているが，それと1司時に属性形容調の蒔ももっている。「おかしい」と対比され

る「こっけいな」は属性しか表わさないところに，両語が区別されるたいせつな対立点

の1つがあると考えられる。（分析例2）

　〈注〉　時枝誠記「語の意味の体系的組織は可能であるか」　（京城帝大文学会論纂第

　　2輯績本文学研究の中，1936）

　また，「かわいい」も感情と属姓を表わす形容詞のグループに属するが，「かわいら

しい」「あいらしい」「かれんな」は属性だけを表わす点で，上と下様な対立をしてい

る。　（分析例3）

　「かわいそうな」「きのどくな」「あわれな」「ふびんな」などの，あわれみ・同情

の感情を表わす語も，一方ではあわれむべき対象の属性を表わすことがあると思われ

る。「みじめな」「ひさんな」などは，あわれみ・『爺情をさそいやすいような対象の属

性であるとは呪えようが，感情そのものを表わすことはないようである。

i．3感情形容詞の下位区分

1．5．1　感惰と感覚

　感情形容詞のなかを，言語的な手がかりによって，さらに下位区分することはできな

いであろうか。

　ここでかりに「感情」と「感覚」と呼ぶことにする区別が，対象語になり得るものの

範囲を考えることによって成り立つと考えられる。

　r感覚」を表わすとみられる形容講のとり得る対象護は，具体名詞に限られ，しかも
　　　　ロ　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　の

ほとんどものを蓑わす具体名詞に限られる。ことを表わす抽象名詞や名詞句を対象語に

とることができない。　（環境V～N⑳ものを表わす具体名詞が感覚の対象を表わしてい

る例として．次のようなものがある。

　○背負った鉄帽の細紐が痛かった。（野火103）

　○身体の下に展べた，ごわごわの布がいたい。（婦入生活1956年11月214）

　○家に帰ることが，むしょうに厭になってしまった。入間の生活とは，かくまでも佗
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　　しいものなのか？　ベンチに下駄をぶらさげたまま横になっていると，星があんま

　　りまぶしい。（放浪認277）

　○その夕方，彼女が帰り支度をしていると，隣席の一条先生がくわえ煙草のけむたそ

　　うな顔を向けて，小さな声で言った。（人間の壁・上205）

　資料内には例数が少なく，適当な例はないが，r毛がくすぐったい」「たき火がけむ

たい」のような表現もありうるだろう。

　○其処には又此れも春のやうな臼に騙されて，疾から鳴かなく成って居た蛙がふわり

　　と浮いてはこそっぽい稲の穂に回りながらげらげらと鳴いた。（土・上135）

では被連体修飾語になっている「稲の穂」というものは，「こそつばい」という感覚の

対象である。

　「感情」を衰わすとみられる形容詞も，ものを蓑わす具体名詞が対象藷になることは

少なからずある。（環境V）

　○東京で吸う赤い味噌汁はなつかしい。（放浪詑122）

　○海が見えた。海が見える。五年振りに見る尾道の海はなつかしい。倣浪記220＞

　○大一郎は小麦醗子が好きであったと今は十八の三無をまだ十一二の子供の様に思ふ

　　て偲繊の記・上123＞

　○筏さんは野菊が大変貯きであったに野菊を掘ってきて植ゑればよかった。　（野菊の

　　蔓54）

　○「俺も煙草ほしいおもたとこやけど，煙草買うてくるか」（真空地帯・上50）

　しかし，感情のほうは感覚とはちがって，人を表わす異休名詞が対象語になる語も多

い。　（環境、勤

　　　　　なつか
　○先輩が可懐しければ其細霜までも可懐しい。（破誠153）

　○嘉門と私といふ露悪者の組では，この咲子が女神であったといへよう。私もまた咲

　　子が好きであった。（冬の窯55）

　○お礼の方は今いらっしゃるお勤めの借は差上げるつもりです。私の壕るものの相談

　　役なり，秘書としてのお礼は別なのよ。私，どうしてもあなたが欲しいのね。

　　郷178）

　○あなたはあのお子がいとしくはないのですか。（出家とその弟子117）

　○「駒子が憎いつて，どういふわけだ。」（雷圏136）

　また，ことを言わす二三名詞や名詞句も対象譲になる形容詞が多い。（環境覇）

　○しかしさう思って見れば晃る程，杉子の桃のつぼみが今にも咲きかけてみるやうな

　　感じが，実になつかしかった。（友情61）

　○細街道が曹ながらの松並木に縁どられて柑まで臼く続いて見えるのはなつかしく，

　　（厚物朕41＞

　○娘は飼も知らずに，木下がやさしい性情が凹きなのだと思ひ取っては，そのやうに
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　　ならうと試み，木下がさつばりした性格を好むと思ひ取っては，舅のやうになって

　　働きもした。（河明り335）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はしゃ
　○お島はさうした男達と一緒に働いたり，ふぎけたりして燥ぐことが婦きであったが

　　誰もまだ彼女の頬や手に触れたといふ者はなかった。（あらくれ5）

　○このごろ，朝の寒さはなかなか厳しい。伸子は気疲れが禺た故か，毎朝床離れが辛

　　かった。㈹子・上61）

　　　　　　　　かお
　○わしは仏像と面を見合わせてすわるのがつらいのだよ。咄家とその弟子27＞

　感覚を表わすとみられる形容詞は，人やことを表わす対象語をとらないとさきに述べ

た。「美人がまぶしい」「おやじがけむたい」「あの人に会勉をやめられたのがいたい」

などとは書うことがあろうが，こういう場合，形容詞は本来の感覚を表わす意味からは

転化している。

　以上，対象語になりうるものについて，感覚を表わす語と感情を褒わす語の闘に相違

のあることを述べた。このことと関係の深い，表裏をなす事実であるが，ほかにも両者

の相違を考えるための手がかりがある。

　その1つは，これらの形容詞の「（連体形）÷こと」の形がもつ意味の相違である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼつねん
　○日曜に妻子を親類へ無沙汰見舞に遣った跡で，長火鉢の側で徒然としてみると，半

　　生の悔しかった事，悲しかった事，乃至嬉しかった事が，琢具のカレードスコープ
　　　　　　　　　ごたごた
　　を毘るやうに，粉々と饅まぐるしく心の上面を過ぎて行く。（平凡7）

において，「くやしかった：こと」「かなしかったこと」「うれしかったこと」は，自分の

生活上におこった内容，展開をもった串来事をさしている。次の例でも「こと」は内容

をもっている。（環境職）

　○葉子は嬉しい事でも云って聞かせるやうにかう云った。（或る女・前108）
　　　　　　　　　　　いばら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　やけ

　○併し世はそれぞれに荊棘も花もつと云ったやうなもので，零落の今の身の上にも満

　　更嬉しい事の無いではなかった。（思串の詑・上30）

　○あなたも悲しいことを考えないで，心を強く保っていてください。偶家とその弟子

　　13G）

　○先生は毎日一度ずつこの箱を開いて，みんなのお手紙を読みます。だから，面白い

　　ことを一杯書いてちょうだい。悲しいことでもいい。（人閲の壁・k91）

　感覚を衰わす形容詞のばあいは，このような意味の「（連体形）÷こと」の形を作る

ことはない。たとえば，

　　いたいことも　忘れて　呼んだ。

　　ねむいのを　がまんして　仕事をする。

　　かゆいのを　こらえる。

における「……こと（の）」の形は，感覚が生起した事実そのものを表わすもので，

「いたさ」「ねむさ」「かゆさ」におきかえることができる。さきの「うれしいこと」
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かなしいこと」などはrうれしさ」「かなしさ」にはおきかえられないものであった。

1．5．2　感覚を衷わす語の下位区分

　感覚を褒わす形容詞の数は少ないが，次にのべる雷語的な手がかりによって，さらに

下伎分類を試みることができる。

　感覚を衰わす形容詞は1．3．1でみたように，感覚をよびおこす外界の物を対象諮とし

て蓑わすことがあるほかに，

　　わたしは　歯が　痛い。

　　足がだるい。

のように，その感覚を感じる体の部分が，「～が」の形で書い褒わされることもしばし

ば晃られる。　（環境IXI）

　感構を表わす形容詞は，「《体の部公》が～い（だ）」という環境には生起しないと

いう点でも，感覚を表わす形容詞と相違が晃られる。　（感厘藩は感覚と違って，ふつう体

のある一部分で感じられるという性質のものではないからであろう。）「さびしい」は

感溝を表わす語だと思われるのに，「《体の部分》がさびしい」の例がある。

　○間食はあまりやらないが，目がさびしいので，ウメ干し飴をしゃぶり，くだものを

　　ほしがる。（家の光1956年1月13Z）〈長野のおばあさんの話〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　だび
　○しかし最初は，口もとがなんとなく寂しくなりますから，その場倉はハッカパイプ

　　をくわえたり，仁丹や飴をなめて気をまぎらわしてください。（主婦とliits　1956ff　7

　　月　462）〈禁煙の議〉

　○杖を持たないと，手が寂しいやうな気もするが，簡だかひどく伸々として自由だつ

　　アこ。　（波　343～344）

これらの「さびしい」は，感情を表わすいちばん普通の用法と違って，感覚的な刺戟が

欠けていて物足りないことを表わすものとして，劉に考えてよいものであろう。

　感覚を表わす形容詞が，体の部分を表わす語をとっている例として，次のようなもの

がある。

　○私は頭が霜いので，途中からかえしてもらう。倣浪記18G）

　○葉子は枢気をもう感じてはみなかったが，胸元が妙にしめつけられるやうに苦しい

　　ので，〈或る女・前121＞

　○高貴の姫君はいくら頬べたが痒くても人前では決して指をふれず，（噛しの手帖1956

　　年　33号　192）

　○乳房はくすむつたかった。威る女・前62）

　○ブラブラ歩いてみるうちに，土産物の重みで手がだるくなった。　（生まざりしならば

　　184）

　これらは体のある部分に感じられる（全身的に感じられることもあるが）感覚であっ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く注〉
て，局学的に位置づけられうる感覚を表わす語だといえよう。

　〈注〉　こまかくみれば，示される感覚部位のこまかさ・くわしさも，語によって段

　　階の相違があるようである。「いたい」と「くるしい」とは肉体的または（および）

　　精神的な苦痛に関係する点で共通するところが考えられようが，「いたい」は感じ

　　る体の部分は表面・内部をとわずさまざまな所にわたり，またこまかい部分でもよ

　　い。少し例をあげてみよう。

　　○尚も，瞳を見据ゑると一一さうすると摺と周との閲が少し蒲かったが一（田園

　　　の憂欝　67）

　　○懐中電灯の光りもガスの渦巻で異様な感じを与える。眼がいたい。のどが痛い。

　　　（文芸春秋　1953葺三10月　178～179＞

　　○坊ちゃんは，さっきはまた少し歯が痛くてむつがって入らつしたのが，やっとお

　　　まぎれになって，　〈桑の実128）

　　○転んだ晴，逆についた左の手頸が少し痛いだけで，他はなんともない身体を，

　　　（莫知子　205＞

　　○はアはア息が切れ，足はもげて了ひさうだった。跳び乗って腰かけると，尻の肉

　　　がジインと痛かった……（多鋳仏心・前　166）

　　○行介は自分の足の癌いのも忘れて立上り，いきなり駿を引張り起した。（波332）

　　以上のほかにも，頭・額・眼・胸・心臓・腕・下腹部・腰部・膝・足首などが「い

　　たい」と感じる体の部分として示された劉がある。

　　　これに繋して「くるしい」は，肉体的な苗痛に麗して使われるばあいにも，「い

　　たい」のように体の部分が示されることはほとんどない。しいて求めれば次のよう

　　な例がある程度である。

　　○「どうした，お婆さん？」ここが苦しいのだと，うめ女は申訳のように喉をさす

　　　ってみせる。　（厭がらせの年飴299～300＞

　　○「おお，苦し。あんまり笑うて，ここんところが苦しなった」

　　　と少女は胸を揮へた。仕事着の色回せたセルの縞が，胸のところだけ融きく動い

　　てるる。

　　　「ここんところが痛うなった」　（潮騒39）

　　ふつうには「胸がくるしい」　「腹がくるしい」ぐらいで，あまりこまかい部分につ

　　いては言えないだろう。以上の桐違は「いたい」と「くるしい」の意味を考えるの

　　に参考になるだろう。

これらの形容調は，

　（体の）どこが〔いた，かゆ〕いのですか？

　からだじゅう〔いた，だる〕い　　　　〔かゆ，くるし〕いところ
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などの環境にも現れうるものである。具体例でこのことを示唆するものを次にあげよ

う。

　○「痛い，｛可処。何処が痛いんだ．脚が痛んで来たのか。」（波337）

　○その晩は早く帰って，ぐっすり寝たけれども，翌日も翌々臼も全身がだるくって堪

　　らなかった。　（波238）

　上にみたのは，からだの心々な部分がその感覚をもよおす可能性のある，そういう覆

類の感覚を表わす形容詞のグループであった。だからこそ，感覚部位が「～が」の形で

表現される積極的な理由があるわけであった。

　感覚を表わす形容詞であって，「《体の部分》が～い」の環境に生起しない語として，

rまぶしい」「まばゆい」　「うるさい」「けむたい」　（Aグループ）や「ねむい」　「ね

むたい」　「あっ（暑）い」　「さむい」　（Bグループ）がある。

　Aグループは，感覚を受ける体の部分が，感覚の性質上，特定のところにきまってい

る性質のものだといえよう。「眼がまぶしい」「耳がうるさい」などと体の部分を限定

して衰わす必要があまりないのであろう。ただし，「眼にまぶしい」「耳にうるさい」

のように「～に」の形で感覚部位が示されることがある。

　○梅畑が，台燐へ引き下ったので，羽根田は，茶の間の一指に，座布団を持ち点して

　　だいぶ南へ過った太陽が，眼にまぶしいのを我慢しながら，柱に背を寄せた。　僚

　　宙学校284）

この形は「いたい」などにもある。

　○速力計の針が六十五狸と七十埋の問をちらちらすると，車全体が捻る生きものにな

　　つて，（中略）榔子壷の中の足高の小歴も，樹を切り倒してみる馬来人の一群も，

　　総て緑の奔流に取り込められ，その飛沫のやうに風が皮切に癌い。（河明り304＞

　Bグループの「ねむい」「あつい」などは，体の特定の部分に感じられる性質のもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く油〉
ではないために，「《体の部分》が～い」の形をとることはあまりないのであろう。

　〈注〉　「さむい」については，照例全体からみて数はごく少ないが，次のように感

　　覚を生じる体の振分の表現された例がある。
　　　　　　　ねこ　　　　　　　　　　　　　　　せなか　　　　　　　　　　かを

　　○藁の上に横ろむで居ると，背は寒いが，面や腹は焚火に暖まって，（間門の認・

　　　上63）

　　○「おい，幅子虫子」

　　　成程，頭が寒かったが，振り向も答へもしずに，一生懸命走った。（多惜仏心・

　　　繭165）

　　○この年齢になりながら，足は炬燵の外に出していた。のぼせ性である。至だけが

　　　寒いのだ。　（厭がらせの俸齢299＞

　　「さむい」は全身的に感じられることが多いが，上のような例をみると体のある一

　　部分に感じられることもあり得ると雷えそうに思われる。
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　　　渡辺実「語彙教育の体系と方法」　（『講座正しい日本語』第颯巻語彙編，明治書

　　院，　1970）　郵こ｝ま，

　　　さむい一一藝接の接触感覚を伴わずに感じる低温

　　　つめたい一直接の接触感覚を捧って感じる低温

　　という規定が示されている。「さむい」は接触感覚を伴わないから，多くのばあい

　　に全身的に感じられるが，上に例をあげたようなやや例外的なばあいもあるのだと

　　考えると説明がつけられるようである。

2．属性の主体と内容

2．0　はじめに

　形容詞の表わす性質・状態などには，その姓質・状態などの霊鳥がある。その真体に

なりうるものの種類・範囲は，語によってさまざまである。その違いは形容詞の意味内

容と密接な蘭係にあるはずであるから，形容詞の意味をしらべるには，まずそれがどう

いう主体の属性であるか，ということが，大切な観点になりうるはずである。

　ここで「主体」というのは，ある属性の所有主，ある属性の帰属するものごとという

意味である。動詞の蓑わす動作には，動作主という意味での主体のほかに，動作をうけ

る相手や動作の客体なども重要な要素になっているばあいが多い。しかし，形容詞の表

わす属性は，多く静的なものであり，他に積極的に働きかけるという性質のものではな

い。したがって，形容詞のばあい，属性の主体という観点は，意味分析のための霊要な

手がかりであるとさえ言えるであろう。

　実際の用例を資料として属性の童体を調べるには，具体的には次のような彩をとるこ

とになる。

1　問題の形容詞と主述麗係で結びついている名詞であって，主体　　属雛の関係にあ

　るものを調べる。また，形容詞が主語なしに述譲的に使われているばあい，形容詞の

　衰わす属性の主体を：文脈などから推定する。

2　問題の形容詞と連体修飾鯛係で結びついている名詞のうち，主体一属性の関係に

　もとつくものを調べる。

3　問題の彩容詞の連用形が，連用修飾関係で結びついている動講のうち，霊体　　属

　性の関係にあるものを調べる。ここで「主体一属性」という用語は一般の用法から

　は，ずれていると思われる。動作のようすを表わす形容詞のばあい，どういう種類の

　動作のようすであるかを調べたいので，動詞の表わす動作に対しても「主体」という

　用語をあてはめようとするわけである。
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　属性の主体をおもな手がかりにしながら，形容詞の意味内容をしらべていこうとする

のにあたって，まず非常に大まかな意味分野を考えてみよう。まず，有形の物体・物質

のもつ種々の感性的な属性を表わす形容詞のグループが考えられる。また，精神的，社

会的な存在である人的に特有の性質・態度・行動のようすなどを言わす大きいグループ

がある。（人問の主観的な感情や感覚を直接に衰わすグループは構文論的にも大きい特

徴をもつので，r．感惰形容調」として他の「属性形容詞」に対立させた。）そのほかに，

抽象的なことの属性を褒わすグループ，もの・人・ことにわたって抽象的な性質・関係

を表わすグループも考えられる。以上の大きいグループのそれぞれから，いくつかの小

さい意味分野（の一一部骨）をえらび，2．1以下でしらべてみた。（2．3　「人に関する属

性」については，2．5．0に述べるように，やや違うやりかたになっている。）理想闘標

である体系的記述には還く，名・意味分野の中で意味の系列を考えて意味を体系的にとら

える糸口をさぐる，という程度に止まってしまった。

　この部分の作業は実は研究期間の終りの段階に近くなって始めたために，異体的に取

り上げえた鳶職分野がわずかに貯まった。「はじめに」の「国的・方法と経過・反蜜」

の中に離したように，最初の計画であった，意味分野を限定せずに広く語と語を区別す

る特徴をみつけて記述する作業が難航したために，方向をかえていくつかの意味分野を

ともかく具体的にしらべようとしたものである。上記の，語の意味を区別する縛徴の記

述は80項腐ぐらいしかできなかったので，それ自体を分類・体系化しても意味が薄いた

め，「分析例」の名で一実し，第1部「形容詞の意昧の諸側面」の申のどこかに関係づ

けて，その場所から参照するような形にした。

　属洪の内容のうちで，　「程度」と「評価」などの測面については，多くは3と4に取

り歯して扱う形になったが，それは便宜的にとった形であって，本質的にはそれらも内

容の一一部芳をなしていると考えられる。

2．1広汎なものごとの属性

2．1．0　はじめに

　まず，形容詞の申で，もっとも広況なものごとにわたって使われる類から考えてみよ

う。物体についても，人間や動物についても使えるし，無形のことについても広く使わ

れるような形容詞である。

　この類の形容詞は，その意味がものごとを外から規定するものであって，ものごとの

具体的・実質的な性質に藏接関与するものでない，という傾向をもっている。「青い」

「すっぱい」「くさい」のような，特定の感覚器窟に対応するような性質や状態ではな

いこともいうまでもない。それだからこそ，広く有形・無形のものごとを主体とするこ

とができるわけである。

　この類の形容詞は，名詞がものをあらわしても，人をあらわしても，ことをあらわし
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ても，自由に結びつくのが原則である。震いかえれば，この類の形容詞に対しては，名

詞は下位区分される必要がないわけである。

2．1．1：薄在

　ない

　ものごとの存在に関して，その否定をあらわす「ない」は，形容詞のうちで使用痩が

最高位にある語である。

　「ない」の壁体になるものごとは，きわめて広汎にわたる。空間に位撮をしめて存在

する斜体物から，滋に思考の薄象としてのみ存在する抽象的なものにわたって，広く使

われる。

　○「おや，馬溜弾はどうした」

　　「ない」（野火160）

　○こちら側にはまだ霊がなかった。（雪中83）

　○たS’，水道がないのが一寸鷹るわね。（桑の実27）

　○風は無かったが，甲板で仕事をしてみると，手と足の先きが捕粉木のやうに感覚が

　　無くなった。（蟹工船34）

　○鉢甲の山と，鬼場の柚道にはその日，夜にいっても敵の動きがなかった。（落城28）

　　　　　　　　　　たマしひ
　○だがそれは，貴様の霊魂とはなんの関はりもない，ほんのくだらないお茶番さ…。

　　（多惜仏心・前344）

　○こんな風に人の旨いなり放題になる人間，自由の考えというものの全くない，個性

　　のない，信念のない人間。（人間の壁・k19　2）

　○帰ってきた嘉門は，人の灘話で勤めに出るやうになったが，僅かな給料はほとんど

　　妻の手に渡ることがなかった。（冬の宿20）

　ただし，人や動物など，自分でうごくものが，ある場所に存在しないことは「ない」

ではなくて，「いる」の否定の「いない」で表わされるのがふつうである。

　○しかし，それでも，二人を振り返るような者は，誰もいなかった。（自由学校61）

　○私が村の入口からこの屋根を見た疇，たしかこの鳥はみなかった。（野火75）

　もっとも人間について「ない」が使われている，次のような例もある。

　○原に人間はなかったが，草は私が生きてみた時見たと同じ永遠の姿で，私の周圏に

　　解いてみた。（野火179）

　○伸田に味方する者は誰もなかった，（友情76＞

　○母親がないからですよ。一ツ林さんマザーになって下さい。倣浪記204）

　こういうばあいは，非存在（あるいは非駈有）という面が強く浮き上り，その主体が

人間であることがとりたてて表現されていないものといえよう。これらの「ない」は「

いない」に一応おきかえることができる。
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　また，生きている人がある場所に存在しないのではなくて，在世しないという意味で

は，「ない」が使われる。ただし文章語的なニュアンスがつきまとう。（連体形は文語

形の「なき」が使われることが多い。）

　○前に述べた任立政等が胡地に盛事を訪ねて再び漢に戻って来た頃は，司馬遷は，既

　　にこの盤に亡かった。（李陵202）

　○だれからもほんとうに愛されているという儒念を縛てない謙作は，わずかな記憶を

　　たどって，やはりなき母を慕っていた。儲夜行路・ss　63）

　なお，納物は，一般の物鉢と岡じように「ない」が使われる。

　○野が展げた。正面は一夕で林に限られたが，右は木のない湿原が尻ひろがりに遠く

　　退いた先に，（野火玉1）

　○今時分，月見草なんかないことよ。（波76）

2．1．2　異同・関係など

　異岡・関係などを表わす形容詞のうちで，次の語について，以下に述べるような画か

らしらべてみたい。

（a）　ひとしい・おなじ，そっくりな

（b）反対な・の，ぎゃくな・の，あべこべな・の，さかさまな・の

　（a）（b）にあげた形容詞（など）の衰わす属性が成り立つためには，かならず2つ（以

上）のものごとが存在しなければならない。そして，それらのものごとがいずれも主体

の形であらわされることも，一一方が霊体として，他方が主体とくらべられるものとして

あらわされることも，いずれも可能である点が特徴的である。

　たとえば「ひとしい」を取り上げてみよう。きのうもきょうもある時刻の気温が20度

だったばあいに，

　　きのうの温度と　きょうの温度は　ひとしい。　（きのうときようの温度はひとし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈ta　1＞
い。）のように，双方を主体として「と」で並列させた形の：文が成り立つ。また，

　　きょうの温度は　きのうの温度と（に）　ひとしい。

のように，一方を主語とし，他方を「～と」　（「～に」）の形の対象語としてあらわした

文も成り立つ。さらに主語と対象語とを入れかえた，

　　きのうの温痩は　きょうの温度と（に）　ひとしい。

という文も成り立つ。すなわち，

　　F　（x，　y）　：z）　F　（y，　x）

という，対称的関係（Symmetrical　relation）力葺成り立つ。それは，「ひとしい」が，

基本的にはこ者のどちらからみてもかわりのない相互的な性質をもった関係を表わす語
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　　　　　　　　　く注2＞
であるからにほかならない。

　＜注1＞　こういう「と」の性質については奥津敬～郎「対称関係構造とその樹形」

　　（『日本語研究』国際基督教大学語学科日本語研究室刊，1967）に，轡形文法によ

　　る分析がある。なお，この論文では広く諸品詞にわたって，このような性質をもつ

　　た語を「対称関係語」と呼んでいる。

　＜注　2＞　　鈴木重幸　「Ei本書醤文法・形態論1」　　（　ゼ教育国言蕩』　No．＝L2，1968－3）

　「ひとしい」についてみたことは，この類の他の語についても原則的には岡様にいえ

ることである。すなわち，

　　AとBが　～い（だ）。

　　AがBと　～い（だ）。

　　BがAと　～い（だ）。

の3つのタイプの文が，同じ事実関係をあらわすのが原剣である。それは，これらの語

が対称闘係的な性質をもった意味を表わすことにもとつく。

　ただし，主語と対象語を入れかえた文が実際上にも自然な文として成り立つことは，

あまり多くはない。それは，くらべられる二者が同類のものでないなど，性質がちがっ

ているためであろう。

　なお，　「おなじ」rひとしい」については，　移行的関係（transitive　relation）も成

り立つのが原則であって，これらの潮害の特別な性格を示している。たとえば，

　　Aさんは　Bさんと　奪が同じだ。

　　Bさんは　Cさんと　黛が岡じだ。

から，

　　Aさんは　Cさんと　年が同じだ。

ということも言えるQつまり，

　　F　（×，　y）　・F　（y，　z）　）F　（x，　z）

が成り立つ。「ひとしい」についても同様である。（3．1．3「比較表現と形容詞」も参

照）

　ひとしい

　○左のポンプと，右のポンプの流量は等しくなければならないのか，それとも，すこ

　　しぐらいは食い違っていてもいいのか一などという問題がそれである。　〈人工心

　　臓を体内に368）

は，「AとBがひとしい」というタイプの，くらべれる双方をあわせて主体にしている

ものである。「AがBと（に）ひとしい」というタイプの，一方を主体とした用例とみ

られるものを次にあげよう。

　○またこの電波のエネル＄“　rwは，実に数十億欄もの太陽が持っている融会反応の全工
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　　ネルギーに等しい。（宇慮の謎はどこまで解けたか97＞

　○今の例で晃ても，葬ユークリッド幾何学の立場をとれば三角形の内角の和は必ずし

　　もこ直角に等しくない。（哲学以鏑191）

　○入口の控にかSつた寒暖計は夏と等しい温度にのぼってみた。（爽知子・前123＞

　○これが，ひどく，上等な，洋式便器である。彼も，赤坂に住んでいた項は，これと

　　等しいものを用いていたが，（自評学校361）

　○バッホーヘンがヘーゲルと等しくロマン霊義の流れに属しながら，旧本及S本人

　　1954無…4月　30）

これらの例では，主体をとりかえた「BがAと（に）ひとしい」というタイプの言いか

たも，むりに作れないことはなさそうである。たとえば，「真知子」の例であれば，

　　夏の温獲もその時の温度とひとしかった。

のように。しかし，

　○野坂参三は，独立の国家として，自衛のための戦力をもたない点は不合理であると

　　して，彰徳権放棄に均しい第九条の規定に反対した。〈世潮1954妬2月61）

のような例になると，罪体を入れかえることはほとんど不可能になる。

　　第9条の規定は　自衛権放棄に　ひとしい。

という文は域り立つが，

　＊早撃権放藁は　第9条の規定に　ひとしい。

という文は威り立たない。それはくらべられる2つのものが，牲質のちがうものだから

であろう。さらに，

　○すると，その隙闘からはすぐ，日の光が設げつけるやうに，押し寄せるやうに，沁

　　み渡るやうに，あの桔木に等しい薔薇の枝に降り濃いだ。（田騒の憂目32）

　○それだのに騎士が野盗に等しい振舞ひをすることは……（波106）

のような例になると，「～にひとしい」は，比喩を表わす形式に近いものになる。

　　ばらの枝が　柚木に　ひとしい。

　　騎士のふるまいが　野盗のふる藪いに　ひとしい。

の主語と対象語を入れかえて，

　　寧柏木が　ばらの枝に　ひとしいQ

　　＊野盗のふるまいが　騎士のふるまいに　ひとしい。

のような文をつくることができなくなるのは，このような「～にひとしい」は「～のよ

うだ」「～みたいだ」に類する意味になっているからであろう。

　「ひとしい」はそのほかにも，

　○親類や鵬輩達の事あれがしな眼が等しく葉子に注がれてみるのを葉子は痛い程身に

　　感じてみた。（或る女・前84）

のように「ひとしく」の形で「いっせいに，そろって」のような意味をあらわすものや，
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　○社会党の反対意晃は，少数の故に何の力にもならなかった。この場合，少数党とい

　　うものは無きに等しかった。（人闘の壁・上3王5）

のようにrなきにひとしい」の形で慣用匂化している用法もある。

　おなじ

　「おなじ」が「同一であること」を意味するばあい，たとえば，

　○僕は驚いた。同じモデルを使って描いたという二つの画があまりにもS13だからだ。

　　（芸術新㍊舞　1956年8月　209）

　〇十一無間同じ監督でやっているなんというのは，アメリカにだって滅多にありゃし

　　ないQ（野球界1956駕1月55）

のようなばあいには，他の何かと比べるのではなく，それ自身と岡一なのであって，対

象語はとらない。

　「おなじ」が，2つ以上あるものが，あらゆる点で，またはなにかの点で差がないこ

とをあらわすばあいは，原則的には対称的関係をあらわす語だといえよう。「AとBが

おなじだ」というタイプの例としては，

　○西洋と日本とにては気候風土も同じからず，（貧乏物語14）

　○しかも，左右両方のポンプから毎分送り出される虹液量は，同じでなければならな

　　い，などという条件も明らかにされた。（人工心臓を体内に369）

のようなものがある。また「AがBと（に）おなじだ」というタイプの例としては，

　○それだと，期間千八百億円で，丁度，ワトキンス報告と同じです。　（ダ6ヤモンド

　　1956年9月18El　l7＞

　○このとき，でき上った二つのDNAは，もとの塩基の並び方とまったく岡じはずで

　　あるe（生命の瞳号を解く16G）

　○と説く芹沢氏も，チ」？　・一ド教授と同じ立場をとっている。（学問の動き253＞

　○この官庁利照型は，メン類外食券食堂型と同じくあまりOマンチックではない。

　　（小説の泉1956年1月145）

　○だが，拙老は三十年以繭に侮せつけをうけたまま，今日も昨日｝こ同じように城内を

　　はききよめている。（落城14）

のようなものがある。AとBを入れかえた文を，おわりの「落城」の例について作って

みると，

　　昨日も今日と嗣じように城内をはききよめていた。

のようになる。

そっくりな

「そっくりな」の主体であるものとよく似た，くらべられるものは「～と」「～に」
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の形であらわされる。

　○夫婦なんて，いい加減なものだよ。欄人と社会との関係と，ソックリだ。　（自窓学

　　校371）

　○その側で，単分裸の火夫達が，煙草をくはへながら，膝を抱へて舐してみた。薄暗

　　い申で，それはゴリラがうつくまってみるのと，そっくりに見えた。（蟹工船108）

　○あそこにお父様の横顔にそっくりな影が，いま時分になると，いつも歯来るのよ。

　　（風立ちぬ　142）

　○茂木は，上着なしで，蝶型のネクタイを結び，顔も，体つきも，松井翠声という漫

　　謡言にソックリだった。傭由学校93～94）

　○が，二重瞼の愛くるしい眼は，どう見てもきぬ子にそっくりだった。鍋子といって

　　これがこSの憲婦だつた。（波146）

　蓋体を入れかえた雷いかたは，多くのばあいに不霞然になり，成り立ちにくい。しか

し，たとえば最後の「波」の例から，

　　きぬ子の眼は　昂子の眼に　そっくりだ。

という文を無理に作れないこともあるまい。対象語における「と」やドに」の柊表示が

消えて，「そっくり」が接尾語的に使われることがある。

　○串来上った機械は，まるで大砲そっくりである。（未知の星を求めて325）

なお，「～を」の形の対象語をとった珍しい例がある。

　○「そら，あすこに，あの雲はあなたの顔をそっくりよ」

　　「あはSSS。武子さんに逢っては敵ひませんね」（友情53＞

　　反対な（の）

　　「プ（きい」と　　翫1、さい」は　及：対だ。

　　Aさんと　Bさんは立場が反対だ。

のような文における「反対な」は，対称的な関係をあらわしていると考えることができ

る。第2の文から，

　　Aさんは　Bさんと　立場が反対だ。

　　Bさんは　Aさんと　立場が反対だ。

という文も導くことができる。

　実際の用例では，上のようなタイプにちょうどあてはまるようなものはなかなかみつ

からない。

　○そうすると学校PTAは，　P（父母）とT（教師）とがまるで反対の立場をとるこ

　　とになる。　（入闘の壁324）

　○いまだに二つの反対な気持ちが，自身の中でぶつかり合うのを腹立たしくも情けな

　　くも感じた。　（晒夜行路・前三86）
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などは「AとBが反対だ」のタイプに準ずるものと考えることができよう。また，「A

がBと反：対だ」のタイプにあてはめて考えうる例として次のようなものがある。

　○駒子は，あのいやな時代を思い畠し，顔をしかめたが，平さんまでいやにならなか

　　つた。五百助とは反対に，コチコチと，痩せて争える体格だが，億由学校125）

　○遣士学校といふのは，我育英学舎とは正に反対の霊義を執る保守党の学校だ。

　　（思出の紀・上】29）

　○だが，諸岡は全然それと反対な，極端に意地の悪い晃方をしていた。（小説倶楽部

　　1956奪三4月　ユ23）

　○数馬は幼い頃からの親友で，藤次郎のおっとりした性質とは反対に鋭い才気を持

　　ち，挙措動作も際立っていたし，五人組の中では群を技いた美男であった。　（傑作

　　倶楽部1956年5月三18＞

　主体と対象を入れかえることを「自由学校」の例について試みれば，

　　五百助は平さんとは反対に（ふとっている）。

のようになろう。

　なお，不賛成の意味でのr反対な」は，次の例のように「～に」の形の対象語をとる

点でも，上にみた「反対な」と区劉される。

　○教師だけが新教委法に反対だ反対だと言って騒いでも，PTAの父母が賛成したら

　　どうしますか。　（入船の壁・k324）

　○お父さまは，その中にみて，はっきりと戦争に反対で御立派だつたんです。（帰郷

　　254）

　ぎゃくな（の）

　○私は立ち上り，昨日この橋を逆に渡った蒋のやうに，銃を斜めに構へた。（野火87）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さかき
　○私は又逆に頁をはぐり返した。さうして一枚に一句位づ㌧の割で倒に読んで行つ

　　た。　（こsろ146＞

　○それに水流が逆だし，溝水を下方から入れ，汚水を浮かして上から流すから効果が

　　あり，盗流（オーバーフm→といわれるのである。　（嬬人公論1956年6月320）

のような例では，ある動きの方陶が，ある基準の方向と反対であることをあらわしてい

る。これらは「さかさ（ま）な」「あべこべな」におきかえられないし，「反対な」に

おきかえてもしっくりしない。「10から1までぎゃくにかぞえる」の「ぎゃくに三も

「反対に」「さかさ（ま）に」「あべこべに」におきかえにくい。

　○安川は奔常に外国崇拝であった。それで，時々かへって気持が逆に動く伸子は，そ

　　の時も，

　　「どこまでもリパブリックね」

　　と笑った。　（伸子・上84）
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　0しかしそれほどに会いたいといわれて，指定の場所へ出てきていいとまでいったそ

　　うだが，心が弾んでこないで逆に沈んで行く。　（むらぎも301＞

　○自繊とか罠権とかいう考えにもとづいて，議会を作ったり，自治制度を作り出すこ

　　とをしなければならなかった。西洋とは，その発展の仕方がいわば逆である。（も

　　のの晃方について138＞

のような例では，物理的な動きはないが，心理的な方向などが反対的なことをあらわし

ているといえよう。

　しかし，「ぎゃくな」がいつも方向的な要素を含んでいるとはいえないようである。

　○従って逆ないい方をすれば，さつき賞に肉走串来なかったようなウマはダービーで

　　は朋がないともいえるσ　（娯楽よみうり1956年6月8B32＞

　○田本の女ぐらゐ不幸に対して強い女はない。弱いやうでみて強いのだ。日本の男が

　　強がってみては，実は一様に意気地なかったのとは逆なのだね。（帰郷280＞

　○彼がもし逆に吉濁班長よりも上の位置にいて，そのような行動が許されていたなら

　　ば，きっと実行したにちがいない。　（真i殿地帯・．ヒ110）

などでは，抽象的にもせよ方向性の二＝アンスがあるとは必ずしもいえないであろう。

　あべこべな（の）

　「反対な」　r逆な」にくらべて，やや俗語的な語だといえよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　あべこべ
　○急いで別れて行く高御を見送って，反対な方角へ一町ばかりも歩いて行った頃，斯

　　の噂好きな町会議員は一入の脊母に遭遇つた。（破戒258）
　　　　　　　　　　あべこべ
　○彼等が帰った隣は反対に威勢がよかった。（土・上151）

のように「あべこべな」が「反対な」の羅宇訓として使われている例もある。（上の例

のほかにも，岡様な少数例があるが，それらはいずれも上と同じ「破戒」　ド土」の作錨

の用例である。）

　○「そんな，あべこべの話はありませんわ。先生のお宅なんですもの。先生が家にお

　　入りになって，皆さんに帰って頂けばいいのです。」（週刊新潮1956年5月8隈70）

　○事実とアベコベの見えすいたウソを陳述しているのは，少少どうかと思われる。

　　（映薩の友1956庫ユ0月103）

のような例をみると，「あべこべな」は，ものごとの正しいあり方と反対であるという

否定的な評価を伴っているようにも思われる。

　　右と左をあべこべにたびをはく。

　　ごはんとみそしるの位置があべこべだ。

のように，対称的でない，pairをなすものが正しい位置と反対になっているばあいも，

「あべこべな」がふさわしい文脈である。しかし，はじめにあげた2例や，

　○先生はおまへに弔辞の読方をいろいろ教へたが，あべこべに先生は，今日はじめて
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　　本当の弔辞の読方といふものをおまへから教はつたよ。（波48）

　○陳恵順が「強盗奴にだまされてなるものか」と小さい胸の申でくりかえしていると

　　き，あべこべに，かたわらのお母さんの顔からはだんだん緊張の色がうすらいで行

　　くように晃えた。　〈改造1954年2月201）

のように，よくない評価を伴っているとはいえない例もある。

1

　さかさ（ま）な（の）

　具体的なものについていうばあいは，次の例のように，上と下とが正常の位：置とは反

対になった状態をいう。

　○逆さまに映る三層の楼閣を囲んで，陽を受けた枝の彩が水に描き歯されている。

　　（帰銀耳　263）

　○透明なガラス瓶をさかさまに土の上に立て，　（それいゆ1956年狙号66＞

　○バケツに水を入れてふり廻すと，バケツが逆さの位置のところでも，水が落ちて来

　　ないのと同じことである。　（文芸春秋1953年8月182）

次に，

　○「僕は学校へ直る道で生徒に会うと，こちらから先に，（畜覇君，お畢う）といっ

　　てやります。すると生徒もうれしそうに，先生お幸うと答えます」

　　「あら，だって，さかさまだわ。親の方から先に子供にお畢うと言うのは逆じゃな

　　いですか」　（人間の壁・上186）

では，人閲の上下関係からみて，普通と反対だという意味で，ものの空間的な位置の上

下が逆だという用法の延長線上にあるともいえよう。

　○私は倒まに頁をはぐりながら，私に必要な知識を容易に与へて呉れない此長い手紙
　　　じれつ
　　を鮮烈たさうに畳んだ。（こsろ147）

は運動の方向に関して使われているが，手紙のおわりからはじめへの方向を下から上へ

の方向になぞらえたものとするのはこじつけになる恐れがあろう。こういうばあい，現

在いちばんふつうの雷いかたは「逆に」であろう。

2．1．3　普通でないこと

かわった，へんな，みょうな，膏妙な，珍妙な，異様な，おかしい，めずらしい

　これらの語の意味に共通する要素として，r普通と違っている，ありふれていない」

ことを仮定しよう。

かわった

動詞「かわる」の「～た」．「～ている」の形が，「普通と違っている」という意味で
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形容詞的に使われる，1つの意味・用法をもっている。

　そして，「普通と違っている」という，この語群に共通な要素に，特につけ加わった

もののない，いちばん中立的な語としての役割を担っていると考えられる。したがって

形容詞ではないが，ここに加えて他と比べるのが便宜であろう。

　○聞いて見れば留守中，別に是ぞと変った事も無かった様子。　（破戒177）

　○別れる聴の先生は，又変ってみた。常よりは晴やかな調子で，（asろ84＞

などは「いつもと違っている」とパラフレーズすることもできる例である。

　○「隆文さんの服，変った生地ね」　（自遡学校58）

　○角帯醜懇と云ふ変ったこしらへのボオイたちも，まつ一服といふところで，カアテ

　　ンの蔭に姿をかくして了つた。　（多籍仏心・前25）

　○来る客も変わったいろいろな種類の人間が来た。儲夜行路・前ユ3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はなし
　○ところが儒州といふところは変った国柄で，僕のやうなものに建非談話をして呉れ

　　なんて一（破戒158＞

などの釧にみられるように，「かわった」はr普通と違っている」ということだけが必

須的な要素であって，いいとかわるいという評緬などは伴なっていない。「へんな人

だ」というとよくない騨価を伴った褒現になるのを避けて，「かわった人だ」とえん曲

に欝うことがあると思われるが，それは「かわった」が評価的に瞥徴づけられていない

点を利用するものであろう。

　へんな

　「野駆と違っている」ということが至味の中心であるといえようが，多少ともよくな

い評価を梓っていることが多いようである。

　○急に彼女の幅子のわる口を云い出した。「型が変だし，色もよくないよ。」　〈莫知子

　　・前158）

　○定まった入もないのに，子供なんか生んだりして，ずるぶん変な女だとお思ひにな

　　つたでせう。　（波223＞

　○お袋は手術に立ちあったので，変な臭ひが思ひ禺されて，米の飯なんか退るだけで
　　　　　つか
　　も胸が聞へさうだと云った。（本臼休診115）

　○「だって，あの小母さん，変なことするんだぜ」

　　「何を？」

　　「僕の口ん中にキャラメルなんか入れるんだもの……」　（波35D

　Oだから，今の先生たちは子供に変なことばかり教えるとか，親孝行を教えてくれな

　　いとか，先生の威厳が足りないとか，いろいろな文句を書う。（人心の壁・上122）

のような例は「へんな」のありふれた糟例だといえようが，いずれもその「普通と違っ

ている」性質に対する非難など，よくない評価をなにがしか含んでいると思われる。
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　　かわった味がして　おいしい。

という文はまったく自然であるが，

　＊へんな味がして　おいしい。

という文は成り立たない。Fへんな」と「かわった」とはこの点で区別される。

　ただし，「へんな」に伴うよくない評価は強いものではなく，存在するかどうかも疑

わしいようなばあいもある。たとえば，

　○東京へ着いたのは其日の午後の三時贋だつたが，便って行くのは例の金時計をぶら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をぎつね
　　垂げてるたといふ，私の家とは遠縁の，変な苗字だが，小狐三平といふ入の家だ。

　　（平凡57）

　○良寛，ちょっと私の笈を見てくれ。最前杖があたった時に変な音がしたのだが，も

　　しかすると……（出家とその弟子55）

のような例では，よくない評価が伴っているとはかならずしも欝えまい。このように

「普通とは違っている」という特徴だけでも説贋に矛麿を来たさない例も，少しは存在

する。

　以上に述べたのは「へんな」の，主として述講的用法または連体的用法についてであ

った。「へんに」の形で連厨的に使われるばあいも意昧の申心にかわりはないが，よく

ない評価を伴わない使い方は少いとはいえないようである。

　○変に利口で……学生らしくなくて，侮て云ふのでせう？（帰郷100）

　○本心の明かでない，その癖変に対手の感謝を強ひるやうな掴の返答は，伸子の心を

　　暗くした。　（1申子・上198）

などは雰難的な場面の中で「へんに」が使われている。しかし，

　○静岡で東京の新聞を買ったが，出てからまるで冤ない粟京新聞が変になつかしかっ

　　た。　（瞭夜行路・前215）〈改造社ド志賀鷹哉金集』でも「東京新團が」とあり，「東京の新

　　聞が」とはなっていない〉

　○器量は，君は不服だらうが，十人蛇よりは美しい方ださうだが，性質は無邪気で，

　　快活で，一緒にみるとへんに人を愉快にさせる性質をもつてみて，身体の随分いい

　　人ださうだ。　〈友傭25）

　○併し帰りの汽車の中にはひると，あんなに荷厄介にした乳呑児ではあるが，侮か忘

　　れものをして来たやうな気がして，変に腕のまはりがさむしかった。（波148）

などでは「理由がよくわからないぐあいに」のような意味に解しうる。そして，よくな

い評価とは蘭係がない。

　なお，「へんな」の強調的な形として「へんてこな」　rへんてこりんな」などがあ

る。これらは文体上は俗語的である。用例はいずれもごく少ない。「へんな」のよくな

い評価の面が強まるとは限らず，むしろ，ややこっけい味が加えられることもあるよう
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である。

　○「意地が悪いつて，ま，およそあなたくらみ意地の悪い方もめったにないね。何も

　　さうへんてこにぢやぢやばらないたって……」　（多情仏心・前215）

　○要するに逸れば児るほど変でこなところが，瓢たんなまずの傑作とでも雷うのであ

　　ろうか。　（私の人生観70）

　○ファンレター・日に十通位。なるべくお返事する様にしていますが，兄への手紙と

　　一緒みたいな変でこりんなものが多くて困ります。（映顧ファン1956隼5月91）

　みょうな

　○一種の生活と一種の臨然とを配合して一種の光累を呈し逼る場処を鐵写すること

　　が，麟る心際の詩興を喚び起すも妙ではないか。（武蔵野30）

　○帰りも矢張凡その方角をきめて，別な路を当てもなく歩くが妙。　賦蔵野21）

のように，ひじょうにすぐれている，すばらしい，の意味に使われることは，競馬語と

しては少なくなっており，かなり文章語的な文体に限られた意味として残存しているに

止まっている。そして現代語では「へんな」にかなり近い意味に使われるのが普通であ

る。すなわち，やはり「普通と違っている」という特徴が意味の中心だといえよう。
　　　　かくのごとく
　○藥件は如此にして一見妙な然も普通な方法を踏んで終局が告げられた。（th・J：　152＞

　○でも，妙なもんだなア。へんだなア，代理の家庭教師なんてもの（むらぎも5）

　○伸子は，漠然，あたりに妙な雰懸気の醸されてゆくのを感じ，居心地よくなかつ

　　ナこ。　　（イ瑳1　］　・上　115）

　○第一妙なものばかり食べさせられてこりごりした。礫の実121）

　○所が帰って見ると叔父の態度が違ってゐます。元のやうに好い顔をして私を自分の

　　懐に抱かうとしません。それでも応揚に葎つた私は，帰って四五日の闘は気が付か

　　ずにるました。た畷可かの機会に不図変に思ひ出したのです。すると妙なのは，叔

　　父ばかりではないのです。叔母：も妙なのです。従妹も妙なのです。（ひろ164＞

　上にあげた例の中には，よくない評価を俸っているともみられるものがいくつかあ

る。しかし，

　○入闘といふものは妙なもので，若い時に貰った奴がどうしても～番好いやうな気が

　　するね。（破戒65）

　○「なんだか，留守中に，ブイと，南村が帰ってきそうな気がするんですよ。妙です

　　わね」　（自由学校304）

　○人聞どうなっても，煙草なしぢや，生きて行けねえ。情況が悪くなればなるほど，

　　煙草をほしがるから妙だ。　（野火100＞

のような例には，よくない意昧は認めがたい。むしろ，普通と違っていて，その理宙を

解しにくいという意味合いが感じられ，「ふしぎな」や「おもしろい」にやや通ずるば
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あいもあるとみられる。「へんな」には，弱いながら，よくない評価を伴うと一応認め

たけれども「みょうな」は評緬とは無関係だと考えておきたい。

　「みょうな」の連用修飾の形「みょうに」は，「へんに」と同様に，「普逓と違った

ぐあいに」「理由のよくわからないぐあいに」のような意味で，よく使われる。

　○先生が最後に付け加へた「妻君の為に」といふ醤葉は妙に其時の私の心を暖かにし

　　た。　（こsろ28）

　○フォクスルで起重機の音がかすかすに響いて来るだけで，葉子の部屋は妙に静かだ

　　つた。（割る女・上191）

　○帰る時玄関の臼い花が，また妙に彼の心を粥た。　（波68）

　○「一寸失礼」

　　木村の癖で，こんな時まで妙によそよそしく断って，古藤の手紙の封を切った。

　　（或る女・前202）

　文体的にみて，「みょうな」はfへんな」に比べてやや文章語的ではないかと思われ

る。しかし，小説の会謡文の申でもかなりよく使われている。日常会話の中でも，たし

かに使われているとは思われるが，くわしく調べれば使う人がやや知識的な層に傾くと

いうようなことはあるかもしれないと想像される。

　なお，「みょうな」の強調的な形として，「みょうちきりんな」という俗語がある。

例は次のひとつしかない。

　○妙ちきりんな組み合わせだった。三十五歳くらいの背の高い男と，このやせた小さ

　　な縞の着物の少年とは，貝塚を探検して，古代の世界を掘りだそうということにな

　　つた。　（ma石器の狩入308）

　きみょうな

　ひじょうにかわっていて，その異常さはややこっけい味を欝びた種類のものであるこ

とが多いようである。

　○彼は机の向う側で外串証の整理をしている蛍田を笑わせようとして，奇妙な声をtiE

　　したが岡田は笑わなかった。彼は笑いをこらえた。（真空地帯・上200＞

○煙草道楽の彼には毎日交代で刻みと巻煙草を吸ふ寄妙な癖があった。今田は巻煙

　　草の番である。　（潮騒102＞

　○しかし，サルとキリシタンというのは，なんとも奇妙な組みあわせである。　（高崎

　　山18）

　〇三十四隼の伝統をもつエコノミストには，蒔に奇妙な慣習がある。その一つは，部

　　畏の敬称を「君」とかヂさん」とかいわずに「老」と呼ぶことだ。　（エコノミスト

　　達956隼4月14日　82）
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　ちんみょうな

　おかしさ・こっけいさの要素がはっきりと含まれているといえよう。周例は次にあげ

る2つしかない。

　○今度の圏会では居欄ならざる三二”が行われ，ec暴力ならざる暴力”がふるわれ

　　るという，珍妙なことがしばしば起りました。腕を肩より上にあげてはいけない。

　　ナグるのも，ケルのももちろんご法度。しかし「コブシでなで，ピザでさすれ」と

　　いうのです。　（サンデー毎臼1956隼6月10M　16）

○いまの津上にとったらそんな事より，田代の提案である二十余丁の牛の大名行列の

　　方がずっと閉切があった。記事にもなるし，写真にもなる。少くとも街の大きな話

　　題にはなる。その珍妙な情蚤を，酒とウイスキーのちゃんぽんで少し痛くなった頭

　　の芯で，津上は大切に描いたり消したりしてみた。　（闘牛88＞

　いような（異様）

　字義からみると，「様子が普通でないさま」　（岩波国語辞典）のように，「ようす」

ということが強調されている語であるようにみえる。しかし，現に使われている意味と

しては，かならずしもそうであるとはかぎるまい。やはり「普通と違っている」ことを

意味の中核とするグループの一員として考えられることはいうまでもない。

　〇二本の指先が冒腸をさぐる。と……その指先に異様なものが触れた。取り出してみ

　　ると一縫針なのである。驚いた博士は，傷肖をひろげて，（逓刊新潮1956奪7月10

　　日24）

　○隅の二子に回れて，股火鉢をしながら何かを噛んで口を鳴らしてみた女が二人立ち

　　上って，愛嬌薄を立ててきたが，この異様な客をみると，そのうち，のびほほけた

　　断髪をした円顔の若い方の女は，また元の席にかへってしまった。（冬の郷111）

　○実際此の距大な異撰人の感じは一種異様な驚くべきものであった。（青鋼の基督66）

　○伸子は，異様な音響を聞いた。何処か遠いところで一斎，急に，鋭く，長い尾を引

　　つばつて汽箪が鳴ったと思ふと，一時にあっちでもこっちでも，太い，稔る，顕へ

　　る無数の汽笛が鳴り串した。音の林立といふ感じであった。　（伸子・上36）

　○土方たちは彼をじっさい『親分』と呼んでいた。下姓のあいだでこれが声にされる

　　と，それは無気味で異様なひびきで私の耳に聞かれた。　（むらぎも186）

　これらの例からうかがわれるように，「いような」は驚きや気味わるさ。恐れを感じ

させるような異常さをさしていることが多いようである。「きみょうな」が，こっけい

さを感じさせるような異常さをさすことが多いのと対比しうるだろう。次のような対比

の中にも，その差が感じられる。

　　異様な風体の男／奇妙な風体の男

　　異様な声を串す／奇妙な声を出す
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　　異様な建てもの／奇妙な建てもの

おかしい

意味の主観的な側面が中心になると，感構形容詞として使われる（分析例2）が，こ

こでは客観的な側面が中心になった「おかしい」が問題になるわけである。

分析例2でも引用した例であるが，

　○女達が私の顔を見てクスクス笑って通って行く。二四が沢山ついているのか知ら，

　　それとも髪がおかしいのかしら，私は女達を睨み返してやった。女ほど祠情のない

　　ものはない。　（放濃舐29）

の「おかしい」を，「髪」を主体とする属控の表現とみることができよう。このような

ギおかしい」は，「ふつうでない」という要素のほかに「入を笑いたくさせるような，

こっけいなようす」という要素が加わっているとみることができよう。　（似たような例

を若手，分析例2に引用してある。）

　次に，

　○「私傭だか体の様子が可笑しいんですよ。きっと然うだらうと思ふの。」　（あらくれ

　　75）

　○同僚たちのたたくキーの音がはげしい騒音となって気門をいらだたせる。手首の腱

　　もおかしくなってくる。　（文字を読む機械386）

のような「おかしい」は体の調子などが普逗でなく変調であることをさし，こっけいさ

とは関係がなくなっている。

　○学校も家庭もあらゆることを子洪に教へるのに，このことに限って教へないといふ

　　のは，実にをかしな話である。　（波319＞

　○こういう次第で，若し制度の運用に少しでもおかしいと思うことがあったら，あな

　　たはいつでも文句を雷わなければいけない。　（ものの見方について199～2GO）

のような「おかしい」は，あることがらが，理に合っていない点で普通でない，という

意味合いであろう。

　次に，

　○一たい，この二階がをかしい。私がこ、へ来てから，もう一月半以上にもなるの

　　に，階段を伝って，二三ある筈のそこへ出入りする人を見たことがない。　（河明り

　　279＞

　Orそれにしては，そんな金が，学生ばかりで即座に霞由になるのは可笑しいぢやな

　　いか。」　（帰郷225）

　〇ニミ三十円くらみのもんなら，はしただけ払ひ残しになってるつてこともあるだろう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を　か
　　が，七蒼何十円なんて……，どうも少し可詞しいなア……（多鋳仏心・前351）

のような「おかしい」は，不可解さやいぶかしみ・疑いの要素が含まれている。
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めずらしい

次の3つの特徴を念んでいると仮定しよう。

　　ω普通と違っている，ありふれていない

　　（2）人の関心をひく

　　（3）価値が高い

　まず，

　○金はいくらでも着すから思い切って一一つ珍しい料理をしてみてくれ。償乏物譜80）

　○「あちらのお珍らしいもの，随芳おありなのですって。」

　　「整理がついたら，そのうちお目にかけませう。」　（真知子・前25）

のような「めずらしい」は，上の3つの警徴をかねそなえているとみられる。「お珍し

い品をいただいて，ありがとう」のようなばあいも，この意味である。

　○堂々たる丸裸となって，洗い場へ降りると，今度は，浴客のすべてが一様に，眼を

　　上げた。なんしろ，珍らしい空話である上に，ポチャポチャと，白桃の皮を剥いた

　　ような，掻き傷一つない，葵しい醗が，闘立つのである。　（自由学校216～217）

　○先に行った山瀬が，何か珍らしい茶話のつもりで続けてみるであらう余計な饒舌に

　　就いて，真知子は漢然とした不安を感じた。（真知子・龍138）

などでは，（3）の特徴は消えて（1）（2）から成り立っていると解しうる。また，

　○二人は赤く灯のついた，ガス・ストーブの陳列場を，向ふの洋家具部の方へ抜けよ

　　うとしてるた。そこはめづらしく人があまりみなかった。　（真知子・満156＞

　○深夜の二時，三聴ごろに歩いて帰宅するというのも，懲こ珍しいことではない。

　　（生命の賠弩を解く164＞

などになると，（2）も弱蜜って（1）が霊になっているといえようか。

なお，「まれな」との対比において，次のような分析も試みた。

数（2以上）

　　まれなくめずらしい

墨的／質的

　　まれな／めずらしい

（公野良4）

（分析例5）

2．1．4　危険・害の鷲無

　（a）危険な，あぶない，あやうい，安1全：な

　（b）有害な，無審な

　（al（b）にあげた語について，その霊徳になるものの面からしらべてみたい’。

危険な
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　この語のあらわす属性の主体には2種類があると考えられる。ひとつは，のぞましくな

いことを身に受けそうな存在が主体になるばあいで，この意味の主体は人間であること

が多い。

　○自動車の衝突した場合，正面にまつ適ぐかけてみる客は危険だ，となにかに書いて

　　あったのを思ひ出したからであった。〈真知子・前205）

　○彼奴をどうしてもやっつけなくては，この身が危険だ。　（近代映藏1956矩7月140）

　もう1種類の主体は，のぞましくないことを入に及ぼしそうなものであって，こうい

う主体には広汎なものがなり得る。

（も　の）

　○患者，保菌者の唾や疾から呼吸器によって感染します。また食器やおもちゃ，手ぬ

　　ぐい，ハンカチーフなども危険です。（主嬬と盗活1956年8月偲録診断と治療全集164）

　○長吉は危険な勢刀は妻の手から取って，後の方へやって，（生まざりしならば191＞

（人）

　○御自分はとにかくとして，真知子さんまでそんな危険な人物に紹介するなんて。

　　（真矢fi　IF　●前　142）

　○かうして私は国家に心用であると岡じ程度に，敵にとっては危険な入物になった

　　力葺，　　（野グ〈88）

　○シャベルの跡と鶏鳴一この結舎から私に来た観念は「比島人」であった。つまり

　　我々侵入者を懲らレめようと，常に用意してみる危険な存在であった。　（野火51＞

（こ　と）

　○打つのも殴るのもよいが眼の見えぬお人のすることは危険だ倦琴抄191＞

　○なにしろ女遊びは火をもてあそぶよりも危険ですよ。　（出家とその弟子165）

　○もしその危険な以来事が，車内で一二度ぶつ突かるとか，転がるとか以上に結桑し

　　たならば。　（真知子・前205）

　○ミ結核菌より物凄い伝染力，子供に危険な懸病発見ミで，親たちをギョッとさせ

　　たミトキソプラスモーゼミ。（文芸春秋1953無8月111）

　○だから知性と結びつかない道徳は危険です。　（入生手軸1954奪5月8）

　○国民的文化の特質によって世界を征服せんとするのは，他のすべての帝国主義と等

　　しく甚だしく危険な妄想である。　（人格主義151）

あぶない

「危険な」と同様の，2種類の主体をとる。

○謙作が代数の試験であぶなかった時などは石本は自身の試験勉強をあとにして，徹

　夜で彼にそれを教えたりした。　儲夜行路・醜42｝

O「繕が自動車で送ってやるからもうちよつと待たないか」
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　　「おい，ちよつと，君，女中さん，藤代を気をつけてやって……」

　　rあなた，あぶなうございます……」（多情仏心・蔚王62～1631

などではのぞましくない事態にあいそうな人が主体になっている。

　のぞましくない事態をひきおこしそうなものも主体になる。広汎なものが，この意味

での「あぶない」の主体になり得ると見られる。（人の例は資料内にはみあたらなかっ

たが，あり得ると思われる。）

（も　の）

　○「段々があぶなくってよ。蒔任さん。」とお加代がついて来た。（焙夜行路・前107）

　○だって海は危ないぢやないの。この辺の海は荒いから船がひっくり返ったら助かり

　　やしないよ。　（生まざりしならば188）

（こと）

　　　　　　こども
　○「（前略）少奪の一人旅はあぶない，鵡麻の蝿がついてね」　（思出の記・上166）

　○だからおれは家から女を放すことは危ないと云ったのだと，りきを暇さへあればい

　　ぢめた。　（あにいもうと139）

　　あやうい

　「あぶない」　「危険な」とは，文体に関して文語的である点でまず区別される。

　○しかしてこの強者をおさえかの弱者をたすくるがためには，彼はほとんどおのれが

　　身命の危うきを顧みざる入である。　（貧乏物語165＞

のような文語調の申では「あやうい」がよく調和する。

　「あやうい」の主体になるものは，次にあげる例のように，存立をおびやかされる翻

のものであるのが普通なようである。

　○彼の心は冷えきっていたが，それがそのまま相手につたわるならば彼の存在はあや

　　ういのだ。　（爽窒地帯・上71）

　○いま考えてみれば彼もまた木谷が軍法会議におくられることは，自分の身をあやう

　　くすることだったので，不安におそわれていたにちがいないのだ。　（爽空地帯・上

　　194～195＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あやふ
　○何，遠慮をしねえで浴びるほどやんなせえ，生命が危くなりや，薬を遭らあ，　〈高

　　野璽13）
　　ふところ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あやう

　○懐中から例の薪聞を取出して展げてみると一蓬太郎の容体は余程危いやうに書い

　　てあった。　（破戒74）

　ただし，「漕子はあやうきに近寄らず」という：文語的な慣用句は別に考えた。次の例

の初めの方にはこの慣用句が使われており，終りの方の「弄うさ」は危害を与える側の

ものをあらわしているが，これは上の慣用句を受けて使われているので除外して考えた。

　○だから君子は初めよりその危うきに近づきません。知者は，自身の身の安全の失わ
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　　れない範囲で女の色香をたのしみます。あなtのは身をもって，その危うさの中に

　　飛び込もうとするのです。（出家とその弟子165）

　現代語では「あぶない」と「あやうい」とは文体的な違いを別として，かなり同義的

になっているように思われる。しかし，「あぶない」は危霧や麓難がどういうものであ

るかがわかっているようなときによく使われ，ザあやうい」は存在がおびやかされてこ

れからどうなるかわからないようなときによく使われる，というような傾向のちがいが

あるのかもしれない。「あやうい」が，ドあぶない」とちがって，危害を及ぼしそうな

側のものが主体とならない（なりにくい）のは，上のような意味上の微差がもし認めら

れるものならば，それと関係のあることがらであろうと考えられる。なお，

　○恭介は焼火箸でも刺しこまれるような痛みを禰の優口に覚えたが，洩れそうになる

　　li申き声を，危うく喉で抑えた。　（読切小説集1956年3月88）

のような，連用形「あやうく」の用法は，「かろうじて」のような意味で翻詞化してい

るとみられる。

（漢字表記のばあい，「あぶない」「あやうい」両様に読める例も少なくない。ここで

は，かながきや，ルビ・送りがななどから読みのわかる例だけについて考えた。）

　安全な

　危険がない，あぶなくない，という風に否定を使って規定することができ，その主体

に関しても「危険な」　「あぶない」と同様である。

　○駒子も，自由は欲しても，可能性をはあくするだけで，満足する点が，ないでもな

　　い。そこが，申寝室の安全なところであるが，　傭由学校270）

　○タイヤは膨れて丸かったから，上から晃ては陰になっていても，タイヤの繭線と路

　　面の直線とでできた角のあいだで足そのものは全く安全なのだった。（むらぎも215）

は危険を受けない圭頭（入や人体の部分）が表現された例である。

　危険を与えない霊体が表現された例は，もの，人，ことにわたってみられる。

（も　の）

　○安全なニスとエーテルの混含液のザボンがいつの間にか危険な重クロムサンの酸液

　　と入れ換へられてるたりしてみるのが，（機械11）

　○必ずしも，この谷問が安全でなくなってきたからです。　（自畠学校325）

（人）

　○いや，常習強盗の方が，無用な殺傷をしないだけでも，安盆かもしれない。　（自由

　　学校276｝

　○だからサルとしても，長い間には「この入種はわれわれには危害を加えない安全な

　　人種である」と安心して，（科学読売1956年4月54）

（こ　と）
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0彼は防衛庁長歌にこっそりと膝づめ談判して自分の子や孫は蜜全な勤務にまわさせ

　るに決っています。　（人生手帖1956年2月31）

○飲みたくなった時は繍直室で一杯やるのが，一番安あがりでもあり安盒でもあっ

　た。　（人間の壁・上114）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ど　う○その出発があと三日になった十月十五日に，木村は，船医の興録から，葉子は如傭

　しても～先づ帰騒させる方が安全だといふ最後の豊告を下されてしまった。　（熱る

　女，禽tl　222＞

　賓害な，無害な

　書を与える（与えない）ものが主体としてあらわされる。斜体になるものは，もの・

人・ことにわたって広いと思われる。

（も　の）

　○「しかし物質については大に制限の問題が必要である。人格の発屡に畜霧なる無罵

　　の物質の堆積もしくは所有欲を綱呈すること一一この精神を教へるところに，人格

　　霊義が現代社会に対して働きかけなければならぬ一つの冤大な使命がある。　（人格

　　主義58＞

（入）

　○もし彼が世尊な入間であるとしたなら，それは一般に感傷的な人問は深くはない

　　が，無害であるといふことに依るのである。　（入生論ノート117）

（こ　と）

　○しかも無理解な同情は追害より以上に有書である。〈哲学以前39＞

　○木谷のいだいている考えが，京ことに軍隊の神聖なる秩序を維持する上に於てこの

　　上なく有害であると認められるのであります。（真空地帯・上225＞

　○多分に唯心的な作品と唯物的な作品とが背中合せにならんでいる総花姓が有害であ

　　ると信ずるため脱会するという。　（中央公論1956奪6月114＞

　○毎日習慣的に飲むのが有害なので，時たまどっさりは差支へないといふ学説がある

　　とかで，　（群像1956矩10月73）

　○酒が脳卒中とあまり蘭係が少ないと云ふ事は酒は飲め飲め茶釜でわかすのではな

　　く，紳士的晩酌は無害といふ事である。　（文芸春秋1954年5月270）＝

　「有害な1ものは，食贔であるばあい，人物であるばあい，思想であるばあい，害の

内容や警の費えかたなどは大いに違うであろう。しかし，人間にはなんらかの悪い作用

を及ぼすという点は共通で，それがこの藷のあらわしている内容だと考えられる。

21．5　その他

　　抽象的／異体的
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　　けがらわしいくきたない，きたならしい，不潔な（分析例6）

　「けがらわしい」は有形のものや人をも，無形のことをも空体とするが，その意味内

容においては，抽象的・精神的な不潔さしか表わさない。

2．2　ものに関する二二

2．2．0　はじめに

　形容詞には，ものに関する属性を表わす語として位置づけうるものが数多く存在する。

ことに，基本的だと考えられる形容詞の中に，この類が大きい位置を占めているようで

ある。ここで，ものというのは，空聞に位麗をしめ，感覚によってとらえられる事物と

いう意味である。この下味では，人聞もものに属するが，そのばあい，人間のもってい

る，精神的な面などは特に問題にされていないわけである。

　上のことを，より具体的に言えば，形容詞には次のような性質のものが，基本的なも

のとして数多く存在しているということになる。ものには，大きさ・色・形・廻方・温

度等々の多面的な属性があるが，それらのうちのある側面をぬき出して，その側薗に関

する性質を表わす形容詞が多く存在しているということである。上に例示したような属
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　

性は，抽象的なことは持ち得ないもので，このグ歩一プの形容詞はものの実質的・内容

的な姓質を規定するものだといえよう。

　ここで「ものに関する属性」と呼ぶものは，感覚のはたらきでとらえられるという点

で，具体的な性質だということができる。人閲の内函的な性格などのように，たんに五

富を働かすだけではとらえられない抽象的な属性にくらべて具象的・感性的である。そ

して，このような形容詞の意味分野は抽象的な分野よりも，その体系をとらえること

も，可能性は大きいであろう。ものの世界は，自然科学が明らかにしてきたように秩序

・法則のある世界であって，言語の世界もそれを何らかの形で反映して独自の体系をそ

なえているだろうと予想される。

　ものに関する属姓（以下，ものの属性と略称する）は，人間の感覚をはなれてはあり

得ないものである。たとえば人閻の筏覚・聴覚のとらえうる光の波長・音の振動数は一

定の範囲に限られていることからもわかるように，旧邸の視覚・聴覚をはなれては色や

音の猷界はなく，ただいろいろな波長の光や，さまざまな音波が存在するにすぎないの

であろう。

　しかし，われわれは色や音を，われわれの外部にある状態としてとらえており，それ

が言語にも反映して，色や音を表わす形容詞も，多くは客観的な属性を表わす形容詞と

して発達しているのであろう。しかし，ものの性質を褒わす形容詞の中には，同艮寺に感

覚を表わすとみられる語もある。たとえば温度に関係のある形容詞のうちの「あつい」

「さむい」は，次のような例では，しいて求めれば大気がその主体として想定され，そ

の温度が高い・低いということが表わされているとみられる。
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　0夏の暑い盛りになってから，鶴さんは或日急に思立つたやうに北海道の方へ旅立つ

　　ことになった。　（あらくれ75）

　○「わたし，今日起きたせいだか，痒いくせに何だか風が寒いやうな気がするのよ。」

　　（つゆのあとさき鷺3）

　○桜が咲いてから寒いHが続き，臼は照ってみて外気は冷えてみた。　（帰郷144）

　○この岡さんがこの寒いに手欄から体を乗り出してぽかんと海を見とるんです。　（或

　　る女・前127）

　ところが，次のような例では人閥の今入的・主観的な感覚を表わしているとみるべき

であろう。

　　こんな
　○物腰に太って居りますから，最うお可擁しいほど暑いのでごぎいます。今時は毎日

　　　　　　　　　　か　　二度も三度も来ては悪うやって汗を流します。　（高野盤43）

　○脅分の這入る蚊帳を覗くと，坊ちゃんはお暑いのだと見えて，貌をはっして横の方

　　へおあばれになって，お讐をすっかり串してお出でになる。傑の実135）

　○私は濡れてみたし，寒くて仕方がなかったのでまた燈燵に入って暖まった。　（冬の

　　宿76）

　○あなたお寒くはありませんか。夜分はたいそう冷えるようになりましたね。　（出家

　　とその弟子王09＞

　人間の感覚器窟は，環境の状態を認知して，それに適応した適切な行動をとっていく
　　　　　　　　　　　　　　　　　く洗〉
ための手がかりとしての意味をもっている。したがって，感覚は外界の物の状態と密鍍

な関係にあり，この両薗が同～の形容詞で蓑わされることがあるのであろう。1．3．1「感

情と感覚」でみたように，感情を蓑わす形容詞は萢象語としてさまざまなものをとりう

るのに対して，感覚を表わす形容詞はものを衰わす名詞しか対象語にとり得ないこと

も，ここで思い合わされる．

　〈注〉　櫃良守次『心理学概論』（岩波書店，ig68）19　「行動の手がかり一感覚一」

　このグループの形容詞の表わす属性の主体であるものは，いうまでもなく，主語の形

で表わされることができる。また，ものと，その形容詞の表わす側面とを，「一一ハ

ーガ」構文の形式で爾方言い表わすこともできる。たとえば「りんご」を例にする

と，次のような色々の文を作ることができる。

このりんeは

色　が

形　が

大きさが

霞方が

手ざわりが

味　が

あかい（あおい，きいろい）

まるい（いびつだ）

ちいさい（おおきい）

おもい（かるい）

なめらかだ

すっぱい（あまい） etc．

上のような文例をいろいろなものを主語にして作り，F～が」の形で表われている，
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ゆ　　　の

もののさまざ謹な側面を一般的に蓑わす名詞を羅じるしにして，その側面に関する性質

・状態を表わす形容詞を集めることは，ある程度まで可能であろう。そして，ものの属

性を表わす形容詞を意味分野によって集める結果になり，一種の体系づけを行なったこ

とになると醤えよう。

　以上のような意味分野のうちのいくつかについて，2．2．1以下に記述を試みた．全体

からみて一部分を取り上げたにすぎないので，ここではなお，ものの属性を表わす形容

詞の一般的な特性と思われる点の1，2についてかんたんに述べておきたい。

a。主体の範囲・制限

　ものの性質を表わす形容詞の基本的なものは，もの一般を主体として広く使われる傾

向がある。

　ただし，固体・液体・気体のような物質の様態に麗連して，おのずから主体になるも

のにある程度の制限がみうけられる語もある。たとえば「氷」について，「おおきい一

ちいさい」「あつい一うすい」など，空間的な量を表わす形容詞は用いられ褥る。とこ

ろが「氷」がとけて液体すなわち「水」になってしまうと，もはやこれらの形容調は使

うことができなくなる。他方「つめたい」　「透明な」のように「氷」にも「水」にも等

しく使える形容詞もある。

　「かたい一やわらかい」も主体は固体ないし，粘性の非常に大きい液状のものにまで

しか使われない。したがって，飲：食物を例にすれば，

か。、、／鑑　1響

や唄い ｶ言こ1競ス
　　　　　　（Aグループ）　（Bグルーープ）

のように，固形的な「たべる」物を表わすAグループの名詞とは結びつくが，液状の

のむ」物を袈わすBグループの名詞とは結びつかない（結びつきにくい）。逆に，「こ

い一うすい」は，

　　。、、！贈　　論究

うすい ^競ス競
　　　　　（Bグループ）　（Aグループ）

のように，Bグループとは結びつくが，　Aグループとは結びつかない。「かゆ」につい

ては，

　○慾にも得にも起きてみれなかったので，薄い粥くらみを畷ってごろごろしてみた。

　　（多情仏心。前249）
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という例があるが，　「かたい（やわらかい）かゆ」ということもあるように思われる。

「かゆ」や「くずゆ」などはA・Bグループの中間にあるといえようか。なお「うす

い」はFうすいスープ」「うすいみそしる」など，一i　ll・’TLSのBグループのような液状の食

酪を表わす名詞と結びつくときは，液体の濃度が小さいこと（あるいは味があっき極し

ていること）の意味になる。また，「うすいとうふ」や「うすいハム」「うすいようか

ん」のように，闘形的な：食品を表わす名詞と結びつくときは，上と同じ意味での結びつ

きは成り立たないので，「うすい」の男ij義である，空間的な潭みが小さいことを表わす

意昧に，自動的にきまる。

　温度に関係のある形容詞の中で，「ぬるい」は主に液体について使われる語だと思わ

れる。　（公析例7）また，「きむい」「すずしい」は大気の温度や圃、について使われた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈注〉
例が大部分で，固体や液体には使われないのが原則である。次の例では「雨」「しぶき」

に「さむい」「すずしい」が使われており，液体的なものに使われたとみるべき可能性

はあるかもしれないが，このような例は用例全体からみるときわめて少ない。

　○寒い雨に濡れながら仕事をさせられたSめに，その雑肥は風邪をひき，それから肋

　　膜を悪くしてみた。　〈蟹工船34）

　○乳色の涼しいしぶきを蹴って，この學びた酒荷船は，颯々と風を切って走ってい

　　る。　（放演詑188）

　〈注〉圏広哲弥「国英湿度形容詞の意義素の構造と体系」　（罫構造約意味論』14ペー

　　ジ）にも，このことが旛摘されている。

　以上の例示からわかるように，ものの属性を表わす形容講は，物質の様態に関連し

て，次のようなさまざまなグループに分かれるであろう。

　　様態について無制限一あかい，あおい，つめたい，あまい，くさい，透明な……

　　固体的なもの一おおきい，ふとい，かたい，やわらかい……

　　液体…一こい，うすい，ぬるい……

　　気体一さむい，すずしい……・・…・

　以上のような，物質の様態に俸う，主体上の制限は，それぞれの形容詞の表やす物理

的な性質に伴っておのずと生じるものが多いといえよう。このような制限を別にすれ

ば，ものの属性をあらわす形容詞で，主体の点で狭く限定され，特定のものとのみ結び

ついて使われるものは，基本的な語の申には見出しにくい。

　しかし，接頭語・撞尾語のついてできた派生的な形容詞や，漢語を語幹とするナ型の

形容詞などには，溶体に関して狭く制限されている語が見出される。そういう語のうち

で，空間的な量：に関する語については2．2．1「空間的な量」の末隠のほうのく主体〉

（79ページ）に，色に関する語については2．2．2「色」の（9）（89ページ）に言己した。それ

以外の：分野について，ごく少数ながら取り上げてみた語は次のようなものである。
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　　（土　地）　平坦なくたいらな　　　（分析例8）

　　（飲食物）　新鮮なくあたらしい　　（分析例9）

　　（刃　物）　鋭利なくするどい　　（分析例10）

　また，ものの中での主体の制限ではなくて，生命のないもの対生命のあるものという

対立と考えられるものとして，次の諸語を取り上げてみた。

　　（もの／入など）　あたらしい／わかい　　（分析例11）

　　（　　〃　　）　ふるい／としとった，おいた，としおいた　　 （分析例12）

　　（人・動物／もの）たくましいくがんじょうな　　（貸下例13）

b．連用修飾法に間して

　ものの属性を表わす形容詞は，連用修飾用法では，次にあげる例のように，動俘の結

果の状態を衰わすことが多い。

　○臼地に紺一色で葉げいとうを大きく染め上げた，すがすがしい柄。　（嬬人倶楽部1956

　　駕5月76＞

　○大獄の中央に無煙を小さく盛りつけ，上に煎り玉子をかけます。　（婦人生活ユ956年

　　8月付録ヨ本料理87＞

　○「討嚢」の二字を太く墨で書いた白旗が碕十本となく風に動いているが，　（人物往

　　来1956勾三9月135）

　○鰺に酷味がしみたら，斜に細く切ります。〈婦人倶楽部1956年8月付録お惣菜料理159）

　○さめてから薄く切って，バターを塗ったパンに，レタスと一緒にはさみます。　（叢

　　嬬と生活1956年5月付録家庭料理全集198）

　○入隣の簾の前に五人の海女が，さっきの勢ひをどこかへ置き忘れて，四角く坐つ

　　て，簡総懸の展覧会を催してみる。　（潮騒154）

　○パンは厚さ～糎弱に切り，ドーナッツ型位の缶の蓋で丸く抜いたものと，縦七糎，

　　横田糎位の長方形のものとの二種に切ります。　（婦人倶楽部1956犀2月付録お惣菜料

　　理全集180）

　　　　　　かほ
　○眠さうな箇をしてふらふらと部塗を出て来て，指の先で無理に眼を押開け，鷹の裏

　　を赤く反して見せて，「斯うして居ないと，附着いて了ってよ，」といって皆を笑

　　はせる。　（平凡73）

　　　　　　よみがへ
　○私は膏く蘇生らうとする大きな自然の中に，先生を誘ひ出さうとした。　（こsろ7D

　そのほかに，次にあげる例のように，感覚の内容を蓑わすこともある。

　○その小さな列車の窓は一列小さく赤く晃え，（銀河鉄道の夜258）

　また，次の例では「赤く」は「酔う」という動作ではなく，「酔っている」という状

態を限定している。

　○家庭訪問のとき，赤く酔っている母親の姿を見て，志野田先生は危うく涙がこぼれ
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　　そうな気がした。　（人閥の壁・上33）

　以上のように，これらの形容詞は，ものの静的な属性を表わすものが多く，それらは

動的な動作そのもののようすを表わすことはできないのが原期なのであろう。ものの味

に幽する形容詞も，たとえば「豆をあまくにる」と言えば，「豆をにてあまくする」の

であって，「豆をゆっくりにる」などとは違って，「あまく」は「にる」という動作じ

しんのようすを表わすものではない。　（ただし，「あまくささやく」のような転義にな

れば別。）

　しかし，次にあげる例においては，「まっすぐに」「まるく」が動作のようすを表わ

していると考えられる。

　○おとうさんは，自分のほうへ，まっすぐにあるいてくる美しい少女を見て，　〈引入

　　生’活　1956SC　4月　298＞

　　　　　　　　か
　○その時，側に積さなってみた缶諾の空瓶がひどく音をたて㌧，学生の倒れた上に崩

　　れ落ちた。それが船の傾斜に沿って，機械の下や荷物の間に，光りながら円るく転

　　んで行った。　（蟹二〔船66v67）

　また，「グランドをおおきくひとまわりする」「ボールがちいさくカーヴする」など

の「おおきく」「ちいさく」も岡様である。これらは，運動の軌跡がえがく形や大きさ

を表現している言いかたであろう。

2．2．1　空間的な盤

　ものは「延長」をもつ。すなわち，空閻の中に位置して，そのある部分を占めてい

る。その占めている璽の大小に関係する形容講として，

　（a）おおきい一一ちいさい，ひろい一せまい，ながい一一みじかい，たかい一ひ

　　くい，ふかv一あさい，あらい一こまかい，ふとい一ほそい，あつい一う

　　すい，とおい　　ちかい

という，対義関係をなす，一群の基庫的な形容詞がある。　（rとおい一ちかい」だけ

は，ものの占めている空間的な量とはいえないが，空間的な墨に関するグループにはは

いる。）

　（b＞こだかい，うずたかい，ちっぽけな，あつぼったい，かぼそい，臣大な，広大

　　な，微細な，はるかな，………

のような，派生的な語や，（a）にあげた語ほど基本的でない語で同じ意味のグル・・一プには

いるものを含めれば，その数はもっと多くなる。

　このグループは，はっきりした特徴をわりあい容易に取り出すことができ，それらの

特徴によって，㈹にあげた基本的な語だけでも20近い語の意昧を区胴することができ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈漉〉
る。以下の記述はすでに行なわれた研究にもとつくところが多葛。一部分の特徴につい
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ては，用例に基いてややくわしく，「分析例」の形でしらべてみた。

　〈注〉　以下にあげるものがあるが，本文の記述は特に宮島氏のものに基づく所が多

　　い。なお，国広氏の論文に撞したのは本文を書き終えた以後であったので，それに

　　啓発された点などを，分析例の終りに2，3付記した。

　宮島達夫「空聞的な量をあらわす形容詞」　（点語研究』No．41，1962－3，第45翻大

　　会発表報告要旨）

　鈴木孝夫「天狗の鼻はナゼ高い」　（『雷語生活』No．191，1967－8）

　服部四郎『莫語基礎語彙の研究』　（£LEC雷語叢書，1968－11）の「大キイ，小サイと

　　玉arge，　big，　sma11，　little」以下の諸節

　國広哲弥「日本譲次元形容詞の体系」　（罫言語の科学』No．2，1970－11）

　〈量の大小〉

　まず，程度の観点から，上の（a）にあげた基本的な18議を，それぞれの対義語から区別

することができる。これらの18譲は，対義語の形ではりあって存在している。そのはり

あいの関係は，長さ，あるいは颪積，あるいは体積という，空間的な量が，ある基準に

てらして大きいか，小さいか，という対立によるものとしてとらえることができる。こ

のような量の大小も，程度の大小に還元きせて，5．2．1「程度の大小」で考察した。

　〈次　元〉

　次に，何次元の量を表わすかによって，これらの語はグループに分けられる。

　（1次元）　ながい一一みじかい，とおい一ちかい，たかい一ひくい，ふかい

　　　　　　　一一あさい，あつい一うすい

　上の10語が1次元の量，すなわち長さにもつばら関係し，面積や体積を衰わすもので

ないことはいうまでもない。他の諸語は2つ（以上）の次元量にまたがるもので，次の

ように分けられよう。

　（1・2次元）ふとい一一ほそい　　（分析例14）

　（2・3次元）あらい一一こまかい　　（分析例15）

　（1・2・3次元）おおきい一ちいさい　　（分析例16）

　　　　　　　　　　ひろい一せまい　　（分析例17）

　上にあげたく塁の大小〉とく次禿〉とによっては，たとえば「たかい」と「ながい」，

「ちいさい」と「せまい」などの区別はまだできない。そのような区別を可能にする諸

　特徴を簡略な説明とともに列挙してみよう。

　〈性質／位置〉

　これは1次元の蟹を表わす護に関して，問題になるものである。

　「たかい一ひくい」　「ふかい一あさい」は，もの自身のもっている璽的な性質を表わ

すこともあり，また，他のものとの関係的な位置を表わすこともある。「ながい一みじ
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かい」はもっぱら，もの自身の性質を表わす。「とおい一ちかい」は二目を表わすこと

が多いが，性質を表わすこともある。　（分析例18）

　「あつい一うすい」「ふとい一ほそい」や，1次元の量をあらわすときの「ひろい一

せまい」（間口がひろい，せまい門）『おおきい一ちいさい」（聴計のおおきい針，せ

いがちいさい）も，もの自身の性質を表わし，他のものとの距離によってそのものの位

置を表わすようなことはない。

　〈基準面に対する角度〉

　「たかい一ひくい」「ふかい一あさい」は基本的には，水平面に対して垂薩な線の上

における性質である。「ながい一みじかい」　「とおい一ちかい」などは，そのような方

向性と直接的には無関係である。「ふかい一あさい」の基準面は水単諏以外に広げられ

るばあいも多い。　「たかい一ひくい」についても岡様なことがある。　（分析例19）

　「あつい一うすい」はrたかい一ひくい」におけるような，物から離れた普遍的な基

準面とは関係がない。しかし，たとえば，「あつい本」「うすい胸」において本の表紙

と裏表紙，胸の魏面と背箇を一種の基準面と考えることができよう。Fあつい一うす

い」はこのような2つの平行的な基準面の間を，直角の方向にみたへだたりであって，

ななめの方向にみたへだたりではあり得ない。

　〈基準1那に対する向き〉

　「たかい一ひくい」は基準藤から上向きの方向に存在する長さであるのに対して，

「ふかい一あさい」は基準面から下向きの方向に存在する長さである点で蝿立してい

る．基準爾になるものは地面・水面や室内のゆか・たたみなどである場含が多いが，も

っと抽象的な水平面を考えなければならないこともある。　（分析例20）また，「ふかい

横穴」「あさいざる」のように基準面が水平面でなくなっているばあいは，基準面から

垂直方向に，そのものの奥・中に向かって存在する長さが「ふかい一あさい」で表わさ

れる。rたかい一ひくい」は，「たかい（ひくい）轟」のように水平颪以外（このばあ

いは顔面）が基準になると，基準藤から外に向って直角方向に突き撫した長さが表わさ

れる。

　〈測りかた〉

　「ながい一みじかい」は，測られるものの形にそって測られることが多い。したがっ

て，

　○鳥小屋を過ぎて少し行くと，往還は平地を離れて，七曲阪といふ螺旋状の長い坂に

　　かかる。（思禺の詔・上39＞

　○鴎（7）客の動線が短かく店員の動綜が長すぎるミ待たせるミ型の配置　出店界1956奪

　　3月50）

のような「ながい3rみじかい」が表わしているのは三線的な延長の還についてではな

くて，曲りくねった量についての表現である。こんがらかって小さいかたまりのように
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なった毛糸や，とぐろを巻いたへびも「ながい毛糸」「みじかいへび」と言われ得る。

　○そのヨ毒には四谷の外堀公園から日比谷公園まで，数キロの長さの教師たちの帯がで

　　きる。　（人間の壁・上335）

にみえる名詞形「ながさ」は，量の大小に関して中和されていて，単に1次元の延長の

量を表わしているが，この例では薩線的でない延長を衰わしている。「たかさ」「ふか

さ」「あつさ」「ふとさ」については，このようなことがなく，いつも直線的な延長の

量を表わす。

　ただし，たとえば右の図のような2本の棒について，棒の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A
形にそってみた延長を問題にして，「Bのほうがながい」と

いうこともあると同時に，その時の関心のもちかたによって

は謹繍艇長鯛題にして「Aαまうがながい」というB＾
こともあり得ると思われる。

　「たかい一ひくい」「ふかい一あさい」は曲りくねったものについて言うときも，そ

の物の形にそって見られることはなく，つねに事物からはなれた客観的なものさしによ

って測られる点でrながい一みじかい」と対立する。

　「あつい一うすい」　「ふとい一ほそい」は，「たかい一ひくい」　「ふかい一あさい」

とはちがって，璽力の方向におけるものさしとは関係がないが，直線的にはかる点では

これらの8語は共通性がある。

　「とおい一ちかい」は，

　○かれらは羅針盤で方角を知り，遠い岬の山々を見比べて，その較差で舟の位置を知

　　つた。　（潮騒14）

　○急に丑松の声がした。あをむいて晃ると，銀杏に近い二階の窓の障子を開けて，顔

　　を差串して呼ぶのであった。　（破戒36＞

のように出線的なへだたりを問題にしていることが明らかな場合もあるが，

　○お催いは，下沢ッてえと，あれは，たしか，武蔵間で降りるんですな。あたしは西

　　荻ですから，そう遠かアない。一度遊びに行ってもいいですか。（自由学校144）

　○をばさんから電話がか、つた時，君江は折よく電話室に近いテーブルのお客と飲ん

　　でるたので，呼ばれるが否や，すぐに立って電話を聞いたが，（つゆのあとさき76）

のように，通って行く道にそった長さか，癒線距離かがかならずしもはっきりしない例

も多い。直線距離と道のりが平行的に増減することが実際上かなり多いと思われるが，

「東京から京都まで行くのに，東海道より中仙道のほうがとおい」というような場合

は，あきらかに道のりを問題にしている。
　おやじ
　○爺は須崎へ行くには，陸路は本街道と近道とがあるが，本街道はや、楽なかはりに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　う
　　倍も遠く，山越へすれば近いかはりに大分山がひどく，殊に最早雪があるかもしれ

　　ぬといふ事を教へた。　偲出の認。上177）
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はまさにそういう実例である。けっきょく，「とおい一ちかい」は測り方の点で積極的

な特徴をもっていないといえよう。

　2次元の量を表わす「ひろい一せまい」　「おおきい一ちいさい」についても，たとえ

ば高低起伏の多い出間雄のように，平面でないところの面積を書う場合に，その面にそ

った測りかたか，水平面に投射された面積への言及かが問題になり得るかもしれない。

しかし，rひろい一一せまい」も「おおきい一ちいさい」も，どちらの測りかたを表わす

というはつきりした特徴がなく，両方のばあいがあり得るのではないかと想像される。

　〈人の位置との関係〉

　「ながい一みじかい」は論じしんの形によって，どの一辺の延長についての言及であ

るかが決まるのが原則であるけれども，入の位置との瀾係によって規制される側而もあ

り，この面では「ひろい一せまい」とはりあい関係にある。それは，人閲の面し，ある

いは進む方向と一致した方向がrながい一みじかい」で表わされ，それと直角的な方

向，すなわち人に対して左右にひろがる方向が「ひろい一せまい」で表わされる傾向で

ある。道や川の幡について使われるrひろい一一一一せまい」は，道や月膳体がいちじるしく

細長いものときまっており，その方向に直角な短い辺の長さを表わすものとみても説関

がつく。ところが人体の膚・腰などに使われる「ひろい一せまい」は，欝及されている

辺のほうが体の前後の辺より長いので，別な説閣が必要になる。

　○葉子は，どしんどしんと狭い階子段を踏みしめながら降りて行くその男の太い頸か
　　　　　　　　　　　サ　　　　
　　ら広い騰のあたりをちっと見やりながらその後に続いた。戚る女・前91）

　その人じしん，あるいは向き合った入にとっての左右の方洵へのひろがりがヂひろい

一せまい」で褒わされるのであろう。門について「ひろい一せまい」が使われるのも，

通る人の方向に対する閣係によるのであろう。橋もふつう，人の進行する方満の長さの

ほうがはばより長いのが多いだろうが，逆のものもある。そのときもはばについて「ひ

ろい」と論われるのは，人の進行方向に対する闘係によるのであろう。

　○この川に木の橋が架かっている。橋は幅の方が長さよりも倍以上ひろい。その橋を

　　わたったところに石の門があり，門の奥に村役場がある。　（改造1954年1月249）

　〈物の形と，表現される次元〉

　（1次元の量）

　「ながい一みじかい」は，1次元の量を表わす形容詞の中で，いちばん代表的なもの

だといえよう。「たかい一ひくい」「ふかい一あさい」も「あつい一うすい」「ふとい

一ほそい」も「とおい一ちかい」も，それぞれの条件のもとにおける「ながい一みじか

い」だと書いかえることもできよう。具体的な諸条件を捨象すれば，1次元の延長につ

いて，みな「ながい一みじかい」を適用することができる。

　もっとも，「ながい一みじかい」についても，ものの形全体について言う場合，正方

形・立方体や円・球には言えないことでわかるように，2つの次元の延長が同じものに
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は使われないという制限がある。（ただし，1辺の長さのちがう2つの正方形どうしを

比べて，「この正方形の1辺はあの正方形の1辺よりながい」とは言える。このよう

に，もの全体の形ではなく，そのある部分だけに注目したばあいは劉である。）「ながい

一みじかい」は，

　　道・トンネル・ろうか・哲・草・えんぴつ・うどん・ひも・足・旛・髪・まつげ

など，ふつうはある1辺が他よりずっと大きい延長を持っている物体に使われることが

多い。しかし，「ながい顔」のように，たて・よこの比が客観的にはそれほど大きくな

くても使われる場禽もある。

　「あつい一うすい」は3次元の延長をもつものの，最小の長さをもつ次元について，

1次元の璽を表わす．（第2認の個溺的記述「あつい」の〔0〕，「うすい」の〔0〕を参

照）板・布・紙や本・雑誌のように助数詞「～枚」「～冊」で数えられるようなものに

は，よく「あつい一うすい」が適用される。

　「ふとい一ほ1そい」は，断面が円い形や四角い形をした，総長い物体の，断面のさし

わたし（ないし面積）が大きいか小さいかを衰わす。

　　煙突・樹木・材木・鉄面・なわ・錯：金・糸

など，鋤数詞「～本」で数えられるようなものについては特によく使われる。

　○「お豊さん，これ」そう言って登薔子は早縄が持って来た千代紙の太い紙包みを渡

　　してやった。　（瞳夜行路・前37）

の「紙包み」は「太い」に修飾されていることから，くるくると巻いた筒のような形の

ものだろうと推定される。

　「ふとい（ほそい）物」の横断面は，上にあげた例にもみられるように，円形・四角

形やそれに近いものが多い。　（六角形・八角形などの多角形やそれに近い形でももちろ

んよい。）四角い形などの横断面の，たて・よこの長さの比が著しく違ってくると，「ふ

とい一ほそい」が使いにくくなり，「あつい一うすい」に取って代られる。たて・よこ

のバランスが著しく崩れると，長いほうの次元と，もう一つの長さの次元との2次元に

大きい延長をもつ形態の範購にはいるために，そういう形態をもつ物の第3の最小の次

元の延長を問題にする「あつい一うすい」が適周されやすい条件が生じるわけである。

　体のいろいろな部分に関して，「あつい一うすい」「ふとい一ほそい1のいずれが使

われるのが普通かをみると，次のようになる。

下等腕調綱山回足墨の講Q器
　あつい／うすい　　　○　　　　○　　　　　　　　　　○　　　　○

　ふとい／ほそい　○　　　　○　　　　○　　○　　○　　○　　　　○　　　　○

上のように，断面が円形的な部分，ないし断面のたて・よこの畏さが著しく違わない
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部分は「ふとい一ほそい」，断面のたて・よこの畏さが著しく違う部分は「あつい一う

すい」が使われ，「ふとい一ほそい」と「あつい一うすい」とは補い合うような関係に

あるといえよう。

　（2次元の量）

　「ふとい一ほそい」は，長い形をした3次元の物体（たとえば柱・足）の長さに直角

な藤についてだけ，2次元の量を表わすことがありうる。（発析例14）2次元のもの，

たとえば描かれた鰐について，rふとい（ほそい）円」ということはなく，「おおきい

（ちいさい円）」といわれる。

　rひろい一せまい」は野頻・運動場・庭・土俵・水面など，2次元のものの，2次元

の量を表わす。　（これらは第3の次元の厚みなどは闘題にならないものなので，3次元

のものと考えられる。）だいたい水平的な面について使われることが実際上は多いかと

思われるが，次のように桐当な傾斜面について使われた例もある。

　○妙なところへ，小盾を建てたもので，橋の下から，樹木の茂った地帯までは，どう

　　やら，小径もついているが，大きな柳の垂れ下った先きは，絶壁に近い傾斜で，そ

　　こに，猫の額のような，蕨い平面を求めて，ムリに，居住を定めたらしい。　偬由

　　学校197＞

　また，部歴・家などの3次元的なものの，画積すなわち2次元の量を表わすこともあ

る。

　「おおきい一ちいさい」は，紙・板・黒板・ふとんなど，3次禿のものの，颪積の大

きい2次元の競を衰わす．また，庭・影・字など，2次元のものの2次元の大きさを表

わすこともある。　（分析例16）

　「あらい一こまかい」は，「あらい（こまかい）格子模様」のように，2次元のもの

の2次元の大きさを表わすことがある。3次元のものについて，2次元の大きさを蓑わ

すことがあるかどうかは，よくわからない。（分析例15）

　　（3次元の量）

　3次元の量を蓑わす「おおきい一ちいさい」　「ひろい一せまい」「あらい一こまかい」

は，3次元のものの全体についての表現であることはいうまでもない。

　「おおきい一ちいさい」は，空間的な量を表わす形容講のうちで，どんな形のものに

ついても，いちばん広く密由に適用される．書物・トランク・テーーブル・おけ・建て物

などのように，匹角い形やまるい形などから構成されている規則的な形のものでも，ご

つe“つした木の根のような不規則な形のものでも，まったく無制約に「おおきい一ちい

さい」ということはできる。

　くものの数〉

　　「あらい一こまかい」は，主体である物体の数が多数であることが必要条件であるの

に対して，「おおきい一ちいさい」は1つでも多数でもよく，数に関して畠由である。
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「あらいチェック」「こまかい花模様」のように，2次元の量をあらわすばあいも岡様

である。　（分析例2の

　〈絶対的な大きさ〉

　「あらい一こまかい」は，3次元の量をあらわす場合であれば，ヂあらい砂」　「こま

かい塩」などのように，1片1片のかさは舞常に小さなものにしか言えない。　「おおき

い一ちいさい」は「おおきい砂粒」「ちいさいピラミッド」という風に，絶対的な大き

さについてまったく制約がない。

　「あらい一こまかい」が，たとえば「あらい碁盤則　「こまかい文字」のように，2

次元の量を表わす揚含についても同様である。

　「ひろい一せまい」が2次元の量，すなわち面積を表わすばあい，絶対的な大きさが

ある程度以上でないと使われない傾向がみられる。たとえば，颯・かがみ・紙・ふろし

きなどには「ひろい一せまい」は使われにくく「おおきい一ちいさい」が使われる。次

にあげる「収容性」の点からは，皿は料理を盛りつける，かがみは物を映す，紙は字な

どを書く，ふろしきは物をつつむという機能を異えているので，「ひろい一せまい」が

使えてもよさそうに思われる。スクリーン・壁・テーブル・むしろなどには「ひろい一一

せまい」も使われるのは，絶対的な大きさが前者のグループよりもかなり上であるため

ではないかと推測される。　　　．

　○一方のひろい壁全部が書瑚になって，上の段のため鈎のついた梯子が具えてあっ

　　た。　（むらぎも42）

　○天井の高い会議室のs広い卓の端に，二人は肩をおとした姿で掛けていた。　（くれ

　　ない140）

　○勘次は与島の求める儘に西瓜の一片を与へて慮分は商人の狭い縫の端へ腰を卸し

　　た。　（土・上190＞

　〈収容性〉

　「ひろい一せまい」は，単に客観的な量の大小を表わすだけではなくて，「申に多く

のものを容れうる（容れえない）」「活動のための十分なゆとりがある（ない）」「らく

に通過できる（できない）」などというような意味舎いを含んでいることが多い。こう

いう要素をかりに「収容性」と呼ぶことにしよう。

　　せまい部匿をひろく使うアイデア。

　　ふとんをたたむと部屋がひろくなる。

　　飛行場がせまくなったので拡張する。

のような書いかたには，それがよく表われている。

　「ひろい一せまい」が空間的な意味を失って蜘象化した表現の中に，「視野のひろい

　（せまい）人」「心がひろい（せまい）」「量見がせまい」などがあるが，これらにも

「申に多くを容れうる（容れえない＞」「包容性が大きい（小さい）」のような要素が引
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きつがれているといえよう。

以上のことは「おおきい一ちいさい」と比べてみるとはっきりする場合がある。これ

らの形容詞が，鏡・梶・霞轟について使われた例を対比させてみよう。

○正面の板羽昌は，洗面所の醐と鈍角に
　　　　はすかひ
　交はる斜線で，そこへ大きな姿見がか

　かつてみた。　（多情仏心・前310）

○この小さな村は昔から子供の教育に大

　きな関心をよせていたことが解る。

　（蓉斗学1罰Ei　1956勾三2弄ヨ　7＞

○草蹴れ切った身体で彼は其夜も二人を
　　　　　　　　も　の
　連れて，自分の国有ではない其茂った

　小さな巽畑を越えて南の地鼠へ行つ

　た。　（±・上93＞

「ひろい一せまいに」に比べると，

○これは鏡面を広くして集光効率をよく

　し重油を流してやるとボイラーを加熱

　することもでき　（ポピュラーサイエンス

　玉956年9月85）

○あんたたち，知ってるの，お互に。ふ

　うん，調い村だからねえ。　（潮騒46）

○やっと人の行き違ふだけの狡い田繍を

　お最はそろそろと運んで行く。　（土・

　上15～三6）

　　　　　　　　　　　　　　　　　「おおきい一ちいさい」のほうは，その中にどれ

だけのものが収容され得るかというような鯛心とは関係がなく，ただ客観的に量につい

て述べているおもむきがある。対比される例はないが，公園・ふとんについて使われた

次の例も，「ひろい一せまい」の収容性をよく示している。

　○それだけの人数が集まると，ひろい外堀公國もほとんど一杯であった。　（人聞の壁

　　・上333）

　○フッと眼を覚ますと，せまい蒲団なので，私はたい子さんと抱きあってねむってい

　　た：o　　（放浪議ヨ　267）

　fおおきい一ちいさい」の次にあげるような例からは，客観的な冷静な表現という感

じを受けるが，「ひろい一せまい」のように収容力があるか，好都合かどうかというよ

うな要素がないためであろうか。
　　おんどる
　○温突をそのまま壁のように立てたのがペチカです。放熱面積が大きいこと，室内空

　　気を汚染しないこと等，好ましい特長をもっていますが，（婦人生活ユ956鱒2月99）

　○経営藤積の大きな農家も，小さな農家も（農業世界1956年6月156＞

　○この催宅は①人間が如侮に小さなスペーースの申で生活出来るか，②（省略〉という

　　二つのテーマを追求したものです。　（婦入画報1956奪1月134＞

　「ふとい一ほそい」との対比からも，「ひろい一せまい」に含まれるr奴容性」を嶽

摘することができる。たとえば道について「せまい」も「ほそい」も使われることがあ

るが，rせまい」は次の例のように幅が小さいためにそこを通るのにゆとりがないとい

う意味を含んでいる。
　　　　　　　　　　　もっこ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くろ
　○人夫が大勢土を盛った蕃を担いでみた。そのために彼は購の畔のやうな狭い仮道を
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　　通らなくつてはならなかった。　（波313）

○そのときこのせまい路地をタクシイが入って来たのだった。鰯偲文芸春秋1956年53

　号117＞

　それに反して「ほそい」のばあいには，通るのにゆとりがないというような要素はな

く，ただ蔑く，幅が小さいことを客観的に衰わしている。

　○彼はその薄野につづく細い径をどこまでもどこまでも歩いていた。（小説楓楽部1956

　　薙4月81）

　〇二人は寺へ廻らず，植木塵から細い坂道の方へ出た。　（莫知子・前56）

　したがって，道のようすを，単に自然の風帯として，人睡臥をはなれて表わすような

ばあいは，「せまい」ではなく「ほそい」が適切な語になる。たとえば「からまつの林

に入りて，また細く遵はつづけり。」　（北原白秋「落葉松」〉は「せまく」ではあり得ない

といえよう。

　以上は「ひろい一せまい」が2次元（あるいは1次元）の量を表わすばあいであった

が，3次元の量を表わすばあいについても，「収容性」が重要な要素になっている。そ

の点は「おおきい一ちいさい」と比べることによってはっきりする。たとえば，「おお

きい（ちいさい）箱」といった場含は，箱の申に物がつまっていても，からっぽでもい

い。そして，箱の外側からみた体積を問題にしているのが普通であろう。考方，箱につ

いて「ひろい一冊子い」が使われる場合，箱の中はからであるのが普通で，その中に物

をどの程度入れられるかが問題になっている。そして，箱の外側の大きさではなく，内

側の大きさが表わされている。したがって，厚い板で作られた箱は「おおきい箱」でし

かも「せまい箱」だということがあり得よう。

　以上に問題にしてきた，基本的な諸単語を，意味の大まかな性格によって分けると，

まず「たかい一ひくい」　「ふかい一あさい」は基本的な翔法にかんしては，重力のはた

らく線上に存在する性質である点で，個々の人や物を超えた，客観的な基準をもった性

質である。次に，「ながい一みじかい」「あつい一うすい」「ふとい一ほそい」薪おおき

い一ちいさい」　「あらい一こまかい」は，言及される物に即した，量的な性質である，

「ひろい一せまい」は人聞のE的・関心からみた，空間的な墨の大小である。

　しかし，「ながい一みじかい」も，「たかい一ひくい」を介して重力の方向に条件づ

けられているばあいがあるとか，「ながい一みじかい」と「ひろい一せまい」とが人間

の位置・方向と関係して使われるばあいがあるというように，副次的な条件もいろいろ

存在し’ている。

　ギとおい一ちかい」はもの自体の空闘的な量を表わすのではなく，空間的な量：によっ

て他のものとの関係を表わす語である点で，他とは性質がちがっている。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．　属性の主体と内容　　79

　以上には，はじめに（a）としてあげた，基本的とみられる18語の意味を区別する特微を

列挙した。倒としてあげた「こだかい」　「臣大な」のような，同じ意味のグループに属

する語まで含めると，それらの意味を区服する他の特徴が導入される必要が生じる。そ

れらの2，3を次にあげよう。

　〈霊　体〉

　基本的な18言諏こついては，上にあげたような諸条件がみたされれば，広くさまざまな

ものを主体にすることができる傾向がある。それほど基本的でない語の中には，特定の

種類のものにしか使われないものがある。それらは，主体がせまく限定されることによ

って，主体に限定のない基：本的な語と対立している。そのような例として，

　（土　地）　こだかいくたかい　　（分析例22）

　（入）　おおがらなくおおきい，こがらなくちいさい　　（分析例23）

について調べてみた。ほかにも，「花」についての「大輪な」　（cf．「おおきい」），「文

字」についての「肉太な」　（cf．「ふとい」）などの例がある。　（この2語の用例は資料

内にはない。）

　なお，形容調ではないが，人や動物を主体とする「ふとった」「やせた」には「ふと

い」「ほそい」と対比させ得る蘭があるとみて，調べてみた。　（分析例24，25）

　＜程度の漏しさ＞

　3．2。2の（a｝に述べる，この特徴によって，次のような語の対立が区別される。

　　はるかなくとおい

　　巨大な　くおおきい　　（分析例26）

　　広大な　くひろい

　く程度のわずかさ＞

　3．2．2の（b＞に述べる，この特徴によって，

　　こだかい　くたかい　　（分析例27）

の対立の一部分が成り立っている。

　＜度外れ＞

　4．4．2．1に述べる，この特徴によって，次のような語の対立が区鋼される。

　　ばかたかいくたかい

　　ひょうながいくながい

　　だだっぴろいくひろい

　く変化の織果〉

　大部公の形容詞においては，以前の状態がどうであったかということは，問題外であ

る。しかし，「うずたかい」を「たかい」と比べると，ものが積もったりするという変

化の結果として高いという条件が必要であることを萄徴としている。

　　うずたかいくたかい　　（分析例28）
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　「こなごなに」　ヂこなみじんに」　「こっぱみじんに」をrこまかく」「微細にjr微

小に」などと比べると，竪いものがくだけて細分されるような，以繭の状態の変化の結

果であることを必要とする点で区別される。「こなごなに」などの3語はほとんど副詞

的に使われ，形容詞的な活襯はしないと思われるが，取り上げてみた。　（分析例29）

2．2．2　色

　色に関する形容詞のばあい，「あおい」「まっさおな」のような形容詞だけを取り上

げて，「みどりの」「むらさきの」のような名詞を除外することは，意味の薗からは不

自然なことだと考えられるので，　「（色をあらわす名詞）＋の」の形まで含めて晃わた

すことにしたい。そうすると，次のような語のグループがうかびあがってくる。

（a）　しろい，くろい，あかい，あおい。

働　きいろい・な，みどり（いろ）の，ちゃいろい・な・の，ももいろの，みずい

　ろの，こげちゃの，どすぐろい，……

（c＞まっかな，まっさおな，……うすあかい，うすあおい，……くろっぽい，きい

　ろっぽい，……

（d）あかぐろい，あおじろい，あかぎいろい，あおぎいろい……

（e｝　ピンクの，ブルーの，グリーンの，オレンジ（色）の，ベージュ（色）の，……

（f）こい一一うすい，ふかい一あさい，あわい，あかるい一くらい，あざやかな，…

　（1）（a）～（e＞のグループと，（f＞のグループとは，まず基本的に対立した性質をもってい

る。囲者はものを表わす具体名詞と褻接に結びついて使われることが多い。すなわち，

ものの属性を表わす語である。

　○窓の青いカーテンをめくって，いつものように窓へ舞れて静栄さんと話をした。

　　（放浪記61）

　○竹藪に，椿の花が紅いのも目に留った。　（帰郷206）

　　　　　　　　　　　　　　しひな　○丁度其女房が箕を振る度に，空殻の塵が舞揚って，人々は黄色い燐を浴びるやうに

　　見えた。　（破戒53）

上の例において「あおい」「あかい」「きいろい」は，ものを表わす「カーテン」「椿

の花」「燗」と直接に結びついている。ただし「色があおい」「あかい色」「きいろく

染まる」などのように，具体名詞と直接に結びつかないで使われることもある。

　それに対して，（f）の諸語は，ものを表わす具体名詞とは直接に結びつかないのが原則

である。

　○前の翅と後の翅との重なってみる部分だけは，緑が濃い。（室戸86＞

　○「どうぞ。」
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　　と，硝子の飾り概の上に盆ごと出して，すすめた。茶は薄い色をしてみた。　備郷

　　152）

　○野には麦が青々と萌え，松の樹々もまだ芽吹かぬまでも，どことなく明るい緑の色

　　調を持って著やいでるた。　（冬の宿155）

　○ただ海だけが，もう夜の海のやうに暗く沈んだ色をしてみるが，〈冬の禰156）

　○藩向きの賞晶は，空色の箱型で凝造船のやうなその鮮やかなコバルト色は，金鍍金

　　の留金のきらめきと，えもいはれぬ対照をなしてみた。　鰯騒128）

　次の例では「くらい」がものを表わす「ファウンデーション」と直接に結びついてい

るが，蓬前の「明るい色」「三色」などの文脈に依存した，省略的な表現なのであろ

う。

　○修正化粧のために地色のファウンデーションのほか，三色ぐらい開るい色と，三色

　　ぐらい暗いファウンデーションを用意する。　（主嬬と生活1956奪1月付録スピード美

　　容読本17）

　（f＞の諸語は，ものの属性ではなく，ものの一属性である色についての属性を表わすも

のだといえよう。これらの形容詞の衰わす属性の主体はものではなくて，ものの色であ

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈注〉
　（2＞｛a＞～（e）のうちで，もっとも基本的なのea（a）の4語である。

　〈注〉　柴田武「言語における意味の体系と構造」（『科学基礎論研究』No．26，1965

　－8）では，日本語の伝統的な基本的色名の対立は，

　　　　　　　　　　　　　　　aka－awo

　　　　　　　　　　　　　　　siro－kuro

　　という体系だとされている．これは，名調の形で考えられた体系であるが，形容詞

　　の形においても，これに準じて考えることができよう。なお，佐竹昭広「古代日本

　語に於ける色名の性格」　（『国語国文』19－10，1950－10）によると，古代において

　純粋に色を表わす語は，赤・黒・臼・青ぐらいしかなく，それらも，

　　　　　　　　　　　　萌（アカ）一三（クロ）

　　　　　　　　　　　　顕（シP）一漢（アヲ）

という，光の感覚の二系列に由来す1るものといわれる。

　4語のうちで，「しろい」「くろい」は，四一灰色一黒という無彩色の系列に属する

性質である。

　有彩色を衰わす形容詞としては，「あかい」と「あおい」の2語が，現代語において

も，もっとも基本的なものに属し，それぞれのさす色の範囲も相当に広いものであり得

ることが注目される。しかし，「きいろい」や「みどりの」なども現代語では相当に根
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深く定着した語となり，それに伴って「あかい」や「あおい」のさす範囲も影響を受け

ているだろうことは，色の形容詞の体系に関する問題点のひとつである。

　このような闘題について，用例から考えることは，かならずしも有利な方法ではない

ように思われる。たとえば，

　○その日は大へん気分もよささうで，いつも殆ど着たきりの寝聞着を，めづらしく膏

　　いブラウスに着換へてるた。（風立ちぬ82＞

という用例の「青いブラウス」が，どんな色会いであるかは，文脈からは「あおい」の

さしうる広い範囲の申にはいることしかわからない。もっとも，おなじギあおい」で

も，

　○見るとそれは一疋の馬追ひである。その青い，すっきりとした虫は，　川園の軸上

　　40）

のように，どんな色を示しているかがある程度藪で具体的に推定できる例もある。　（馬

追いだから，淡緑色であろう。）用例による以外の方法としては，たとえば，実際にさ

まざまな色を示して，インフォーマントにその色を問うような方法も考えられる。した

がって，ここでは問題に立ち入ることはできないが，ただ，「あかい」や「あおい」は

現代悪でも依然としてかなり広い範囲の色をさし得る事実を用例から一べっしておきた

い。

　まず，「あかい」のほうから見よう。
　　　　　　　　　　　　　　とぼ　　　　　　まじ
　○丁度其中には，例の種牛も｛光け顔に交って屠た。見れば角は紅く血に染つた。　（破

　　戒玉07）

　○私はひとり門の外へ出て，黒いひらひらと，臼いめりんすの地と，地のなかに染め

　　出した赤い日の丸の色とを眺めた。　（ひろ113）

　○午後一時になると，小中学校の女教師ばかりが，みんな一本ずつの赤いカーネーシ

　　ョンの花を捲って，通用門の中に集った。（人閲の壁・上348）

のような「あかい」は，文句なしに「あかい」のであって，「あかい」のうちの典型的

な例だといえよう。このような「あかい」を狭い意味での「あかい」だとすると，広い

意味での「あかい」はどんな色合いまで含み，どんな語に対して上位語になりうるか

が，問題になる。

　「あかい」の派生語であるが，「まっかな」　「うすあかい」は，㈲で述べるように，

色の程度に関して制限のある「あかい」であって，「あかい」の下位語として考えるこ

とができる。

　「あかい」と語形の上では関係がないが，意味の上では「あかい」に包含される語と

して，まず罫緋の」「朱色の」「くれないの」などがある。

　○その罪は緋の如く赤くとも雪の如く白くなり，　（ニューエイジ1953隼7月71）

は適切な例ではないが，たとえば「緋のもうせん」は「あかいもうせん」でもある。
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　0機同室から上って来たたくましい船員が朱色の雅を拡げて，海の涼風を呼んでい

　　る。　（放浪認188）

の「朱色の」や，

　○然るに駒井先生の如きは，眉目消秀，臼きは其衝，紅なるは其唇，風姿楚々として

　　宛ながら好：女の如しで，　（思串の記・上110＞

　○僕の豚管には，まだ紅の熱血が醸って居る。　（思出の舘・上194＞

の「くれないの」も，広義の「あかい」に念まれるものと考えることができる。次に，

　OII寺は秋の末であったらしく，近在の貧しい町の休み茶麗や，飲食店などには赤い柿

　　の実が，枝ごと昂されであったりした。　（あらくれ6＞

のように，熟した柿について「あかい」が用いられることは慣用として相当固定したも

のであろうと思われる。熟した柿の色にもさまざまあるであろうが，一般にスペクトル

の上で「あかい」と「きいろい」の中間に位鷺する「だいだいいろの」も，広義の「あ

かい」で呼ばれうるばあいがあるといえよう。次に，

　○松林の閥に麦畑が膏く，菜種が黄色く，桃が紅く咲いてみた。　（冬の宿172）

では，桃の花が「あかい」で形容されている。桃の花は「ももいろの」と言える色であ

るから，「ももいろの」も広義の「あかい」に包含されるばあいがあるといえよう。

　「あかい」が「ちゃいろい」の範囲，あるいは「ちゃいろっぽい」の範囲に及んでい

る例もある。

　○これは籏野隆先生から戴いたのである。縮い短靴で，先生ができるだけ頑丈に造ら

　　せたものだが，（私の人生観25）

　○いつの闘に誰が来たのか，玄闘の横の庭には，赤い男の靴が一足ぬいであった。

　　（放亨鍵1…馨　198～199）

は婦人靴にあるような狭い意味での「あかい」靴ではなくて，いわゆる「あかぐつ」の

茶色がかった色であろう。　（「私の人生観」の例は，　「藷」の用字からもそのように推

定される。）

　○赤い隼が勝つたら津上と別れてしまはうと。　（闘牛153）

　○樫の季自は，どうでも此れまでだといふやうに慌しく其の賭く成った桔葉を地上に投

　　げつけた。　（土・上62）

　○まるでどこか場末の下宿麗にでもありそうな，一間の腰高窓のついた殺風景な部屋

　　で，赤くやけた畳はかなりすり切れている。（入悶の壁・k150）

　○月が変れば六月といふに，捨六さんは赤くなった黒い冬の背広，ひびのいった短靴

　　穿いて，中潮1956奪8月120）

　○東京で吸う赤い味唱汁はなつかしい。（放浪記122）

なども，　Fちゃいろい」　（あるいは「ちゃいろっぽい」）と雷われる可能性のあるよう

な，黒みがかった赤系統に色に属するであろう。
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　けっけよく，「あかい」と，その下位語として関係づけられる可能性のある語を例示

すると，次のようになる。（カッコに入れた語は，あるばあいには下位語であり得ると

いうにすぎないであろう。）

　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　（ももいろの）

　　　　　　　　　　（ちゃいろい）　　　etc．

　次に「あおい」のほうをしらべてみよう。まず，程度に限定のある「まっさおな」

「うすあおい」は，やはりrあおい」の下位語として考えられる。

　「あおい」については，「みどりの」との関係が，よく問題になる。木の葉や華や梨

実の緑色を「あおい」と雷う例は，現代の小説にも多く見られる。

　○ある時一それは無いバナナが果物屋や八再屋の店の醜に沢山積まれはじめた頃だ

　　つた。　（波190）

　○芝生がもう大ぶ青くなって，あちらにもこちらにも陽炎らしいものの立ってるるの

　　を，　　（風立ちぬ　82）

　○やがて自動車はエナメル塗の背を光らせながら，ゆるやかに坂を降りて行き，青い

　　樹立の陰に姿を隠した。　（帰郷1G）

　○こんなに樹木が多く，菓が青く，水が近く，人を瞑想に誘う閑寂の気が温れてると

　　は，思いも審らなかった。　（臼鐵学校177）

　これらはいずれも，「みどり（いろ）の」と言える色であるから，広義の「あおい」

は「みどり（いろ）の」に対する上位語だといえる。

　青の系統に属する「空色の」「水色の」などは広義の「あおい」に含まれる。

　○空色の切符を，革手袋をはめた指先で改札掛に渡して出ると，　（多情仏心・前139）

における「空色の切符」というのは，以前の二等切符のことで，

　○青蜂は粗末な麦稗r寒心を一寸脱いで，黙ったま㌧膏い切符を渡した。　（或る女・前

　　5）

における「青い切符」と澗じ種類のものではないかと思われる。

　○ジョウの淡い空色の眼は派手な身なりの若い女たちを見つけるとサッと活気を帯

　　び，それがサリーでないとわかると急に光りを失って灰色の愁いにかげった。（小

　　説倶楽部1956ee　7月125）

における「淡い空色の眼」は広く絶えば「青い眼」に属するものである。「水色の」に

ついては説明に都合のいい例はないが，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かうもり　○万一が帰らうと思って，踵を返すと，向うから雨の中を水色の編蟷傘をさして，歩

　　いて来る女があった。（Ut　255）
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　0水色の不透腸ガラスの引き戸を，ガラリと開けると，二，三人の客しかいない，流

　　し場が見える。　（自恕学校216）

などの「水色の」は広義の「あおい」に含まれるといえよう。

　「あい（いろ）の」も少数例しかない中に，説明に督適な例はみあたらない。

　○大抵は頭に護護製の頭巾を被って，海老茶や紺や藍の色を波間に浮かしてみた。

　　（こsろ8）

　○赤い色だの藍の色だの，普通市場に上らないやうな色をした小魚が，透き通る波の

　　中をあちらこちらと泳いでみるのが鮮やかに指さSれました。　（esろ217＞

のような例があるが，色を大まかに言うときにはFあい（いろ）の」も「あおい」に含

まれるだろう。

　ヂ紺（色）の」は，少くとも濃い紺色になると黒っぽい感じになり，「あおい」に含

ませることは無理になるかと思われる。

　以上の結果を「あかい」のばあいと岡じように表示してみよう。

　　　　　　　　　f　　　　　　　　　あおい（狭義），まっさおな，うすあおい

　　　　　　　　　みどり（いろ）の
あ測蟻） ?：籍野・色溢ρ

　（付）

　国広哲弥『意味の諸相』　（30～33ページ）によると，ここで問題にした「あかい」や

「あおい」のさす範囲の広さは，次のように考えるべきことになろう。

　色名の系列を，色彩区別の精度に応じて，次のような幾通りかを鷺える。

　　原　始　系　列　　アカ／アオ

　　第1次系列　アカ／キ／アオ

　　第2次系列　アカ／ダイダイ／キ／ミドリ／アオ／アイ／ムラサキ

　　第3次系列以上　　茶イロ，モモイロ，朱イロ，緋イロ，キンイv，ソライロ，コ

　　　　　　　　　　ゲ茶イロ，梅幸茶，……

　このような体系を仮定するならば，「あかい」や「あおい」の広義と狭義の違いは，

系列の次元の違いとして説明される。

　（3）②では，有彩色の系統の色を表わす形容詞のうちで，もっとも基本的な語と考え

られるrあかい」と「あおい」が，その広い用法では，どんな範囲の色に及びうるかに

ついて一一べっした。現代語においては，「あかい」と「あおい」の申間に，「きいろい」

「みどりの」も相当に基本的な語としての位置をしめ，定着してきていると思われる。

「きいろい」や「みどりの」が割り込むことによって，「あかい」や「あおい」の本来

の領城はせばめられる傾向が生じたことと推測される。いま，これらの4語の関係を示
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そうとすれば，

　あかい／きいろい／みどりの／あおい

という，1次元的な構造として衰わされる。隣接する語のさす領域は璽なり舎う部分が

あっても，それぞれの相対的な位麗は一定している。たとえば「きいろい」は，「あか

い」と「みどりの」の間に位置を占める性質であって，「みどりの」と「あおい」の中

聞などを占める性質ではないということは，「きいろい」の意味にとって本質的なこと

である。

　（4）以上のような，プリズムのスペクトルに現れる色については，色舎いを表わす1

次元の構造として考えることができるけれども，スペクトルに現れないrちゃいろい」

のような色まで含めると，もはやエ次元の構造ではとらえることができない。「ちゃい

ろい」は赤黄色に黒色の煎わった色であるから，色女いの次元のほかに少なくとも明度

の次元を加えなければ位置づけられない。

　また「ももいろの」を色の体系の中に位麗づけようとすれば，色合いでは「あかい」

のあtり，明度ではかなりあがるいほう，彩度ではかなり低いところに置かれることに

なる。つまり，3次元の構造の中に表わされなければならない。

　このように，色を表わす形容詞（など）の体系を考えるためには，色の主なる属性と

される色あい・用度・彩度の3つの次元が，少なくとも必要になるはずである。

　（5）語の構成からみて，色の程度に関して区別される語として考えられそうな例を（c）

にあげた。ここでは，

　　まっかな／うすあかいくあかい（分析例30）

で代表させうるようなパターンが考えられる。雷うまでもなく「あかい」は程度に関し

て自由であるのに対し，「まっかな」は心血の著しいこと，「うすあかい」は程度のわ

ずかであることを梼徴とする語である。

　なお，「くろっぽい」「しろっぽい」　「きいろっぽい」など，接尾語「ぽい」がついて

できる派生形容詞がある。これらは，ある程度その色を含んでいることを表わすものと

考えられる。たとえば，

　○渋い編みのセビロに，黒ッぽいネクタイ。　幟由学校38＞

のネクタイは黒以外の色がはいっていても全体として黒が優勢であればよいのだろう。

　○あの黒っぽい煉瓦塀に蔦が遙つた教会の中からひびいてくる鐘の音や，（冬の宿44）

の煉瓦塀は古くなって黒ずんでいても，同じものを「くろい煉瓦塀」と呼ぶことは必ず

しもできないだろう。「くろっぽい」は「くろい」の下位語だとは言えないだろう。

（6）（d）は2つの色の名が複合した形の形容詞の例である。語構成上の原則からいえ
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ば，下の要素が主であって全体を代表するはずであるから，たとえば「あかぐろい」は

「赤みを帯びた黒い色をしている」のような意味になって，「くろい」の下位語の位置

をしめそうに思われる。ところが，例解国語辞典は逆に「黒みをおびた赤い色をしてい

る」という語釈を与えている。実例をながめると，たとえば，

　○午後の光は急に射入って，暗い南窓の小障子も間るく，幾黛張替へずにあるかと思

　　はれる程の紙の色は赤黒く煤けて児える。　〈破戒243）

のばあい，「すすける」はふつう黒くよごれることを書うので，この「赤黒く」は「赤

く」よりも「黒く」が室要素なのではないかと思われる。「すすける」の実証をみわた

すと，たしかに，

　○家の中が，黒く煤けるのも，このランプのせいらしかった。　（自由学校183＞

　○ただ，なにぶんにも，窓が小さく，開閉がきかず，採光と通風に難点がある上に，

　　戦後の薪築とも思えず，板がまつ黒に煤け，床に敷いてあるゴザさえも，ひどく時

　　代がついてるのが，不審だった。（自由学校179）

のように黒くなる変化に多く使われている。しかし，中には，

　○壁は壁紙で張りつめて，それが煤けて茶色になって居た。　（破戒5）

　○漁夫はあてのない視線を臼ペンキが黄色に煤けた天井にやつたり，　（蟹エ船22）

のような例もあるので，さきの「赤黒く煤けて兇える」の例もかんたんに判断するわけ

にはいかない。上の「破戒」の例の「あかぐろい」は「あかい」とも「くろい」とも別

の，第3の色として考えておくのが無難なように思われる。

　次に「あおじろい」を取り上げてみよう。

　　　　　　　　　　　　　　のぼせ　○折しも五月の下旬，唯でさへ逆上あがるやうな時候を，芝居小屋にみて，蔭襟紋附

　　のうようよしてみる廊下で脳働狙をおこして膏白くなる。　（多情仏心・前1玉3～114＞

　○丑松は又，～目顔魯が変らない。飲めば飲む程，反って頬は蒼白く成る。　（破戒

　　235＞

のように，顔色に壷の気がうせて青ざめているばあいの表環は，ふつう「あおい」であ

って「しろい」ではない。したがって，上の例のような「あおじろいjは「しろい」よ

りむしろ「あおい」の下位語である可能性のほうが大きいのではないか。

　以上，色の名が複合した形の形容講について，1，2の例をあげつらってみたが，下

位成分の色の名が主であるとかんたんには言えないと思われる。1語1語について，ま

た岡じ語でも文脈によって考えなければならないだろう。

　（7）（e）に例示したような外来語の色名がさかんに流入しつつあることも，色の形容詞

の体系に影響を与えているだろうことはいうまでもない。周例を少しあげてみよう。

　○グレーのバックの前に，ピンクの薄物をゆるやかに着た若い女が，　（芸術新潮1956

　　年8月209）
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　○陶器で，三，四歳まで使えるポット式便器。蓋はピンク又はブルーのプラスチッ

　　ク。（婦人之友1956年10月91＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レディ
　○もう一人はブルーのスーツを着て，ちょいとオツにすました淑女である。　（鰭乍倶

　　楽吝彰　1956年3月置249）

　○羅も覚めるようなグリーンのスーツで，すらりと立った千恵子が，洋平を顧みては

　　つとした。　（婦人生洒1956蕉3月197）

　○グレイのフラノ毅を着た男（トルーストー　’］　一・1956ff　9月113）

　○ヘレン・ヒギンスさんなるモデル嬢が，オレンジ色のナイロン・レースで作ったイ

　　ヴニングを目して登場です。　（婦入倶楽部1956隼12月227）

　「ピンクの」と「ももいろの」，　「ブルーの」と　「あおい」などとは，さしている色

の内容も同じではない。また，外来語としての魅力も要困になって，賑下方町などから

さかんにはいり，一般化するものもあるのだろう。

　（8）（f＞にあげた，色の属性を表わす語のうちで，「あかるい一くらい」は色の明度，

「こい一うすい」は彩度と関係が深いと考えられる。「ふかい一あさい」は「こい一う

すい」に近いと思われるが，「こい一うすい」ほど日常語的ではないだろう。

　上詑の諸語のうち，次の3語については，第2部「個別的記述」において，色の属姓

に関する意味を，次の番号の所で記述してある。

　　あかるい〔01〕

　　うすい｛23〕

　　ふかい〔15〕

　「あざやかな」については，例解国語辞典には「色や形が明るくはっきりしていて美

しいこと。鮮明。」とされている。「あぎやかな」が色に用いられた用例をみると，

　○谷閥の青葉を透かして落ちてくるN光が女の手許の水に揺らぎ，清水にひたった女

　　の足形を，青いばかりにくっきりと描きだした。眼も魂も吸はれるほど美しくあざ

　　やかな三三の色だつたQ　（厚物咲21＞

　○旧来種の草花の，濃く鮮やかで恭威的な色彩をしてみるのとは違ってみた。　儒郷

　　126）

　○しかし，こんなに鮮やかに濃くて，なごやかな色の霞が，地上の寺々の大墾根や新

　　しいビルディングを影の塊のやうに見せて，空にたなびいてみる優娩な三二は，確

　　かにfi本でなければ冤られない。　（帰郷244）

のように「うつくしい」「こい」といっしょに使われたものがある。一般に，

　　＊くらい　あざやかな色

　　＊きたない　あざやかな色

　　＊うすい　あざやかな色
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のような結びつきは存立しにくいのではなかろうか。もし，そうだとすれば，色につい

ての「あざやかな」は色の「あかるい」「うつくしい」　「こい」性質を要素として含ん

でいることになろう。

　（9）以上にみてきたような，色に関係する形容詞などは，色をもちうるものである限

り広く用いられる語が多い。特に基本的な形容詞はみな一般的・抽象的に色彩を袋わす

語になっていて，特定の対象に結びついているようなものはない。対象物は固体であ

れ，液体であれ，気体であれ，どんな物でも赤い色をおびてさえいれば「あかい」と言

われうる。

　ただし，あまり基本的ではない形容詞などの申には，運定の主体にのみ制限されてい

るものが少しは見出される。たとえば，

　　あさぐろいくうすぐろい　　（芳置旧31）

　　蒼白な　　くあおじろい　　（分析例32）

　　いうじうな，臼哲のくしろい　　（分析例33）

の左辺の諸語のようなものであって，これらはいずれも人間のひふにのみ溺いられる。

したがって，色合いの上でも，対応させた右辺の語と等しいわけではなく，ひふの色の

帯びうる特定の色合いを衰わす藷である。

　㈹　色を表わす形容詞は，評価や感情とは関係のないものが大部分である。「あか

い」は興奮的で「あおい」は鎮瀞的な色だとか，「しろい」は純潔を，「くろい」は不畜

を象徴するとかいうのは，心理的・連想的な意味などとしてはあり得るとしても，語彙

的な憲味だとは考えられない。しかし，「どすぐろいJには，「にごったように黒い」

というような，単なる色の種類だけでなく，その色あるいはその色を帯びたものに対す

る，きたないとか気味悪いというような，マイナス的な評価を，語畠身に含んでいると

考えられる。この語の用例はごく少ないが，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どす　　　　　　　　　　　　　　　　　くづ
　○壁は元来何色だつたか分らんが，今の処では濁黒い変な色で一ケ所壊れを取繕つた

　　痕が掻立って黄ろい球を描いて，人魂のやうに尾を曳いてみる。（平凡63）

　○男はむせる事も，骸する事も韻来ず，蕃黒したま～顔は見る見る真黄色になり，ど

　　す黒い土色になり，そして皮轡がばさばさと剥げ落ちて行くのである。　（青茅の基

　　督55）

　○鶴見は右の耳梁を流弾にそがれ，そこから流れ出た血が結いつけた緬布をどすぐろ

　　くそめていた。　（落城39）

など，いずれも好ましい感じでない色として使われているといえよう。

　○それに反して黒い翼の流行には，みじんも明るい希望や期待はない。そこにはまが

　　まがしい脅迫と，どすぐろい呪瞳以外のなにものもなかった。　（小説春秋1956re　2
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　　月273）

は比喩的な使われ方であるが，明らかにマイナスの評価を禽んでいる。

　　零どすぐろい　いい色だ

のような結びつきは，普通にはあり得ないであろう。

　2．2．3　音

　本来，音の性質や印象を蓑わす形容詞はほとんどなく，他の感覚領域からの癒用が多

い。音（声を念む）に関係する属性を表わす形容詞として，次の諸語を取り上げてみよ

う。（形容詞以外の1，2の語も含む。）配列は，以下の述べ進めに便利なように並べた

にすぎない。

　（a）おおきい一→ちいさい

　　　たかい→ひくい

　（b）　ふとい→ほそい

　　　するどい一→にぶい

　　　かたい→やわらかい

　　　おも　い一→かるい

　（c＞かんだかい・な，きいろい，かんばしった，きいきいしt

　（d＞　けたたましい

　（e）うるさい，やかましい，そうぞうしい，さわがしい，かしましい，かまびすしい

　（f）　しずかな，静寂な，閑静な，静講な

　（1）上にあげた形容詞の大部分は，ものを表わす異体名詞と直接に結びつくことがな

い。

　　音，ひびき，こだま，うなり，ざわめき，いびき，足音，くつ音，羽音，波音……

　　声，糾び，泣き声……

など，音を表わす名詞と結びついたり，連用形が，

　　鳴る，打つ，すする，鳴く，ほえる，話す，きこえる，……

など，音に関係する動詞と結びついて使われることが多い。それらの形容詞の表わすの

は，ものの属性ではなく，ものの出す音の属性である。　「けたたましい」の例をあげて

みよう。

　　そ　と
　○嫡外では百舌のけたたましい鳴き声がしていた。　（暗夜行路・荊91）

　○忽ち船町の方からけたSましい銅鍵の音が響き始めた。　（或る女・蘭82）

　○やがて夕顔の花のようなカンテラの灯が薄い光で地を這って行くと，けたたましい
　　サイレン
　　警笛の音だ。　（放滋i記11）

　○けたSましい汽笛が突然鳴りはためいた。　（或る女・前85｝
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　0二階の階梯をけた玉ましく踏曝らして上って，芳子の膏伏して思る机の傍に厳然と

　　して坐った。　（蒲麟75＞

たとえば「もずがけたたましい」のような需い方は「もずの鳴き声がけたたましい」な

どの雀略約な衰現としてしか成り立たないであろう。4番溜のヂ或る女」の翻の「汽

鑑口はものを褒わす名詞であると［範聴に，音を表わす名調だと考えてよいだろう。ただ

し，（e）（f）のグループは別であって，音を表わす名詞や動詞と結びつくだけでなくて，も

のを衰わす名詞とも磁：接に結びつくことができる点で，他とは憔質がちがっている。つ

まり，それらは麿の性質でもあり，また音に関する，もの（場藤を含む）の性質でもあ

る。たとえば「やかましい」を例にすると，次の4例のうちのはじめの2例は音を搬体

としているが，あとの2例はもの（あるいは場所）を主体としている。

　○滝の音がやかましいから葭痴のようにこれに聞き入るほかになす術を知らない。

　　（私の入生観47）

　○他の鶏も一しきり共に喧しく鳴いた。　（土・上婆D

　O全く，彼等の今の生活には，算計は儲の用もないただやかましいだけのものにしか

　　過ぎなかった。　（田園の憂雛84）

　○「どうも彼処の家は嫁しくって一」　（破戒37）

　（2）（a）の「おおきい一ちいさい」と「たかい一ひくい」とは，（b＞のグルーープよりも使

網度数がずっと多く，音の姓質を表わす形容詞のうちでの基本的な諮だといえよう。

「おおきい一ちいさい」は感覚的な音の量に関する対立で，距離・音の高さその他の条

件が瞬じであれば，畜波の理論の大少と対応する音の属性である。

　○階下の人達は皆風屋に串ていたので私はきがねもなく，大竃い音をたてて米をサク

　　サク洗ってみたのです。　（放灘己58）

　　　　　　　　　　さエや
　○奥さんは私の耳に私語くやうな小さな声で，「実は変死したんです」と云った。

　　（こsろ53）

「たかい一ひくい」は．ピッチの高低を表わすこともある。畜階についてrだかい」

「ひくい」というようなばあいである。

　○検校は己れの名の一字を取って彼女に春琴といふ名を与へ晴れの演奏の博しばしば

　　彼女と合奏したり覆い所を唄はせたりして（春気抄169～170）

　○「ちりい……ん」という，非常に高い，澄んだ鈴の音が彼に聞えたからだった。

　　〈むらぎも205）

　○その晩，宏が寝てしまってから，母親は新治の耳もとに口を寮せ，低い力強い声で

　　カ〉う箔“つた。　（潮騒93）

　○今もち上ったばかりの紫色の土はオルガンの最も低い春色のやうな声をして，簡か

　　～斉に叫び軽しさうに晃える。　（田幽の憂響68）
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のような例も，この意味に属するものであろう。この意味における，音の「たかい一ひ

くい」は，他の条件が同一であれば，音の周波数の大小に対応し，「おおきい一ちいさ

い1とは縮互に独立の次元を表わすものだといえよう。

　ところが，音に関する「たかい一ひくい」には，別の使いかたもある。たとえば，

　○尽きな酒のあとで禿げた円い朧頂部を，赤々と上機嫌に輝やかしてみた主人は，人

　　一倍はしゃいで，誰よりも高くぱちぱちとやった。　（真知子・前27）

　○「音を小さくしてくれない」ある夜，彼女に頼みこむようにしてたしなめると，

　　彼女は，チラと流し艶を送って，音を低くするのだった。（トルーストーり一1956年

　　9月171）

のようなばあいで，これは「おおきい一ちいさい」に近い。「たかい」「ひくい」のい

ちいちの例について，どちらであるかを推定することはむずかしい。文脈から想像され

る事実の上で，ピッチの高低ととっても，音量の大小ととっても，また両方が平行的に

並存しているととっても矛雇の起こらない例がかなり多く，どの面を「たかい」「ひく

い」が蓑現しているか，容易にきめられないからである。たとえば，

　○駒子は，そう購ぶと，濡れタオルのように，五百助の足許に崩折れ，彼の脚を抱

　　き，誰はばからない，窩い泣き声を，立て始めた。（離臼学校377）

　○明子は霞分の方が家串先から連れ帰られた娘のように身のおき場のない気がし，広

　　介は単騎とまだ興奮の残っている窩い声で話をした。　＜くれない137）

　○汽車の音が遠くからきこえて来て，だんだん高くなりまた低くなって行きました。

　　（銀河鉄道の夜264）

　○先生たちはうたうことが好きだった。会合のあとではきっと合盛する習慣になって

　　いた。やがて，低い声ではあったが，ひとりひとりの心をこめた合唱がはじまつ

　　た。　（人聞の壁・上180）

　（3）〈b）t・Cあげたような形容詞は，音の大小・高低のほかに，音色とも関係の深いもの

であろう。（a＞にしてもそうであったが，㈲はみな音以外の感覚領域の語が音にも転用さ

れるものである。（c）の「きいろい」もその著しい例である。いわゆる共感覚　（synaes－

thesia）に基礎をもつ転用であろう。しかしここにあげた諸語は，臨時的，個人的に音

にも転用されることがあるというよりも，むしろある程度社会習慣的な一定した用法に

なっているといえよう。そしてこれらの1語1語は，それぞれ独自な音の印象を表わす

ものではあるが，相互にまったく独立の次元に属するのではなく，いろいろに関係しあ

っていると思われる。しかしそれを考えるには，まず箭提として音の物理・生理・心理

について相当の知識が必要だし，用例も多くなければならない。ここでは少ない用例の

申から1，2ずつを例示し，弱い推測をわずかにつけ加えることに止める他はない。
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　ふとい一ほそい

　　ふとい　　声が低くて大きい。　　　　ほそい　　窺が轟くて小さい。

という語験を与えている辞典がある。（大N本図書国語辞典）この規定は「ふとい一ほ

そい」の主体を「声」に限定している。資料内の用例も声に使われたものが多いが，

「ふとい」が蒲以外の音に使われた例もある。

　○この男猫の首にも鈴がつけてあって音はやS太い。私はそれを聞きわけて，　（オー

　　ル読物1956年2月103）

　また，上の規定によれば，「ふとい一ほそい」の対立は，「たかい一ひくい」の次元

と「おおきい一ちいさい」の次元に瀾嘉していることになる。

　「ほそい」の次の例は音量の「ちいさい」ことと関係が深いと思われる。

　○（声細くなりとぎれる。待医膠をひそめる）わしはもうこの世を去る……（細けれ

　　どしつかりと）お前は仏様を信じるか。　（繊家とその弟子218＞

　また，次の例は「ふとい一ほそい」が音のピッチの「たかい一ひくい」と関係の深い

ことをよく示している。

　○初は地声の少し大きい復の処から，段々に嗣嵩に競上げて行って，糸のやうに細く

　　なって，何かを突脱けて，遠い還い何処かへ消えて行きさうになって，又段々競下

　　つて来て，果はパツと拡げたやうな太い声になって，余念がない。雪江さんが肉声

　　の練翌をしてみるのだ。　（平凡79）

　するどい一にぶい

　○爆音は遠ぎかり，空で鋭い旋回音を聞かせると，また空気を破る音を立てて丘に現

　　はれ，射って舞ひ上った。（野火119＞

　○が，漸つとそれに近づいて見たら，その從の申からギヤツと鋭い鳥の暗き声がし

　　た。　（風：立ちぬ150＞

　○おくれて味方の臼砲がにぶい簡のひびきをこだましはじめた。構城22）

　○廓を流して行く焼栗屡のにぶい声を聞いていると，妙に淋しくなってしまって，暗

　　い部羅の中に私は一人でじっと窓を毘ている。　倣灘己98）

　「するどい」の次の例は，声の性質であると岡蒋に，声の主の相手人物に対する攻撃

的な強い感構が声に表われているようすを表わしているのであろう。
　　　ヤア
　Or矢さん。あなた。あんまりだわよ。」と鋭い爾で叱りつけた。（つゆのあとさき84）

かたい一やわらかい

○宿の主人が特に屈してくれた葱出来の古い鉄瓶で，やはらかい松風の音がしてゐ

　た。　　（tt・aj　153）

○准尉の瞑はすわっていて，体はしっかりひきしまっているのに，声だけが柔かだと
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　　木谷は感じていた。　（真空地帯・上44）

　「かたい」音の例は資料内になかったが，金属的な，余韻に乏しいような音の形容に

使われることがあると思われる。

おもい一かるい

〇七八度も睡ばれると，璽い鎖の音がして，犬どもは，二疋とも職事に，いかにもの

　つそりと現はれた。　欄園の羅馬107＞
　　　　　　　　　　ふなべり　　　　　　　　　なみおと
○音楽の聞にドドドウと舷を打つ重い濾音とともに，ギギギと船全体を軋ませ，ぐう

　つと右にロールした。　（長子。．ヒ133）

○元込銃が軽い火薬の青をたてた。　（落城35～36）

○このとき上方で，木と石のぶつかるやうな軽い音がした。　（潮騒27＞

　なお，上にあげたのは音を形容する形容調のうちの一部分にすぎない。「つよい一よ

わい」「あかるい一くらい」も音の形容に使われるし，形容詞以外では「すんだ一一にご

つた1などもある。また，次の例のような，填入的な創造と思われる使いかたまで禽め

れば，さらに語の範鵬は広がるだろう。

　○石の多い川の音が濁い質さで閥えて来るばかりだっt。　〈蜜翻30）

　（4＞（clにあげた数語は，ピッチが高いか低いかという対立からみると，高い系統に属

するといえよう。　「きいろい」　「かんばしった」　（「かんだかいj）は，主体の点で，声

だけに限定されている。また，「かんばしった」は声の主のたかぶった感情の表われと

しての声の性質である。　（分析例34）

　（5）（d／「けたたましい」は，畜が大きいか小さいかという対立からみると，大きく強

いほうに属するe

　Oこの疇突然けたNましい笑ひ声が，侮か熱心に話し合ってみた二人の中薙の紳士の

　　日から起つた。　（或る女・敵18）

　○それから急にけたたましい短い声で吹え禺した。　騒園の憂雛74）

のように「突然」　「急に」とともに使われている例がいくつかあるが，音の起こりかた

が急である感じ，聞く人の感情が驚かされるような音であることを念んでいる。例解国

語辞典に「穿常に驚いたように，いかにもあわただしく騒がしい。そうぞうしいejと

いう語釈が与えられているが，音を出す側の驚きは含まれていないと思われる。

　○朝，日差過，電詣蜜のベルがけたyましく鳴った。真知子は廊下一つ隔てた茶の問

　　から急いで出て行った。　（真知子・繭74）

において，電話自身がおどろいたように鳴ると擬人化されているわけではなく，ベルを
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聞いた人がはっとするような，突然の，音の大きい鴫り方を「けたたましく」が蓑わし

ているのであろう。

　（6）⑧の諸語は，鷺が説として大きいために，不快であるような状態に関係している

グループである。音が大きいために聴覚器富に不快さを与えられたり，聞こうとする音

が別の雑麿1ご妨げられて聞きとりにくくて不快なばあいなどに使われる。単なる膏の感

覚に症まらず，それが感情に影響を及ぼしている状態である。

　「うるさい」　「やかましい」はそれがはっきりしている。特に「うるさい」には感情

形容詞の蝿颪がある。接尾語「～がる」がついて「うるさがる」を派生させているし，

　○あの蒔々ご一つと雷のやうな畜のするのは飼？……私うるさい威る女・前213）

のように，一人称の「私」が一語になって感嬉形容詞として使われた例がある。（1．1．

2を参照）

　「やかましい」は音が大きいために不快な状態である。　（「おおきい」や，音量の大

きい意味の「たかい」は不快さを語義に囲まない点で「やかましい」と区別される。）

　○いつもやかましい建築場のリヴェティングが，まったく聞こえなかった。（むらぎも

　　36）

　○もう寝たと思って布団の上に寝かしつけようとすると，瞑をつぶってみながら，や

　　かましく泣立てた。　（波142＞

　○彼は眠ることが繊来なくなった。最初には，時計の音がやかましく耳についた。彼

　　は枕縛計も控縛計も，二つともとめてしまった。全く，彼等の今の生活には，蒋計

　　は何の罵もないただやかましいだけのものにしか過ぎなかった。　（田園の憂雛84）

　「購園の憂鍵」の例は，時計の音だから客観的に大きい音ではないが，寝つかれない

状態のときには大きい音に感じられ，rやかましい」という語がふさわしくなるだろ

う。　（麹ここの作赫の，病的にとぎすまされた神経の滋界の蓑現としてふさわしい用語

だと雷えようか。）rうるさい」にも音が大きくて不快なのだといえそうな縮例もある。

　○また，漁分，テンテンヤ，テンテンヤで，うるさいことだよ……。でもね，最初ッ

　　から，バカ・バヤシなんかやる会じゃ，なかったんだよ。　儒由学校33）

　しかし，「うるさい」は蚊の鳴く音のような，小さい音が主体であってもよい。

　　＊大きくないが，やかましい音

は測り立たないが，

　　大きくないが，うるさい音

は成り立つ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うるさ
　○狡は開魏を虫つたのか，隔声が稽遠くなるに随れて，父の蟹が又蒼蝿く耳に附く。

　　（平凡27＞

の例にみられるような，耳について離れないという要素をもっている。「うるさい」
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は，音がしつこくまといつくような感じで不快なことを意味するのであろう。

　以上のようにみると，「うるさい」に対する「音が大きい。また大きいのでやりきれ

ない。」　（例解国講辞典）「大きい音がして，不快だ。やかましい。」　（岩波國語辞典）

のような語釈は，やや改める余地があると思われる。

　「そうぞうしい」「さわがしい」は人間の立てる音や声について使われることが多い

が，次の例のようにそれ以外の音についても使われる。

　○あの騒騒しい夜毎の水の音は，成程この認めであった。　（田園の憂燈86）

　○ミシンがまた歯の浮くやうな騒々しさで運転しはじめた。（あらくれ151）

　○島で送る永い一生のあひだに，今も都会の路上にさわがしく行き交うてみるであら

　　う電車のことなどは，思ってもみなくなるのであった。（潮騒5D

　O何の膿嘩か，風波の音の騒がしい上に，彼等の三葉が本来分からぬので，僕は五里
　　　　　　　　　　　　　　　　　さい　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　コ
　　霧中に迷って居たが，｛可でも船頭の妻は頻りにそふかそふかと云ふ事を言って居

　　た。　（思出の記・上176）

　「うるさい」「やかましい」は音についてのみ，具体的に需及する用法があるのに対

して，「そうぞうしい」「さわがしい」は音が申心ではあるが，それに檸って，せわし

い活動とかざわざわとした落ち着かない状態とかも含まれていることが多いようであ

る。次のような例から，そう推測される。

　○階下の廊下では，そうぞうしく小学生の修学旅行の群がさわいでいた。　倣浪記

　256）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　したち
　○彼等はそれから茶碗も箸もべたりと鑓の上へ置いて，単純に水へi蜜油を注した液汁

　　に浸して騒々三軸銃を三つた。（土・上179）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク　リ　　
○米国への上陸が禁ぜられてるる支那の苦力がこ＼から上陸するのと，相当の荷役と

　で，船の内外は急に騒騒しくなった。　（謝る女・上181～182）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くゴニごた
○まだ発車には余程間があるのに，もう場内は～杯の入で，雑然と騒がしいので，父

　が又狼獲て出す。　（平凡54）

○先生が昨巴の様に騒がしい浴客の中を通り抜けて，一人で泳ぎ出した時，私は急に

　其後が追ひ掛けたくなった。　（こsろ9）

○まあ，生徒の附纒ふのは可愛らしいもので，飛んだり跳ねたりする騒がしさも名残

　　　　　いつ
　と思へば寧そいちらしかった。　（破戒301）

　「かまびすしい」「かしましい」は文語的で，用例はごく少ない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かまびす
○潜鼓ける隙もあらなく旅人を取囲んで，手ン手に喧しく己が家号を呼立てる　（高野

　聖9）
　　　　　　　　　　　　　　　かまびす
○邸内は森閑として，蝉の声だけが喧しかった。　〈波383～384）

○三農から帰って来たのか，階下で四達の姦しい声がする。　倣浪記137＞

○鐘が鳴り出した。カラン，カラン，カラン，カランー餌ぶやうに申空にあがる姦
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ましい音であった。　（野火64）

　（7）（£｝にあげた数語が表わすのは，le｝と反対に不快な騒音がない状態である。「しず

かな」は物の動揺が少ないこと（例　しずかな海，しずかな木）や，心理的な平静さ，

おだやかさ（例　しずかな気持，しずかな人）なども表わすが，音に関係して使われる

のが申心的な用法だといえよう。

　○一座は水を打つたやうに静かになった。（蒲腰69＞

のような例では，ほとんど音が感じられない状態をさしていると思われる。しかし，次

にあげる例のように，音はあきらかにしているが，大きいはげしい音ではなく，おちつ

いた感じの音がしている状態もrしずかな」で表わされる。

　○命玉静な下駄の音と共に棲を取った芸者の姿が現れた。　（つゆのあとさき29）

　○粛々の禰から漏れ落る臼の光が厚い苔の上にきらきらと揺れ動くにつれて，静な風

　　の声は近いところに水の流でもあるやうな饗を伝へ，（つゆのあとさき49～50＞

　○そばの紫櫨の卓に飾った，青銅のドームを型どった古めかしい時計が，慧獲に相応

　　した弥搬の鐘の調芋で，しっかに三時を報じた。（莫短子・諮203）

　「静寂なjr静讃な」「閑静な」は文体的特徴に関して文章語的である点で「しずか

な」と区別される。いずれも用例がわずかしかないが，「静寂な」はしずけさの程度

が，いちじるしいほうに傾いているといえようか。

　○たださえ静寂な糞夜中に，声を張りあげて極めつけたので，家中のものが園をさま

　　してしまったのは仕方がない。　（厭がらせの隼齢265）

　○静かに葺を澄ませば，遠い海鳴りの音が，夜明け前の静寂な大気を震わしていた。

　　（未知の星を求めて319＞

　「閑静な」は，住む場蕨としてしずかであることを表わすことが多い。　（月面の世界

などについて「閑静な」を使ったら不自然になるだろう。）

　○家が狭いばかりでなく，近所がくっついてみるので，醜のやうに広い，聡静な邸内

　　に窪んでみたあとでは，ひどく辺りが騒々しかつた。（波359＞

　○浮子が道を教へられたとほりに入って来たのは塩谷南町の焼け残った屋敷町で，木

　　の色も古びた家ばかりが，閑静な一郭をなしてみた。　（帰郷175）

　「静藁な」は，人間が（おおぜいいるが）諸したり音を：立てたりしないでしずかであ

る状態である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わるふざけ
　○千竃に限っては，妙に生徒～同が静粛で，参観人の居ない最初の時聞から悪戯なぞ

　　　す
　　を為るものは無かった。　（破戒305）

　○だが，それほどの打ち込み方だから，場内が，水を打ったような静粛さであること

　　が，五爵助にも，頷けてきたQ　（自鐡学校143）
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2．　2．　4　味

　（a＞あまい，すっぱい，すい，しおからい，しょっぱい，にがい

　（b）　からい，しぶい，えぐい，えがらっぽい

　（c＞あまずっぱい，ほろにがい，うすあまい，あまったるい

　（d）　くどい，しつこい，濃厚な，淡泊な，あぶらっこい

　（e）うまい，おいしい，奨味な，まずい

　（1）味の種類・性質を表わす形容詞として，（aXbXclにあげたような語がある。これら

の語の意味は，たとえば「あまい」は砂糖をなめたときに生じる味覚というように，そ

の味のする書体的な物によって示すのが乎つとりばやい方法である。味の感覚内容その

ものをことばによって述べることは非常にむずかしい。

　味覚の基本的な種類として，甘・酸・苦・繊の4種類があり，これら4種の味は相互

に独立した基本的姓質であることが認められている。これらの照味を頂点とする「味の

四諏体」を考え，申聞の昧はその四緬体の表爾の上に定位できるとする説もある。

　〈注〉　竃城音弥編『岩波小辞典　心理学』　（1956）「味覚」の項

　（a＞にあげた語は，基本的な4種の味におよそ対応しているものと考えてよいだろう。

昧覚の金領域の中で，一般語としての「あまい」　「すっぱい」などがどういう範囲まで

分沖し，表わすかということは，ことばの意味として問題になり得るであろう。そうい

う問題に鰐しては，生理学・心理学などの基礎の上に，実験的な研究をする必要がある

と思われる。

　これらの語が味覚そのものに使われている例は資料内ではあんがい少ないものが多

い。ここでは，それぞれの語が昧覚に関して使われている本来的な期例をあげ，気づい

たことを言いそえるに止まる。

（2）まず，㈹にあげた，基本的な4種の味を表わす語から見ていくことにしよう。

　「あまい」の味覚に関する爾例は，多く次のように糖分の味に使われている。

　○ですから夜食として，単に甘いモチ菓子にばかりなさらず，牛監や牛乳にお砂糖と

　　卵黄をいれたのみ物，（サンデー毎日1956隼10月王4摂54＞

　○果肉の緻密な蜘ま林駿申一番で，全然酸味のないのが特微です。甘い一方の林腐の

　　妊きな方にはもってこいの品種でしょう。　（それいゆ1956駕41弩87＞

　次の例の「種米」の主な成分は澱粉でも，かんでいるうちに纏分に変わってきて「あ

まい」味になるのであろう。

　○三時には冒い種米を噛んだ。　（むらぎも123）

　しかし糖分以外にも，たとえばサッカリン・ズルチンのようにひじょうに「あまい」

ものはある。
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　次の酬では，「甘昧」は「あまみ」あるいは「かんみ」であろうが，久しぶりにとる

ことのできた塩分の陳について使われている。

　○私は膝まで海に入り，水筒で海水を汲んで心行くまで飲んだ。脚数鐵ぶりで味ふ塩

　　の味は，よく知つ惣潔い味に，かすかな甘味を交へてるた。　〈野火75＞

たとえば，煎茶の味の申にもわずかな「あまい」要素があるように思われる。

　「あまい」は語史的には，爽昧を意昧する「うまい」と立掛が深いといわれる。現在

でも使われる慣溺句「あまい汁を吸う」（「うまい汁を吸う」もあるが）においては，「あ

まい」は葵昧な味の代表的なものとして級われているといえよう。しかし，現代語の「あ

まい」の語義としては糖芳の味やそれと岡じような味がするということにすぎず，美味

だというような要素が愈まれていないことはいうまでもない。（発析例35）

　「あまい」は上記のような味を衰わすのが味覚に関してのおもな胴法であるが，ほか

に，塩味のうすいことを表わすこともある。（分析例68）

　「すっぱい」は酢や梅ぼしの味などが代表的なものであろうが，未熟な果物や，古く

なって変質した食：繍などに使われた例がある。

　○「うんう，赤いのを食べたら酢つばかった。」　（桑の実78）〈桑明芝が主体〉

　○味は，少し酸つばくなっていたが，結構，食べられた。磁由学校162）＜オランダ

　　・チーズが主体〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　う
　〇七日も八雛も経ってやっと二人で持って行ったが，最畢其時は燈子は酸ばくなって

　　居たそうな：。　（思幽の記・上83）

　次にあげる例は，「すっぱい」が味覚ではなくて，すっぱいような感じのにおいを表

わしているのであろう。

　○酸っぱい酒の匂いが帯くて焦々する。　（放浪詑104）

　○寝奨どころか，一悉，困ってるのは，下藩類である。これは，駒子の想像どおりで，

　　合シャツでは暑いのを，我慢して働くから，酸ッぽいほど，汗剥くなってしまう。

　　（葭臨学校188＞

　ヂすっぱい」　「すい」を倉んだ潰用的な語句の謂いられた例がある。

　○幸子が1コを酸っぱくして教えるのだったが，（厭がらせの駕齢284）

　○口をすっぱく言ったところで，先方じゃ馬の耳に念仏だよ。　（厭がらせの年齢278）
　　たとひ　　　　　　す　　　　　　　　　　　にか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こた

　○仮令無の酸くなるほど他の事を話したところで，由分の莫情が先輩の胸に徹へる膝

　　は無いのである。　（破戒103）

のような例にみられる「口をすっぱくして欝う」「口のすくなるほど言う」などの言い

かたは，岡じことをくりかえしてしゃべるようすを蓑わすのによく使われるが，多くの

国語辞典には取り上げられていない。

　○およそありとあらゆる社会の酸いと甘いとを嘗め尽して，　〈破戒10D

の例にみられる類として「すいも君いも知っている」「すいも誓いもかみ発けた人」な
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どの濃いかたがある。人生のさまぎまな経験を味覚にたとえたこの句の中で，「すい」

と「あまい」とがさまざまな味の中の対比的な例として使われているわけである。

　次の例は慣用句ではないと思われるが，一霞されるものである。

　○未亡入は酸つばく，口をつぼめて笑った。　慎知子・前186）

　○伸子はエプロンの紐を解きながら，酸いやうな笑ひで目元を歪めた。（陣子・上175）

いずれも笑いかたの特徴を表わしているようであるが，非常にすっぱいものを食べたと

きにする口のあたりの動きと似ていることを褒わしているのであろうか。

　「しおからい」　「しょっぱい」は塩の味がつよいことを意味するが，壇分を含んだ食

贔や，汗について使われた例がある。

　○米の成分が含水炭素でありその上，他の副食物に恵まれぬ為か農村では塩博い，美

　　味の漬物を名産にしてみる。　（文叢春秋1954年5月270）

　○宏の母親は，卵を二つ奮発して，ひどく塩からい玉子焼の弁当を作った。幽騒51）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょつば
　○お贔は幣伏したなりで煙臭くなった鰯を喰べた。「どうして塩辛かあ有んめえ」

　　（土・上33＞

　○膝小僧をすりむいた私は涙のシオからいのをのみこんだ。（特集文芸春秋1956隼赤紙

　　一枚で27）

　○塩っぱい涙をくくみながら，声を挙げて泣き笑いしていると，凸坊が驚いて玩具を

　　ほうり面し一緒に泣き出してしまった。倣註記275）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈注〉
　「しょっぱい」は言語地理学的には，おもに東日本に分布する語である。

　〈注〉　国立国語研究所報告30－1『日本言語地ec　1．1（1966）第39図「しおからい」

　　「にがい」はキニーネやカフェインの味であるが，薬や野草の味に使われた例があ

る。

　○「お薬はにがくって？」と，上田が訊ねると，

　　rいSえ，にがくない」　〈生まざりしならば220）

　○こないだ食べたのは，ほんとは食べられないんですって，だけど毒にはならないん

　　ですって，などといっていて，野辺の番りどころの話ではないが，こっちは何を食

　　わされてもみんなビールの肴にしてしまうから，イヤにツンツン匂うやつでも苦い

　　やつでも別に気にかからない。　（私の人生観43）

　　「にがい」に対して，「舌にいやな味を感ずる」　（例解圏語辞典）のような語釈を与

えている辞典が多い。たしかに「にがい」味は不快であるばあいが多いかもしれない。

上の例においても，「にがい」は歓迎されない味として現われている。

　　「良薬は口に苦し」ということわざや，「苦虫をかみつぶしたよう」という慣用句に

おいても，「にがい」味は不快な昧（の代表的なもの）として扱われている。

　○時雄はわびしい薄暮を苦い顔をして酒を飲んで居た。　（蒲懸74＞

のような，：不愉快そうな表情のようすを表わす「にがい」も，それが「にがい」味を経
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験したときの表情と似ているために生じたものであろう。

　しかし，いうまでもなく，いやな昧は「にがい」味のほかにもあるので，「舌にいや

な味を感ずる」という規定は広すぎる。また，「にがい」が必ずしも「いやな味」であ

るとも限らない。

　○鶴来が，「よう，よう……」と甘ったれたような声を串して，「おれには渋いのをく

　　れよ。うんと渋いの。うんと濃くして，苦いやつ……」としつつこく茶をせびる。

　　（むらぎも157）

　○議して苦い清涼剤でも飲んだやうに胸のつかへを透かしてみた。　出る女・離215＞

などはむしろ積極的に求められる味としての例である。また，ふきのとうなどは，その

「にがい」味が賞昧される。

　（3）以上，便宜上まず四つの基本的な味を表わす形容詞をあげたが，（b）1・Cあげた「か

らい」　「しぶい」などの他の形容詞も書面的にみてそれらと特に区別される理由はない

と思わ濯亀る。

　「からい」は舌をつよく刺激するきびしい感じの味だといえよう。代表的には，とう

がらし・からし・カレー粉・大根おろしなどを食べたときの，雷がひりひりするような

味である。

　○「名物のライスカレーはいかゴでしたか。とても辛くて内地の方には食べられない

　　でせう」　（河明り295）

塩味が強いことも「からい」であらわされることがある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むせかへ　　　　から
　○幸いあり含ふ茶碗でそっと言外の水を掬って，一口。あっ一晒返った，鹸いの，
　　から
　　恥くないのて，今思ふても一咽が痛い。　（思繊の記・上69）

上の双方の味が「からい」であらわされることは，日本画が感覚を区別する上で大まか

であることの例にあげられる。塩味に関する「からい」だけを分化させた「しおから

い」　「しょっぱい」については（2）の中でふれた。

　「からい」がさす味の種類は，上の2種のほかにも「からい酒」　（からくちの酒）の

ようなばあいもある。次の例は酒類に関するものである。

　○彼霧男が何か欝ふと，チヨン髭の男はやがて温かいどろどろした辛いものを咽せる
　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にごり
　　に構はず僕の口に注ぎ込むで呉れた。此は濁酒であった。　偲繊の記・上184）
　　　　　　　　　　なん
　○「僕はこんな蒋は何か辛いものを飲みたいんだけれどな。」　（波301）

　酒の味について使われる「からい」について広辞苑は「こくがあって甘味の少ない酒

の味にいう。」と説明している。からくちの酒でも深いゆたかな味をもっているとはか

ぎらないから，　「こくがある」という性質は「からい」という性質とは別であろう。

　「しぶい」は渋締や；茶の葉などのタンニン質の味である。

　○白墨の粉にむせながら小使室の片隅で渋い茶をすすって一日を歩み虫るのです（人
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　　生弓三ゆ孟…　1954隼4月　90＞

　○あらゆる草を，どんなに渋く嗣からうと，虫の喰った跡によって毒華でないと知ら

　　れる限り，採って喰べた。（野火125）

　「えぐい」　（「えごい」）　「えがらっぽい」　（「いがらっぽい」）は，あくのつよい食：

物などを食べたときの，舌よりものどをいらいらと刺激するような感じがすることを表

わす。たとえば「いもがら」の味である。資料内に用例はない。

　（．1）（C）には複合的，派生的な味の形容詞を並べたQ

　基本的な味の形容調が二つくみあわさった形の複舎形容講としては「あまずっぱい」

（「あまずい」も）がある。「甘味があってすっぱい」　（広辞苑）のように嘗すっぱい」

の下位に属する語としてみるか，「甘みとすっぱみとまじった味の形容」　（例解綴語辞

典）のように第三の味とみるか，闘題がある。

　○糸昆布を網いる場合は君酸く煮たもので結びます。　（婦人生活1956奪2用目録家庭料

　　理369）

　○締の型をした紫の殻を裂くと，棉の花のやうな房が醤酸く腐に触れるマンゴスチン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨
　　も珍しかった。　（河贋り315）

　「あまい」とrにがい」がくみあわさった形の「あまにがい」の例が1つあるが，具

体的な味に関するものではない。

　○私にも何となく甘苦い哀愁が抽き串されて，ふとそれがいつか知らぬ聞に海の上を

　　渡ってみる若い店員にふらふら寄って行きさうなのに気がつくと，　（河明り312～

　　313＞

味に関して「あまにがい」という語があり得るかどうかはわからない。事実上の味とし

ては，にがみの勝ったチョコレートや，ある種の水薬のように，あまさとにがさを含ん

だ味は存在するけれども。

　「にがい」に対する「ほろにがい」，「あまい」に対するfうすあまい」は，味の強

さ・程度が小さいことを表わす系列に属するといえよう。ヂほろにがい」はビールの昧

についてよく使われる。

　○あちらでは“eレイシ”の未熟なものを小口切にして，ホロにがい味を楽しむのだそ

　　うです。　（婦入朝日1956蕉4月31）

という例もある。「うすあまい」は味覚とはかけはなれた次の1例しかない。

　○舞台暗黒。暴風雨の音。やがてその音次第に静まり，舞台ほの白くなり，うす甘き

　　青空遠くに見ゆ。　（幽家とその弟子15）

　「あまい」に対する「あまったるい」は，「あまい」の意味に不快さの要素の加わっ

た派生語だと見られる。　（分析例35）
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　（5）（d＞にあげた形容詞は（al（b）（c＞にあげた味覚の種類を表わす語とは鴉の系ダ彗に属して

いる。「あぶらっこい」以外は飲食物の領域を申心とする語ではなかろうが，昧に関し

て使われることがある。そして，　「くどい」　「しつこい」　「濃厚なjはこってりした，

どぎつい，胃にもたれるような傾向をもつ側の味であり，「淡泊な」は反対にあっさり

した，軽い傾向をもつ側の味である。これらの四語についてはいずれも味覚に関する糊

例がひとつもない。　「あぶらっこい」は食：物の脂肪の気が多いことを善う。

　○臓物，焼鳥，焼豚，など，すべて脂っこく動物的なものを，店の者が驚くほど多量

　　に，すばらしい速度で遵ふのであった。　（冬の宿97）

　○爺さんにいわれて，一一サジ食んでみると，ネットリと甘く，油濃く，動物性のシル

　　コのようで，なんともいえぬ，腹の張る味だった。　偵由学校175）

　㈲　以上みてきた，味の性質をあらわす形容詞の系列のほかに，味のよさとわるさを

あらわす系列として（e）にあげた「うまい」　「おいしい」と「まずい」とがある。われわ

れが飲食物をとるときの感覚は，味覚だけでなく，縦覚や，触覚・視覚などの複合した

ものだといわれる。それを，単に味覚の問題のように感じやすいのはことばによる影響

もあるだろう。「おいしい昧」とは欝うが，「＊おいしいにおい」鉢おいしい舌ざわ

り」などとは需わないで，味覚の面だけに注欝する傾向がつよい。

　「うまい」とrおいしい」を区別するものは，現代共通語としては文体的なものだと

いえよう。rうまい」「おいしい」に対する「まずい」においては，「うまい」と「お

いしい」との文休的な対立が中和している。

　○潰まったお客がみんなここのパンはうまいと云ひ，一人もまついと云った人がみな

　　いさうだ。（逓刊サンケイ1956年3月11日17）

の「まずい」は「うまい」とともに使われ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うほ　　　　　　　　　　　　　　　　　し　ん
　○「ね，見並さん，果物でも嫡でも，おいしいのは上つ皮のところね。心を噛ると，

　　きっとまついものよ。」　（波182＞

の「まずい」は「おいしい」とともに使われている。

　以上のほかに「美味な」もあるが，これはずっと文章語的である。

　○野獣は獲物を捕えると先ず内ぞうから食う。それは野の獣にとって一番美味な燗所

　　だからだ。　（穂懸1954年3月199）

　○水は山の水を引いたものらしかったが，山の泉の水のやうに泥の臭ひがなく，美味

　　であった。（野火75）

　（？）以上にみてきた，味に§§する形容詞は，飲食物や，飲食物でなくても食周になる

ものについて，使われている例が多い。昧覚は視覚や聴覚などとちがって，物を口に入

れて味わうという，人間の積極的な働きかけなしには成立しない。そして，人聞がふつ
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う目に入れるものは主として飲食物であるために，上のような結果になるのであろう。

　しかし，飲：食物以外のものも，口に入れて味覚を生じるものであるかぎり，これらの

形容詞の霊体になることはできる。たとえば，薬については，「にがい」の使われた例

を（2）の中であげたが，ほかに「あまい」の使われた例もある。

　○それから，葡萄糖の注射液の残りを飲ましてあげませう。とても甘い。　（本日休診

　　120）

また，涙について「しおからい」「しょっぱい」の使われた例を（2）の中にあげた。ほか

に，

　○母親の乳よりも甘い涙が，止めどもなく，あとからあとからと流れて来た。（多情

　　仏心・離15）

という例もあるが，これは味覚そのものではなくて，心情的な「あまい」の要素が強い

ように思われる。

　以上にみてきた飲：食物やそれ以外のものは固体的ないし液体的なものであった。「た

ばこ」は嗜好品である点では飲食物の一面と共通点があるが，気体状のものを味わう点

で性質が雰常にちがっている。しかし，

　○「おれもそれを買う。」といって買って，一と口吸って，「これはうまい。」とい

　　う。（むらぎも174）

　○ドイツのタバコが，大戦の後まだまずいのだろうという気がして，（むらぎも174＞

のように「うまい」「まずい」や，資料内の例はないが「にがい」「からい」なども使

われることがある。空気についても「おいしい空気が吸いたい」などと言うことがある

が，このあたりになるとまだ比喩的なニュアンスが残っているかと思われる。

　なお，これらの形容講はいずれも，味を感じる入間が主体になることは，あまりない

とみられる。たとえば，

　○母親はそのま㌧膳糊のコップを取って，流しの水道のところへ行き，蛇期をひねつ

　　て水を受けて飲んだ。その手が櫟へてるるのだった。

　　rおいしい。」　（帰郷233）

　○彼等は争ふやうに私の雑嚢へ手を入れると，一つまみつつ頬張った。

　　「うめえ」

　　と口ごもりながら，めいめいにいった。　（野火93）

　○あS，うまかった！　満腹したね。　（帰郷202）

のような例をみると，話し手の感覚的な快感そのものをあらわしているようにも考えら

れる。しかし，

　○「や，うまいよ，このフライ……」　（自由学校95）

　○「こりやア，うまいよ。」

　○「もっと，どうぞ。」　（面白倶楽部1956年7月116）
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　　ミルクというものは，久し振りだった。（自麟学校199）

のような例と比べ合せてみると，「おいしい！」のような例もやはり食べ物を丁田だと

考える方が無理がないように思われる。もっとも，たとえば何人かで会食していて一人

目「おいしい。」と言い，他の人が「ぼくもおいしい。」と自然に言えるとすれば，「お

いしい」には内野形容詞的な颪もあるということになる。　（「うまい」「おいしい」　「ま

ずい」には接尾語「～がる」もつくことができる。たとえば「まずがって少しも食べな

い」などのように。1．1．1を参照。）

　（aXbXc｝にあげたような味覚の性質を表わす語，たとえば「あまい」　「すっぱい」など

は「ぼくもあまい（すっぱい）。」のような醤い方は普逓には成り：立つまい。また，「す

っぱい」には「～がる」がついて「すっぱがる」が戒立するが（資料内の用例はない），

それ以外の語には「～がる」はっきにくいであろう。「あまがる」という1例があるが，

この「あまい」は味覚と直接には関係のなくなった別義だと考えることができる。

　○考へてみるまでもなく馬鹿らしくってならないばかりか，度ごとにおいそれと云ふ

　　昌を出してやってみたひには，いよいよもって甘がられ，増長されるは知れきった

　　話だつたけれども，それがどう云ふものか，いつもきっぱりと断りかねた。　（多情

　　仏心・荊242）

　したがって「あまい」「すっぱい」などには感情形容詞的な面はあまりなく，だいた

い，飲食物を中心とした，ものを主体とする属性半群の形容詞だといえよう。

2．2．5　　（こおG、

　においに関する形容詞の数はまことに少ない。次にあげるぐらいしかみあたらない。

ただし，非常に文章語的なものとしては，ほかにも「芳烈な」　「軍学な」のような，に

おいに関係のある語がある。

（a｝　くさい，こうばしい，かぐわしい

（b）あおくさい，なまぐさい，ちなまぐさい，きなくさい，こげくさい，どろくさい，

　　つちくさい，小便くさい，便所くさい，ゴムくさい，……

　（1）（a）のうちの「くさい」はにおいに間する形容調のうちで，よく使われる代表的な

語である。「くさい」はにおいの種類・性質を具体的に規定する語ではなく，どんなに

おいであれ，不快に感じられるようなにおいがすることを言う語であるから，味覚にお

ける「まずい」とやや似た位置を占めているといえよう。「まずい」に対しては「うま

い」「おいしい」があるが，「くさい」に対しては，快く感じられるにおい一般を表わ

す形容詞が欠けている。「においカ∫いい」「いいにおいだ」のような連語がその役割り

を分担している。ただし，詩語的なレベルでは「かぐわしい」がその位置を占めるもの
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として存在する。ある狭い範囲に限られた，よいにおいを表わすものとして，「こうば

しい」がある。　（分析例36）

　「くさい」の霊体になるものは何であろうか。

　○その室に入ってみると，食ひちらした米がこぼれ，まだ男の臭い匂が漂ってみた。

　　（冬の宿141）

　○どこかでハタハタでも焼いているのか，とても臭いにおいが流れて来る。　（放浪記

　　24）

のようなばあいは，「におい」が生体であり，その「におい」はそれを発するものから

離れて空中に漂ったり流れたりしている現象的なものである。しかし，

　○その夜始めて，明子は肌をさす臭い毛布の下で，堪え難い衷憐の醐こ泣いた。（く

　　れない39＞

　○臭い山の芋を煮て何にするかは不明であるが，どうやら彼は専らこの作業のため，

　　こSへ来てみるらしい。　（野火19）

のようなばあい｝こは，においを皮すものを表わす貝体名詞と直接にむすびついていて，

ものが主体だと考えられる。

　なお，くささを感じる人聞が主体として表わされた用例はみあたらない。

　○薄階い申で，漁夫は豚のやうにゴロゴロしてみた。それに豚小屋そっくりの，胸が

　　すぐゲエと来さうな臭ひがしてるた。「回せえ。臭せえ。」　（蟹X船1G）

のように，主体があらわされていない例はすこしあるが，話し手をとりまく空気など，

あるいはにおいを発するものが主体だと考えても矛薦がなさそうである。

（2）（b）にあげた「～くさい」という形の複合形容詞は，固定したものもあり，臨疇的

に作られるものもある。後者は，たとえば次のようなものである。

　○機械油くさい松さんの菜っぱ嚴をみていると，私はおかしくもない笑いがこみ上げ

　　て来て仕方がない。　倣甲声83）

　○便所臭い三等車の隅ッこに，銀杏返しの叢をくっつけるようにして，私はぼんやり

　　と，山へはいって行く汽車にゆられていた。倣浪曲253＞

　これらは，においを発する物の名に「くさい」をつけて，そのにおいを表わしている

わけで，特定の物とそのにおいとが分離していない，具体的なあらわしかただといえよ

う。しかし，

　○便所臭い，漬物樽の積まさってみる物置きを，コックが山けると，薄曇い，ムッと

　　する中から，いきなり横ツ面でもなぐられるやうに，怒鳴られた。（蟹エ船50）

　○私は二升の米を背負って歩くので，はっか鼠くさい偉異がムンムンして厭な気持ち

　　だった。倣南画182）　　　　　　呼　　　　　　　　　　．　　　．　噛髄

のような例では，文字どおり便所のにおい，はつかねずみのにおいを表わしているので
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はなく，それに類するにおいという意味だから，やや一般化された表わし方になってい

る。さらに，　「あおくさい」　「なまぐさい」などは物の名とは麗係がなく，一般的にあ

る種のにおいを表わす語になっている。

　○そよそよと流れて回る夜深の風には青くさい椎の花と野輩の匂が含まれ，　（つゆの

　　あとさき25）

　○石炭酸の臭ひが枕からも，ベッドからも，壁からも，床からも，憂るところがら襲

　　つて来た。その膏くさい臭ひをかいだだけで，彼はもう気が遠くなったやうな心持

　　がした。　（波239）

　○ここまでくると海の匂いはなまぐさい魚のにおいになる。　（入閣の壁・上110）

　○お澄のもとで一夜をあかした翌日の午ごろ，もう一度，ごく少量のチヨコレエト色

　　をした糧いものを，そツと便所で吐いて来たが，い㌧按配にそれきりでをさまって

　　了つた儒之は，この最初の吐血について，誰にも一書も洩らさなかった。（多情仏

　　」［｝・。毒歪f249）

　○濡美学瀦の焼跡には，遊動円木が半こげになって，キナ奥い匂いの中にゆれてい

　　tこ。　　（実話奈猛誌　1956年5月　134）

　なお，ここにあげた「～くさい」の形の形容詞には，においの領域から，より舶象的

な他の領域にも転じて使われているものが多い。

　○岡時に固じ女を失った男が二入よつて，愚痴の云ひ含ひをするなどは，酒脱どころ
　　　　　　　　　　　なまな　
　　か，歯がうきさうに生々しく，三三く，そして厭味ッたらしい話ではないか！（多

　　驚仏心・煎345）

　○この生ぐさきニヒリストは腹がなおると，じき腹がへるし，いい風蚤を見ると呆然と

　　してしまうし，良い人間に出くわすと涙を感じるし，回った奴なり。倣灘己218）

　（3）においの質を～般的に表わす，においの領域特有の一次的な形容詞は見当らな

い。②でみたように，わるいにおいの系統で，「なまぐさい」　「きなくさい」などのよ

うな複合形容詞がわずかに見られるにすぎない。においの種類は多種多様なものがある

のに，これは色や味の領域と比べて，注鼠すべきことである。

　もっとも，他の感覚領域から移行してきて，ある種のにおいを一般的に表わす語とし

て「あまい」がある。

　○その臼いインドジャスミンの花から，日本のくちなしに似た甘い匂いがかすかに杉

　　の弊さきをかすめた6・・噺潮1956年5月194）

　○後に立ってるる粟の木の青葉の間には，甘い匂ひのする栗の花がうす黄色に咲いて

　　みる。　（桑の実37＞

上例にみるような，くちなしの花などの，花のにおいのほかに，香水のにおいのある種

のものなどについても「あまい」が使われるだろう。
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　④　においの質よりもむしろ，強さ，程度を主に表現する形容詞の例として，たとえ

ば次のようなものがみられる。はじめの「くれない」の例は沈丁花の花についての会話

である。

　濃い

　○「濃い匂い，ねえ。」

　　二人はその骨い濃い匂いの中に身をひたしながら，二人の話題に頭を垂れて歩い

　　た◎　（くれない30）

　高い

　○一一鉢の匂の高い蘭で飾られた茶卓の向側から，（真知子・前121＞

　強い

　○郎度人の下男が廊下の隅でカレエの木の実を，石の魏板で丸石で潰して紛末に磨つ

　　てるた。辛さうな乾いた強い匂ひがあたりに漂ってみた。　（帰郷79）

　激しい

　○玄関に近い北向きの三畳の彼の部屋は，土瓶で煎じてみるその持薬の鼻持ちならぬ

　　臭気がいつも充満してみて下女さへも彼の所には近づかなかった。彼だけがその激

　　しい奨ひの申に無感覚に毎日毎日必死に法典を二八しつづけてみたのである。　（厚

　　物咲18）

　強烈な

　○隣の吉着屋さんの部麗では，秋刀魚を焼く強烈な匂いがしている。倣浪記157～158）

　ほのかな

　○蒋々，ポケットから，真ッ白なハンカチを出して，汗を拭くが，その度に，オー・

　　ド・コロンのほのかな匂いが，駒子の鼻さきへ，流れてきた。嶋由学校78～79）

　上の諸語はにおい特有の語とはいえないものが大部分である。ただし，「真知子」の

例にみられるような「においがたかい」や，rかおりがたかい」はにおいに特有の，慣

用旬的な連語である。すなわち，陣味がたかい」「＊色がたかい」などとはいうことが

できない。

　おわりにあげた「ほのかな」がにおいの強さが小さい側に，その他の語がみな強さの

大きい側に属することはいうまでもない。

2．2．6　その他

　以上にみた諸分野以外には，まったく断片的な分析になってしまったが，ものに関す

る属控を蓑わす語について，次のような記述も試みた。ただし，形容詞に属する語は少

なく，各種の情態語が多い。

（1）主体・運動（大／小）



（2）

（3）

（4）

（．5）

（6）

　ごろごろ／ころころ　　（公析例37）

主休・還動（大／小）

　ぐるぐる／くるくる　　 （分析｛列38）

主体（液体）

　なみなみとくいっぱいに　　（分析例39）

点／線

　とがったくするどい　　（公析例40）

度数（2圃以上）

　まがりくねったくまがつた　　（分析例41）

基　準

　はすlc，はすかいにくななめに　　（舞析例42）
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23　ひとに関する属性

2．5．0　はじめに

　形容詞の中で，たとえば，

　　かしこい，やさしい，がんこな，いじわるな。い

のような語は，物体のもちうる属性ではなく，入を中心とする有情物の属姓を表わすも

のであることははっきりしている。

　○蜜庁街の素気なく白々しい建物の数々。支那街の異臭，雑沓，商業街の澱賑，私た

　　ちはそれ等を車の窓から見た。　（海明り302）

　○二日の雨にしめって燃えなくなって居る薪の煙が，風の具合で，意地わるく毎日座

　　敷の方へばかり這入り込んで来て天井一面に重くのさばった。　憾麟の憂醗511

では，「建物」について「素気なく」　「白々しい」，「薪の煙」が室内にはいってくる様

子について「意地わるく」が使われている。このような，入に関する属挫を袈わす形容

詞が，穽構のものやその動きに使われた例は，意味上の制限を破った，いわゆる擬人法

である可能性をもっている。

　人はものと違って，有情の存在の代表であり，また集まって祉会を構威している。一

般に，ものよりはるかに複雑な，多爾的な属性をもっている存在だといえよう。人に

は，内颪の感悟・気分や資質・性格という慰に冤えない方藤と，外爾の衰矯・態度・言

語・動作などの方面とがあって，それらの両面が密接に関係しあっていることは，形容

詞の意味を考える上にも大切なことであろう。

　上に例をあげたような，人に関する属性を表わす形容詞のグループを考えることは，

さほどの困難もなくできると思われるが，意味によってその下位区分を行なうことは，

ものの属性を表わす形容詞よりもずっと複雑でむずかしい。ここではそのような下僚区

分を試みることはせず，2．3．1以下に述べるような2，3の観点を設けて，それによっ
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て相互に区別されるような側諭をもつ語の例をあげる試みに止まった。

　人は静的な存在ではなく，活動性のゆたかな存在であることの反映であろうが，人に

関する属性を表わす形容詞の霊体になるものは，多面的であることが多いようである。

たとえば，人の性情や心的態度そのものは目に冤えないものであるが，それが表情や動

作などに表われると有形的なものとしてとらえられる。性情の持ち霊である人閥を主体

にするだけでなく，そういう性情の表われた衰藩的な体の部分や動作なども主体にする

ことが多いようである。

　次のページの表は人問の性情などに関係する形容詞を10語，例としてとり，それと表

情的な性質をもつ名講や動詞との結びつきを調べてみたものである。

　◎の印をつけたのが資料内にその結びつきの実例があったものである。1例として

「やさしい」についてだけ，その実例をあげてみよう。　（「あかるい」「かたい」につい

ては第2部「あかるい」の〔12〕〔13〕，「かたい」の〔32〕にあげた用例を参照）
　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　ロ　　　　
　○歯のないお婆さんはきんちゃくをしぼったような口をして，優しいm喪？k”i，一iをする。

　　倣灘己135＞

　○ひとりきりでコーヒーを飲んでいる初老の婦人がいた。髪には白髪が多く，頬には

　　年令のしわをたたんでいたが，やさしい眼と艶のいい皮轡をしていた。（入閲の壁・

　　上234）

　○その男の方では，五丁丁の優しい声に似合わぬ同体と，整った服装に，一方なら

　　ず，ビックリした様子だった。　伯宙学校156＞

　○「謙儀一謙作」と下で羅の呼んでいるのに気がついた。それは気味の悪いほど

　　優しい調子だった。儲夜行路・前1G）

　○安田の顔は歪んだ。しかし言葉は意外に優しかった。　（野火1481

　0伺処迄も相手になって，其意味を説適して呉れて，もう晩いから黙ってお寝と優し
　　　　　　　　あちら
　　く言って，又彼方向いて了つた。　（平凡26＞

　○恋でもない，恋でなくも無いといふやうなやさしい態度，時雄は絶えず思ひ惑っ

　　ナこ。　　（沼量邸　15～16）

　○親の気分を察して，始終優しい様子で親に接しなければならないという。　（紙がら

　　せの無齢294）

　○なんてお優しいおこころでe“ざいましょう。　咄家とその弟子201）

　○彼女は平凡な，やさしい女だった。　（人目の壁・上281）

　表を金口としてみると，かなり多くのマスが◎で埋められている。すなわち，性情な

どを表わす形容詞と，表の縦の欄に並べたような名詞や動詞との結びつきは相当に実例

が多い。また，空欄になっている結びつきも，可能性としてはあり得ると感じられるも

のが多い。人間の性情などを表わす形容詞が，人間の表情や動作などにその溢質が表わ

れていることを表わすのにも使われることは，かなり普遍的な現象だといえよう。



2．属牲の主体と内容　　111

表　　　　　　　　　　　　情

か　　　　　　　　　　　　　　お

かおつき・かおいう
　　　　　　　め

め　　　　　　つ　　　　　　き

ま　な　ざ　し　・　視　線

みる・ながめる
こ　　　　　　　　　　　　　　え

調子・昌調・語調・口ぶり

こ　　　　　　と　　　　　　ば

は　な　す・い　う
態　　　　　　　　　　　　度

よ　　　　　　う　　　　　す

あ
か
る
い

◎
◎

＠

◎
◎

各
ひ

　
イ
　

ノ
　

　

　
・
詞

　
持
名

性
心
す

・
響
わ

　
ξ
質
気
表

　
．
を

　
情
　
　
人

性
感
（

◎
◎

◎
◎
◎

お
だ
や
か
な

柔
和
な
．1．

＠

＠

◎
◎
◎
◎

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

や
さ
し
い

ま
じ
め
な

き
び
し
い

冷
淡
な

か
た
い

◎
◎
　

◎
◎

◎

◎

◎
◎
◎
　
◎

◎
◎

◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎

◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎

＠

＠

＠

＠

◎
◎
◎

＠

＠

熱
心
な

＠

◎
◎

＠

＠

＠

む
じ
ゃ
き
な

◎
◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎
◎

人の属控に闘する形容詞が，人間からもっと独立的な外的なものに移行して使われる

こともある。

　○漢学者らしい風格の，上季な字で唐紙1淺に書かれた文句には，（焦る女・前50）

　○題名の示唆するようなイヤらしいものではなく，まじめな作品。（週刊新潮1956年6

　　月26H　14）

　○けれど闘じ人の熱心なる手紙を三通まで貰っては，流石の時雄も注意をせずには居

　　られなかった。　備団g）

2．3．壌　主体の範囲・門限

　人間の性質などを衷わす形容詞の霊体になりうるものは，一言で書えば人間であるこ

とはいうまでもないが，こまかく見れば主体になりうるものの範囲は語によって広狭さ

まざまである。その範囲の違いは，その語の意味内容と関係しあっているところが大き
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いと予想される。

　まず，主として入間に使われる形容詞が，次の例のように動物を主体として使われる

ことがある。こういうばあい，それが語本来の用法なのか，比喩・擬人化なのか，判別

のむずかしいことも多い。

　○濾のコイでも，手をたたいてエサを与えれば集ってくる。サルのようにかしこい動

　　物に，それができないはずがない。　（高崎山16＞

　○「大丈夫だよ。形は怖いが，おとなしい犬だから」　価園の憂毯57＞

　○高嵐山のサルのあいだでは，キャラメルをたべることが流行した。かれらは，器用

　　に紙をむいて，キャラメルをたべた。　（高崎山37）

　○侠活な蜻蛉は流れと微風とに逆行して，水の面とすれすれに身軽く滑走し，時時そ

　　の尾を水にひたして卵を其処に産みつけて居たQ　（田騒の憂縷9）

　○岸の箪の中に居た蛙は劇軽に其花へ飛び付いて，それからぐっと後の足で水を掻い

　　て向の岸へ着いてふわりと浮いた醗大きな陰を隙ってこちらを晃る。（土・上86）

　動物にも使われうる語のばあいには，どういう範囲の動物に使われるかということ

が，属性の主体の問題として問題になり得よう。たとえば「おとなしい」は，上に引期

した犬のほかに，山羊・牛に使われた次の例がある。

　○青木さんは小さい台へ腰をかけて，両手で腹の下の乳房を揉み下すやうにして，下

　　へ潤いたバケツへ乳をお搾りになる。次にはもう一つの方へ行かれる。出離は大人

　　しくぢつとしてみる。　（桑の実39＞

　　　　　　　　めうし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おとな
　○尤も，多くの牝牛の群の中へ，一頭の牡牛を放つのであるから，普通の温順しい種

　　牛ですら荒くなる。（破戒106）

ほかに，ねこ・うさぎ・くまなどの，人に飼われるような哺乳類にはかなり法く使われ

ることがありそうに思われる。しかし，一般に資料の性質からいっても，動物のことが

話題になっている部分はごく少ないので，用例からこの問題に接近することはほとんど

不可能である。　（動物に関する例が数綴もあった「おとなしい」などは例外的に多かっ

たほうである。）

　さて，人閲プロパーの範囲内に目を転ずると，人問の性質を表わす形容詞が必ずしも

老若男女すべての範囲にわたって使われるものではないことがわかる。

　　けんこうな，おとなしい，おこりっぽい，あきっぽい

などは，老若男女を問わず，ひと一般について広く使われるであろう。しかし，たとえ

ば，

　　しんせつな，まじめな，けいはくな

のような藷は幼児にはふつう使われないのではないか。上にあげた語例の申で，「おと

なしい」はたまたま資料内に幼児に使われた例がある。

　○あれでは，どんな温順しい赤ん坊だつて寝つきはしないだらう。（真知子・醜135）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．　属性の密体と内容　　113

他方，「しんせつな」「まじめな」などが幼児に使われた例は見つからないが，幼児に

は使われないという否定の飼付けは，かりに資料の規模をさらに大きくしたところでで

きない性質のものだと考えられる。ここでは，上のような筆者の推測が入々によってど

の程度支持されるかを知りたいと考えて，小調査1の中で次のような項臼を設けた。そ

れはいくつかの「（形容詞連体形）＋赤ちゃん」という結びつきに薄する反応を求めるも

のであったが，その結果は以下のようであった。（各項閣に対する2段の数字のうち，

上段は女子大生23入，下段は女子高狡生51人の結果。　r親切な」　「涙もろい」などにつ

いては，へだたった項霞で「子ども」との結びつきをも調べた。対比の二三上，「赤ち

ゃん」のばあいに並べて，その結果をかがげた。）

㊥　おとなしい赤ちゃん

（ロ＞i親切な赤ちゃん

㊨　親切な子ども

←＝）まじめな赤ちゃん

普逓

㈲　けいはくな赤ちゃん
　　　　　　　　　　　　　2

　　けいはく好ども　、1

（肺・り。ぽ嚇ち・ん協

㈱涙もろい赤ちゃん

（り）涙もろい子ども

（ヌ）しとやかな赤ちゃん
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（ワ）強情な赤ちゃん
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　以上は，ごく小さい，しかも女子学生だけの調査にすぎないが，

　　しんせつな，まじめな，けいはくな，涙もろい，しとやかな，しょうじきな

は「赤ちゃん」については使われにくいと意識され，
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　　おとなしい，おこりっぽい（女子大生のみ），ごうじょうな（女子大生のみ）

は「赤ちゃん」についても使われると意識される傾向が出た。この結果は人々の一般的

な傾向を表わすものかどうかはわからないが，小調査にさきだっての推測にはおよそ合

致するものであった。「おとなしい」や「おこりっぽい」などは精神生活の未発達な幼

児でも持っていて周囲の人に示される，先天的・気質的な特徴を表わす語であるといえ

よう。他方，「しんせつな」　「まじめな」　「けいはくな」　「涙もろい」などは精神が発

達し，対人関係や社会生活がある段階に達してからはじめて問題になりうる性質である

あるために，「赤ちゃん」とは結びつきにくいのであろう。

　幼児はいうまでもなく，「子ども」の段階でもまだ，大なり小なり使いにくい形容詞

もあるだろう。上に小調査1から引用した申では，「親切な赤ちゃん」は大部分の人に

「あきらかにおかしい」とされた：が，「親切な子ども」は逆に大部分の入が「普逓だと

感じる」と支縛した。「けいはくな子ども」「涙もろい子ども」は，「赤ちゃん」のば

あいに比べると，支持される傾向がややふえたにすぎない。「しとやかな女の子」はだ

いたい普逓の言いかたとして支持される傾向を示した。もし，この結果が～般の傾向と

背反したものでないとすれば，「しんせつな」　「しとやかな（女の子）」は子どもにはも

う使えるが，「けいはくな」「涙もろい」は子どもの段階でもまだ多少なり使いにくい

語だといえよう。

　岡じく小調査1の申で，「気さくな」「讐かたぎな」と「子ども」の結びつきについ

ても調べてみた。

（カ）気さくな子供

（ヨ）昔かたぎな子棋

普通

／，g一

｛
，
g

やや
普通でない

　　10
　　18

　　9
　　18

あきらかに
おかしい

　　4
　　7

　　11
　　7

（無答）

1

1

　上のように，はっきりした傾向が出なかった。やはり抵抗感を伴う結びつきのように

思われる。また，小調査の項蟹には入れなかったが，

　　じょさいない，らいらくな，いろっぽい

などの表わす性質も，人畜がある成長段階に達してはじめてもちうる属性である。

　上にみたように，幼児（や子ども）には使わない（使いにくい）という昏酔のある形

容詞は少なからず存在するようである。しかし，こういう南限を別にすれば，人の性質

を表わす形容詞は，老若男女を通じて，人一般にかなり広く使われるものが多い。しか

し，数多くはないが，黛齢段階や性に関して，せまく制限されている語もある。

〈隼少者〉

人の性質・ようすなどを表わす形容詞の申で，人一一般ではなく，年少者を主体とする
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ものがある。たとえば，

　　あどけない，がんぜない，やんちゃな，わんぱくな

のような語である。年少の程度は語によって一様ではないが，いずれも成人には使わな

いのが原則だとはいえる。この，成長段階上の制限をぬきにしては，これらの語の意味

を規定することができまい。

　「あどけない」は年少者特有の，成人すると失せてしまうような，かわいらしい無邪

気さともいうべき性質を衰わす点で「むじゃきな」よりも狭く限定されていると考えら

れる。（芳析醜43）

　「がんぜない」は次にあげる4例がすべてであるが，いずれも卑少者が主体である。

　○あS，少隼の空想を誘ふやうな飴麗の笛の調子は，どんなに頑暴ないものの葺を楽

　　しませるであらう。（破戒127）

　○まだ恋愛といふ自覚はなかったであらうし，あっても櫓手は頑昆ないこいさんであ

　　る上に累代の霊家のお嬢様である（春琴抄147）

　○頑邊ない子供の閥にも家族の力は非常な勢ひを示して居る。　（土・上116）

　○平躍は汗だくになって童顔をゆがめている。頭筋ない子供のようであった。　（講談

　　供楽s■’11956ξF…9月118）

　「やんちゃな」　「わんぱくな」は，：子どもらしい自己申心性，乱暴さ，活仏さなどに

関係する語で，電縫に制限のない「わがままな」　「らんぼうな」　「粗暴な」などと区別

される。これらの語の資料内での用例はいずれもごく少ないが，小調査1の中に関係項

羅が2，3あるので，それも引周しながら述べてみよう。

　「やんちゃな」の用例は語幹が造語成分として使われているものまで含めても，次に

あげる3つしかない。

　○教室でやんちゃな男の子が外で親切な少奪になっている姿。（人間の壁・上218）

　○「ピチピチしてるな。面白さうな女だな。だが，やんちゃで，とてもふっくりしだ

　　女の味なんかなくて……。」と嘉門は独り雷のやうにいひながら，どんな女か詳し

　　く話せとせがむので，私はしゃべった。　（冬の宿122）

　○いっか東映でゼテキサスのヤンチャ娘』って映画とったとき，（平凡1956年5月103）

　　「冬の宿」の例はバイWンの情人の一人カロライン・ラムの肖像の写真を眺めながら

の「嘉門」の需葉であるが，引用文の少し苗に「襟の高いジャケツを着た少年のやうな

女の姿が織かれてるる。」とある。このばあい，：文字どおり朗吟者とはいえない人物であ

ろうが，子どもつぼく濡濃で，女性らしく成熟していないような感じを「やんちゃな」

で表わしているのであろうか。

　小調査｝こは次の2項厨がある。
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㈲　やんちゃな女の子

普通
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ない　　　　おかしい

　　2　　　　　－
　　9　　　　　　2

　　6　16
　　8　42

（無答）

　（の　やんちゃな青年

　上の結果では，「やんちゃな」は「青無」にはもはや使いにくい語だと感じられてい

る傾向が転た。また，「やんちゃな」は男の子に限らず「女の子」にも普通に使われる

と意識される傾向が串て，上にあげた用例にみられるところと一致した。

　「わんぱくな」は，語幹が造語成分として使われているにすぎないものまで含めて

も，次の2例しかない。

　○藍蝋の弟で即ち蜂谷家の家督であらふ十歳位の逞ましい骨格の怜倒そうな測定そう

　　な男児と，偲爵の記・上221＞

　○棺の後には定津院の長老，つゴいて腕白顔な二人の子坊主，（波111）

「わんぱくな」は女の子にも使えるかどうかを小調査1でためしてみたが，下のように

結果は人数が割れてはっきりした傾向を示さなかった。しかし「やんちゃな女の子」が

大部分の人に「普通」とされたのに比べると支持が少ない。「わんぱくな」は男の子に

多く使われる語だという回向があって，それを反映しているのかもしれない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　やや普通で　あきらかに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（無答）　　　　　　　　　　　　　普通
　　　　　　　　　　　　　　　　　ない　　　　おかしい

（・）わんぱくな如モ｛、l　l8　、1　＝

　なお，あるいは奪少者を主体とするのではないかと思われるけれども，そうは言えな

い用例があったりして，疑問の残る語をいくつか，参考的に次にかかげておきたい。

　あいくるしい

　「かわいい」「かわいらしい」「あいらしい」　「かれんな」などとともに一一一群をなす

語であり，例解国語辞典は「子供などが，かわいらしい」と主体を子どもなどに限定し

ている。用例は次にあげる2つだけである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たかこ
　○が，二重瞼の愛くるしい眼は，どう見てもきぬ子にそっくりだった。昂子といって，

　　これがこSの杢婦だつた。　（波146）
　　　　　　　　　　　ひさぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きは

　○物欝ふ時雨蛙の好い，継の種のやうな歯の間から，舌の先を動かすのが一際軽くる

　　しく見られた。　（つゆのあとさき38）

　「波」の例は引稠の直前に「二十二三の」という卑齢についての指定がある。2例と

も，その主体が若い女性ではあるが，子どもではない。

いたいけな
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　うつくしく，かわいらしいようすを欝う意味では子どもを主体とすることはいうまで

もないが，用例はない。「いたいたしい」に近い意味での用例は，次の1例だけであり，

若い女性について使われている。

　○娘のすることなすことを想像すると，いたいけな気がして，lt　s’ほろりとする感じ

　　に浸れるだけに彼はなって来た。　（海明り337）

　りはつな

　「かしこい」「りこうな」などが広く使われるのに対して，現代語では子供に使われ

る傾向があるかと思われる。次にあげる唯一の用例は，蒋代小説の中の会話文なので，

ここで反証的な参考例としなくてもいいかもしれない。

　○当将軍吉宗公は紀州家より鼓摂されて将軍になられた利発なお方，　（小説の泉1956

　　隼5月330）

　〈老　人〉

　「かくしゃくたる」は「げんきな」「じょうぶな」などが一一般に広く使われるのに対

して，老人についてだけ，無をとっても気力・体力の盛んな様子を表わす。（分析例44）

　「形容詞」の範遡から外れるが，「よぼよぼの」は，老人特有の足元のおぼつかない

ようすなどを表わす点で，そういう制限のない「ふらふらの」などと区別される。

　〈女　性〉

　次に，性に闘して，女性にしか使われない形容詞がある。たとえば「はすっぱな」

は，辞典でも「女の態度や行いが軽はずみで下品なこと。またその女。」（例解国語辞

典）のように，霊体が女性に限られていることを明認しているものが多い。資料内には

次の3例しかなく，いずれも「あらくれ」の女主人公「お島」について使われたもので

ある。

　　ひとちぼっら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いぢら

　○独法師のお島は，草履や下駄にはねあがる砂埃のなかを，人なつかしいやうな可憐

　　しい心持で，ばつばと蓮葉に足を運んでみた。　（あらくれ王9）

　○お鵬のきびきびした調子と，蓮葉な取引とが，到るところで評判がよかった。（あ

　　らくれ30＞

　○「そんなに思ひをかけてる人であるなら，みんなくれてお仕舞ひなさいよ。その方
　　　　　　　　　　どんな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 はすつば

　　がせいせいして，如｛可に論いか知れやしない。」お島は蓮葉に言って笑った。（あら

　　くれ69）

　資料外の例であるが，「はすっぱな」が男に使われた文にたまたま気付いたので，参

考としてあげておこう。

　○が宇野さんの会らしく，皆がつましく集うた感じがあり，とりわけ，広津さんはス
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　　ピーチがあたると，あぐらをかいたままで，はすっぱな物言いで，「もう，いうこと

　　はないよ。’きみ」と幹事を手古ずらせた。（水上勉氏の文・朝臼新聞1969無9月20日夕

　　刊〉

　○また，インタどユーする男性アナが，「ひとことでどうぞ」式の，はすっ藥な聞き

　　方をせず，魔手にちょっとたちどまって考えさせる余裕を与えていたのもよかっ

　　た。　（放送評の欄．朝日新聞1970年6月16Ei）

　この2例は，別に女性になぞらえた文とも思われない。このような例もあるので，「は

すっぱな」の主体が女性に限られるという北限は，絶対的なものだとはいえないにして
く（注〉

も，基本的には：女性に限って使われる語だといってよいだろう。

　〈注〉　苗闘勇ゼ近世上方語辞典』（東京堂，1964）の「はすは〔蓮葉〕」の項には

　　「①雷動につつしみのないこと。言動の軽々しいこと。てんば。老若男女にいう。」

　　とあり，その実例が示されている。この「はすは」が現代の「はすっぱな」につな

　　がる語であるとすれば，主体が女性に限られてきたのは，後からの変化なのであろ

　　うか。上に資料外から引用した，男に使われた例はむしろ本来の用法の流れをくむ

　　ものなのであろうか。

　「はすっぱな」と意味に共通性のある語，たとえば「けいはくな」は，男女にかかわ

りなく使われる。

　○東京生れの信輔は軽薄に口をきいた。　（帰郷212）

　○「来たね」

　　と云ふやうな野卑な言葉が，ボーイらしい軽薄な調子で声高に取り交はされるのを

　　葉子は聞いた。　（或る女。前108）．

　○おしゃれで，酒好きで，都会的な軽薄さのある西嶺衝久代先生であった。　（人問の

　　壁・．ヒ288）

　○隣りの隣りぐらいの部屋で，大きな笑い声が起こる。軽簿なくらい花やかな声だ。

　　二人以上の，安吉と同嫌輩ぐらいの男女まじってのものだ。　（むらぎも167）

　「はすっぱな」の主体が女性に制限されているこ、とはsその意味内容の中出にも「け

いはくな」「かるはずみな」などとは違った特色を与えているといえよう。

　もう1つ，外来語にもとつく形容調であるが，「チャーミングな」を例にしてみよう。

資料内には次の2例だけであるがSいずれも女性が主体である。

．○むしろ努めた感じで之丈けの事を云ったモニカの調子は，最學心に思ふ半分も云ひ

　　現はし得ぬ，董ちらしい深い娘の口調ではなかった。ましてそこにチャーミングな余

　　情を含ませんが為めの態とらしいあまい「舌足たらずさ」ではない。（青銅の基督87）

　○司葉子　チャーミングで女性的で若々しい。　（ドレスメーキング1956年11月60）

乙の語は10年ぼど前ごろの（女性）遡刊誌にはさかλに使われていた。そして，ほとん
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ど女性に関係して使われ，「魅力」「魅力的な」が男にも女にも使われるのと対照的で
　　く注〉
あった。「チャーミングな」の主体は女性に限られるといってよいだろう。そしてその意

昧内容には，女性的なかわいらしさ，あいきょうの要素が含まれていると考えられる。

　〈注〉　国立國語研究所報告28ゼ類義語の研究』　（1965）20Gページ

　上龍の2例のような，主体が女性に制限されている形容詞として，用例にもとづいて

分析を試みたものは，次のようなものである。それらの語の意味内容を規定するために

は，霊体が女性にかぎられることを前提的な1条件として欠かすことはできない。

　　しとやかなくものしずかな，上汁な（分析例45）

　　あでやかなくうつくしい（発析例46）

　　なまめかしい，いろっぽい，あだな，濃艶な，妖艶な，凄艶な（分析例荏7）

　以上のほかにも，主体が女性に限られる語が鷲千指摘され得よう。いずれも用例はご
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く注》
く少ないものばかりであるが，かんたんに列記してみよう。

貞淑な
　　　　　いくたウ
○私はもう幾人愛する人に死なれたか知れない。慈悲深い法然様や轟淑な玉日や，か

　いがいしいお離さんや一（串家とその弟子119＞

○身を任せようとする瞬間にバイロンが流石にためらってしまった貞淑で端正なウェ

　ブスタ夫人の像（冬の宿123）

貞節な（儒例なし）

貞潔な

○さう思ふと，貞潔な心は俄かにおそろしくなって，身じまひをしてから良人の位牌

　を拝んだ。　（潮騒62）

不貞な

○自分が妊娠したと知った時，木津の子供を生むのだったら，どんなに嬉しいことで

　あろうと，ひそかにそんな不貞なことを考えたので，そのために木津に似た子僕が

　生れたのではないかと思った。〈逓刊瀬潮1956年12月10日58）

あばずれな

ナ型の形容詞どしての用例はないが∫複合名詞の成分としての「あばずれ」と，動詞

rあばずれる」との金用例を参考までにあげる。
　　　　　　　　　チ
○珍しくアバズレ役を熱演する香ノii，　（サンデ沖毎臼1956年10月21B　77）

○其の心持はあばずれた芸者が梱撲を韻屓にしたり，又女学生が野球選手を恋するの
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　　と変りがない。　（つゆのあとさき82）
　　いたづら

　○悪戯悪きなその心は，嘉永頃の浦賀にでもあればありさうなこの旅罷屋に足を休め

　　るのを恐ろしく面白く思った。店にしゃがんで，番頭と何か話してみるあばずれた

　　やうな女中までが眼に留った。　（頻る女・前23＞

おきゃんな

○少女雑誌は，昔はセンチメンタルなものが主だったが，最近では，まずバレリーナ

　かなんかの出世物語，あとはおきゃんな娘のユーモア，それが主で，（ニューエイ

　ジ1954年5月14）

おちゃっぴいな

○ちっとおちゃっぴいなウルグワィ夫人とは齢のちがひばかりか，万事対蹉的なのは

　B博士夫人で，　（澱界1954年4月303）

おてんばな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あとみおく
○「まあ，鈴さんが大きくなりましたこと。愉して奇麗にまあ一」と母は後目送って

　叫むだ。

　「ははSS，お転婆でな。（下略）」　偲串の記・上45）

○顔と手が黒い木の部分にあるので浮き片し，着物と戸の関係もほどよく調和したの

　で気山のよい嚢蕪調となり，おてんばな若い舞妓の表現にふさわしい。　（アサヒカメ

　ラ1956年3月39）

○男みたいにお転婆な私なのにね。（帰郷259）

○わたしなんかでも，山崎っていう文部次富がいたでしょう。あの人をつるしあげた

　り，藤沼都長官にねじ込んだり，おてんばだったわね。（人間の壁・上239）

　あられもない

　普通にはあり得ないという意味から，せまく限定されて，女性の振舞などが女性にふ

さわしくないという非難をこめて使われることの多い語だといえよう。例解国語辞典は

「女が女らしくなく，おてんばなこと。」という語釈を与えている。ただし，見禺し得た

唯一の例は，次のようなものであって，現代の普通の用法を示すものではなかった。

　○また点手の心配が断へず気になって，駄馬の蹄音にもぎよっとし，初めて泊まった

　　　　　　　　　ことき
　　訓点の宿屋では，故らに筆跡を違へてあられもない名前を書みたりしたが，偲繊の

　　認・上164）

フラッパーな（用例なし）
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〈注〉　次の論文に報告されている調査の中で，ここにあげた語の中では「貞淑な」

　「貞節な」「不貞な」の3語が扱われている。

　　渡辺友左r語彙の構造と価値観の構造と一言語社会学的な研究の試み一」（鍬

　　会学論叢藷No．49，1970一　7）

　その調査は，人間の，甦に対する態度や振舞（またはそのような観点から眺めた人

　間の性格）を評価する形容詞・形容動詞として次の諸語を取り上げている。

　　好色な，みだらな，不晶行な，不身持な，けがらわしい，すけべえな，エッチ

　　な，ふしだらな，海狸な，わいせつな，淫狸な，淫乱な，淫蕩な，淫奔な，不貞

　　な，はすっぱな，貞淑な，貞節な，いかがわしい

　そして，困立圏語研究蕨の職員55入を被調査者として，女性にしか使わぬ語，男性

　にしか使わぬ語をアンケートによって尋ねた結果，女性にか使わないと答えた人が

　全体の10％をこえたのは次の語であった。

　　貞淑な（87．3％）貞節な（72．7％）不貞な（40％）はすっぱな（80％）不身持な

　　（20％）ふしだらな（20％）みだらな（12．7％）淫織な（12．7％）

　ききに例としてあげた「はすっぱな」と，「貞淑な」ヂ貞節な」あたりがきわだっ

　てパーセンテージが高いことが直島される。反対に，男にしか使わないと答えた入

　が10％をこえたのは次の4語だったという。

　　すけべえな（47．　3％）エッチな（27．3％）野色な（23．6％）卑猴な（10．9％）

　ほかに，ま体が女性に限られるとはいえないが，傾向として女性に多く使われるとみ

られる語の中から，2，3の例をあげよう。

　「うらわかい」は6例のうち4例までは，

　○男とばかり思った虚無僧の，天蓋をぬいだのがうら若い女性であることも女中には

　　意外だったろう。　（週刊薮潮1956奪11月26臼42＞

など，女性に使われたものである。残る2例は次のとおりである。

　○「葉子さん，覚えてゐますか私を……あなたは私の命なんだ。命なんです」

　　といふ中にも，その眼からほろほろと煮えるやうな涙が流れて，まだうら…i警い滑か

　　な頬を伝った。域る女・前83＞

　○やさしや隼もうら若く

　　まだ初恋のまじりなく

　　手に手をとりて行く人よ

　　なにを隠るるその姿（放浪詑104）

　「放浪詑」の例は「若菜集」から引用された蹟文なのでしばらくおく。「或る女」の

例は青年に使われている。　「うらわかい」とちがって「わかわかしい」は，男性にも女

盤にもひとしなみに使われる。
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　　　　　　　　（男）

　○私が先生と知り含になったのは鎌禽で！

　　ある。其時私はまだ若々しい書生であi

　　つた．、ひろ，、　　　i

　O俵だ学生ではないかと思われる，キャ｛

　　シャで・若々しい青奪だった。　（自由i

　　学校44）　　　　　　　　｝

　「かよわい」も，

　　　　　　　（女）

○落着いて若々しく聰明な彼：女の口から

　友達の片野のそんな事実を云ひだされ

　ると，　（厚物咲35）

○外の光に見て取った春が，伴子の藩々

　しい姿に匂ってみた。　㈱郷154＞

　○かよわい女の身でただ一人，異郷の地におっぼりだされたら，どうなると思う。

　　（読・y］｛三楽吝匹　1956奪三4月　334）

　　　　　　　　　　　　　　　　　けなげ
　○葉子は木部を後ろにかばひながら，健気にもか弱い女の手一つで戦った。域る女・

　　離14）

　　　　　　　　　　　　かよわ
　○それがみんな小よしの繊弱い肩にかかって来る璽荷だつた。　（末枯43＞

のように女性に，または女性に関して使われることが多いとは醤えよう。しかし，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　かよわ
　○敵を打つなど㌧云ふ心よりも，此の灘弱い人間の双の腕に依って成し遂げられた偉

　　業に対する驚異と感激の心とで，胸が一杯であった。　偲讐の彼方に92）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かよわ　○おそでは自分と夫との外には，世界申で，あの藪弱い一人子の手頼りになるものは

　　一入も畢人もないことを，今更のやうに思ひ詰めながら，（生まざりしならば180）

のように女舞以外にも用いられる。しかし，「かよわい男性」という纏いかたが，おか

しみの効果をもち得る背後には，「かよわい→女性」という結びつきへの期待が人々に

あるからだと言えよう。「かよわい」と通じる藤のある「よわよわしい」は男女に関し

て差身なく使われる譲である。

　　　　　　　（男）

○雷田は染の態度にくらべてみて，自分l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　ということを心に痛くかんじさされ1

　　ナこ。　　（真空地帯●！二　204～205）

　「おしゃまな3

な」の形容詞の例はただ1つ，

の方がはるか鰯堕しくおと・ている

　　　　　　　　　　　　　　　　　l

「おませな」も女の子に使うことが多いように思われる。

　　　　　　　（女〉

○けれど朝姫は責めるにはあまりに善良

　な温和な女だったよ。弱々しい感じを

　与える｝まどだったよ。　（出家とその弟子

　118）

　　　　　　　　　　　　　「おしゃま

　○と，おしゃまな女の芋が湧の子と女の子といっしょにやるほうが楽しいです」と

　　発言しブ「こ。　（婦ノk朝El　1956隼9月82＞

があるが，次にあげる名詞の例が1つあり，これは青奪に使われている。

　○「先盆，鞄をお持ちしませう。」と春三は，おしゃまを云って先生の手から鞠を取

　　りあげた。　（本日休診91）

「おませな」の用例はない。
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〈男　性〉

　人の性質などを蓑わす形容詞で，女｛生には使わず，男性だけを主体とする語もある。

たとえば，「男らしい」はほとんどすべての用鱗が，次のように劉生について使われた

ものである。

　○私はその時まだ十四で野島さまとも御話したことはありませんでしたが，あなたの

　　男らしい立派な御容子をその援忘れることは出来ませんでした。　（友情110）

　○新治は海のはうを見たまま，威厳をつくろって，男らしい態度でさう宣奮した。

　　（響聾心　39）

　○ああ！彼は初めて，男らしく口を利いてくれた。　（鉗子・上103）

：女性に使われた次の1鋼があるけれども，これは「男であるにふさわしい」の意ではな

く，「男のようなj意に解される特異な鋼だと考えられる。

　○何処か男らしい気性を県へた奥さんは，飼蒋私の嚢を食卓でKに素ぱ抜かないとも

　　限りません。　（こ＼ろ264）

　ほかに，人間以外に使われた次の例もあるが，これは転粥的な周法である。

　○こんなに男らしい海を晃ていると，裸になって飛びこんでみたいわね。　（放浪認

　　109＞

　「男性的なj　rおおしい」も男に使われることが多いように予想した。

　○彼：女の眼の前に，壱村医緬のいつものように陽に灼けた，濃刺とした男性的な顔が

　　笑っていた。（主鰯と生活1956年5角328）

　○男は飽くまで雄々しく，女は飽くまでも美しかった十五世紀のフランス。（読切｛具

　　楽隊藩　1956無三8月　50＞

などは男に使われた例であるが，資料内のごく少数の用釧の中にも，：女に使われた例が

次のようにあるので，男を主体とする語とはいえないようである。

　　　　　せい
　○お政は背の高い男性的な強い顔をした女だった。　（階夜行路・前247）

　○「では，悠子さんはPマンチックで，男性純なんですね。」

　　「いや，女性的で，畜典的なんだらう。」　（本日休診92）

　○葉子の母が，どこか重々しくつて男々しい風采をしてみたのに引きかへ，叔母は髪

　　の毛の薄い，忌月までも貧相に見える女だつた。　（或る女・上45）

なお，この2書諏こも次のような人以外に転用された例もみられる。

　○雨戸を繰ると旨い蝶々が雪のように群れていて，男性的な季節の匂いが私を驚か

　　す。　（放浪記59）

　○碧く澄んだ空には，駒ケ岳が，雄々しい姿をそSり立っている。（小説倶楽部1956年

　　12月380）

　「めめしい」は，男でありながら女のようにいくじがなく，男らしくないという意味

から考えても，主体は男に限られるのが本来であろう。
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　　めめしいくよわよわしい，いくじ（が）ない（分析例48）

　「いなせな」は若い男にしか使われない。用例は次の1つだけである。

　○いなせな姿で三橋美智也さん（平凡1956ep　8月100）

意味に通じるところのある「いきな」は次のように男にも女にも使われる。

　　　　　　　　（男）

○船乗りは意気で勇ましくていいもの

　だ。倣浪曲136）

　　　　　　　　（女）

○本所や浅草辺の場末から出て来たらし

　い男女のなかには，美しく装った令嬢
　　　　　　か　み　　　　　　た　
　や，意気な内儀さんも偶には鼠につい

　たQ（あらくれ　18～19＞

「いなせな」の意昧に勇みはだ的な要素が含まれていることは，その主休が若い男に限

られいてることと表裏をなしているといえよう。

　「ハンサム（な）」の用例は次にあげる2例だけであるが，原語の英語における主な罵
〈注〉

法をうけついで，男にしか使われない。

　○スペイン型のハンサムな歌季。　（遇刊読売1956蕉4月15飼23＞

　○そして，それにもまして立派なハンサム・ボーーイになったその姿。　（小醗春秋1956

　　奪5月224）

　この主体上の制限は，その意味内容が，女性的な容姿の美しさとはちがって，きりつ

とした端正な美しさとでもいうか，男らしい風采のよさであることと相応じているとい

えよう。

　〈注〉　井上義饅編『英語類語辞典』（開拓社，1956）110ページ

　2．5．2．持続的な性質と一時的な態度・ようす

　人の属性を表わす形容詞は，まず，ある人のそなえている内在的・持続的な性質を表

わすばあいがある。たとえば「おとなしい」を例にすると，次のようなばあいである。

　○内気でおとなしい美紀さんの性格が奔放不二な楠見の心をながくつかんでいられな

　　かったのが実情であろう。（婦入生活1956年12月182）

　○青木さんはあSいふおとなしい方だから，大抵のことは奥さんの言はれる通りにな

　　つてゐられたけれど，たS’，奥さんが傭かにつけてなさり方が派手なのをいつも不

　　平を言ってゐられた。　傑の実60）

　○竹罷さんなら面倒な係累もなければ，人物も極おとなしい方だし，（爽知子・鏑33）

　これらの「おとなしい」の三体になっている人は，その一般的な性情として，さわが

ず静かであるとか，人にさからわず争わないとかいう傾向を持っていることが表わされ

ている。対象じしんに具わった本質的な性質を表わす脳法は，形容詞としてもっとも本

来的なものだともいえよう。

　しかし，人の属性を表わす形容詞は，ある場合における，ある人の態度や動作のよう



2．　属性の主体と内容　　125

すを表わすのにもよく使われる。同じく「おとなしい」の例によって対比しでみると，

　○「御母さんに鐵を晃て貰ひなさい」

　　rさう為ませう」

　　其蒔の私は父の前に存外大人しかつた。私はなるべく父の機嫌に逆はずに，田舎を

　　繊やうとした。　（こsろ120～】21）

　○今は瞬子はおとなしくうなずくのであった。　（くれない52）

　○藤家の議論をおと：なしく聞いてみるだけだった岡部雄吉が，笑ひながら，「（省略）」

　　と，初めて口を開いた。儒郷203）

　○監督がどんなに思ひツ切り怒鳴り散らしても，タ・キつけて歩いても，口答へもせ

　　ず「おとなしく」してみる。（蟹工船92）

　「こSろ」の例は「その時の私は」，「くれない」の例は「今は」という限定がある点

からも，その場合におけるようすだとわかる。このような例では，その人は平生おとな

しい性質の人でなくてもよい。その疇に，さわがず，従順なようす・態度であればよい。

　前者を持続的な属性を表わす用法，後者を～時的な属性を表わす用法と呼ぶことにし

よう。形容詞の意味を大きく性質と状態とに分けるとすれば，前者は性質と，後者は状

態と関係が深いといえよう。人の属性を褒わす形容詞の大部分は，爾方の用法を潤わせ

もっている。しかし，一一方の用法しかない語，一方の用法が支配的である語もある。こ

の相違は人の属性を蓑わす形容詞の表わす意味内容を考えるための，1つの一般的な観

点として取り上げることができよう。

　まず，「おとなしい」と同様に，両方の刑法をもっている講の例を，もう少しあげて

みよう。

　　　　　　（持　続　的〉

○「いいかたでしたよ。涙もろい，ほん

　とうに親切なかたでした」（暗夜行路・

　麟62）

○性質は無邪気で，快活で，～緒にみる

　とへんに入を愉快にさせる性質をもつi

　てるて，身体の随碧い㌧入ださうだ。

　（友情25）

○根が正直な，好い性質の人ですから，　，

悪かったと鵬と敵簾する．（破i

戒254）　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○噺簾霧』贈碁縫到

　　　　　　（一　時　的）

○恐ろしいほどやさしく親切に葉子をあ

　しらふかと思へば，皮肉らしく馬鹿町

　曝に物を云ひかけたり，　（断る女・前

　134）

○彼は遠ざかる掲から西寺に手を振つ

　ブ「こ。　　（潮騒　105）

○僕は正直に，日ごろの不満をぶちまけ

　ただけだ。気に障ったらごめんなさ

　い。　（人聞の壁・上245）

○外部から冤たKと私は，何にも前と違

　つた所がないやうに親しくなったので
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てんでん　　てんでん
　　な心は拒んだ。　（潮騒118＞　　　　　1　す。けれども腹の中では，各自に各自
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　ち必
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　の事を勝手に考へてるたに違ありませ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iん．偽ろ，45）

　一般的に，縛続的な性質を表わす贋法では，「親切なかた」「勝手なやつら」のよう

な，人を表わす名調を連体的に修飾する形がよく現われる傾向があるようだ。もちろ

ん，たとえば「あの入はかしこい」のような述語用法で捲続的な性質を表わすこともで

きるが，「あの人はかしこい人だ」のように，r人」がくりかえされても漣体題法をと

ることが珍しくないようである。また，一時的な態度・ようすを蓑わす用法では連贋修

飾の形が現われやすい。

　次に，醤定の場含の態度・ようすを表わすことはなく（少なく），入の持続的・内的な

性格・特徴を表わす語のグループについてみよう。

　「むくちな」は，人があるばあいに1コ数が少ないことではなく，平生あまりしゃべら

ない性向をもっていることを表わすのがふつうである。

　○性質からいふと，Kは私よりも無環な男でした。　（こsろ2151

　0彼は元来無口な男でした。　（こsろ237＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むくち
　○然し窟公は入炎といふ関係もあるしそれに生来の寡叢なので姻戚の間の協議にも彼

　　は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　あんべえ
　　「どうでもわしはようがすからええ塩梅に極めておくんなせえ」とのみいふのであ

　　つた。　（土。上68＞

　○帰港までの牽一時閥，新漁はほとんどqをきかずに漁に精を出した。ふだん無口な

　　ので，瓢をきかずにるてもさう羅立たない。　（潮騒34～35）

上にあげた溺蠣にみられる「元来」　「生来の」のような修飾語を伴った例がわりあいに

多いのは，その点を反映するものであろう。

　したがって，「むくちな」入が何か特別なばあいに，雄弁にとうとうとしゃべること

はあるわけである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むくち　かしら　　　　　　　しやべ
　○どうした：風の吹きまはしか，昨夜はあの寡黙な頭がそれはよく喋舌つた。（ヲ｛ミ壱駐　58）

　○老酒の影饗で，無口な平生とは別入の知くなった老入は，この畜い文明麟が有して

　　みる，日本などでは想練もされない多様な生活様式と，その背蟹に就いてなほ語

　　り，　　（真箕1子・倉宣　83）

　また，「むくちで」ない入が，ばあいによって口数少なくなることもある。

　○彼は決して無口な方ではなかったが，彼の日はひとりでにしばられ彼の足は動かな

　　かった。　（日空地帯・上26）

　なお，ここに「むくちな」を人の持続的な性質を表わすものと考えたのに対して，わ

ずかながら例外的な文例もあるので，それをあげておこう。

　○然し其醜ま奪長者に対する平生の敬意が私を無口にした。　（CSろ76＞
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　0大会が近づいて彼をめがけて殺到する雑多な用事が多くなるにつれ，津上は次第に

　　無口に，次第に活動的になって行った。　囑牛111＞

　ほかに，「かちきな」「うちきなj「はでずきな」rこり性な」なども同様に，持続酌な

性質を衰わすグループに属すると考えられる。

　○だから他山が私のことをe勝気な女のように思いこんでいるが，そんなことはない”

　　とし、う。　（スタイノv王956舞三1Yi　113）

　○妾腹の子に似合はず，武子は我儘な勝気な，そのくせ鷺にもろい所があった。　（友

　　鷲50）

　○たSh，勝気な性質を傷つけずに，どう断わって返すかであった。　（帰郷306）

　○妹は勝気ですから，わたくしには／隷こもいひませんけれど……（波38ユ）

　○ヂあの人は莫慧に内気な入なんです。編舎にもあんな入があるかと思ふくらみ，温

　　順しいんですから，人に逢ふのを，大変に厭がるんです。」　（あらくれ217）

　○それに斑子はあの通りの内気な児でしたから，あなたの事は一欝も欝に繊さない。

　　（野菊の慕55）

　　　　　　　　　　つムな
　○内気で，飽くまでも慎しゃかな，いかにも上方の娘らしい気性は，信之には，何か

　　面謝ない繁がするほどに好もしかった。　（多情仏心・筋296＞

　○ハデ努きで，今麟も，キモノは小登色に桜の小紋，化粧は厚く，髪もコッテリと，

　　渦巻かせてある。　口止学校38）

　○翫願はくは少を以て衆を撃たんといった陵の樹葉を，派手野きな武帝は大いに欣ん

　　で，その願を容れた。　（李陵154）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なら
　○ほんの墜煮のおでん屡ながら，商売熱心の上に凝り姓な女房が，どこで誰に教つた

　　ともなく覚えて来ては，　（多情仏心・煎209）

　これらの語は，たとえば「寧むくちにだまりこむ」「＊かちきに書いはる」居うち

きにふるまう」「＊はでずきに着難る」懸こり性に文を練る」のような連絹修飾法を

成り立たせることはできない（できにくい）。

　第3に，一時的な態度・ようすしか蓑わさない形容詞の例として，まず「かいがいし

い」をあげてみよう。

　○お島は入に環を利くのも，顔を児られるのも厭になったやうな禽芳の心の払えを紛

　　　　　　　　　　かひがひ
　　らせるために，一題精恥しい様子をして立働いてみた。〈あらくれユ20）

　○翌朝，彼女は，叔母が起き繊すのと隅縛に，床を離れ，離粘々々しく，立ち働い

　　ナこ。　　（麟1三譲雪変．1交　301）

　○女は爾斐々々しく酋筋や手矯の王事糊を拭ってくれた。　（読切小説集1956年3月88）

　○島村が湯から嬬つた艮寺は，手拭を器用にかぶって，かひがひしく部屋の掃除をして

　　みた。　　（1：．鷺屡163＞

　「かいがいしいjは仕事などをいそいそと進んでするようすがきびきびとしているこ
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とを表わすといえよう。「かいがいしく」の形で，立ち働く動作を表わす動詞を修飾す

ることが多い。

　　　　　　いくたウ
　○私はもう幾人愛する入に死なれたか知れない。慈悲深い法然様や貞淑な節日や，か

　　いがいしいお兼さんや一（出家とその弟子11g）　　　　’

の一例だけは問題があるけれども，「かいがいしい」は「勤勉な」などとはちがって人

間の持続的な性質ではなく，主として動作のようすを表わす語だといえよう。

　もう1例Fそっけない」についてみると，この語は納入的な冷淡さ，無虚心さがそぶ

りなどに表われたようすを表わすが，「ふしんせつな」などとはちがって，人の一般的

な性格を表わすことはない。

　○そして解けか㌧つた，胸の氷嚢をはっして，黙って台駈に立ってしまった。その素

　　振が何となくそっけなかったので，行介は少しがっかりした。（波221）

　○火鉢の中へ首を突つ込んだまS，宇平はそっけなく答へた。　（波28）

　　「さりげない」「おおげさな」「えんきょくな」「ろこつな」などの，表現・伝達の

しかたに関係のある語もこのグループにはいるものといえよう。

　○蘇武がさり気なく語る其の数黛閲の生活は全く惨激たるものであったらしい。　（李

　　陵玉93）

　○そして杉子のうまいのを大げさに誇張してほめあった。（rxlt・i／t．76＞

　　　　　　　　　　　　ぷう
　○「さよですか，ぢアお茶を差しあげませうか」

　　と，女房は，娩曲に，そろそろ帰るべき時を階示して，女客の前にだけ湯呑の茶を

　　勧めた。　（多情仏心・蔑230）

　○聡い，不i愛想な裏漉婦は，狡猜な意図を露骨にあらはした顔をドアに観けた。　（真

　　知子・前207）

　これらの形容詞は連用修飾語としてよく使われるほかに，それと密接な関係のある形

式として，たとえば「さりげないおしゃれ」「おおげさな身ぶり」「えんきょくな非

難」　「ろこつな描写」のように，動作などを表わす抽象名詞に対する連体修飾語になる

こともできる。しかし，人を表わす具体名詞に対する連体修飾語にはならない（なりに

くい）。また，たとえば「あの入はおおげさだ」のように，入を主語にした飼い方もそれ

だけで充足した表現としては成り立たない。たとえば「あの人は身ぶりが大げさだ。」

のような形をとってはじめて自足的な文になる。すなわち，これらの形容詞は人に関す

る属性を表わすが，入そのものを主体にすることはできず，人の動作・態度など，すな

わちことを主体とする。

　このグループの語は，人の外的な態度・ようすを蓑わすものであって，それはその時

のその人のきもちなどが外にあらわれたものではありうるが，その人の内的・欝続的な

性格の外的な表われを表現するものではないといえよう。

　以上，人に関する属性を表わす形容詞を，持続的な属性か，一疇的な属盤か，爾方
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か．という観点から3つのグループに分けることを試みた。それらの関係を要約して翻

示すれば次のようになる。

　　　持続的　　　一時的

A

f B

　　　　　　　　IM6

　　　　　　　　］一i

　A　むくちな，かちきな，うちきな，はでずきな，こりしょうな，……

　B　おとなしい，しんせつな，かいかつな，しょうじきな，……

　C　かいがいしいsそっけない，おおげさな，えんきょくな，……

　次に，ABCへの所属は異なっていながら，蓑わしている属牲には共通雛のあるよう

な形容詞どうしの対立の例もあるとみられる。雪いかえれば，属性が綺続的か一階的か

という観点からの区鋼が，主要な差異になっているような形容詞どうしの対立である。

　A／B（持続的／持続的・一時的）

　（例1）いじっぱりな／がんこな，ごうじょうな

　これらの3語は，自分の意見などを強く主張・圃執して，相手にゆずらない傾向を表

わす点で，莫通性が認められる。「いじっぱりな」はその傾向が，その蒔その場での態

度としてあるのではなく，固定的な性格・気質としてあることを褒わす。懸いじっぱ

りに主残する」のようにはふつう使われないだろう。

　○律儀な少矩の精神は七十歳の老入の意地つ張りな性根となって頑固に存在しつづけ

　　てるたのだ。　（厚物咲42）
　　　　　　　いぢつばり　　　　　　　　ちひさ
　○母親はまた意地張なお島の幼い時分のことを言禺して，まだ娘に愛着を持たうとし

　　てるる未練げな父親を誼つた。　（あらくれ59）

　他方，「がんこな」　「ごうじょうな」は内的・持続的な姓格をも，その場での態度を

も表わす。

　　　　　　（持　続　鵠）

○漏式な頽園な爺，若いものの心などの

　解らぬ爺，それでも此の父は優しい父

　であった。　（灘団61＞

○剛惰なKの事ですから，容易に私のい

　ふ事などは闘くまいと，かねて予期しi

てるたのですが，，ひろ、。3、　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　　　　　（一　時　約）

○なぜか頑固に帰らなかったが，そのた

　めに駒子は行男の死臼にもあへなかつ

　たナこらうカ〉。　（雪園84）

○いえいえ矢張催助を呼んで下されと強

　情に手を振り払って其の儘立ちすくん

　でるる藤へ佐助が駈け付け，顔色でそ

　れと察した。（春日抄190）
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　（例2）目さがない／口やかましい

　「口さがない」は，

　○麟さがない世の人々はどのようなうわさを立てるかわかりません。　（出家とその弟子

　　106＞

の1例しかない，形容詞としての諸用法がそろっておらず，この例にみられるような連

体修錨爾法しかないので連体詞的である。意味上は，人の性質を表わし，一時的なよう

すは表わさないといえよう。

　他方，　「くちやかましい」は，

　○獲やかましい批辞家にも却って口をつぐませるようなものがその作にはあった。

　　〈むらぎも190）

のように性質を表わすことも，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てんで　○毎臼さうして歩いて居た女が知りたがり聞きたがる女房等の闘に，各自に口喧しい

　　i陰占を点しくされ，ると闘もなく，　（土・士二127）

のようにその聴のようすを表わすこともある。

　B／C　（キ寺続的・一時貞勺／一B喜的）

　（例1）まじめな／しんけんな，ほんきな

　「まじめな」は次の酬のようなばあいには，その入の性格や一般的な態度を表わして

いる。

　〇二÷歳を越したばかりの粗野ではあるが勇気のある真面藏な青年である。　（…墾陵

　　184）

　○どうかして真面目な，そして妹のことを本当に思ひ，愛してくれる入が妹の夫にな

　　つてくれればいVがと思った。　（友情16＞

　○翼函艶な教育者が，麟を愛し子弟を思うがゆえに，政治的にも発雷せざるを得ない

　　ゆえんである。　（改造1953珊1月5＞

　ところが，次の鑓のようなばあいは，その場での態度や動作のようすを表わしてい

る。

　○「奥さん，私は真颪員ですよ。だから逃げちや不可ません。正直に答へなくつち

　　や」　（こsろ47）

　○禽地はその様子を見ると今度は真面自になった。（或る女・麟174）

　○辺見は，ひどく，真面鼠な顔をした。　繍宙学校102）

　○その聴衆が実に真面霞に好く聞いて呉れましたよ。　（破戒158）

　他方，「しんけんな」「ほんきな」は，次の例のようにその蒔の態度やようすを蓑わ

すことしかない。

　○都教組の動員はひっきりなしに続いた。動員される教師たちも真剣だった。（人閥
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　の壁。上3鎗）

○ヴァリの扮した女性があの人なりに正1費に真剣に生きていることはわかりますよ。

　　（スクジーン1956年1月79）

○それには凡夫達の「真剣な」縮手が趨った。　（蟹工船77）

○「先生，いまのはなし，わたし本気よ。お願いしますね」　（入闘の壁・上64）

　　　　　　　く　ぜっ
○もし，これが駁説文句だとしたら，あんまり人を食ってるし，本気だとしたら，バ

　カバカしくて対手にもなれないと，駒子は思うのだが，隆文の弁舌は，とにかく，

　熱心なものだった。　（蘭謡学校63）

○鮎子はだ、つ子らしく今更そんな事を本気に驚へて見たりしてみた。　戯る女・麟

　143）

○前島が，はっとした真顔になったのが，本気で掘談にのってくれる続しのようにみ

　え，　（小説春秋1956年4月128＞

　（「ほんきな」の遵矯修飾的な形として，「ほんきに」のほかに，鍛後の例のような

「ほんきで」の彫もある。）

　（例2）きちょうめんな／ねんいりな，たんねんな

　これらの諾は，細かく気をくばり，すみずみまで神経を働かせるような仕事のやりか

たに関係する点では共通点をもっているe

　「きちょうめんな」はおもに人の性質を装わす語であろう。

　○その入のハンドバックを見ると職業がわかるような気がします。家庭の婦人なら

　　ば，物を大切にする几緩衝な人なのか，何でも押し込んでおくだらしのない人なの

　　かがわかるように思います。　（装苑1956年11月82）

　○必ずしも蕎利を負る訳では無いが，恐ろしいきちやうめんな男で，自分でも契約を

　　きちんと守るかはりに，人が饗約を覆行せぬと，如何なる事情があっても容赦せ

　　ず，　偲出の詑・上！87）

　しかし，次の例のように，そういう性質が動作に実現されたようすを表わすこともあ

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　は　くロ
　○私は先生の乎紙をたゴ無意昧に更丈鰭繰って行った。私の隈は几帳面に枠の中1こ嵌

　　められた等：翻を晃た。　（こtSろ146）

　他方，「ねんいりな！　rたんねんな」は仕事のやりかたがいいかげんでなく，仕事を

注意深く行なうようすを疑わし，入の性質を嚢わす語ではない。

　○それから我々は安照の捜索にか～つナこ。しかし￥田念入りに探しても，安賑の姿は

　　どこにもなかった。　（野火162～163）

　○姉の顔と髪の手入は妹よりは念入であった。（真知子・離129）

　○「いらっしゃい」と雷って，そのまま漆岩を組み合わせて作った腿石の間に散り込
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　　んだ落ち葉を草簿で丹念に掃き揖していた。　（暗夜行路・前119）
　　　　　ロ　　　　　　　ロ　　　コ

　○夕方，水車の道に沿った例の小さな教会の荊を私が通りかかると，そこの小使らし

　　い男が雪泥の上に拐念に石炭殻を撒いてみた。（風立ちぬ152）

　（例3）のんきな／きらくな

　ものごとを気にしないで，のんびりしている点に共通性がある。

　「のんきな」は，

　○間じ歳分の事を心配してくれるのでも兄の信行のはそののんきな性質の内に神経の

　　行き渡ったところがあるだけに彼にはそれほど気にならなかったが，（暗夜行路・荊

　　42＞

　○その時の謡で，箆ちゃんは，自分の経験では，一緒に旅していちばん世話の焼けた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　あ
　　のは大仏次郎だと言った。あんな呑気でしかも周章てものはない。　（私の入生観73）

のように入の性質を表わすこともあり，また，

　○そして妹が笑ひながら呑気にその男と話するのを見ると，ある不安さへもった。

　　（友情16）

　○その点は初めから希望を持たないで，その代りヨーロッパぢうを呑気に旅行して見

　　ようと考へてるるんです。　（真知子・前167）

のように特定の精況におけるようすを表わすこともある。

　他方，「きらくな」は「のんきな」の後者にあたる用法に限られていると思われる。

　○でも，二三の留守も，気楽で，いいもんじゃないの。像由学校311＞

　○さう考へる私は又此所の土を離れて，東京で気楽に暮らして行けるだらうか。（こ

　　sろ106＞

　○名の通ったこっとう麗は遠慮し，気楽に郊外や地下の古道具歴をのぞいて歩く。

　　（エコノミスト1956葺…5月5臼29＞

2．3．3．その他

　（1）対人性

　人に関する属島を表わす形容詞は，その属性が対人的なものであるかどうかというこ

とが，観点の1つとして考えられる。

　たとえば「ねっしんな」は，

　○押し掛け女房に，群易してるだけの話なのだが，こう熱心に説きつけられると，イ

　　やといえなくなる五百助であって，　（自由学校319）

では「説きつける」という対人的な活動のようすを表わしているが，

　○沢山の入々が，ガラスをローソクでいぶして熱心に太陽を見ている。（乗知の星を求

　　めて328）
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では対人的でない活動のようすを表わしている。これからもわかるように，対人性は

「ねっしんな」にとって必要な条件ではない。

　また，「ていねいな」は，

　○板前は切った肉を竹の皮の上に薄く伸ばして，丁寧に列べてみた。　〈波7）

　○コップを水でゆずぎ，実に事務的にふきんで拭いてから，丁蹴にもとに蔵つた。

　　（帰郷233）

のような例では，仕事のやりかたが雑でなく念入りなようすを表わしており，対人的な

属性ではない。しかし，

　○その男は，耳にはさんだ煙草をとって，先生に丁寧にお辞儀した。　（本H休診65）

　○課長は幽張中だから自分がご用件をうかがいますと，雷葉はていねいだった。〈婦

　　人朝E1956年4月87）

のような例では，おじぎやことばが念入りであるようすではなく，相手に対する敬意を

表わした礼儀正しいようすを蓑わしており，対人的な属性である。

　○「あなたの家族にこれと同じ病気の人がありゃしませんか。」

　　院長は丁寧に診察してから，考へ考へいった。（波109）

　○劣等児のひとりぐらい，一条太郎は何とも思わない。その子を丁寧に教育してやる

　　気などは持たないのだ。　（人間の壁・上207）

では，「診察する」「教育する」は対人的な潜動ではあるが，「ていねいに」は念入り

なようすを表わしている。

　「ていねいな」には少くとも上のような2義が認められ，それらは対人性のありなし

によって対立しているともいえよう。そして対人性を含むほうの意瞭は，

　　ねんごろな，こんせつな，ていちょうな，てあつい，いんぎんな，うやうやしい

などとグループをなし，対入性を含まないほうの三昧は，

　　ねんいりな，たんねんな，細心な

などと岡じグループに属するといえよう。

　上のような意味で対人的な語というのは，

　　しんせつな，いじわるな，そっけない，人なつこい，寛大な

のようなものであり，対人的でない語というのは，

　　ねっしんな，かしこい，かいかつな，おくびょうな

のようなものである。

　対入性の下位の小区分の1つとして，異性に対しての対人性という特徴も考えること

ができそうである。たとえば「うわきな」は，

　○君江の様子を窺ひに不意とILIて来たので，この場合振切って別れたなら，浮気な君

　　江の票だから，今夜自分の行くまでに何をしだすか知れないと，つまらない事が妙

　　に気になり串した。　（つゆのあとさき47）
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のようなばあいには異性に対する愛情に関して移り気な盤質を衰わし，

　○彼等に共通な聞きたがり知りたがる性情に駆られつつも，寧ろ地味で移気な心が際

　　限もなく～つを逐ふには三三が余に彼等を冷静な方向に傾かしめて屠る。（土・上

　　165）

のように，いろいろなものごとに関して使われる「うつりぎな」に対比させることがで

きる。

　「むちゅうな」は，

　○「パンパンに回申なンですって……どうかしてますよ3（二人公論195脚9月241）

のように異性に対しても使われるが，

　○たS’筏を止めることに夢中だつた。〈波83＞

　○広介は自分だけの生活に夢中のように見えた。　（くれない63）

　○母親の乳房をほとんど知らない駿は，すぐ乳酋にかじりついて，夢中にしやぶつ

　　た。　　（波　147）

　○中積船は漁夫や船員を「女」3：りも夢申にした。　〈蟹エ船72＞

など，いろいろなものごとに対しても使われる。ところがrくびったけ」は異性に対し

て夢中になるばあいにしか使われない。（Fくびったけ」の用例はないが「あの娘はかれ

にくびつたけだ」のような使い方がされる。）

　離人魂を含んでいる形容詞には，二手の人を表わす二格の対象語をとりうるものがあ

る。たとえば，次のようなものがその例である。

　○みなわしに親切なよい人であったとおもい，そのしあわせを祈りつつ，さようなら

　　を告げたい。　（繊家とその弟子207）

　○あいつお前には馬鹿｝こ優しいな（宝石1956奪12月235）

　○大学の申においてさえも，フェミニストという言葉はむしろ什女に甘い”という興

　　味的な意味でもって屡々使われる。　（学躍評論1953年11月15）

　○なぜ善言様にばかりきびしいのですか。私はわかりません。咄家とその弟子117＞

　○太田も緒方には冷淡だった。　（むらぎも328）

　○あの金子班長にしても学校禺だけあって要領ようてひとにはつめたいやつやけど，

　　俺のことはほんとにようやってくれよったんや（真空地欝・上197）

　○自分に苛酪であること，ただそんなことで充分に多忙であったらしい。（私の人生観

　　68）

　たとえば「しんせつな」が相手の入を表わす対象語をとらないのは，

　○師たる者が稽宵をつけるには厳しくするこそ親切なのちや椿琴抄145）

のように，文脈などから相手の人がわかるばあいや，

　○それに親切な人づてものは，誰でも幾らか揮しつけがましいとこはあるんだから，

　　私は平気なの。偵知子・前186）
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のように，網手が特定の入でなく，しいていえば入～般が獺手であるようなばあい，な

どであろう。

　また，たとえば，

　○やさしい炎であり子供たちのよいお父さんでございます。　（遷蒲爆発1956蝋0月28日

　　61）

　○償式な醸闘な爺，鷲いものの心などの解らぬ爺，それでも此の父は優しい父であっ

　　た。　〈蒲難61）

　○さっきお前の名を初めて餌にした。さう呼んでいSのか悪いのか判らないので，恐

　　る恐る云って発たやうな父親なのだ。こんな冷酷な親が，どこに在る？　（帰郷278＞

において，「やさしい央」は「妻に」であり，「やさしい父」r冷酷な親」は「子に」

であることがわかるのは，1つにはr夫」や「父」「親」が，「妻」や「．ij’ ﾆ一定の関

係にある人を表わす名詞だからである。岡様な理由から

　　甘い先生（生徒に）

　　甘い親（子に）

　　賃いおじいさん（孫に）

　　甘い夫（妻に）

の「あまい」の平手はそれぞれ，かっこ内に示したものであるのがふつうである。

　〈2）　ことばとの関係

　人に冒する形容詞の申には，人の言語濤動との関係からも見ることのできるものがあ

るQ

　　おしゃべりな，多弁な，むくちな，勢黙な，筆まめな，筆ぶしょうな

などは，その人の話しことば・書きことばの量の多少に関係する性質であり，

　　干しずきな，能弁な，雄弁な

　　口べたな，訥弁な，舌たらずな

などは話しことばについての好悪・巧拙に関する性質である。

　「りゅうちょうな」はことばの流れのなめらかなようすを表わし，いろいろなものe“

との進行するようすについて使われる「なめらかな」「よどみない」「スムーズな」な

どと対比させることができる。（分析例49）

　また，「てみじかな」はことばによる伝達が簡潔で手数のかからないやりかたである

ようすを表わす。

　○ふと，この老人には文字がよく読めないことを思ひ律した：ので，彼はさっそく，手

　　短かに手紙の内容を話してきかせた。　（波113＞

　○其れから学校の諸友に宛てS，已み難き事情あって霧かに上京する事，別紙を野田

　　の宅に届けて貰ひたき事，を手短かに書き，　（思出の記・上161）
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　「てっとりばやい」　「かんたんな」なども，

　○とすれば，手つとり阜い話が設備の転換による生塵性の向上や，増産以外に方法は

　　ない。　（東洋経済新報1956年7月28臼35）

　○それについて，ごく簡単に私どもとしての考え方を繭し上げたいと思います。（ダ

　　イヤモンド1956奪…7月7日32）

のようにことばに関して「てみじかな」と同じように使われることもある。しかし，次

の例のようにいろいろなことに使われる。

　○｛iiiliよらず炭坑街で，てっとり県く売れるものは，食物である。倣唱酬13）

　○なに云ってるんだ，そんなに簡単にすむ手術なもんか。（本日休診90）

　○神田の学生を，井野とするらしい，喫茶店で，二入は，簡単な食事をした。　（自由

　　学校329》

　「てっとりばやい」「かんたんな」などから「てみじかな」を区別する相違点は，こ

とばに関してのみ使われる，という点にもあるといえよう。

　対人的な態度に闘する語のうちで，

　　ぶあいそうな，すげない，そっけない

などは，相手に対する冷淡さ・愛想のなさを表わすが，雷語を通じてそういう態度が表

わされるとは限らない。それに対して，

　　ぷ：つきらぼうな

はおもに言語を通じての対人的な愛想のなさを表わすものであろう。　（分析例50）

　もっと非友好的・高圧的な対人態度を表わす語のうちで，たとえば「じゃけんな」は

　○「貴様，探して憎い，ありゃせん。」

　　孫四郎は邪樫にかう云ひ捨てて（青鋼の基督10）

のようにことばによることもあるが，

　○それでも泣き募った蒔はロへ入れた砂糖を吐き志しては愈烈しく泣くのである。お

　　つぎは焦れて邪険に与吉をゆさぶることもあった。（土・上71）

のように他の動作などによることも多い。それに対して，

　　つっけんどんな，たかびしゃな，けんもほろろな，にべもない

などは，数少ない周例しかないけれども，多くのばあい，ことばによって表わされる態

度ではないかと推測される。

　○「そんなこと聞くことないぢやないか。」
　　　　　　　つっけんどん
　　三三は少し突門出にいった。（波100＞

　○悔い改めたi妻ならば，あのような，ツッケンドンなもの言いは，しないものではな

　　し、カ〉一　（霞由学校　373）

　○「あなたは？」

　　葉子はぽんと高飛車に患た。　（或る女・前31）
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　0切り口上の達三は，頭から威圧するやうな態度で，知らず識らず語気を烈しくして

　　来たQ専門の学問上の話題でも，いつも彼は損手に対して窩飛車なのである。　（帰

　　郷323）

　○明晩（即ちその夜）のお招きにもILi席しかねる，と剣もほろ、に書き連ねて，（或

　　る女・箭5σ〉

　○「据るなあ。」「と彼は相持を間くしたまyにべもなく答えた。（主婦の友1956／g　2月

　　322）

　○花嫁照子さんの方は，むろん「訴訟技術」としてではあろうが，きわめて鳳べもな

　　くこれに応対した。　（週刊朝日1956隼7月1日72｝

　（「にべもない」は上にあげた2例しかないが，「にべもない返事」のような連体修飾

用法はあるだろう。しかし，述語用法は欠けているかと思われる。）

　態度の蓑わしかたや表現・伝達のしかたが直裁であるようすに関する形容詞のなか

で，

　　ろこつな，おおっぴらな，あからさまな，あけすけな，公然たる

などは，ことばによる表現・伝達には限られていない。これに反して，

　　ざっくばらんな，単刀鷹島な

は，多くはことばによるばあいのようすを表わす語であろう。（「単刀直入な」の胴例は

ない。）

　○「何うも形式的で，甚だ要領を得んです。もう少し打明けて，ざっくばらんに話し

　　て呉れると好いですけれど……」　（蒲照70）

　○天下の二枚幾池部良が語る，ザックバランな最近の心境，　（過刊一点1956年6月16日

　　46）

　内容の小さいことを，大きいことのように誇張して表現・伝達するようすを表わす

「おおげさな」はことばによらなくてもよい。

　○「よかったわ」と圭子もいって，大げさに胸を撫で下してみせた。（小説春秋1956年

　　8月109＞

　○と，おとうさんが，軽くなったかしぶくろをさし畠して，大げさにおじぎをしたの

　　で，おかあさんも，あき子さんも，ふきだしてしまいました。（文芸春秋1956年6月

　　268）

　「おおげさな」と意味に通じるところのある「針小棒大な」はことばによるばあいに

限って使われると思われる。用例は次の2つだけであるが。

　○然し，物事は兎角針小棒大に伝はる事が多く，テイト氏の場合もその例外では無か

　　つた。　（文芸春秋増刊1954年6月110）

　○予が承諾すれば易しくこれらの糠を越し得るとは，針小野大にして，予を誘い禺す

　　方便であろう。（総長就業と礎業360）
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　（3）速度の大きいようすに関する語をめぐって

　速度の大きいようすに関係のある，次のような語について，2，3の観点からしらべ

てみた。

　　はやく，すばやく，びんしょうに，てばやく，すみやかに，さっと，さっさと

　Fさっと」　「さっさと」という副詞も加えたので，それとのつり合い上の必要もある

ために，形容調のほうも連用修飾の形を中心にして扱った。

　まず，人や動物の動作について使われる「すばやく」「びんしょうに」「てばやく」

「さっさと」と，もの一般の動きを主体とする「はやく」「さっと」との対立が考えら

れる。　（分析例51）

　人や動物の動作のようすを表わす語の申で，「てばやく」は手を使ってする動作にか

ぎって使われる。（分析例52）

　「すばやく」　「さっと」は瞬間的ともいえるほど，ごく短い継続時間内に速い速度で

行なわれる一区切りの動作や動きのようすを表わすのに対して，「はやく」「てばやく」

はそれほど短い継続時間内ではなくてもよい。　（分析例53）

　「はやく」「すみやかに」は速度が大きいようすを表わすほかに，（ものごとの終る）

聴点がより前であることも表わすのに対して，「てばやく」「さっと」は速度が大きいよ

うすしか表わさない。「さっさと」「すばやく」もだいたい速度のほうだけを表わすよ

うである．　（分析例54）

　（4）見るようすに関する語をめぐって

　人騒がものを見るときのようすに関する，次の諸語について，2，3の観点からしら

べてみた．いずれも形容詞ではなく，擬態語的な副調が多い。

　　ちらちら，じろじろ，きょろきょろ，ちらっと，じろりと，じっと，しげしげ，じ

　　ろっと，まじまじ，はったと

　まず，「じっと」「じろじろ」「きょろきょろ」Fしげしげ」のように継続的に見る

ようすを表わすものと，「ちらっと」「じろりと」のように瞬間的に見るようすを表わ

すものとの対立が考えられる。（分析例55）上の語例にみられるように，継続的なほう

は畳語的な形式のものが多く，意味上の対立が語構成と関係している。

　次に，「きょろきょろ」「じろじろ」は視線が動的であるのに対して，「じっと」「は

ったと」は不動的な見かたのようすを衰わすといえよう。　（分析例56）

　見る動作の背後にある，その人の気持は，見るようすそのものにも微妙に表われ，そ

れがこれらの語の意味の対立を作り出す1つの要素になっている。「じろじろ」は，「し

げしげ」「まじまじ」などと違って，見る人の晃られる人に対する無遠慮な非好意的な

気持・態度が背景になっている。　（分析例57）

　「はったと」は心に怒りを含んで眼光するどく見すえるようなようすである。　（分析
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例58）

　「きょろきょろ」は不安定な気持でおちつきなくあたりを見まわすようすである。

（分析｛列59）

㈲　無意図性

　むちゅうなくいっしょうけんめいな，けんめいな，ねっしんな（分析例60）

（6）生得的な性質

　きようなくじょうずな，うまい（5＞析例61）

　（？）主体（走る・歩く動作）

　　いっさんに，いちもくさんiC，〈わきめもふらず（分析例62）

2．4．　ことの属性

2．4．0．　はじめに

　形容詞の多くのものは，たとえば，

　　くだものが　ない。

　　花が　　　赤い。

　　あの入は　　かしこい。

のように，人やものを表わす具体名詞を主語にする述語になることができる。しかし，

たとえば「いちじるしい」「むずかしい」のように，具体名調ではなく，抽象名詞や，

ことを表わす名詞旬しか主語にとることのできない語もある。

　　進歩（違い・影響・寒さ…）がいちじるしい。

　　問題（選択・判断・解決…）がむずかしい。

　　バランスをとって立っているのが　むずかしい。

　これらの形容詞は

　　いちじるしい　進歩

　　むずかしい　問題

のように抽象名詞にかかる連体修飾語になったり，

　　いちじるしく　進歩する

のように連用修飾語になったりすることができることもある。しかし，ものや人を表わ

す貝体名詞とは謹接に結びつくことができない。

　　いちじるしい入

　　あの人はだべものの味にむずかしい。

のようなばあいは，多義的な「いちじるしい」「むずかしい」の別の1義として考える

　　　　　　　　　艦
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ことができよう。

　このような形容詞は，ものや人の属性を表わす語ではなく，拙象名詞などによって表

わされる動作・性質その他のことの属性を衰わす形容詞だといえよう。このようなグル

ープを，ことの属性を表わす形容詞と呼ぶことにしよう。

　2．2「ものに関する属性」2．3「ひとに関する属性」の中で扱った語の中にも，実はこ

との下姓を表わす形容詞が存在した。たとえば，色についての「こい」「うすい」「あ

ざやかな」など，音についての「かんだかい」「きいろい」「けたたましい」などは，も

の自体を主体とすることはなく，ものの1性質である色あるいは音についての属性を表

わす語であって，ことの属性を表わす語と呼ぶべきものであった。また2．3．2の中でCの

グループと呼んだ，人に関する，一聴的なようす・態度などを表わす「かいがいしい」

「そっけない」「ぎごちない」「てあつい」「しどけない」のような語は，人そのもの

を主体とすることがなく，やはり，ことの属姓を表わす語と呼ぶべきものであった。こ

れらは，ものや人に関する属性ではあるが，ものや人のある属性についての属性を表わ

す形容詞だといえよう。

　2．2と2．3ですでに扱った以外の，ことの属性を表わす形容詞の中から，次の2つの類

についてだけ，用例によって調べてみた。

2．4．1　必然的な事態

　ある成り行き・事態などを，必然性のあるものとしてうけとる態度に関係のある，次

のような語のグループを仮定したい。これらの語はいずれも，ことを主体とする。

とうぜんな，あたりまえな，至当な，もっともな，むり（も・は）ない，やむをえ

ない，しかた（が）ない

　まず，「とうぜんな」「あたりまえな」ド蚕当な」は，そのことが，十分な理由のあ

ることで，そうあるべきであるという，積極的な肯定を含んでいる。

　○筋道の逓らないことを何がなんでもやれというのは，躍上という特権を笠に着た横

　　暴な要求だということになります。子供さんは反抗するのが当然です。（入闘の壁・

　　上191＞

　○乙うしたスターが作った時代劇ブームが行きづまるのは当然だ。（娯楽よみうり1956

　　年6月29Ei　66）

　○肖分が結婚すればお栄は自然自分と別れて行かねばならぬ。お栄がそれを思う時，

　　旧びながらもさびしい気持ちになるのは，嶺然な事だと思い直：した。儲夜行路・前

　　68）

　○そして日本の国土を狙ふ夷独の悪魔に懸かれた者，圏賊が虐殺される事は当然な正
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　　しい制裁だと考へるやうになった。（鶴翼の基督54）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆうげ
　○即ち文学上の作贔にはどうしても遊戯分子を含む。現実の人生や自然に接したやう
　　　　　　　　　　　　　　　あたりまへ
　　な切実な感じの得られんのは当然だ。　（平凡139）

　○あの声とあの表箔では大概の男がまみるのはあたりまへと思ったよ。　（友情7！）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あたりまえ
　○～体，自巨魚の方から進んで生徒を許すのが蚕当だ。　（破戒339＞

　○此の粟京を虫るといふことに就いては，霜が先づ慮るのが至当だ。　（蒲団67）

　○第一，今の場含，自分は臓多であると考へたく無い，潮齢も普通の人間で通って来
　　　　　　　き　き
　　た，是から将来とても無論普通の人閲で通りたい，それが至当な道理であるから一

　　一　　（破戒　137）

　「あたりまえな」は「とうぜんな」「至当な」よりも，そうあるべきだという要素は

弱く，「ありふれた」「普通な」のような意味に近づくこともある。そういうばあいに

は，次の2番目の「くれない」の例のように，面体名詞とも結びつくことができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あたり　へ　　　　　すこし
　○こりや真薗目な闘題だよ一茶を飲むやうな尋常な蓼とは些少訳が違ふよ。　（破戒

　　261）

　○私はそういうあなたを尊んで来たし，二人の生活を誇りにもして来たんだけど，あ

　　なたは当り叢の細鴛がやはり欲しくなったのね◎　（くれない94）

　○「恐いことはない。た皮そこを歩けばいSんだ。あたり葡に歩いてご覧。」（波333）

　○事務長と幾分との間に何か当り前でない関係でもあるやうな疑ひを持ってるるらし
　　　　　　　　　ひ　とごと
　　いと云ふ蘂を，他人事でも着すやうに冷静に述べて鴛つた。（隔る女・前207＞

　「もっともな」「むりもない」は，そのことが，理由のある，うなずけることだと，

肯定的・岡調的に受けいれるような態度に関係する。

　○葉書では文衝を第三者に読まれるおそれがありますから，彼氏がいやがるのももつ

　　ともだと思います。　（婦人生活1956年6月360）

　○先生に御心配を懸けるのは，まことに済みません。監督上，郷心配なさるのも御尤

　　もでず。　（蒲団56）

　○そのわずらわしさは格胴で，斎い珍品考古学愛好家がついていけなかったのはもつ

　　ともなことである。　d藏石墨の狩人312＞

　○なるほどこれ等は一応もっともな雰難である。　（哲学以離42）

　○それゆえに難解という訴えには幾分もっともな点がないではない。（哲学以前44）

　○西条は打てなかったが，下山投手のlli来が良かったので無理もない。（野球界1956年

　　5月132）

　○然し，僕に新しい女が畠来て見れば，明子が平静でいないのも無理はないんでね。

　　　（くれない85）

　○たしかに上を侮る傲慢な態度でしたよ。あれでは永蓮殿の御立腹は決して無理はな

　　いと思います。　㈹家とその弟子178）
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　○「ひところのボクの生活たらなかったですよ。兄貴の描く太陽族がボクをモデルに

　　したなんて云われても無理ないですネ」　（婦人｛購…部1956EII　8月203）

　○病人は何よりも薪鮮な野菜を喰べたがった。農家に生れ育つた女として無理ない望

　　みだったが，冬の季節で野菜に乏しかった。　（厚物咲25＞

　「もっともな」　「むりもない」においては，肯定的な態度は「とうぜんな」　「至当

な」などよりは弱いといえよう。上にあげた「もっともな」の例の中に，「幾分」「一

応」に修飾されているものがあった。「＊いくぶん当然だ」　「＊いちおう至当だ」のよ

うな結びつきは起りにくいであろう。

　「やむをえない」「しかたがない」は，その事態は望ましくないが，必然性はあるこ

とゆえ，しぶしぶながら認めざるをえないというような，消極的に受け入れる態度に関

係する。

　　ふぼん
　○不犯は基督教の理想である。故に完全に実行の出来ぬは止むを得ぬ，唯基督教徒は

　　之を理想として終生追求すべきである，と書って，世間の夫婦には成るべく兄妹の

　　如く暮せよと勧めてみる。（平凡92）

　○「想起に整理と会理化が伴ふのは止むを得ません」　優火172）

　○「しょうがないとは，なによ」

　　奇怪な醤を吐く，無能亭主である。彼女の声が，キンキン響いても，やむを得な

　　い。　（自由学校18）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ど　ん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ　う
　○あ～，不親切な男だと，話始め一まあ奈何な人でも，我輩のことを左様思ふだら

　　う。思はれても仕方無い。金く我輩が不親切だつた。　（破戒296）

　○康平にいわせれば，商売のつきあいもあるから芸者遊びをすることも敦方がない

　　し，　（螺楽よみうり1956蕉1月20日64＞

　○それ続けの理由を以て君を処刑する事はまだ幾分一人決めの推量に依る処分である

　　との非難をうけても仕方がないと云へる。　（青銅の基督114）

　以上にみた3類の語を次のような岡一の文脈で使ったばあいを想定してみよう。

　（a＞機動隊を導入したのは当然だった。

　（b＞　　　　〃　　　　　むりもなかった。

　（c）　　　　〃　　　　　やむをえなかった。

　（a）（bXc）いずれも機動隊導入の必然姓は認めている。その点で，

　　機動隊を蓋したのは不当だ（けしからん，とんでもない）。

のような文の内容と対立している。しかし，どの程痩まで機動隊導入を肯定し，支持す

るかの点では（a）（bXc｝の間に璽大な対立がある。（a＞は積極的な油鼠，（c｝は消極的な肯定で

あり，（b＞は中閤的だといえようか。
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2．4．2　程　　度

　いろいろな形容詞が，実質的な属性の意味を失って，程度的な意味を派生させる傾向

がみられる。たとえば，次にあげる3つの文例において，「たかい」「おおきい」rお

もい」は，わずかなニュアンスの違いは溺として，「比璽」の程度が大きいことを表わ

す役割しか果たしていない。

　○やはり磁資関係と岡程度に役員派遣の比璽も高いことがわかる。（エコノミスト1956

　　a，911月17日　39）

　○トヨタ事業群のなかで見逃してならないものは，「販売部門」の強大化と，その比

　　璽の大きさであろう。（実業の欄本1956年5月1日6g）

　○世開と家庭関係とのつながりの比重の点で家庭の方が遽かに重い。（八入公論1956年

　　5月88）

　このように，いろいろな形容詞が主として程度を表わす意味を生じることがしばしば

みられるのは，形容詞の意味にホ来的にそなわっている「程度姓」だけがあらわになる

環象として理解される。

　上に例をあげた「たかい」「おおきい」「おもい」は，「比璽」という尺度の，ある基

準をこえた領域全体をさすことができる。もう一段上位の，より細かい程度の限定は，

「とても」「たいへん」「ひじょうに」「はなはだ」のような程度調詞によってなされ

ることが多い。たとえば「比璽がひじょうに高い」のように。しかし，こういう程度副

詞に梱解するような意味をもった形容詞も少数ながらある。「はなはだしい」「いちじ

るしい」などがそれである。また，形容詞の逮用形「ひどく」　「えらく」　「すごく」な

どが程度副詞的に使われることも多い。これらはおもに連用修飾語として使われ，連体

修飾語や述語としての用法は欠けていたり，微弱だったりするものが多い。したがっ

て，もとの形容詞とは劉の副詞とみられることの多い語もある。ここでは，副詞的なも

のまで下めて，形容詞としての本来的な意味・用法との関係を念頭におきつつ，用釧に

よって検討してみたい。具体的には次の10語を例として取り上げよう。

　　はなはだしい，いちじるしい，おそろしい，ひどい，えらい，ばかな，すばらし

　　い，すごい，ものすごい，こよない

　なお，このような程度の大きいことを表わす語は，実体そのものの属性ではなく，属

性の程度について雷及するものであるから，当然ことを霊体とするものである。

　はなはだしい

　「はなはだしい」の用例をながめると，大部分は何かよくないことの程度が大きいば

あいに使われている。周軍民に例を少しあげてみよう。まず辞譲的に使われた例をあげ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　○洗濯する前よごれの甚だしくないうちならばキハツ油をガーゼか臼布にうっすらと
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　　つけ軽くふきとります。　（週刊サンケイ1956年2月26日47）

　○心身の絶対休息の科学を知らない人々はその体力と精神力を消耗することが甚だし

　　い，　〈大法輪1956年5月111｝

　○男女同権のこの世の中で，女を不浄扱いにするなんて時代おくれもはなはだしい！

　　（週干曝爽日　1956年7月15N　80）

　○不慣れな事務に掴って，文部憲の主と衝突し，槍玉に揚げられたらば，恥辱もまた

　　甚しい。　（総長就業と廃業363）

　3，4番目の例にみられるような「……も（また）はなはだしい」は，慣用句的な表

現形式になっている。次に，連体修飾語に周いられた例をあげよう。

　○自分が死んだ後，この孤独な母を，たった一人伽嘘賞のわが家に取り残すのも亦甚

　　しい不安であった。　（こsろ117～118）

　○彼等は体の潤みの甚しい苦痛の辱めに閉ぢた眼がつるし上り，顔は蒼い土色をし，

　　そしてその引きつった髪の毛根からは血がしt：　Sつてみる。僑鋼の基督55）

　○特に日本の勤労者は甚だしい生活水準の切り下げをしいられており，この貧娠化に

　　対しこのたたかいは高まらざるをえない。　（中央公論1954隼1月171）

　○学者が時の政府なり，権力書に学問上の協力をすることは，学巻として甚だしい堕

　　落であり，　（文芸春秋増刊1954蕉6月33）　　　　　　　　　　　　　　　　．t

　上例のほかに，「（はなはだしい）不幸・浅慮・禍害・下劣・弱化・コジツケ」などの

例もある。次に，連用修飾語の例をあげよう。

　○何事も無いのに禺て来るやうな，そんな軽翠な男でないと信じて居ります丈に，一

　　層慈しく気を揉みました。　（図葉22）

　○財貨に対する強暴の観念は甚しく人心を隔劣にする。　（人格密義64＞

　○数学的な関係や専門的術語をできるだけ避けたので，表現がはなはだしく緩昧とな

　　つたが，　（物質世界の客観性について281）

　○推定二十羽ばかりのトキの還命は甚だしく危殆に瀕してみる如くであるのを，たま

　　たま上野動物園に捕獲を許すのはどうであらうか。　（世界1953年7月165）

　「はなはだしい」の大輝分の用例は，上にあげた諸例のように，なんらかの点で望ま

しくないことについて使われている。しかし，一等分の罵例については，（かならずし

も）そうは言えない。たとえば，次のようなものである。

　○僕等二人の精神状態は二三臼と云はれぬ程著しき変化を遂げてみる。僕の変化は最

　　も甚しい。　（野菊の墓25～16＞

　○そのときひとしほ甚だしい轟きがして，竪坑から高いしぶきがあがった。（潮騒89）

　○一パイを食べ終ると，五百助は，蓬しく満腹した。　（自磁学校175）

　○しかし，侮アだらしがねエぞ，という自覚は，茎だしく気持を楽にするものであ

　　る。　（申央公論1954矩6月244）
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　以上の結果から，「はなはだしい」は「よくないことの程度が大きい」のような意味

で使われる傾向があると仮定したい。

　いちじるしい

　○観法というものが，文学の世界にも深くはいって行ったのもむろんのことであっ

　　て，そのいちじるしい例が西行であります。　（私の人生観97）

　○世界の侮処かの隅において或る著しき物を占窟する者は一一それが当然彼の権利で

　　あるとないとを問はず一我々がそれを占慮する可能姓を奪ふ者として「癩に触る

　　奴」である。　（入格主義103＞

では，「はっきりと目立つ」のような本来の意味で使われているのであろうが，このよ

うな例は全体からみるとごく少なく，大部分は程度が大きいことを表わす意味で使われ

ている。「はなはだしい」と問様に，述語・連体・連用の用法が揃っている。「はなは

だしい」との三二点の1つは，いいことにもよくないことにもii豊別なしに使われ，その

点が語義と無関係であることである。睡進境がはなはだしい」とはふつう雷わないが

「進境がいちじるしい」とは雷える。連罵修飾法の例についてこれを示すと，

　○次に團際収支もいちじるしく好転して，昭灘三十奪には一爺間だけで約五億ドルの

　　黒字が残るほどの好調となり，　（農業朝N1956SC　8月32）

　○化繊の技術は著しく進んでいる。　（実業隔日本1956雑5月1田35）

はよいこと，望ましいことに，

　○箪命当疇のソ連邦の電力生藍は先進資本主義諸國にくらべていちじるしくたちおく

　　れていた。　〈別．羅エコノミスト1956銀10月55）

　○少くとも，社としての主張に著しく不利で，その反証となるような事実は，大きく

　　取扱うわけにはいきませんし，（世界1956年4月g5）

はよくないこと，望ましくないことに使われている。

　連体用法，述語用法の例をあげよう。

　○物理学のその後のいちじるしい発展は彼の屍透しが正しかったことを完全に証鯛

　　し，唯物弁証法の有効性が如実に示された。　（原子物理学の発展とその方法323）

　○余藤の女の子のやうに畏閑な春は知られないでおつぎは生理上にも著るしい変化を

　　遂しデた。　　（土吻」二　119）

　○諜報機関と科学的作戦立案の点で世界的に優秀であった米軍当局でも，日本の軍事

　　力の甚しい弱化と士気のいちじるしい低下を察知できなかった。（人物往来1956奪2

　　月9）

　○その野望を断念せしめて行くには効き黛は藩しかつた。　（育銅の基督5）

　○特に変化の著しい戦後の社会や，環境に私は順徳できず，ただ，昔の自分にのみ心

　　の2：りどころを求めてきたのです。（日刊サンケ41956隼2月26日85）
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　○自然科学者はしかし自然科学以外のことについては，はなはだ幼稚な誤りを犯すこ

　　とが多い。十九世紀の末期以後の自然科学の大家たちにとくにいちじるしい。　（革

　　命期における思惟の基準134）

　おそろしい

　○それは，恐しく憶い，相手にさむ気をかぶせるといった目的だった。（むらぎも44）

の「恐しく」は「冷い」の程度が大きいことを表わしているのではないかと思われる

が，「こわい」意味の「おそろしい」となにがしかの関係がありそうにも思われる。し

かし，次にあげるような，斜面感とは無縁な場面に使われた例も少なからずあって，

「おそろしく」が程度表現の藷に転化した用法を持っていることがはっきりする。
　　いたづら
　○悪戯好きなその心は，嘉永頃の浦賀にでもあればありさうなこの旅籠屋に足を休め

　　るのを恐ろしく面白く思った。（或る女・薗23）

　○じっさい，かれら自身，動物学界ではながいあいだ，何かおそろしくアマチュア的

　　な一葬科学的な一仕事をしている連中，という眼で晃られてきた，ということ

　　を忘れてはいまい。　（高崎山54＞

　○こう言う憶界の女にしちや，恐ろしく純な感じじゃねえか。〈週刊新潮1956年5月29

　　田48＞

　○おそろしく細長い町であった。　（富岳蒼畢57）

　○「岩崎義夫氏はおそろしく若い女に人気があるんですよ。」　（むらぎも196＞

　「おそろしく」が程度を表わす意味を生じる経路としては，「恐怖を感じさせるほど

著しい程度に一→著しい程度に」のようなプロセスが推測される。「やせている」につい

て使われた次の2例を参考までにあげよう。

　○彼は下痢患者らしく怖ろしいほど痩せて，私の返事を待つ間も，ぢつと立ってるら

　　れないらしく，体をふらふら振ってみた。　（野火27）

　○貧乏な上に恐ろしくやせている私がこんな嘉をいうと，それこそほんとうのやせが

　　まんというものだと笑わるるかたもあろうが，（貧乏物語142＞

　「おそろしい」の語形が，上の「おそろしく」と同じように使われることがある。そ

の例と思われるものをあげよう。

　○必ずしも高利を震る訳では無いが，恐ろしいきちやうめんな男で，自分でも契約を

　　きちんと守るかはりに，　（思出の記・上187）

　○「おそろしい疲れるもんですね。」　（あらくれ233）

　連体修飾期法に立つrおそろしい」も程度の大きいことを表わすのに使われることが

ある。

　○恐ろしい力で，頬をなぐられたのである。　（自由学校123）

　○里人は，此の恐ろしき奇蹟を見ると，もはや市九郎の仕事を，少しも疑はなかつ
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　　た。　（懇讐の彼方に79＞

などの例では，恐れを感じさせるようなという意味が多少なり保たれているかもしれな

い。しかし，次にあげるような例では，恐れの感じとは関係がなく，程度の大きいこと

を蓑わしている。

　○木村は恐ろしい力をこめて，

　　「それはさうですとも」

　　と答へた。　域る女・前205）

　○と思ふと，荷車は，石塊の多い凸凹の坂路を，ガラガラと鳴って降りはじめた。お

　　そろしい速さであった。（冬の宿200）

　○「あんたの手紙見た蒔は羨ましかった。」

　　「あんな貧乏話が羨まれるの。」

　　「なら貧乏の結果が。」

　　「怖ろしい贅沢ね。」　（真知子・菌49＞

　○葉子の駐格の深みから湧き出る怖ろしい自然さがまとまった姿を現はし始めた。

　　（載る女・毒訂150）

　次の例ではrおそろしい」が人を表わす名詞を修飾しているが，その属性的な側弼に

ついて，程度が大きいことを表わしていると考えられる。すなわち，「おそろしくやき

もちをやく人」「おそろしくよく泣く人」などのようにパラフレーズされるべきもので

あろう。

　○繧は恐しいやきもち焼きだって，駒子が言ってたよ。　（雪国136）

　○勘次は小さな時分から侮られて能く泣かされた。彼は恐ろしい泣虫であった。　（土

　　・上204）

　「おそろしい」の程度を表わす意味は，述語的用法はほとんどもっていないようであ

る。しいて探すと，次の例などはややそれに近いものと言えようか。

　○レコード歌季の人気のうつり変りのはげしいことは恐しいばかり……　（平凡1956ff

　　6月274）

　ひどい

　○「そんな風に言うんなら，ずい分あなたはひどい。」（くれない96）

　○「そんな事はどうか知らんが，ひどい母親もあったもんですなあ。父親が無いんだ

　　というから，子供だけ置き芸りにされたんだね」　（入閥の壁・上31）

　○そうすると帰り道によけいにひどい毯に会わせるそうですよ。（出家とその弟子26）

のように，人やその行為について，人情味がない，無慈悲だというのが，申心的な意味

だと考えられる。

　○自分はまだその女なくも生きてゆける。しかし友にとってはあまりひどい打撃だ。
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　　（友情117）

　○横須賀線なんか，どんなひどい地震だって，あんなに揺れやしませんよ。（文芸春

　　秋　1953奪三le月　142）

　○どうも気分がわるい。一ひどく頭痛がするし，熱があるらしい（1申子・上55）

のような例では，すでに申心的な意味が弱まり，程度の大きいことが主な要素になって

いるといえよう。しかしまだ，そのことを受ける人間にとって被害のあることをも表わ

していて，完全な程度の表現とは言い切れない段階であろう。しかし，次にあげるよう

な例では，「ひどく」はまったく程度袋現の語になっているといえよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひどく
　○僕が大きくなって，活発な風をして居るのが非常嬉しい事。　偲串の記・上86）

　○紀尾弁町に勤めてみた問ぢう，おはまはひどくこれを徳として，命脈様の御期と云

　　ふと，何を措いてもまめまめしく働くと云ふ風だった。（多情仏心・前308）

　○そのかげに，屋根に落葉をためた小さな吉びた二階家が一かたまりになって崖に寮

　　りそひ，そこだけはひどくしっかなおもむきがあった。（冬の宿9）

　○何よりも，五蕎助にとって，有難いのは，織縞内の水洗便所だった。これが，ひど

　　く，上等な，洋式便器である。　傭霞学校360～361）

　○そのときひどくきれいな入間が安省の目にはいってきた。一入の青奪が，一人の美

　　しい女を案内してそこへはいってきたのだった。〈むらぎも263）

　上にあげた例はみな連湧修飾語としての「ひどく」であった。もし，次にあげるよう

な例までも，程度表現の内として認めるならば，連体修飾語や述語としての用法も存在

することになる。

　○旦那さんは昨黛のK一争議の時，ひどい結核だつたのを無理して，それがもとで亡

　　くなったやうなものなの。　（翼知子・朗210）

　○娘ツ子がよ，掻きの口説きのでも，鼻もひっかけねえから，ひでえ女嫌れえだ。

　　（読切倶楽部1956SC　6月309）
　　　　　　　　ひど　　　　　　　しん　　　　　ぼんやり　　　　　　　　　　　　　　ょ

　○有繋に，疲が酷いから，心は少し笹幽して来た，何しろ夜の麟むのが待遠でなら

　　ぬ。　（高野聖63）

　えらい

　○今思い出したのは，昭和三無の御大典のとき，察都に財界の詠い入がたくさん集ま

　　りましてね。　（文芸春秋1954年3月69）

　○成功せんでも偉い入もあるし，成功してもつまらん人もある。（文芸春秋増刊1954年

　　政界読本　76）

のように，人の縫会的地位や，あるいはもっと無形的な人物評緬を表わすのが中心的な

用法である。

　○ええか，言ふことをきかんと，あとがえらいそ。　（潮騒81）
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　0「僕，えらい屑に遇つちゃったよ。もすこしのことで，電奪に礫き殺されるところ

　　だった。」　（改造1954年6月235）

　○お醜の方で勝手に趨の隊にあんなものをよこしときながら……。ほんまにえらいも

　　んを，かかえこませやがつたぜ……慎叢地欝・k14）

　　　　　　　　　　　　　　　　　しみ　○外はえらかったでせう。今夜は少し凍が強いやうですな。　（波27）

などは，たいへんだ，くるしい，こまった，のような意味で，あきらかに申心的な意味

からかけはなれている。「よくないことの程度がはなはだしい」のような意味からこう

いう使いかたがされるのだとすれば，程度的な意味といえよう。さらに，

　○稲葉さんも今度の畢停戦の聴にはベンチをとび繊してどなったりえらくはりきって

　　いましたね。　（野球界1956年12月134）

　○「君はまたえらく字が下手じゃないか，この忍男書の字は大したものだね」（知姓

　　1956無三9月　 134）

などは程度副詞的である。

　○霜は動物のこと，えらい詳しいなア。（明昆lg56年11月IM）

は，形は「えらい」であるが，連期修飾語としての「えらく」と圖等の働きをしてい

る◎

　○えらい勢いで走ったフランスよりは，歩いていたイギリスの方が，ずっと拙く目的

　　地に近づいたといえるようである。　（ものの見方について18）

　○「えらい解きやうちやなあ。ここへ来て悪かったら，かへるとしようか」（潮騒126）

の「えらい」はふつうの連体修飾語で，しかも単に程度の大きいことを表わす意味の例

だと思われる。

　○初涯といふんだが，えらい別嬢なんだ（潮騒56＞

も同様だが，「野僧」という，人を表わす名詞を限定している点で，ことを主体とする

形容詞の原劉からは例外的なようにみえる。しかし，「たいへんな美人」などのばあい

と岡じように，「えらい」が意味的にかかっているのはr溺嫁」の実体的な側面ではな

く，美しいことを蓑わす属性的な側面だと考えられる。つまり，「えらく美しい人」と

でも言いかえられるべきものであろう。

ばかな

○スエーーデン！　それはまた罵鹿に遠いところですね。（波378＞

Or洋服はばかに評判がいyんですよ。」　（あらくれ228）

○が，それが「赤化」なら，馬鹿に「当り醜」のことであるやうな気が一一方してゐ

　ナこ。　　（丞饗コ〔船　45）

Or『私も故郷を知らないのです』か。あいつお前には馬鹿に優しいな一」　（宝石

　1956隼12月　235）
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のような例は，あほうの意味の「ばかな」とはまったくつながりが感じられないくら

い，程度の大きいことを表わす語になりきっている。これらの例にしてもそうである

が，　「ばかに」には「法外に」　「いやに」というような，普通の考えられる帯下からか

けはなれているというニュアンスが含まれている。次のような例では，それがわりあい

はっきり側ているように思われる。
　　　　　　　　　　　　く　ら　　いくつ
　○裏の方が馬鹿に広くて禽庫が幾箇もあった事や，偲出の認・上8＞

　　　　　　　　　　　　　　　　ハワ　イ
　○「莫迦に若くみえるね。少くとも布野あたりから帰って来た手品師くらみには踏め

　　ますぜ。」木村は笑った。（あらくれ227～228）

　○「併し奥さんがみないところだからね……」

　　「今日は馬鹿に遠慮するぢやないか。」　（波13）

　連体形の「ばかな」も次の例のように，法外に大きな程度を表わすことがある。

　○「なんだい。齎もまた罵鹿な熱心さだね」　（多惜仏心・前34）

　○電波機械に馬鹿な儒用をもってないけれども，生の音と同じ音を串すということは

　　不可能なんだ。　（音楽の友王956年7月80）

　○「それはさうと，此闘の日曜の立花の独演会は莫迦な景気だつたといふちゃあない

　　カ＞o＿1　（末枯31）

　○ところが，その東金の興行が莫迦なあたりかたをして，それがために，つづいてそ

　　の一行は，更に安房の方をずっとまはってあるくことになった。（末箔21）

　すばらしい

　○ここに一枚のすばらしい電子顕微鏡写真がある。（生命の階号を解く169＞

　○素肌しい女性とランデ・ヴウに行くところなんだ。（帰郷164）

　○今あの入それや素暗らしい研究を始めたところなのよ，でき上ればとても有望らし

　　いけれどなかなかなんですって。（伸子・上74）

における「すばらしい」は，ものや人やことが質的にひじょうにすぐれていることを表

わしている。

　○「暫らく遙はなかったうちに，素曜らしくいs顔になったもんだな」（多情仏心・蘭

　　142）

　〇十二時になっても，門店は素晴らしい聖柄ぶりで，私は家へ帰るのに気が気ではな

　　カ〉っiこ。　　（放浪記　50＞

のような例も，質的な評価とも考えられるが，程度的に大きいことを衰わしているとも

みられよう。しかし，次のような例では「すばらしい」本来のもっている高い積極的な

質的評価とは（ほとんど）無関係になって，単におどろくほど程度が大であることを表

わすに至っているとみられる。

　○そしてその国斑経済が小さいのに，消費生活の面は，料亭，待合，キャバレー，バ
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　　一，カフェー等々の数のすばらしく多いこと，これは日本の都会の特徴である。

　　（ものの職方について161）

○竹のなかには素晴しく大きな丈の高い椿が，この清楚な竹藪のなかの異濃墨のやう

　　に，重苦しく立って居た。〈田翻の憂繕14）

○臓物，焼鳥，焼豚，など，すべて脂っこく動物的なものを，店の者が驚くほど多量

　　に，すばらしい速度で食ふのであった。　（冬の宿97）

述語用法においても，「すばらしい」が程度の大きい意味を表わすことがあるか，よ

くわからない。そうみるのに狂都合な例は資料内にみあたらない。

　すごい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いれずみ
　○この女は腹をぐるりと一巻きにして，麟のところに朱い舌を幽した蛇の文身をして

　　いた。私は九州で初めてこんな凄い女を見た。　（放浪詑8）

のように，きみのわるい感じ，おそろしい感じを与えるようなようすが，「すごい」の

基本的な意昧だと考えられる。

　○この頃おかきになるものには凄い程，強い感じが出て薬たやうに思ひます。　（友情

　　104＞

　○次の田には空は些の微粒物も比めないといったやうに凄い程晴れて，山も滅切り近

　　く成って居た。（±・上134）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はたち　○美少奪と云っても，可愛らしいと云ふのではなく，誰が見ても正確に二十歳とは思
　　　　　　　　の　コ　　　　　　　　　　　　　　せい
　　ふまいほどにふけてもみるし，丈は四寸豊で，肉は薄く，キリ～としまった，凄い
　　たら
　　質：の美しさだった。　（多情仏心・前137）

のような例では，普逓の意味でこわいようなものではないが，ある属性の程度・質が一

種の戦櫟を感じさせるようなようすを表わしているとでも言えないであろうか。しか

し，次のような例になると，そのような性質も失なわれ，「すごく」はあきらかに程度

劇詞的なものになっている。

　○性格がすごく明るいんですよ。そのくせ人からはものすごく陰影があるといわれる

　　んです。（週刊サンケイ1956奪10月7日57）

　○私なんかもそうですが，すごく身近く考えていますね。（装苑1956煽4月13D

　Oジェームズ・二心スンなんて，すごく婬き！（小説サロン1956年10月181）

　○「世界史」の人ネールに対する記者団の質問は，すごく活濃だが，ネールはその一

　　つ一つに，誠意の限りをつくして相季が十分に理解するまで答える。（9t界1954年4

　　月131＞

上の4例のうち，1例から3例までは座談会・対談の詑事の中の若い女性の発墨である

が，程慶副詞的な「すごく」はもちろんくつろいだ会講などで多く使われる。

　○併し，凄く恐ろしい感じを彼に与へたものは，自然の拷って居るこの暴力的な意志
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　　ではなかった。　（田圏の憂響24）

の「すごく」は，程度蔑彗詞的に「おそろしい士を連用修飾しているとみようとするのは

無理に感じられる。それは，この作品の文体が程度副詞的な「すごく」の待つ文体的特

徴と相いれないためでもあろう。

　「すごい」の程度蓑現的な意味は，連用修飾罵法だけに限られてはいないようであ

る。たとえば，

　○観光ブームとは直接関係はないが，ここ二，三隼間の来日音楽家の数はすごい。

　　（週干慧新潮　1956舞三7月23臼　56＞

の「数はすごい」は「数の多さはすごい」「数はすC“く多い」とみて，主に程度の大き

いことを表わすものとみることができよう。

　程度を表わす「すごく」　「すごい」は当然，ことを主体とするはずで，事実，以上に

あげた例はみなそうであった。しかし，

　○「オジサマこそ，驚いたわ。まア，ス：ゴイ服，着てらっしゃるじゃないの。靴も，

　　帽子も…」　〈自由学校250）

では，「すごい」の主体が，「服」というものである。これは，たとえば「すごくりっ

ぱな服」　「すごく上等な臓」といったような，「すごく」の限定する語が「すごい」の

申に包摂されたような表現だと考えることができようか。あるいは，このような用法が

すでに地歩を確立していると認めるならば，「すごい」の意味の申の1つに，本来的な

意味とは反対的な「すばらしい」のような意味があるということになるだろう。

　ものすごい

　○双四鏡の申に回る敵艦の甲板上では火焔の中を人影が右往左往しているのも物凄く

　　感じる。　（実話雑誌1956隼4月30＞

　　　　　　　ゆふぺ
　○私はそれでも昨夜の物凄い有様を見せずに済んでまだ可かつたと心のうちで思ひま

　　した。若い美くしい人に恐ろしいものを見せると，折角の美くしさが，其為に破壊

　　されて佳舞ひさうで私は怖かったのです。　（こsろ273）

などは，非常におそろしい感じを与えるようなようすという，本来的な意味で使われて

いる。

　○まだ夜の気が薄暗くさまよってみる申に，頬をほてらしながら深い呼吸をしてみる

　　葉子の顔が，自分にすら物凄い程なまめかしく映ってみた。（或る女・鋳10封

　○物凄く底光りのする真膏な遠洋の色は，いつの間にか泓れた波の物狂はしく立ち騒

　　ぐ沿海の青灰色に変って，（或る女・前142）

などでは，すでに程度表現的になっていると思われるが，1司時にぞっとするような感じ

が含まれているといえよう。ところが，次にあげるような例になると，まったく程度表

現のi藷になっている。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2，属性の主体と内容　　IS3

　0かれは，都井岬ではじめてサルの顔をみたとき，やはりものすごくうれしかった，

　　と臼状した。幅崎出55＞

　○性格がすごく明るいんですよ。そのくせ人からはものすごく陰影があるといわれる

　　んです。（遡刊サンケイ1956年10月7日57＞

　○物凄くグPテスクな猿で，顔は真黒な毛でおおわれているが，顔の周りをぐるつと

　　丁度お面をかぶったように白毛がフチをとっている。（文芸春秋1956犀9月20日7）

　次にあげるような，連体修飾用法・述語用法の「ものすa“い」も，（主として）程度

の雰常に大きいζとを表わすものであろう。

　○暴漢は，女に飛びかかると，後ろから羽がひじめにして娘の左の腕を撚んだ。もの

　　すごい馬鹿ちからであった。（本日休診47）

　○その人たちがものずこい生きがいを感じて研究をしていることを知った。（生命の賭

　　弩を解く　166＞

　○溝の向ふは，若布を染める工場の敷地である。蒼布の臭気が物凄かつた。体日休

　　診91）

　こよない

　資料内に4例あり，みな副詞的な「こよなく」の例である。

　○故知れぬかなしみぞrげにこよなくも堪えがたし（小説サ・ン1956蕉1月付録恋愛の

　　バイブル68）

は文語体の訳詩の中の例であるが，他の3例は口語体の文章の申で使われている。しか

し，文章議的ないし詩語的な語だといえよう。

　○坂上は，赤ん坊と遊んでみる「うちの女の子」に，こよなくいとしい思ひをかけて

　　みた。　　（：史：芸　1956臼ヨ9月　140＞

　○青春にあって，一番心ゆたかにしてくれる夢，理想を求めて生きる希望の世界，そ

　　うしたものに包まれてある青春を，こよなく愛する私だからです。（近代映顧1956蟻

　　10月138）

　○ハリウッド剣劇の名優来るっていうんで，バテイスタ大統領は彼を特男lj謁見し，こ

　　よなく，もてなした。　（週刊璽窟1956隼7月7厨47）

　資料内にはないが，たとえば「こよない書ぴ」というような，連体：用法はあり得るよ

うに思われる。しかし，「＊その薯びはこよなかった」というような述語用法は不可能

であろう。

程度の大きいことを表わす形容詞的あるいは副詞的な語は，以上のほかにもまだあ

る。たとえば，
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　　たいへんな，ひじょうな

　　とてつもない，どえらい，もうれつな

　　むやみに，やたらに，めちゃくちゃに，法外に

　　いやに，やけに

　　いたく

　　めっぽう

のような語である。

　このような，程度の大きいことを表わす語は，そのことを客観的に表わすだけではな

く，話し手の書いたいことを主観的に強調したり，聞き手に与える感情的な効果を強め

たりする機能を負わされている。したがって，表現姓の強い語であることが要求され，

使い吉されて新鮮さが失われると，次々に新しい表現的な語が求められ，発生する。現

代ではたとえば，「とても」「断然」「全然」「絶対」のような譜がそういう性格を負

って隆替しているといるといわれる。流行語的な「最高」　「抜群」なども岡類であろ

う。このような語を発生させる供給源の1つとして，形容詞，とくにその連用形の副詞的

翔法があるわけである。

　上にみた爽例からもうかがわれるように，程度の大きいことを表わす形容調は，連用

修飾語として，蔑彗詞的に使われることが圧倒的に多く，したがって，もとの形容詞から

分化した副詞として扱われるものも多い。しかし「はなはだしい」　「いちじるしい」の

ように形容詞としての絹法を完全にそなえている語もある。それらを，完全な「程度形

容詞」と考えるとすれば，他方の極にいわゆる程度臨司があり，その中閥の性格のもの

もあるということになろう。上に用例をあげてしらべてみた語についても，連用修飾語

としての副詞的な用法しかないか，連体修飾語あるいは述語としての粥法ももっている

かどうかの認定はむずかしいものがあった。しかし，一応の認定をして次のように配列

をしてみた。（上に取り上げた10語そのま謹でなく，多少の妻入りがある）

はなはだしい

いちじるしい

すごい

おそろしい

ひじょうな

たいへんな

すばらしい

ばかな

こよない

いたく

述

十

（＋）

（＋）

煮
環
二
訂
μ 連体修飾語

　　十

　　十

　　十

　　十

　　一y

　　÷

　　÷

　　十

　（一F）

連署修飾語

　　一F

　　十

　　十

　　十

　　十

　　十

　　十

　　十

　　一f一
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やけに

とても
十
十

2。4．3　その他

　こと／もの

　　ろこつなくあらわな，むきだしな（勇析鈎63）

　「ろこつな」は，人の気持・意図などが，他人の感鷺などを掌篇しないで，かくされ

ることなしに表わされるようすであって，その主体はことである。「あらわな」「むき

だしな」も同じようなことに使われることもあるが，有形の具体物も主体になることが

ある。

3．程 度

5．0　はじめに

　ものごとの属性には，属性の鍾類の違いとともに，賜姓の程慶の違いが墓本釣な契機

として存在する。ものぐとの属性をあらわす主要な品詞である形容詞においては，その

意味の特性として「程度性」を含んでいることが葬常に多い。形容詞が，譲物の属性に

ついての相対的な判断を衰わすと雷われることがあるのも，このことに起因するものと

考えられる。

　3では，まず3．1で，形容詞の意味における程度性とその表われについて一毅的に概

観し，5．2で程度の観点から区別され，対立している形容詞についてしらべてみよう。

　なお，ここでは数や量の大小をも，「程度」に含めて考えることにした。

3．1形容詞における程度性

3．■1　程度副詞との関係

　形容詞が，その意昧に「程度性」を食んでいることは，程度副詞との関係からもみて

いくことができる。「すこし」「かなり」「非常に」などの，いわゆる程度爾詞は，主

として形容詞を修飾することを職能とする。ということは，程度副詞に修餓される形容

詞の意味のほうに，程度の隈定をうける性質がそなわっているからに外ならない。形容

詞の意味に内在している「程度姓」が有形化して表わされるのが程度捌詞であるという

こともできよう。

　ただし，程度灘詞はすべての形容詞を修飾すると，一一一一般に雷われていることは正しく

ない。たとえば『鷹語学辞典』の「縦調」の項の中に

　　　程変羅詞は情態性概念の藷，説として形容詞・形容動詞を修飾しうるだけだが，



156　第1部　形容詞の意昧の諸僕懸

　　その代りどんな形容調・形容動詞をも修飾しうる。

とある。「どんな形容詞・形容動詞をも修飾しうる」と，文字通りいうことはできない

ことを次に畷らかにしてみよう。そのことが月下に，意味における程度性の観点から

の，形容詞の一種の分類にもつながっていくと日われる。

　157ページのの表は，程度副詞の数日を横の欄にとり，形容詞の20例ほどを縦の欄に

とり，ある形容詞がある程度副詞に修飾されうるかどうかを検討してみたものである。

（形容詞の19番にナ型の形容詞の形であげた「いっぱいな」は「いっぱいの」のほうが

むしろ普通の形であろう。また，20番の「同じ」は普通，連体詞として使われる。この

2語は文字通りの形容詞とはいえない例である。）◎の印がついているのは，資料申に

実例があったことを示す。「多い」についてだけ，その実例を示してみよう。

　○ですから今度でも競争者が可なり多いのだけれど，文部雀のN一さんがあのひとを

　　推薦してくれてるんだって去ふから大丈夫らしいの。（真知子・前163）

　○この附近には，狂犬が非常に多いからだと村の一一入が説明して居た。　偲蟹の憂謬

　　57）

　○「改める道をしっかり（足もとから）考え，その友をもっと多く探しもとめる」

　　（入生手帖1756SC　3月75＞

　○弟の方がその子の父親だといふ可能性はずっと多いわけなんだが。（波164）

　次に，○の印はたまたま資料の中に実例はなかったけれども，存在しうると筆者個人

の内省によって判定したことを示す。また，それ以外の空欄は資料湾に実例がなく，ま

た可能姓としても，普通の条件のもとではあり得ないと感じられるものである。空欄に

なっているものでも，特殊な条件のもとでは結びつきうるものもある。たとえば（18）

「ない」の，「もっとない」は空欄にしてあるが，「ぼくのほうがもっとないんだよ，

金が。」などと欝うかもしれない。この場合の「ない」は「少ない」に近い内容を表わす

のに使われており，したがって程度副詞と結びつく可能性が考えられる。この表の「な

い」は有無の無を意味する，本来の使われかたについてだけ，示してある。また，程度

副詞の（7）「まったく」は，「実に」というような意味の，驚きの感情を申心とする

用法では，たいていの形容詞と結びつくが，ここではそういう感情を食まない，「完全

に」という意昧の用法についてだけ考えてある。

　もし，すべての程度副詞が，すべての形容詞を修飾しうるならば，この表の全部のま

す目が◎か○になるはずである。（6）「ほとんど」（7）「まったく」は，ここではかり

に特殊な程度副詞と考えることにしたいが，（5）までの所でも，空欄がかなりある。

下の方のrない」「いっぱいな」桐じ」などは普通の程度副詞をまったく受けつけな

い。これは，これらの語の意味が，極陵的とでもいうべき性質をもっており，普通の三

度駐を含んでいないためだと考えられる。たとえば「ない」であるが，「少ない」とい
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う属性は「やや少ない」「かなり少ない」「非常に少ない」のように二王性があるが，

「ない」という極限に達すると，もはや程慶性が考えられなくなる。また，「同じ」に

ついても，「違う」　「似ている」などの属性には「かなり違う」　「すこし違う」「やや

似ている」　「聾常に似ている」のように程度性があるが，「同じ」という極限に回する

と，「すこし同じ」「もっと財じな」などという程度の限定はありえなくなる。

　ところが，「ほとんど」や「まったく」は「ない」　「同じ」などを修飾する。（「まつ
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たくいつぱいだ」はふつう書わないことに一応判定したが。）これはなぜであろうか。

たとえば，「同じ」という属性そのものに程度性はないけれども，ド同じ」という極限

に簸近しているのが「ほとんど同じ」，到達した段階が「まったく岡じ」だと考えられ

る。「ほとんど」や「まったく」は，ある極限値への接近度を表わす，特殊な程度副詞

だと考えられる。

　表の上の方の，「多い」　「高い」　「階い」「うれしい」のような形容詞は，fない」

「いっぱいな」などと反対に，普通の程度副詞とよく結びつく。こういう形容詞はほか

にも数多くあって，いろいろな程度を露由に表わしうる形容詞だと考えられる。そし

て，これらは「ほとんど」や「まったく」とは，逆に結びつきにくい傾向がある。とい

うことは，こういう普選の形容詞は，その程度が目盛りの上を連続的に露宙に上下する

ような，尺度的ともいうべき性質を表わす語であるためであろう。（3）「賠い」（12）

「丈央な」（15）「安全な」などは，全部◎か○になっており，これらの語は，尺度的で

あると洞時に，極限的な性質も持っているように思われる。

　（5）～（8）の「おびただしい」fこだかい」などはほとんど全部空欄になっている。

（1）「多い」は尺度的だと述べたが，「おびただしい」は「多い」という尺度の，いち

じるしく上の方の部分だけに範囲を限定されている。すなわち，単語自身の意味の中に

程度の限定が含まれているために，程度則詞と結びつかない，あるいは結びつきにくい

と考えられる。「たかい」に対する「こだかい」，「くらい」に対する「うすぐらい」，

「まっくらな」のような，程度に関係する擾頭語を含んだ派生的な形容詞（3．2．3参

照）も，この類に属するのが普通である。りくつとしては，たとえば「こだかい」の範

囲の中でも，小刻みな程度の段階が考えられるはずであるが，実際上は程度副詞の修飾

を受けることは穿常にまれなようである。「すこし小高い」は◎で，資料内に胴例が1

つだけあった。　（この例とその解釈については，分析例27を参照）

　以上，形容詞と程度副詞との麗係をかんたんに調べてみたが，典型的なタイプとして

は（1）～（4）のような，基本的な～般的な形容詞で自由な尺度性をもっているもの，

（5）～（8）のような，語自身の中に程度上の制限をもっているもの，（18）～（20）のよ

うな特殊な意味をもった語で尺度的でないもの，の3類が考えられる。残る（9）～（17）

も，以上の3つのタイプの何れか，またはその混倉として考えることができよう。

3．1．2　形容詞における反対語

　形容詞の申には，いわゆる反対語の関係で対をなしているものが数多く存在してい

る。このことも，形容詞の意味における程度姓と深い関係をもっている。まず，反対語

一般の中で，形容詞における反対語はどういう特徴をもっているか，考えてみよう。

　反対語には，矛盾概念（contradictory　notions）を表わすものもあれば，反対概念

（contrary　notions）を表わすものもある。これは論理学の観点を借りた分類であるが，
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反対語の意味について言語的にしらべる上でも役に立つものと思われる。

　矛盾概念を衰わす反対語というのは，たとえば，

　　男一女　　　　偶数　　誉ぎi数

のように，闘題になっている対象の領域がきっちりと分割されて，中閥的・過渡的領域

が普通には考えられない反対語である。FとGによって反対語を示すと，

　　一一・F（x）：．）・G（X）

　　G（x）　一）　一一　F　（x）

の両方が成り立つ関係にある。たとえば，

　　運転手は　男でない。

と雷えば，

　　運彗藪手t’ま　　女ブrご。

ということを鴫に意味している。また，

　　運転手は　女だ。

と言えば，

　　運転手は　男でない。

ということを讐外に禽んでいる。人間という領域は，性に押しては，男と女とにきっち

りと二分され，余すところがない。　（半陰陽については，いま考慮から除く。）

　　概婚一未婚

も岡三の関係で，「結婚しうる条件をそなえた人」に関して，「あの人は既婚でも未婚

でもない」ということはあり得ない。もっとも「あの人は法律上は未婚だが，窮実上は

既婚だ」ということはあるかもしれないが，法律なら法律のレベルで「未婚であり，か

つ既婚」ということは普通はあり得ない。

　このような矛三口係を構戒する反対語は，日本語の形容詞にはあまり存在しないよう

である。動詞と形容詞の対立であるが，「ある一ない」はこのタイプに属するであろう。

ほかに，

　　可能な　　不可能な

　　完全な一一不完全な

　　正確な　　不正確な

　　たしかな一一一一一一ふたしかな

のような，否定の接頭語によって作り出される反対語の中には，矛盾関係と考えられそ

うなものがある。しかし，

　　親切な一一不親切な

　　得意な一不得意な

　　しあわせな一ふしあわせな

などは矛盾関係でなく，反対関係であろう。　（たとえば，「しあわせ」でもfふしあわ
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せ」でもない，中間の領域が存在する。）基本的な和語の形容講どうしが構成する反対

語には，矛盾関係とみられるものは，まず見当たらないようである。（英語のばあいは，

dead－alive，　ope無一shutなど，形容詞の中にも，矛盾関係の反対語が存在するようで

ある。）

　反対語の第2の種類として，反対概念を表わすものは，たとえば「ひろい一一せまい」

がその1例になる。

　　この部屋は　ひろいσ

と言える時1には，

　　この部屋は　せまくないQ

とは言える。しかし，

　　この部屋は　せまくない。

と言ったばあい，

　　この部墾は　ひろい。

とも言えるかどうかはわからない。

　　この部屋は　ひろくもせまくもない。

という中間の領域もありうるからである。すなわち，FとGによって反対語を示すと，

　　G（x）II］｝一vF（x）

は成り立つけれども

　　・一F（x）：）G（x）

は成り立つとは限らない。嗣本語の形容詞における反対語は多くこのタイプに属し，2

つの極の中間にどちらにも属さない領域をもっている。これは，性質の程度が漸層的に

増減していて，反対語のどちらにも属さない中問の段階が存在するからである。このこ

とは，形容詞によってあらわされる内容が，いちじるしく程度的な性質のものであるこ

とを示している。

　（付）反対語に関してこの項であげた2つのタイプは，たとえば∫ohn　Lyonsの
““

rtructural　Semantics”（1963）ではnon－gradable　antonymsとgradable　antonyms

と呼ばれている。（62ページ）前者の例としては，single：married，　male：female

をあげていて，日本語にあてはめても説明に便利な例なのでここに借用した。同じ∫．

Lyon＄の”lntroduction　to　theoretica王Linguistics”（1968）では，反対の意味を

antonymy，　complementar圭ty，　conversenessに3分している。　complementar至tyは

前著のnon－gradable　antonyms　lこ縮当し，　antonymyはgradable　antonymsに根当

している。

　C．　｛〈．　Ogden　”OPPOSITION　A　Linguistic　and　？sychological　Analysis”

（1932）はBasic　Englishの設定の仕事との醐連で反対語を考察した本であるが，　cutに

よる反対語と，scaleによる反対語を区別している。前者はInside－Outsideとか，
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Male－Femaleのように境界のはっきりしているものであり，後：者はBlack－Grey－

Whiteのように漸厨的に変化していくものである。この区別も，contradictoryとcon－

traryの区鋼と関係の深いものであろう。

5．1．5　比較表現と形容詞

　程度性ということは，「比較」ということと深い関係がある。壌本語の形容詞は，英

譲などの形容詞における原級・比較級・最上級のような，比較のための語形変化はもっ

ていない。そして，たとえば

　　きょうは　きのうより　あつい。

　　きのうは　きょうほど　あつくなかった。

　　きょうの　ほうが　あつい。

　　きょうが　いちばん　あつい。

のように，「より」「ほど」「ほう」「いちばん」などのことばが日本譲の比較表現で

は大切なはたらきをしている。これらのことばのあとにきて述語になるのは，形容詞で

あることが多い。

　　きょうは　きのうより　むしむしする。

　　A氏は　B氏より　ふとっている。

のように，動詞でも形容講と間じく状態や性質を表わすばあいは比較表現が成り立つ。

また，

　　A民は　B疵より　飲んだ。

のように，動詞の表わす動作に関係する量について比較表現が行なわれることもある。

しかし，一般釣に，形容詞が比較表現の文の述語の中心になる主要な三二である。比較

ということは，ものごとのある属性の程慶の大小を比べることだから，程度性をその意

味に本来的に含んでいる形容詞として，これは自然ななりゆきであろう。形容詞を述語

として，比較表現が成り立つのは，形容詞の意味の根底に程度性が存在するからこそで

あると考えられる。

　形容詞を述語として，比較表現の文が成り立つときは，2つ（以上）のものが形容講

をなかだちとして，ある関係で結び付けられていると考えることができる。そこで，2

つの比較表現の文を結び含わせたり，主語になるものを入れかえた比較文を作ってみた

りすることもできる。そのような試みによって，形容詞の意味の性質が明らかになる点

があるので，次に2つの事項について述べてみよう。

　第1に，述語形容詞と，1つの比較対象とが共通である2つの比較表現文を結び含わ

せて，1つの比較表現文が作れるばあいがある。たとえば，「あつい（暑）」を例にする

と，
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　　きのうは　きょうより　暑かった。

　　おとといは　きのうより　暑かった。

という，2つの比較のセンテンスが成り立つばあいには，

　　おとといは　きょうより　暑かった。

という文も籏り立つ。すなわち，

　　F（X，　Y）・　F（Y，　Z）：）　F（X，　Z）

という移行的関係（transltive　relation）が成り立つ。

　こういう関係は「～より高い」　「～より速い」　「～より少い」など，多くの形容詞に

よる比較衰現文について成り立つ。この事実も形容詞の意味が一次元的な尺度の性質を

もっていることと関係が深いと考えられる。

　普賢の比較表現ではないが，「～と同じだ」「～とひとしい」という関係も，移行的

関係が成り立つ，糖別の性質をもっている。

　　きょうの温度は　きのうの温度と　岡じだ。

　　きのうの温度は　おとといの温度と　岡じだ（つた）。

が成り立つならば，

　　きょうの温度は　おとといの温度と　局じだ。

が成り立つ。しかし，成り立つ原因は「～より高い」などの場合とは違っている。両

者の違いを図題してみよう。

　　「～より高い」など　　　「～と同じだ」など

　　一　　　　一　　　z　y　x　zyx
　第2に，比較表現と反対語とを結びつけて考えてみよう。「おおい一すくない」を例

にすると，一般に，

　　Aは　Bより　おおい。

という文が成り立つときは，

　　Bは　Aより　すくない。

という文も成り立つe文の主語を入れかえ，反対語も入れかえた文も成り立つわけであ

る。2つのものごとを，ある性質に関して比べたばあい，1方の程度がより大きけれ

ば，それと反対の性質は他方がより大きい程度に持っている。反対語をFとGで表わす

と，

　　F（x，　Y）　）G（Y，　x）

が成り立つばあいが多い。

　やはり「おおい一すくない」の例について，ここで具体的な用例をあげてみよう。

　○越路山霊　彼女の年収は京子ちゃんより，ちょっぴり少なく七衝十四万円である。
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　　（読切小説集1956年6月195）

　これは15無も前の「映画スター長者弾琴」という記事からの用例であるが，714万円

という駕収は普通からいえば，非常に「多い」鎌収である。しかし，「京子ちゃん」（香

川京子）の無収を，かりに750万円だったとすれば，それに比べて「ちょっぴり少なく」

という表現はまったくノーマルなものとして成立したわけである。このばあい，「香川

京子の無収は，越路吹雪よりちょっぴり多い。」という表現も，もちろん成り立つ。

　こんどは，Aさんの琿収が30万円，　Bさんの年収が20万円と仮定する。2人とも，単

収はよほど「少ない」部類に属するが，「Aさんの卑収はBさんより多い。」という表

現は成り：立つ。

　「おおい一すくない」という反対語の意味の背景には，ものごとの数型の，ゼロから

無限大へ伸びる尺度を考えることができる。どの辺までが「すくない」範囲であり，ど

の辺からが「おおい」になるかは，場含によってさまざまである。（3．1．4の「基準」

のところで，この点についてふれる。）

　ところで，2つのものを比較して，～方がf～よりすくない」という関係は，尺度全

体からみての「おおい」の範囲内でも可能である。また，「～よりおおい」という関係

は，全体からみると「すくない」に属する範囲内でも成立する。けっきょく，

　　F（x，　Y））G（Y，　x）

が，「おおい一すくない」に関してはどんな場含でも成り立つといえよう。「～よりお

おい」「～よりすくない」という比較表現を通して考えるとき，「おおい一すくない」

は金体を通じる1っの最的な尺度として考えることができる。

　　　　　　　数　　羅　　Oim’nv’一……：：・］一一一：：’L一一一一一一一’　一＞oo

　　Armm．．ny　nv，wwua
　　ナイ　スクナイ　　　　オオイ

　　　　　　　　　　　　　　e　　　　　　　～ヨリオオイ

　　　　〈m
　　　　　　～ヨリスグナイ

　もう1つの例をあげるならば，「ひろい一せまい」の対立も岡様に1つの量的な尺度

として考えられる。

　○渋谷へ行って見る。Sという店に入る。銀座のBよりはるかせまく，スタンドの中

　　に女の子が二，三人いる。　（週刊朝摂1956奪7月1日21）

において，かりにr銀座のB」も一般的にいって「せまい店」だったと仮定しても，

　　銀座のBは，渋谷のSより広い。

という文は成り立つだろう。

　「ひろい一せまい」だけでなく，「おおきい一ちいさいj「ながい一みじかい」な

ど，空間的な墨を表わす形容詞における対立は，上と岡様の牲質をもっているものが多
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いようである。

　以上，「おおい一すくない」「ひろい一せまい」などについて言えたことは，形容調の

反対語の全般について成り立つわけではない。例として，勾配の大小を表わす「けわし

い一なだらかな」の対についてしらべてみよう。

　「けわしい一なだらかな」の対立の背後には，傾斜角度の0度（水平）から90度（垂

直）までの範囲を考えることができる。ふつう，煩斜角痩のどの辺の範麗が「なだらか

だ」と言われ，「けわしい」と言われるのか，しらべてみないとわからないが，いま4

つの傾斜面を仮定して，

　　A－20　B－40　C－400　D－500
とする。そのとき，

　　A坂は　B坂より　なだらかだ。

　　D坂は　C坂より　けわしい。

と醤えるであろう。しかし，

　＊B坂は　A坂より　けわしい。

　＊C坂は　D坂より　なだらかだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1、

とは醤えない，少くとも言いにくいであろう。つまり，「けわしい一なだらかな」の背

後に，0度から90度までの傾斜角度を尺度として想定することはできたとしても，等質

的な1つの尺度に還元しきれないものがあるのだろう。そのために，「～よりけわし

い」「～よりなだらかだ」の比較表現が，「けわしい一なだらかな」の全域に及ぶこと

ができないのであろう。

　傾斜角度の大きいことを表わす鋼の語「急な」は，角痩の小さい領域の内での比較に

も，「けわしい」より自由に使われるようである。上と同じ条件において，

　　B坂は　A坂より　急だ。

は，少なくとも，

　＊B坂は　A坂より　けわしい。

よりは不慮然でないようである。

　　（「けわしい，なだらかな，急な」については，分析例66の付記にある意識調査の結

果を参考にした。）

　もう一一つ，「としとった一わかい」の対を取り上げてみよう。人闘の一生全体からみ

て，ある年齢の領域が「わかい」であり，ある年齢のあたりから「としとった」人にな

る，という使いかたがある。また，人と人を比較して，どちらのほうが「わかい」とか

　「としとっている」とか言う使いかたがある。後者の面において「わかい」はどんな高

齢者どうしの比較にも使える。「としとった」も，老入という意味での「としとった」

人の領域よりは広く比較に使えるようであるが，無制限ではなく，ある程度の制約があ

るようである。（分析例64の後帯部を参照）
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　このように，

　　F（x，　Y）　］G（Y，　x）

の関係がかならずしも成り立つとはいえない反対語のグループも存在する。

3．1．4　基準

　以上，5．1．3までに，形容調の意味における程度性，反対語をなす形容詞を両極にし

て考えられる，ある性質の尺度，などについて考えてみた。こんどは，そのような尺度

の上で，程度が大きい，積極的な護の表わす領域と，程度が小さい，消極的な譲の表わ

す領域とは，どのようにして分たれるか，それを分つ基準は何か，ということについて

考えてみよう。

　5。1．3でみたような，比較を表わす文のばあい，この点は簡単である。

　　エヴェレストは富士山より蕎い◎

において，エヴェレストの高さは富士山という具体的な比較の基準にてらして「たか

い」と判断されている。

　　富士山は高いQ

のように，比較ということがあらわになっていない形容詞文が，かなり多くのばあい，

なんらかの潜在的な基準との比較の上での梅対的な判断である，というところに闘題点

がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈濃三〉
　この問題については，E．　Le圭siのドイツ語・英語についての要を得た考察があり，日

本町の形容詞についてもおよそあてはまるものと考えられる。したがって，ここでは，

ff本諮の例をあげながら，ごく簡単にLeisiの説を紹介することによって，この闘題へ

の解答：に代えることにしたい。

　＜注＞　E．Leisi（下木孝夫訳）『意味と構造誰　W「複合的語内容」のF「相対的

　　な条件とその基準」

　第1は，「種の基準」（Speziesnorm）で，その属性の霊域が所属する「種」の平均的

な代表者が基準になるばあいである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しっか
　○「あなた。ほんとウ。」と君江は巧に書毛の長い眼の中をうるませて徐に下向い

　　た。　（つゆのあとさき48）

において，まつげが「ながい」といっても，まつげの平均的な長さより長いというだけ

で，2センチメートルもないはずだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はな
　○海の中には，その向う側に歌鶴港を控へてるる短かい岬が延び，岬の端は断続し

　　て，いくつかの岩を白波をつんざいて餐やかしてみた。　（潮騒47）

の「短い岬」は岬の平均的な長さより短くても，数十メーートル，笹野メートルはあるだ

ろう。儲センチ以下は「みじかい」とか，何メートル以上は「ながい」というような，

絶対的な基準があるわけではまったくない。
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　第2の基準は「比率的基準」（1　roportionsnorm）である。たとえば，

　○賭博道具のルーレットを置き，長いテーブルの表面にいろいろの数字が大きく書き

　　分けられてみた。　（帰郷48）

の「長いテーブル」のようなばあい，テーブルの1つの辺が他の辺と比べて比率的に長

いということである。2辺の長さがひとしい正方形のテーブルは，どんなに大きくても

「ながいテーブル」とはいえない。

　○ところでうめ女はすでに子供のように還っているとはいえ，日本人に珍しく胴が短

　　くて，脚が長かった。　（厭がらせの矩齢270）

において，胴が「みじかい」というのは，H本人の平均的な胴対脚の，長さの比率に比

べて，胴が比較的に短いということである。また，脚が「ながい」というのも同様の比

率と比べてのことである。これも一種の比率的基準による表現であるといえよう。

　第3は，「個人的な期待基準」（三ndividuelle　ErwartungsnQrm）と名づけられてい

る。Lelsiは，しばらく苑なかった幼児に会ってEr　ist　gross（彼は大きい）と琶う例

をあげている。このばあい，その年齢の幼児の平均より大きいということではなく，話

し手が期待していたよりもっと成長していたという，まったく個人的な判断をくだして

いるのだという。日：本語でも，同じような基準によって形容詞の使われることは当然あ

ると考えられる。たとえば，上と同様の場面で岡じような意味で「大きくなったねえ／」

などと欝うことがある。

　また，日常の会話から拾った例であるが，

　　A「（大番の）ギュウちゃんのモデルはまだ生きてるんだって。60簿歳で。」

　　B「そんなに若いの！」

の「わかい」は，話し手の欄入的な予想に反して年が少いということで，ここの1例に

なるだろう。

　第4は「適格基準」（Tauglichl〈eitsnorm）である。たとえば，

　○石を敷いた路地は，二人並んでは歩けない程せまいのを，矢田は今だに一人先に立

　　つて行ったら霜江に逃げられはせぬかと心配するらしく，（つゆのあとさき2g＞

　○動脈の最も細い部分が異常に収縮して，管が狡くなり，その先の毛細管に血液を送

　　り込むのに強い抵抗を与えることになって，（嬬入倶楽部1956奪11月451）

　○どうも，彼女は，最初の夜から，一向，寂しくならない。山のような肉塊が，横に

　　転がっていないだけでも，清涼感を感じる。狭い座敷が，ころ合いの広さになる。

　　《自E麹学校～27）

などにおいて，「せまい」は人（や物）がそこを通るとか，そこに居るとかいう目的に

対して十分な幅や而積がない，適格性に欠けるということを表現している。

　○この頃は，家にいる疇も，作業服なぞ脱ぎ捨てて，裾の長いパジャマを一着してる

　　が，太い膝が盛り上って，いかにも，窮屈そう偵由学校318）
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　0勘次は紺の筒袖の単衣で日に焼た足が短い裾から禺て居た。　（土・上184）

において，すそが「ながい」とか「みじかい」とかいうのは，パジャマや着物自身の長

さではなく，着ている人との関係を袈現しているのであろう。足がわずかしか繊ないの

が「すそがながい」のであり，足がたくさん出すぎるのが「すそがみじかい」のであろう。

　以上，Leisiの説にそって晃てきたのは，椙対的な性格の濃い形容詞のばあいであっ

た。形容詞の中にも，さまぎまな場含を遇じてある程度一定した条件をもっているもの

もある。た：とえば，色をあらわす「あかい！　「あおい」　「きいろい1「ちゃいうな」な

どは，そのさしうる色の領域・境界は，ある幅をもって一定している。また，色の霊体

をなす物によって条件ががらりと変ってしまうということはない。たとえば「あかい

花」　「あかい土」　「あかい顔」などにおける「あかい」は，結びついている名詞との関

係で，ある程度の変動はあるけれども，無制限に変容するわけではない。

　また，「あかい家」はrあかいたてもの」でもあり，「あかいいす」はrあかい家具」

でもあり，「あかいげた」は「あかいはきもの」でもある。「たてもの」「家信」「は

きもの」はそれぞれ，「家」「いす」「げた」をすべて包含する，上位語である。この

ように汽形容調連体形）＋（名四）」という連体修飾構造の，名詞をより上位の名詞にお

きかえることが，「あかい」その他の色をあらわす形容詞のばあいには可能であること

が多い。岡様なことが，次のような形容詞のばいにもいえる。

　　おいしいビール→おいしい飲み物

　　おもしろい小説一シおもしろい作晶

　　あたらしいソファー→あたらしい家異

　　：薄恥なタバコ→有害な二三錨

　まったく相対的な形容詞のばあいには，このような，上位の名詞へのおきかえが成り

立たない。　「おおきい」を例にすると，r家」はすべてFたてもの」であるにもかかわ

らず，「おおきい家」はかならずしも「おおきいたてもの」とは言えない。それは，

「おおきい家」のばあいのギおおきい」と欝われる基準と，「おおきいたてもの」のば

あいのそれとが，一一ではないからである。

　この点に関する具体例をあげてみると，

　○串堀中尉は穿常に罵心深かったが，下瀬中尉は大軌沿線にかなり大きな家を新築し

　　ていた。　（纂空地帯・上175）

の「かなり大きな家」は燗人の三宅としてはかなり大きいということであろう。

　○背後に雑木林を背負ひながら，赤い屋根をした，いくつも側翼のある，大きな建物

　　が，行く手に見え由した。　〈鼠立ちぬ91）

　○この見ただけでも心臓に悪くつかへるやうな黒々とした臣きな建築物の前で揉み合

　　ひ唆鳴り含ひ，　（冬の宿34）

の，F風立ちぬ」の「大きな建物」はサナトリウムであり，　r冬の宿」の「蓮きな建築
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物」は大学の講堂である。「建物」や「建築物」は公共的な，掴人の住宅より大きいも

のを含むので，その平均的な大きさの基準は「家」のそれよりも大きいはずである。

　空間的な塁を表わす基本的な形容詞はみな，このタイプに属するが，次のような形容

詞についても，嗣様なことがいえるようである。

×
×
×
×
×

はやい舟→はやいのりもの

おもい赤ちゃん→おもい人

かたいおかゆ一〉かたい食べ物

わかい政治家→わかい人

やすい宝石→やすい装身具

3．2程度によって区別される形容詞

　以上，3．1で，形容詞の意味における程度性と，それに関連する問題について，～般

的に考えてみた。3．2では，程度性の観点からその意味が区別されている形容詞にどん

なものがあるか，それらはどのような対立の様相を示しているか，について具体的にし

らべてみよう。

3．2．茎　程度の大小

　形容詞の中には，いわゆる反対語として，対をなして存在しているものが割舎に多

い。それらの中には，ある属性の程度が，ある基準にてらして，大きいか小さいかとい

う区別で対立しているものがかなり多くあるということも，5．1に述べたところがら明

らかで，事新しいことではない。反対語についても3．1．2でちょっとふれたわけである

が，ここでもう少しくわしく反対譲についてしらべることから始めよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈注〉
　反対語についての研究は，日本語についてはまだほとんどない現状である。

　〈注〉　教科研サークル『語彙教育謹　（麦書房，1964）は，反対語に関する：文献とし

　　てただ3柵の反対語辞典をあげ，反対語の硬究は全然ないと述べている。それ以後

　　に，宮地敦子「対義譲の消長」ぼ国語国文』37－7，1968－7）「対義語の条件一

　　「高し」を唯心として一」（『国語国文』39－7，1970一一7）が出ている。これは歴

　　史的な研究である。

1．Arnold　c“The　English　Word”（Moskwa，1966）は，ソ連における英語の語彙論

の教科書の一種であるが，Antonymを定義づけているところをみると，次の諸条件に

なると思われる。

　　1．　準じ品詞に属すること。

　　2．　スタイルにおいて同一なこと。

　　3．　分布においてほとんどma　一一なこと。
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　　4．associateされ，いっしょに使われること。

　　5．contrary　or　contradictory　notionsを表わすこと。

　これは英語の語彙に関しての論ではあるが，日本語に関してもかなり参考になるよう

に思われるので，これらの諸条件にそって考えてみよう。

　まず，「司じ品詞という条件によると，

　　ある一一ない　　ただしい一一まちがった　　まっすぐな一一まがった

　　おなじ一ちがう

などは反対語からはずされることになる。申村一男『反対語大辞典違　（東京堂，1965）

は，

　　A　反対語は互に圃～品詞であることを原期とする。

　　B　同一錨詞でない場合は，持に利用緬値の高いものだけを，例外的に反対語と

　　　　し，それ以外は除く。

と，編藥方針の中に述べている。　（上に例にあげた「ある一ない」などの4対に間して

は，「まっすぐな一まがった」を除く3対は載せられている。）

　ここでは，ふつう形容動詞と呼ばれているものも形容詞に含めて考えているので，

　　さびしい一にぎやかな　　　　　　おだやかな一一はげしい

　　いそがしい一一ひまな　　　　　　　　きれいな一きたない

　　あらい一なめらかな　　　　　　　けわしい一なだらかな

などの対は，形容詞に所属する反対語の対として扱われることになる。

　第2に，反対語が，岡一のスタイル，文体に属することという条件によって，

　　こい一あわい（cf．こい一うすい）

　　はやい一のろい（cf．はやい一おそい）

　　安全な一やばい（cf．安金な一一危険な）

のような対立は反対語とは呼ばれないのが普通であろう。反対語とよく対比される類義

語は，

　　あした／あす／みょうにち

　　なくなる／しぬ／くたばる

のように，異なる文体的レベルに属する語どうしのセットであることが多い。この点

で，反対語は類義語と大きく異なっているといえよう。

　しかし，反対語という名称から離れて，当面の程度性による対立という観点からみれ

ば，上にあげた「はやい一のろい」等の対立も，反対語である「はやい一おそい」等の

対立と共逓の側颪をもっている。「はやい一のろい」等のばあいは，程度による対立の

ほかに，文体的特徴でも対立しているということになる。

　第3，第4の条件は，第1，第2，第5の条件からの自然の帰結であるともいえよ

う。第3の，分布がほとんど同一であることという条件は，たとえば「おいしい一まず
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い」が連体修飾語になるばあい，次に示すように，反対語の双方が屑じ名詞群と結びつ

きうることが非常に多いことが1例になるだろう。

おいしい一

まずい一

一食事・朝食：・ゆうはん・おやつ…

一米・ごはん・パン・そば…

一肉・ビフテキ・魚・あゆ…

一やさい・きゅうり・くだもの・バナナ…

一酒・ビール。ジュース・水…

一たばこ。ピース・ハイライト…

一空気「まずい空気」は言わないか）

　第4の条件は，反対語が岡一一の文脈申にいっしょに使われることを含んでおり，これ

は反対語を雷語の観点から考えるとき，大切な条件の1つである。

　第5の条件は，反対語はopposite　meanlngを表わすと伝統的に雷われてきたことに

相当し，これが反対語のいちばん基本的な条鉢である。反対語の基本条件である，反対

の意味をあらわす，ということは，意味論的には次のように理解される。2つの語が，

それぞれいくつかの意味特微から成り立っていると仮定されるばあい，その中の1つを

別として他の意味特徴を共有しており，1つの意味特徴においてだけ正反対の対立をな

しているばあい，お互いに反対語をなしていると認められる。したがって，「反対調

という名称は意味が非常にかけはなれているような印象を与える可能姓があるし，事実

ある～点においては正反対なわけであるが，意味の共通の基盤の上に立っている。意味

の上で穽常に共通度の高いことばどうしであるともいえる。そして相互に制約し，依存

し合っている。反対語は同一の意味分野の中で，意味の体系を作り串している，もっと

も要素的な意味関係の一類であるといえよう。

　以上のことを具体例「たかい一ひくい」について説乱してみよう。まず，この反対語

の1対は爾語とも空間的な1次元の量を表わしている。その点では「ながい一みじか

い」や「ふかい一あさい」と岡じ意味のグループに属している。次に，「たかい一ひく

い」は任意の次元ではなく，垂塵の次元における性質であるという点で，「ふかい一あ

さい」とは共通であり，「ながい一一みじかい」とは区別される。第3に，垂薩の次元の

うちで，「たかい一ひくい」は地面などの基準面から上向きにみた性質である。「ふか

い一あさい」は下向きにみた性質である点で，これと区別される。第4に，「たかい一

ひくい」は自：立性・孤立性のあるものにかぎって適用されるという条件がある。つくえ

の足は第3までの条件はみたすけれども，第4の条件をみたさないので，「たかい一ひ

くい」よりも「ながい一みじかい」の使われることのほうが普通であろう。「たかい」

と「ひくい」とは以上のすべての条件は共有している。そして，このような隈定を伴っ

た1次元の量について，その程度が大きいか小さいかという点で対立し，区劉されるも

のである。すなわち，いくつもの特徴を共有し，ただ1つの特徴で対立する，最小の対

立をかたちづくっている。その，ただ1つの特徴が「たかい一ひくい」のばあい，まさ
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しく程度の大小にほかならない。

　ここで程度が大きいとか小さいとかいうのは，ある相対的な基準にてらして，その基

準を越えているか，及ばないか，ということである。その基準がどういうものであるか

については，すでに5．璽．4でふれた。

　「たかい一ひくい」のばあいと同様に，いくつもの特徴を共有し，程度の大小によっ

て対立することによって，反対語をなしている形容詞の例が多く存在する。このような

形容詞については，反対語として結びついている語の双方の共通の基盤になっている，

どういう種類の性質であるかということと，その性質の程度が大きいことを表わすか，

小さいことを表わすかを示せば，形容詞の意味体系中での一応の位置づけができたこと

になると考えられる。

　まず，例にあげた「たかい一ひくい」を念めて，空間的な量を表わす基本的な形容詞
　　　　　　　　　　　　　　　　〈油〉
は，いずれも反対語をなして存在している。それらの反対語は，程度の大小によって区

別される2語の対立であることはいうまでもない。

　（1次元）　ながい一みじかい

　　　　　　　たかい心ひくい

　　　　　　　ふかい一あさい

　　　　　　　あつい一うすい

　　　　　　　とおい一ちかい

　（1・2次元）　ふとい一ほそい（分析例14）

　（2・3次元）　あらい一こまかい（分析例15）

　（1・2・3次元）　おおきい一ちいさい（分析例16）

　　　　　　　　　　　ひろい一せまい（公析例17）

　これらの形容詞は，長さ・爾積・体積の尺度における程度の大小によって区別され

る。これらの対立関係はわれわれの言語意識にとって，あまりにも明らかなので，一一々

について用例をあげて分析しなくてもよいであろう。ただし，くわしくみていけば，こ

れらの対立麗係の中にも，あるばあいには一方の醤いかたしか存在しない不完全なもの

もある。その王例として「あらい一こまかい」についてしらべてみた。　（分析例65）

　＜注＞　168ページのく注〉にあげた宮地敦子「対義語の条件」によると，　「たかい

　　一ひくい」は現代語ではきわめて安定した反対護であるが，これは歴史的にみると

　　案外新しい状態であるという。それ以前は「たかし一みじかし」などの対立の状態

　　も存在したという。

　空聞的な量を表わす形容講のばあい，反対語によって構成される尺度は，客観的な明

確な尺度として考えることもでき，厳密に測定することもできる性質のものである。そ

の上，上にあげた20語近くが緊密な体系をなして存在している。このようなケースは，

形容詞の他の分野には見当らないが，客観的な尺度を背景としている形容詞の反対語
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は，ほかにもある。（これらをかりに第2のグループと呼ぼう。）

（i敏量）

（園方）

（硬渡）

（速度）

（光線）

　　（傾斜角度）

　　（曲がりかた）

　　（温度）

　　（気温）

　　（経過時闘）

　　（年齢）

　上のような反町語のペアーのばあい，対立する2語を結びつけている共還の基盤にな

っている性質などは，その程度が連続的に変化する，尺度的なものであることはいうま

でもない。そして，2語の意味を区別するものは，尺度上における羅盛の大小だと比喩

的にいうこともできる。

　ただし，上のいずれの対もが，～様な意味で，程度の大小による対立だといえるわけ

ではない。たとえば「熱い一つめたい」のばあい，雨者の申聞に位際する「あたたか

い」「ぬるい」などの語もあって，「熱い」「つめたい」の領域は，広い中間領域をへ

だてた，遠い対立になっている。「暑い一さむい」のばあいにも，中間に「あたたか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈注〉
い」「すずしい」などがあって，同様なことが言える。また，「としとった一わかい」

の対立は，「わかい」より低い無声の領域を表わす「おさないjなどの存在によって影

響されている．　（分析例64）また，傾斜の角度の大小を表わす反対譲として上には「け

わしい一なだらかな」をあげたけれども，このばあい実は1語対1語の安定した反対語

になっているとはいえない◎　（分析例66）

　〈注〉　温度に関係する形容詞の意味の体系的研究に，国広哲弥「EI英温度形容詞の

　　意義素の構造と体系」（『構造的意味論一一田英爾語対照研究一』）がある。

　次に第3のグループとして，安定した反対語として存在してはいるが，2語の意味を

結びつけている共通控が，文字どおり尺度的なものであるかどうか，かならずしも閥確

でないものを例示しよう。

　　にぎやかな一さびしい

　　おもしろい一つまらない

　　いそがしい一ひまな

　　はでな一じみな

　　ドライな一ウェットな

おおい一一すくない

おもい一かるい

かたい一やわらかい

はやい一おそい

あかるい一一くらい

　　けわしい一なだらかな（分析例66）

　　　急な一ゆるい（分析例67）

熱い一一つめたい

揮い一さむい

　　ふるい一一一あたらしい

としとった一わかい（分析例64）
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　これらの反対i藩によって表わされる性質などは，ふつう測定されるようなことはない

ものが多く，また簡単に測定できるような，単純な性質でもない。これらの及対語の作

っている対立は，数値が連続的に増減するような純粋に量的な尺度の上での，程度の大

小による対立であるとは考えられない。少なくとも，第1，第2にあげたグループと同

様な意味では，程度上の対立とは考えられないものといえよう。

　第4に，2語が安定した反対語をなしているかどうかに疑問があり，また2語が1つ

の尺度をなすと考えうるかどうかも疑問であり，したがって程度の大小に還附して考え

うる余地のあまりなさそうなものもある。（次にあげる例は，中村一男『反対語大辞典』

（東京堂，1965）と佐伯梅友鞠照関連反対語辞典』　（集英社，1963）のいずれか一方

だけに，反対語としてあげられているものである。）

　　あつかましい一しおらしい

　　すなおな一いじっぱりな

　　すげない一やさしい

　　無謀な一一慎重な

　　軽率な一痩璽な

　第5に，明らかに反対語として一般に意識されてはいるけれども，量・程度の大小に

帰着させることはむずかしく，質的にちがうものどうしの対立と考えるのが妥当だと思

われる類がある。これらは，関係は深いけれども，反対方向的な2つの溺種の尺度を表

わす形容詞だと考えるほうが無理がないであろう。

　　あまい一からい（分析例68）

　　うれしい一かなしい

　　かわいい一にくい

　　すきな一きらいな

　ただし，「あまい一からい」のばあい，多義的な申の若干の意味・驚法については

程度の大小による対立とみられる側面がある。　（分析翻68）

3．2．2程度の著しさ・わずかさ

　3．2．1でしらべた，反対語をなしている形容詞は，主として，ある尺度を大きく2聴

して，ある基準より上の領域，あるいは下の領域をさし示すものであった。それぞれの

領域内での，それ以上のこまかい程度の限定は，5，1．1でしらべたような程度副詞を修

飾語にとることによって示されることが多い。「おおい一すくない」を例にし，程度副

詞はかりに「やや」「かなり」「ひじょうに」で代表させて，これを図式的に示してみ

よう。
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　　　　　　　数　　　　量
　　O一一”　一　．．．一＞oo
　　　　スクナイ　　　　　　　　　　　　オオイ
　　　少ひ　か　や　　も多　　や　か　多ひ
　　　なじ　な　や　　なく　　や　な　いじ

　　　いより少いも　多り　よ
　　　　う少な　少 い多　う
　　　　にない　な　　い　に
　　　　　い　　　　　く

　上は，程度の大小によって区別される反対語のばあいであるが，反対語をもたない形

容詞のばあいも，それが程度性をもった形容詞であるかぎり，同様に程度副詞によって

限定をうけ得ることはいうまでもない。「すっぱい」を例にして，図示してみよう。

　　　　　　酸　　　　昧
　　OrmrT．　ww－ny：：＝．　　．．一．一一“

　　　　　　　　　すか　　　　　　　　　　　　すひ　　　なす　　　　　　すや
　　　いつ　　つや　　つな　　つじ
　　　　ば　　ば　　　ばり　　ぱよ
　　　　く　　 し、　　　し、　　　し、う

　　　　　　　　　　　　　に

　ところで，形容詞の申には，ふつうは程度副詞によって示されるような，程度上の限

定を語自身の中に念んでいるものがある。（3．1．1）その限定のしかたから2種類に分け

てみよう。

　a　程度の著しさ

　1例として，距離をあらわす「とおい」と「はるかな」とを比べてみよう．

　「とおい」は一二がある基準にてらして大きければ，どの程度に大きくても「とお

い」と言うことができる。それに対して，「はるかな」は「とおい」範囲のうちの，特

に程度の大きい部分しかさし示すことができない。すなわち，「はるかな」は「とおい」

の，程度が著しい範囲に制限されている。この意味における，程度性に関する対立によ

って，rとおい」と「はるかな」の語義とは区別されている。（この特徴だけという意

味ではない。）同様の対立として，次のような例が考えられる。

　　おびただしいくおおい（分析例69）

わずかな

巨大な

広大な

素寒貧な

偉大な

すばらしい

不可欠な

ひっしな

＜すくない

くおおきい。な（分析例26）

＜ひろい

くまずしい，貧乏な（分析例70）

〈えらい

くいい

く必要な

くいっしょうけんめいな，けんめいな（分析例71）

　接頭語「だい（大）」や「ま（真）」によって作られた派生形容詞と，もとの形容詞と

の聞に，このタイプの対立が認められるものがある。

　　だいすきな　　くすきな

　　だいきらいな　くきらいな
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　　まっかな　　　くあかい（分析例30）

　　まっさおな　　くあおい（同上）

　　まっくろな・いくくろい（同上）

　　まっしろな・いくしろい（同上）

　　まっくらな　　くくらい

　　まあたらしい　くあたらしい

　「ま」は本来，純粋さ・完全さを表わすというべきであろうが，上のようなばあい

は，形容詞の表わす性質の程痩の著しさを表わすということもできるだろう。

　また，擬態語の中には，ある控質の程度の著しさを描辱的にあらわして，程度に関し

て，より広い範囲を表わす基本的な形容詞と対立しているものがある。

　　こちこちの，かちかちのくかたい（分析例72）

　　つるつるのくなめらかな

　　ぺこぺこの（腹が）〈空腹な，ひもじい

　なお，次の例は形容詞の範囲から出るが，同じような性質を1側颪としてもった対立

の1例であろう。

　　なみなみとくいっぱいに（分析例73）

　b　程度のわずかさ

　aと反対に，わずかな程度を表わす程度副謁と似たような限定を，語自身の中に含ん

でいる形容詞もある。これは，程度の著しさを含んでいる語より数は少ないと思われ

る。おもに接頭語による派生形容詞のなかに見られる。たとえば，「こだかい」を「た

かい」と比べてみると，属性の主体に関して非常にせまく限定されている点（分析例22）

と，程度がわずかな範囲に制限きれている点で，「たかい」と区別されるのが主要な相

違点である。（図幅例27）

　もっとも，撞頭語「こ」はいつもこのような種類の対立を作り出しているわけではな

い。

　　こにくらしいく｝こくらしい

　　こしゃくなくしゃくな

　　こなまいきなくなまいきな

　　こざかしい　くさかしい

　　こりこうな　くりこうな

のような対立では，その性質などの程度が小さいことよりむしろ，その性質の霊体に対

する軽視・軽蔑などの気持が特徴になっているようである。

　次に，接頭語「うす」による派生語が，このタイプの対立を作り鶏している。

　　うすあかい　くあかい（分析例30）
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　　うすあおい　くあおい（同上）

　　うすぐろい　くくろい（同上）

　　うすじろい　くしろい（同上）

　　うすあかるいくあかるい

　　うすあまい　くあまい

　また，感情形容詞の例であるが，

　　きまりわるい，てれくさい即くはずかしい

において，法灯感の程度が左側の語では小さい部分に限られているという，対立の側面

があると考えて，分析してみた。　（公析例74）

4．形容詞の意味における主観的な側面

4，0　はじめに

　形容詞は，感動詞・陳述副詞・接続詞やある種の助詞・助動詞のように詣し手の主体

的なものを薩接に表現する語類ではない。名詞，動調などとともに，客体的なことがら

をあらわす側の語類である。しかし，さきに1でみたように感矯形容詞と呼んだ一類の

語は基本的な駕法では話し手自身の状態しかあらわせないという特徴をもっていた。ま

た披講形容詞の中にも，かなり客観的な姓質をあらわすものもあるが，主観的な色あい

の濃い語も多い。形容詞の意味における主観的な側面について，客観的な側頂iとの対比

において，この章でさぐりを入れてみたい。

4．1形容詞の意味の主観的な性格

　形容詞はものごとの性質や状態を表わす語類だと書われる。性質や状態というもの

は，人間の主観からはかなり独立的な客観的なものも考えることができよう。そして，

形容詞の中には，ある程度客観的だといえるような姓質や状態を表わすものも存在して

いると考えられる。

　ただし，主観をはなれた，まったく客観的な姓質などは，すくなくとも単語のあらわ

す意味の徴界にはあり得ないであろう。主観的といい，客観的といっても，相対的・程

度的な違いにすぎないと言わなければなるまい。

　たとえば，「ながい」「ふとい」「ちいさい」などの空間的な量をあらわす形容詞は，

外界の物体の物理的な量に関している点で，客観的な性質が濃いといえよう。もっと

も，これらの形容詞に関しても，ある物体が「ながい」か「みじかい」か，「ふとい」

か「ほそい」かなどを分つ基準は，話し手の偲人的な経験などに左右される点で主観的

な側面もある。
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　形容詞の申には，上にあげたような類よりももっと主観的な要素の濃い属性を袈わす

ものも多いと考えられる。たとえば「いかめしい」「おごそかな」は圏語辞典でよく掘

互におきかえられている語であり，双方とも主観的な感情ではなく，客観的な属洪をあ

らわす語である。「うれしい」「はずかしい」などのように，基本的には話し手などの

内部的な状態をあらわす語ではなく，外界の客観的な属牲をあらわす語である。しかし

主観から独立的な，客観性のつよい属姓ではなく，主観に色づけされた属性をあらわす

ものと考えられる。そのような感じを抱いた経験のない人には，その意味内容を説明す

ることがむずかしいであろう。　「いかめしい」と「おごそかな」の相違点を考えるのに

も，主観的な感情に与える影響の面を度外視することができない。「おごそかな」には，

　　　　　　　　　　　　　　　　おごをか
　○銀河の光は薄い煙のやうに遠く壮厳な天を流れて，深大な感動を人の心に与へる。

　　（破戒86）

　○けれども斜な式場の気分を臨すことは，控へないわけにはいかなかった。　破44）

　○「わたしはい～。海神はわたしが所望の宝なんだ。わたしを投げれば海は鎮まる。」

　　長老は自若として厳かに云ったQ（欝鋼の基督94＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　い　そがは
　○階子段を昇り切って見ると客闘はしんとしてみて，五十月汝史の祈藩の欝だけがお

　　ごそかに聞こえてみた。　（旧る女・誌63）

のように，大きな自然，儀式，璽々しい話しぶりなどに使われた例がある。これらは，

「いかめしい」にはおきかえられないもので，人に崇高な感じ，つつしんだ気持などを

いだかせるような，対象の性質をあらわすものといえよう。一方，「いかめしい3は，

　○頬ひげのいかめしい土方がそれをシャベルでならしている。　（戸口行路・前139）

　○彼は只厳めしく見える警察霞が恐ろしくてどうしても足が進まないのである．　（土

　　・」二　151）

　　　　　　　　　　　　　　　　ま　は　り　　いかあ　　　　　　かこ
　○建物幾棟かあって，長い塀は其周囲を厳しく取雛んだ。　（破戒125）

　○（雀略）

　　と認めた桧の高札がいかめしく樹てられてるた頃の纂である。　構鋼の基督g）

のように，ひげ，こわい感じのする入のようす，家の外がまえ，高札などに使われた例

がある。これらも「おごそかな」におきかえることはできず，人に威圧感を与えるよう

な，たけだけしい感じをあらわすものといえよう。

　○礒本では経済学というおごそかな学問的な琶葉の方にひぎずられて，本来のエコソ

　　ミーは非常に軽く見られ，　（ものの見方について153）

の「おごそかな1などは「いかめしい」にもおきかえられそうであるが，そのような例

はむしろ少ない。2語のもつ意味の相違点は，対象のもつ性質が入に与える感じの違い

によって説明されるのが自然な方法ではないかと考えられる。

　いま，述べようとしている形容詞の特徴は，次の立書に念まれていることに邪ならな

いように思われる。
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　　形容詞は名詞のような，外的なものに対してそれと表裏関係にたつ密接さはなく，

　　外在の諸現象に対する人間の反溶度がかなり濃い品詞と思う。　（中路）いわば人間

　　表現となるのであって，人間が事柄をどんなに受取ったか，いかに感じたか，など

　　を直接に表出することを使命とする点動詞などより一そう内なる世界に関係するの

　　ではあるまいか。　（簿岳章子「形容詞の語彙的変遷一中古から中世へ一」国語

　　学No．22，1955－9，なおアンダーラインは引用者）

以上のような形容詞の意味の特徴を考慮するとき，形容詞の意味を調べるにあたって

は，次のことが要請されることになるであろう。すなわち，現実の世界やものごとに関

する客観的な側面と，それらに対する入間の側の気持・受け取り方など，主観的な側面

とその両面を十分考慮に入れることである。（ここで主観的というのは，話し手個人の

主観だけでなく，その言語を使う社会の集団的な主観も含めている。）

4．2客観面と主観面，両側面の交渉

4．2．1　感情形容詞における，前提的な客観面

　1で主な対象として考えてみた感情形容詞は，まさに干し手の主観的な感情・感覚そ

のものをあらわすことを基本的な性格とする形容詞のグループであった。しかし，そう

いう感情形容詞といえども，そのあらわす感情・感覚に対応する客観的な事態という翻

面があって，それは言語的には対象語の問題と深くかかわり念っていた。

　たとえば，「うらやましい」は羨望という一種の感情そのものをあらわすが，その感

情は，他の人が自分に欠けているよい条件にめぐまれているという事態において起るわ

けである。そういう客観面も，「うらやましい」の語義を規定する上で欠かすことので

きない要素である。このことを次のように書きあらわしてみよう。

うらやまし％闘志篇驚ξ額饗際鯛翻．
　「うらやましい」のような感情形容詞のばあい，直接にあらわされるものは，主観的

な側面のほうであって，対応する客観的な側面は醜提的な条件になっているにすぎない

といえよう。その意味で（主）のほうに○をつけた。

　もう一つ，例をあげてみよう。「きのどくな」と「いい気味な」とは感情そのものと

しては反対的な方陶をもっている。しかし，いずれも「他の人が，その人自身にとって

望ましくない事態におちいる」という客観的な側面が前門にな5ている点では共通であ

る。このことは「きのどくな」と「いいきみな」の意味を考える上で大切な点である．

たとえば，

　○役人がその大きなkの鋸を持って現はれた時，彼はもう既にひどい脳野田を起して

　　みた。彼はそれでも幾度か空を見たり，霜桔の草を見たり又外つぼの丘の樹木や家

　　に眼を向けて心をまぎらし，気を確かに祷たうと努めた。「国賊だ。い玉気味なん
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　　だ。」彼は又強ひてかう咳いても見た。　（青銅の基督56＞

において，「二佐」は処刑されるキリシタンをむりに「いい気味だ」と感じようとして

いるが，同一の事態に対して「きのどくだ」と感じるのが普通の反応のしかたであろ

う。すなわち，

・の…｛。：棄：鰍窩畿繋

いい・み・｛謹潔蜷欝事態

のような関係があると，ごく大ざっぱには書うことができるだろう。

4．2．2　属性形容詞における，止観的な要素

　感情形容詞とともに伺本語の形容詞を二分するとみた属性形容講は，客観的な性質・

状態を表わす語だと考えられる。

　しかし，それは客観的な要素が語性をきめるファクターになっているということであ

って，主観的な要素が従属的なものとしてまつわりついていることをさまたげるもので

はない。

　1例として「まだるっこい」（「まだるい」を禽める）を取り上げてみよう。「まだる

っこい」は客観的な側颪に関しては「おそい」や「てぬるい」に共通するような性質を

あらわしている。

　○勘次は陛間を作りあげてそれから自分も忙：しく大豆を落し初めた。勘次は間獺っこ

　　いおつぎの手もとを見て其の畝をひよつと翌いた。　（土・上92）

　　　　　まだる
　○徒歩の呂弛いのに気を腐らしてみたお島は，小野照の勧めで，自転車に乗る練習を

　　はじめてみた◎　（あらくれ231）

の「まだるっこい」「まだるい」は速度の「おそい」ことをあらわしている側面があり，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きながら　　きちがひ
　○平生さへ然うだったから，況や試験となると，宛然の狂人となって，手拭を捻って
　　　　　　　　　　まだる　　　　　　　　　　　　　　　　　のツ
　　向鉢巻ばかりでは間怠ツこい，氷嚢を頭へ載けて，其上から頬冠りをして，夜の目

　　も眠ずに，例の鵜呑をやる。　（平凡49～50）

の「まだるっこい」は，次の例の「てぬるい」に通ずるような側蒔がある。

　○纒まった詩だの歌だのを面白さうに吟ずるやうな手緩い事は禺来ないのです。只野

　　蛮人の如くにわめくのです。　（こsろ218＞

　ところが「まだるっこい」には，そういうおそいやり方やてぬるいやり方に対する，

じっとしていられないような，いらだたしい気拷も合わせ含まれている。その颪では

「もどかしい」「はがゆい」「じれったい」などと共通するものが感じられる。「もど

かしい」などは，感情の主体が主語としてあらわされている，次にあげるような例があ

ることからわかるように感情形容詞に属する。
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　○陸奥はその声が咽喉にかかって言葉にならぬのがもどかしかったが，やがて，需葉

　　にならぬ理由が心に落ちて来た。　（落城46）

　○火を弄ることが危いので与吉は独りで竈へ手をつけることは禁ぜられて居る。灰の

　　中へ入れたばかりで与吉は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もどか
　　「ようよう」といっておつぎに迫る。与吉は焼ける閲が遅緩しいのである。　（土・

　　＿1二　117ヘノ118）

　○陸奥は敵勢がどうして攻め寄せぬかが歯痒かった。〈落城47）

　　　　　　　　　　　　　　　　さんざん
　○自分より奪下で，而かも良人から散々悪評を投げられてみる筈の葉子に対してま

　　で，すぐ心が砕けてしまって，張りのない言葉で同情を求めるかと思ふと，葉子は
　　　　　　　　　　はがゆ
　　自分の事のやうに歯痒かつた。　（或る女・菌55＞

　○とゴの詰りの肝心なことを私の前で言ひ禺さないのだから，私じれったくて仕様が

　　ない。　（生まぎりしならば206）

　「まだるっこい」の例はごくわずかしかないのではあるが，感情の主体を主語にとる

ことはなく，属性形容詞に属するものと思われる。

　すなわち，「まだるっこい」は客観面では「おそい」「てぬるい」などに共通する面

をもち，主観面では「もどかしい」「はがゆい」などに共通する面をもっている。そし

て，重点は客観面のがわにあって，属性形容詞に属している，という風に考えられる。

　上にみた「まだるっこい」のばあいは，まだ「おそい」「てぬるい」などに逮じるよ

うな，客観的な属性を積極的にあらわしている面があると考えられる。もっと主観性の

濃い属性形容詞になると，客観的属性を直接にあらわすというよりも，ある主観的な情

意をよびおこすような客観的属性をあらわすという性格を帯びることがある。

　その1例として「いやらしい」を取り上げてみよう。「いやらしい」という派生形容

詞のもとになっている「いやな」は，「わたしは行くのがいやだ。」のような文が作れ

ることからわかるように感情形容詞である。しかし，「いやらしい」は感情の主体を主

語にすることはできず，属性形容詞だと考えられる。資料内にただ1例，

　○頬を強く揮した男の唇が，まだ固くくっついているようで，私は鏡を晃ることがい

　　やらしかった。　（放濃記177＞

という，感情の主体と対象とをr一は一が　いやらしい」という構文であらわしている

ようにみえるものがあるが，　「いやらしい」のふつうの使い方ではない之回りに判断し

て除外して考えた。

　たとえば「いやらしい顔」という連i署を考えてみると，「しかくい顔」「まるい顔」

「ほそながい顔」とか，rあさぐろい顔」　「あおじろい顔」とかのような，対象である

顔を客観的に特徴づける性質は少ない。顔やその拷ち主に対する好悪という主観的な感

情を離れては，「いやらしい顔」の意味するものは成立しないであろう。

　岩波函語辞典は「いやらしい」に次のような語釈を与えている。
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　いやな気持にさせられる。

　　④不調和で不愉快な感じがする。グロテスクだ。「隼寄りのくせに厚化粧して一」

　　＠態度ややりかたが堂堂としていない。いやみだ。「上役に色丹を使う一やつ」

　　㊨みだりがましい。「一態度をする」

　　㊥気味がわるい。

　これは，まず「いやな気持にさせられる」という語義を立て，以下④～㊥に，より具

体的にさまざまなばあいを擁回したものであろう。資料内の用例から④～◎にあてはま

りそうな例を1つずつあげてみよう。　（㊥にあてはまると思われる例はみあたらない。

あるいは，上に特異的な例としてあげた「放浪魏」の例は，これであろうか。）

　○この寒いのにあんな裸みたいな着物を着ているから鳥肌立って，もうブツブツして

　　いやらしかった（主婦と生活1956嫌3月286＞

　○ギャング悪党はまだハッキリ悪党だからよろしい。スパイというのは臓らしい。一

　　緒に飯をくっている仲聞を売るのである。　（小説春秋1956年6月94）

　○どうして異姓とはほんとうにいいお友達になれないのか，男はどうしてすぐいやら

　　しいことを考え出して，動物的になってしまうのかしら，彼女はそう醤います。

　　〈明細1956蚕β8月111）

　「いやらしい」の語義が上のように，いくつかに分化しているのではなく，この語が

いろいろな文脈でどんな風に使われるかを示したのが，岩波園語辞典の④～eの記述な

のであろう。rいやらしい」の意味は「いやな」気祷という，主体の側の情意からでな

いと，かんたんには規定できないと思われる。

　もっとも，「いやらしい」は「いやな」が広汎な対象について使われるのと違って，

人問や人間の行なうことなどにしか使われないという点で，対象がせばまってはいる。

しかし，対象の性質を客観的に限定する力は弱いといえよう。

　たとえば動詞rたべる」「くう」「めしあがる」を比べてみたばあい，3語に共通し

て「：食事をとる」という，客観的な一一定の動作が基本にあり，その動作主に対する誕し

手のさげすみ・尊敬などの感情的態度がまつわりついて「くう」「めしあがる」などが

成り立っていると考えることができる。ところが，ある種の形容詞（上にみた「いやら

しい」もその1例）のばあい，謡し手などの感情から独立に，一一定の性質・状態が存在

するというよりも，むしろ話し手などの感情のあり方によってはじめて成り立つよう

な，性質・状態をあらわしているものさえあるようだ。もちろん，感動詞のように話し

手の感情だけを禮接にあらわすものとはちがって，一定の対象的な意味をもっているこ

とは明らかである。しかし，その内容は，ある主観的な感情などに対応するような属性

という性質が濃く，実質的には主観の側から規定せざるをえないような形容詞があるの

だともいえよう。
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4．2．3　両側面の交渉

　1．2．3でふれたように，「こわい」「さびしい」「暑い」のような語は，感情形容詞

と属性形容詞の両薗をもっている。この点についても，4．2．1や4．2．2で試みたような

やりかたで，その説明をしてみよう。

　まず，「おかしい」も両面をもつ形容詞の例であることを1．2．3で述べたが，この語

については，次のように主客の両諭を考えることができよう。

おか・・｛醗愛戯難糠ξ鎌㌫けいなありさまである．

そして，客観面が支配的であるばあいは，属性形容詞としてはたらく。（たとえば「かに

の歩き方はおかしい。」）また，二野灘が支配的になると，感情形容詞になる。（たとえ

ば「わたしはおかしかっtが，笑いをこらえた。」）　（分析例2）

　もう一語，「さびしい」については，主客の両面を次のように試みに分けてみたい。

　たとえば，

　OH響は今冬樵れの野道山道淋しい事だが，併し僕は淋しいと思はぬ。　（思出の記・上

　　165＞

の例において，まえのほうの「さびしい」は冬枯れの野道・山道のようすを表わし，客

観面に重点があって，属性形容詞として使われている。あとのほうの「さびしい」は

「僕」の内部の主観的な状態を表わし，感情形容詞として使われている。

4．3主観的な要素の2，3のタイプ

　4．2でいくつかの例をあげながらさぐりを入れてみた，形容詞の意味における主観的

な平面は，公共性をもつ客観的・磐的な世界にかかわる単語の傭面よりも，さらに分析

がむずかしいと考えられる。ここでは，形容詞の意味にまつわる主観的な要素の2，3

のタイプを例示的にあげる試みに止まらざるを得ない。

4．5．1基準の主観性

　3．1。4で「たかい一ひくい」のような尺度的な形容詞において，「たかい」と「ひく

い」とを分かつ基準について，E．　Le呈siの説｝こしたがって4つの項目をあげた。第3の

「期待基準」などは主観的な牲質の濃いものであったのに対して，第1の「種の基準」

などはわりあい客観的な側面ももっているとはいえよう。しかし，あるものの所属す

るr種」の平均値に対する認定じしんが，話し手の欄人的な経験などにも左右される

ことを考えると，やはり主観的な性質を当然もっていることになる。その意味では，
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「たかい」「おおきい」　「ほそい」のような，かなり客観的だとされる基本的な形容詞

でも数璽的な表現とは基本的に違って，本質的に主観性から免れていないものだといえ

よう。

4．3．2　実感姓

　まず，例として，

　　ながながしいくながい

という対立を考えてみよう。「ながい」は1次元的な延長が大きいことをあらわす基本

語で，それ以外に語義を限定する要素はない。それに対して，「ながながしい」のほう

は，いかにも長い感じだ，というような，感じる入間の主観が無視できない要素として

含まれている。「ながながしい」という主観性の濃い語が使われるのは，客観的にも長

さの程度がいちじるしいばあいが多いかもしれない。しかし，「ながい」から「ながな

がしい」を区別する特徴は，客観的な伊州性ではなく，主観的な実感性とでもいうべき

ものだと考えられる。（分析例75のおわりのほうを参照。）

　このようなタイプをなす対立の実例とみられるものを，以下にあげてみよう。例文に

よって，このような孟観的な要素を裏付けることは，容易にはできないけれども，参考

になると思われる例を1，2ずつ添えてみよう。

ふるぶるしいくふるい

○床の間には近ごろ買い藥められた古々しい禅宗の本がたくさん積んであった。　儲

　夜行路・前232）

〇五百助は，古い絵草紙で，窟人の入浴の戯画を毘たことを，思い出した。　無刀学

　校220）

にぎにぎしいくにぎやかな

○園際地球観測無を明年に控えて，一九五六奪は南極大陸を中心とする各国の賑々し

　い地球予｛鵜調査のかけ声に明けた。　（キング1956隼3月210）

○美空ひばりをはじめ映画・演劇界の人気者が賑やかに顔を揃え，（若い女性1956年9

　月210）

くどくどしいくくどい

○姉婿も同じやうなことを書って，お島に意見を撫へた。お島はくどくどしい其等の

　忠告が，耳にも入らなかったが，何聴まで頑張ってもみられなかった。（あらくれ57）

○彼女は先生に，くどくない程度にお礼を述べ，松本ポリスに「では，お先きに。」

　と会糊して錦手を出て行った。　体臼休診60）

きたならしいくきたない

○事情を知ると，懸田という名萌をさもきたならしいように欝つた。　（真空地帯・上
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　1G2＞

○あの人だつてあんな汚らしい貸間に一人ぼつちで寝てみるよりや，此処へ泊りに来

　た方がい～にちがひないのだけど，　（生まざりしならば209）

○家のかしまはあまり汚い家なので誰もまだ借りに来ない。　倣浪記31）

むごたらしいくむごい

○政夫と夫婦にすることは此母が不承知だからおまへは外へ嫁に往け。なるほど民子

　は私にさう云はれて見れば自分の身を諦める外はない訣だ。どうしてあんな酷たら

　しいことを言ったのだらう。（野菊の墓49）

Orどうかしましたか」

　それは決して惨いとか冷淡とかいふ声の響きではなかった。（河明り寧23）

にくたらしいい，にくにくしいくにくい

○あれは，ほんまに憎たらしい女ですぜ。　（真空地帯・上198）

○息を切って，深い呼吸をしている，父の幅広い肩が見るからに憎々しかった。（暗

　夜行路・荊17）

○手に負えない子ですけれど，ちっとも憎いとは思いません。　（人間の壁・上207）

おもたいくおもい
　　　うっぶし
○然し縮笹になってみる彼の顔を，斯うして下から覗き込んだ時，私はすぐ其手を放
　　　　　　　　　　そつ　　　　　げかり
　してしまひました。傑とした許ではないのです。彼の頭が非常に重たく感ぜられた

　のです。　（こ㌧ろ269＞

○「まあ，重たい坊ちゃま。一一おや，お枕がございませんでしたね。」（桑の実131）

　　　　　　　　　　　　　おぶ
○来がけには少し坊ちゃんを負って上げたけれど，随分重くつて困った。（桑の実59）

あいくるしい〈かわいらしい
　　　ふたへまぶた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たか　こ
○が，二重瞼の愛くるしい眼は，どう見てもきぬ子にそっくりだった。鞘子といつ

　て，これがこSの主婦だつた。　（波146＞

○「先生は眼鏡をかけてない方がい～わね。」

　「さうカ〉いσ」

　「眼が碧くつて，可愛らしいわ。」　（波102）
　　　　　　　　　　　ひさご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きわ
○物需ふ時爾錘の好い，瓢の種のやうな歯の間から，舌の先を動かすのが一際堅くる

　しく冤られたQ　（つゆのあとさき38）

○臼く輝く，小粒な門巌を，可愛らしくあらわしながら，籍年が，話しかけた。（自由

　学校46）

4．3．3　予期・期待

　ある状態などが，主観的な予期や期待とくいちがったものであることが，語義の要素

として倉まれている形容詞がある。
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　たとえばドあっけない」がその1例である。この語のあらわす客観的な鰯藤は，蒋閥

的に短いとか，内容が簡単すぎるとかいうことである。が，そのことが話し手などの予

期に反しているという要素を抜きにしては，この語の意味を規定することはできない。

もっと長く続くものと思い，もっと内容があると予期していたのに，意外に早くすんで

しまい，内容がちょっぴりしたものにすぎなかったようなときに「あっけない」と書わ

れる。あまりにもあっさりとすんでしまったという，はりあい抜けした，ものたりない

気持が「あっけない」には念まれている。

　○しかし旧来は長いやうでも短いものだ。過玄って了へば実に果気ない。倖凡5）

　○式はあっけなく済んだ。（むらぎも345）

　○私はそのま㌧銃を水に投げた。ごぼっと音がして，銃は忽ち見えなくなった，孤独

　　な兵士の唯一の武器を棄てるといふ行為を馬鹿にしたやうに，呆気なく沈んだ。

　　（璽｝グ〈　88）

　〇二入でかぶったマントの中で，マッチをすりあわして，お互に晃あった顔，あっけ

　　ない劉離だった。　倣浪記119）

　「予期に反する」という要素は単語では「意外な」に相当する。そして，「あっけな

い」は「意外に短い（かんたんだ）」のように一応パラフレーズできるわけである。

　次にFはかない1を取り上げてみよう。この語のあらわす客観的な面は，聴閥的に長

く続かないとか，存在がよわよわしくもろいということである。そして主観的な面は，

その対象が畏く続き，たしかな存在であることを望むのに，そういう希望がかなえられ

ずに，ということを含んでいる。この両三の三三から，この語はしばしば悲哀的な色合

いを帯びる。

　○私は浅い若い恋のHなんて，うたかたの泡より果敢ないものだと思一た。　倣浪記

　　161）

　○所が愈夫として朝夕妻と噸を合せて晃ると，私の果敢ない希望は手厳しい現実のた

　　めに脆くも破壊されてしまひました。　（こ㌧ろ277）

　○親の乳房に縄ってみる所を，無理に無慈悲な人闘の手に引離されて，晦い浮世へ突

　　放された犬の子の運命が，子供心にも如侮にも梁敢なく情けないやうに思はれて，

　　手放すに忍びなかったのだ。　（平凡31＞

　「はかない」の語義に含まれていると考えられる「希望に反する」という要素は，評

価的にマイナスの性質を帯びたものでもあると考えられる。

4．4　評　価

4．4．1　概観・方法

　形容詞は一般に，目弾がものごとをどのように感受したかをあらわすという性格が濃

いので，雷語主体（ないしその言語社会一般）のものごとに対する評価・価値づけの要
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素を含んでいることが多いといえよう。こういう要素は分析がむずかしいけれども，特

に形容講のばあい避けて通ることのできない性質のものだと考えられる。

　価値というものは単に主観的な性質のものではない。たとえば「うつくしい」という

葵的な価値を含んだ性質は，たとえば矩形であれば縦と横の比が黄金分割になるときに

感じられやすいといわれる。また，八頭身の女性がプロポーションの上で「うつくし

い」とかいうような，その時代その社会における美人の典型的なタイプが，ある程度客

観的に存在するということはいえるであろう。

　しかし，「うつくしい」女性についての基準に，きわめて傾人的なものがあることも

否定できない事実であろう。価値はたんに主観的でも，たんに客観的でもない賦質のも

のだと考えられる。一杯の水が，のどのかわいた人にとっては高い価纏をもつ3：うに，

主観と客観とのかかわりの中に価纏が存在する。言いかえると，事実と価値とは不可分

離的なものであって，事実のある側面が，憲観とのかかわりにおいて帯びる，ある種の

性質が価値であると考えられる。

　形容詞の意味にみられる価値表現的なものも，対象の客観的な属牲の表現とわかちが

たく結びついている。というよりも，もともと両者は別個のものと考えるべきものでは

ないのであろう。形容詞の意味に含まれていると考えられる評価的な要素は，対象的・

事実的な意味と別なものではなく，単に思考の上で分離しうるにすぎないのであろう。

　ふつう，ものごとの性質・状態として代表的にあげられるのは，「あかい」「しかく

い」「ほそい」「くらい」というように，主観の側での好悪・選択などからは独立的

な，客観的なものが多い。それらに比べれば，「よい」「うつくしい」「くだらない」

のような評価的な形容詞は，主観的な要素がつよいということはいえるであろう。

　4．3では，形容詞の意味における，霊観的な側面についてわずかながら考えてみた。

それらは，かならずしも評価性に関係するものではなかった。ここでは，主客両薗に関

係すると考えられる「評価」を一応独自の観点として立てようとするわけである。

　形容詞の意味における評価性についてしらべるにあたって，まず，単語に倉まれる評

価と，単語の使周に伴う評価とを区別しなければならない。

　たとえば，「ながい話で閣目した。」というとき，話の長かったことが零し手にとっ

て迷惑だったことは明らかであるが，「ながい」という単語じしん，評価的に，中立な

語であることは明らかである。ところが「ながたらしい」はいつでもよくない意味で使

われる。

　　＊ながたらしいお話をありがとうございました。

などということはありえない。「ながたらしい」は単語じしんに，マイナスの評価を含

んでいると考えられ，その点で「ながい」と区鋼される。　（分析例75）

　もう1つ例をあげてみよう。　「となりの花は赤い」ということわざは，およそ「とな

りの花というものは，とかく自分の家の花よりも，赤さもあざやかに美しくよく見える
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ものだ（そのように，よそのものは自分のものよりょくみえるものだ）。」のように解し

うるとすれば，ヂ赤い」の部分がこの文脈ではよい評緬を伴って使われているようにみ

える。しかし，「あかい」じしんはr属が赤くなるj「赤い疾が串る」等々の例がいく

らでもあることからも麹明なように，評緬とは無関係な語である。

　単語の意味として，評懸の要素を禽んでいると認められるためには，その語の普通の

使用において，つねにある一定の方向をもった評蔽性を含んでいることが必要である。

上にみた「ながい」「ながたらしい」「あかい」のようなばあいには，評緬の要素の有

無はわりあいかんたんに判断できた。しかし，じっさいはそのような語ばかりではな

い。たとえば「巧妙な」は，次にあげる例のようなばあいには，方法がうまいというこ

とだけでなく，わるちえが発揮されているとか，正々堂々としていないとかいうよう

な，倫理的にみてややマイナス的な評価が伴っているように思われる。

　○こんな事から事務長と葉子との関係は巧妙な手段で逸早く船申に伝へられたに違ひ

　　ない。その結果として葉子は忽ち船中の祇交から葬られてしまった。（割る女・上

　　183）

　○やり方が大に巧妙ですよ。こちらの弱点をちゃんと掴んで来るんだから。（真知子

　　・蕊166）

　○最近，あちこちでとりあげられるようになったその応薦論は，いずれも人間が人閥

　　を，少しでもより巧妙に支配するための技術を考案しようという憲図に禺たものと

　　しか思われないものばかりである。　〈抵抗の科学303）

しかし，次にあげる例ではそのようなことはないので，「巧妙な」に「ずるい」r狡猫

な」のような要素が含まれているとは断定できない。

　○左伝の叙事の巧妙さに至っては感嘆の外はない。（李陵17ユ）

　○英語にも巧妙な比喩的表現はあるに違いない。しかし残念ながら私にそれを例示す

　　るだけの学力がない。　（臓本論揖潜入1953奪11月48）

　形容詞に含まれる評価的な要素の認定について，ここではわりあい操作しやすい仮設

的な手つづきとして，次のようなやりかたをとることにしよう。

　評価をあらわす形容詞のうちで，「いい」「わるい」はもっとも代表的な語だといえ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ主〉
よう．使用度の点でも，「いい」は特に上位を占める語である。

　〈注〉　　ご現代雑誌九十種の用語矯字謡　（国立困語研究所報告21，1962）では，

　　　　　　　　　使用率（oん。）　　　使用率順位

　　　　ヨイ　　　　　　　　　　3．711　　　　　　　　　　　　　　21

　　　　ワルイ　　　　　　．531　　　　　　　　222

となっている。形容調では「ナイ」に次いで，「ヨイ」が第2位である。ただし，「m

K」には「～てもいい」のような形式的な意味のものも含まれている。

　「いい」「わるい」は，対象の性質の種類に関してはまったく鎧歯であって，ともか
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くその性質が積極的に評懸されるものであるか，消極的に評価されるものであるかを表

わす語である。したがって，評儀の面に関しては，いちばん一般的・包括的な上位語の

位置を占めているといえる。この点を利用して，次のような方法が考えられる。

　それは，闘題の形容詞が，包括的な評価語である「いい」「わるい」などと，共存し

やすいか，共存しにくいか，をしらべる方法である。丁度に関係する形容詞を例にして

みよう。　（「わるい」の代りに「いやな」を使うことにする。形容調に多い，感情や感

覚に関係するマイナスの評価を伴った語のばあいには，そのほうが自然な需い方に近い

ことが多く，操作しやすいようである。）

あたたかい

　（÷）

あつい

　（一）

すずしい

　（÷）

さむい

　（一）

いい

（÷）

いやな

（一）

いい

（＋）

いやな

（一）

へやだ。

へやだ。

へやだ。

へやだ。

　これらは自然な文として成り立つと思われる。たとえば「あたたかい」と「いい」と

は同一の名詞「へや」に対する並立的な修飾語として共存しやすい。それは，「あたた

かい」にプラスの評儀が含まれていて，「いい」と調和しやすいのだと考えることがで

きる。上の4つの文は，（＋）と（＋），あるいは（一）と（一）という，同一方向の評

価を含む語が共存している文ということになる。

＊あたたかい

　（＋）

＊あつい

　（一）

＊すずしい

　（＋）

＊さむい

　（一）

いやな

（一）

いい

（牽）

いやな

（一）

いい
（　＋f一　）

へやだ。

へやだ。

へやだ。

へやだ。

　上のような文は普通には成り立たない。たとえば「さむい」ということは，普通に

は，不快な程度に大気の温度などがいちじるしく低いことであるから，「いい」とは両

立しにくい。ただし，次のようにむしろ快い場含に「さむい」が使われた例もあるが，

用例全体からみるとごく少量にすぎないので，普通には上のように考えることが許され

るであろう。

　○気負ひに気負つた葉子の肉体は然しさして寒いとは思はなかった。寒いとしても寧
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　　ろ快い寒さだった。　〈煎る女・前123）

　○さわやかに，寒かった。荷物にかけてある，油のにじんだズックのカヴアが暗々ハ

　　タハタとなった。分らないうちに，風が幽てきてるた。　（蟹エ船103～104）

　上の＊をつけた4つの：文は，　（＋）と（一）という，背反的な評価を含んだ藷が，岡

一の名詞に対する並立的な修飾語の形になっているために，成り立たない（成り立ちに

くい）のだと考えられる。そして，たとえば「あたたかい」は，「いい」とは共存しや

すく，「いやな」とは共存しにくい，ということから，プラスの評価を禽んだ語である

と認定しようとするわけである。また「さむい」は，「いい」とは共存しにくく「いや

な」とは共存しやすいことから，マイナスの評価を含んでいるとみるわけである。

　もっとも，

　　さむいが　（その櫨の点では）　いい　へやだ。

　　すずしいけれども　（暗いので）　いやな　へやだ。

のような文は成り立つ点は留意しなければならない。　それは「さむい」と「いい」，

「すずしい」と「いやな」とが，「へや」の温度に関する測謡と他の別種の側面とに醤

及しているからである。

　以上のような方法で，形容詞の含む評価姓を取り患していくならば，次に例示するよ

うに，3つのグループに分かれることになる。

い・
ｳ識：繁総2くい”おいしい’あたたかい’すずしい’

醜）｛畿観灘い’誠”暑い’さむい’くさい’ずるい’

・棚・膿：：：謙漁とい’ちかい’かるい’あかるい’はやい’

　すなわち，語の評価的な意味だけを取り上げ，記述的な意味を捨象するならば，fす

ばらしい，うつくしい，すずしい，かしこい，……」は要するに「いいこと」なのであ

り，「きたない，くさい，ずるい，……」は要するに「わるいこと」「よくないこと」

「いやなこと」なのであり，「おおい，ふとい，あまい，……」はどちらにも属さない

ことになる。

　「もの」や「こと」が多くの名詞の上位：語であり，「する」や「なる」が多くの動詞

の上位語であるように，「いい」とrわるい」　（「いやな」）は多くの形容詞の上位語で

あると，評価の面だけを抽象すれば欝えると考えられる。

4．喋．2評価の2，3のタイプ

　4．4．肇では，形容詞の意味に倉まれる評価姓のありなしについて主に考えてみた。次

に評懸性のあるばあいには，どんな種類の評価性であるかということが問題になり得
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る。この問題について，体系的に考えることは，容易ではあるまい。ここでは，わりあ

いにはっきりと取り串せそうな評価性のタイプをいくつかあげることを試みよう。

　他のばあいと同じく，語と語をつき合せて，評価性をみつけようと努めた。しかし，

申には，単語図単語の形では評価の要素が取り要せないが，語のグループとの対立を考

えれば，評価が随伴しているとみられる語を取り上げたばあいもある。たとえば「いび

つな」は，これと対比されうる，C“く近い形容詞は考えられないが，「まるい」「しか

くい」　「するどい」などの，「いびつな」と同じく形に関する形容詞のグループに属す

る語が評価と無関係であるのと対立して，マイナスの評価を含んだ語だと考えられる。

　一般に，基本的な形容詞どうしが，評価の観点から区劉される例は，あまり多くない

ようである。そして，評価的に無色な基本的形容詞と，それを語基とする派生形容詞が

評価的に色づけられていて，対立をなしている例は，掘当に多く拾い出すことができ

る。（例　あまったるいくあまい，うらわかいくわかい）また，マイナスの評価を含ん

だ基本的な形容詞と，その評価をいっそう強め，強調する派生形容調との館立もある。

（例　へたくそなくへたな）評価の観点で対立する形容詞の例を求めると，どうしても

このような類が量的にいえば中心になる。しかし，このような派生関係にある語どうし

の悶の意昧的な対立は，基本的な語どうしの間の対立ほど，興味を引かれるものではな

いと思われるので，網羅的にあげることはせず，いくつかのタイプに分けて例示的に説

明することに止めよう。

　上のような理窃によって，ここで取り上げる形容詞には，派生的なものであって，使

用頻度も低いものが多い。そのために，資料内の用例もごく少数であったり皆無であっ

たりして，用例にもとづいて考えることができず，内省によって推翻することに止まら

ざるを得ないことが多かった。

4．4．2．1度外れ

　ある量や性質の程度が，ノーマルな程度をはずれて大きいために，適切さを失ってい

るというマイナス的な評価を伴う語がある。まず，空間的な量をあらわす語の領域にい

くつかの例がみられる。

　ばかたかいくたかい

　　　（「ばかたかい」の用例なし）

　ひょうながいくながい

　○「君ア草履か。いやが上にも僕ばかりヒヨ環長く見えるわけだな」

　　真新しい八幡黒をすげた檀の細かい駒下駄を，ステッキの先で引きよせて穿くと，

　　三好は先に立って，硝子扉のぞとに出た。（多情仏心・前37）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せ　い
　○育つに翻れて，丸々と肥って可愛らしかったのが，身長に幡を取られて，ヒヨロ長
　　　　　　かほ　　ひど
　　くなり，面も甚くトギスになって，一寸狐やうな犬になって了つた。（平凡31＞
























































































































































































































































































































































































































































































































































































